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第 １ 回 定 例 会 付 託 事 件 一 覧 表 

 
 

議案 

番号 

件                名 議決月日 結    果

１ 平成２２年度上富良野町一般会計予算 ３月24日 原 案 可 決

２ 平成２２年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 ３月24日 原 案 可 決

３ 平成２２年度上富良野町老人保健特別会計予算 ３月24日  

原 案 可 決

４ 平成２２年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 ３月24日 原 案 可 決

５ 平成２２年度上富良野町介護保険特別会計予算 ３月24日 原 案 可 決

６ 平成２２年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 ３月24日 原 案 可 決

７ 平成２２年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 ３月24日 原 案 可 決

８ 平成２２年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 ３月24日 原 案 可 決

９ 平成２２年度上富良野町水道事業会計予算 ３月24日 原 案 可 決

１０ 平成２２年度上富良野町病院事業会計予算 ３月24日 原 案 可 決

１１ 平成２１年度上富良野町一般会計補正予算（第９号） ３月８日 原 案 可 決

１２ 平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ３月８日 原 案 可 決

１３ 平成２１年度上富良野町老人保健特別会計補正予算（第２号） ３月８日 原 案 可 決

１４ 平成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ３月８日 原 案 可 決

１５ 平成２１年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号） ３月８日 原 案 可 決

１６ 平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第

３号） 

３月８日 原 案 可 決

１７ 平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） ３月８日 原 案 可 決

１８ 平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） ３月８日 原 案 可 決

１９ 平成２１年度上富良野町病院事業会計補正予算（第４号） ３月８日 原 案 可 決

２０ 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件 ３月24日 原 案 可 決

２１ 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件 ３月24日 原 案 可 決



 

 

 
 

議案 

番号 

件                名 議決月日 結    果

２２ 公共施設における広域市町村民の使用料の取扱いに関する関係条例 

の整備に関する条例 

３月24日 原 案 可 決

２３ 上富良野町名誉町民条例の一部を改正する条例 ３月24日 原 案 可 決

２４ 上富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関す

る条例の一部を改正する条例 

３月24日 原 案 可 決

２５ 上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の変更について ３月24日 原 案 可 決

２６ 上川教育研修センター組合規約の変更について ３月24日 原 案 可 決

２７ 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について ３月24日 原 案 可 決

２８ 北海道市町村総合事務組合規約の変更について ３月24日 原 案 可 決

２９ 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について ３月24日 原 案 可 決

３０ 上富良野町道路線廃止の件 ３月24日 原 案 可 決

３１ 上富良野町道路線認定の件 ３月24日 原 案 可 決

３２ 監査委員の選任の件 ３月24日 同 意 可 決

３３ 固定資産評価審査委員会委員の選任の件 ３月24日 同 意 可 決

 〔予算特別委員会付託〕 
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       計予算 

 議案第７号 平成２２年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

 議案第８号 平成２２年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算

 議案第９号 平成２２年度上富良野町水道事業会計予算 

 議案第10号 平成２２年度上富良野町病院事業会計予算 

 議案第20号 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件 

 議案第21号 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件
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○議事日程（第１号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

第 ２ 会期決定の件 ３月８日～２４日 １７日間 

第 ３ 行政報告   町 長 向 山 富 夫 君 

第 ４ 報告第 １号 監査・例月現金出納検査結果報告の件 

代表監査委員 高 口   勤 君 

第 ５ 報告第 ２号 委員会所管事務調査報告の件 

第 ６ 議案第１１号 平成２１年度上富良野町一般会計補正予算（第９号） 

第 ７ 議案第１２号 平成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

第 ８ 議案第１３号 平成２１年度上富良野町老人保健特別会計補正予算（第２号） 

第 ９ 議案第１４号 平成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

第１０ 議案第１５号 平成２１年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

第１１ 議案第１６号 平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号） 

第１２ 議案第１７号 平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１３ 議案第１８号 平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

第１４ 議案第１９号 平成２１年度上富良野町病院事業会計補正予算（第４号） 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１３名） 

      １番  岡 本 康 裕 君      ２番  村 上 和 子 君             
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     １４番  西 村 昭 教 君         

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（１名） 

      ４番  谷   忠 君         

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長        向 山 富 夫 君             副 町 長        田 浦 孝 道 君         

 教 育 長        北 川 雅 一       君     代表監査委員        高 口  勤 君         

 教育委員会委員長        増 田 修 一 君     農業委員会会長  中 瀬   実 君 

 会 計 管 理 者        新 井 久 己 君     総 務 課 長        服 部 久 和 君 
 産 業 振 興 課                      産 業 振 興 課       
          多 湖 逸 郎 君              辻     剛 君 
 商工観光班主幹                農業振興班主幹 
 保健福祉課長        岡 崎 光 良 君             健 康 づ く り 担 当 課 長        岡 崎 智 子 君 

 町民生活課長        田 中 利 幸 君     建設水道課長        北 向 一 博 君 

 技術審査担当課長        松 本 隆 二 君     公園整備担当課長        菊 地 昭 男 君 

 農業委員会事務局長        菊 池 哲 雄 君     教育振興課長        前 田   満 君 

 ラベンダーハイツ所長        大 場 富 蔵 君             町立病院事務長  松 田 宏 二 

君 ─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長        中 田 繁 利 君             主 査        深 山  悟 君         

 主 査        遊 佐 早 苗 君
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告           

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。 

 これより、平成２２年第１回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、３月５日に告示され、同日、議案

等の配付をいたしました。 

 今期定例会の運営について、２月１８日と３月３

日に議会運営委員会を開き、その内容は、別紙議事

日程のとおりであります。 

 今期定例会に提出の案件は、町長から提出の議案

が、議案第１号から議案第３３号までの３３件、諮

問第１号の１件であります。 

 なお、人事案件の議案第３２号監査委員の選任の

件及び議案第３３号固定資産評価審査委員会委員の

選任の件並びに諮問第１号人権擁護委員候補者の推

薦の件につきましては、後日配付いたしますので御

了承賜りたいと存じます。 

 議員からの提出案件は、発議案第１号から発議案

第５号までの５件であります。 

 総務産建常任委員長及び議会運営委員長から、委

員会所管事務調査の報告がありました。 

 監査委員から、監査・例月現金出納検査の結果報

告がありました。 

 町長及び教育長から、平成２２年度の町政執行方

針並びに教育行政執行方針について、発言の申し出

がありました。 

 今期定例会までの主要な事項について、町長から

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、本日、平成２１年度建設工事発注状況をお配

りいたしましたので、審議の資料としていただきま

すようお願い申し上げます。 

 ２月２５日までに受理いたしました陳情・要望の

件数は１０件であり、その内容は、さきにお配りし

たとおりであります。 

 今期定例会までの議会の主要な動向は、別紙配付

のとおりであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ２番 村 上 和 子 君 

     ３番 岩 田 浩 志 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月２４日までの１

７日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から３月２４日までの１７

日間と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） 議員各位におかれまして

は、公私ともに何かと御多用のところ、平成２２年

第１回定例町議会に御出席いただきまして、まこと

にありがとうございます。 

 この機会に、去る１２月定例町議会以降におきま

す町政執行の概要について御報告させていただきま

す。 

 初めに、十勝岳噴火総合防災訓練についてであり

ますが、上川支庁地域災害対策連絡協議会及び十勝

岳火山防災会議協議会主催により、上富良野町と美

瑛町と北海道上川支庁によりまして、２月２３日か

ら２４日の２日間の日程で実施いたしました。 
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 防災関係機関であります旭川地方気象台、陸上自

衛隊、北海道警察、上富良野消防署、消防団など、

多数の関係機関に御協力をいただいたほか、あわせ

て関係機関独自、あるいは共同による訓練も実施い

ただいたところであります。 

 当町においては、九つの防災関係機関の参加によ

り１日目は非常配備体制構築、自衛隊災害派遣準備

訓練、情報の収集と伝達訓練を主体に、２日目は職

員非常招集、災害対策本部設置、自衛隊災害派遣要

請、避難路確保、避難所開設、避難指示情報伝達、

避難、道路閉鎖など、各種実働訓練を展開いたしま

した。 

 避難訓練では、緊急危険区域の住民を対象に８カ

所の避難所を開設したほか、草分地区自主防災組織

による避難訓練として６カ所の屋外避難所が開設さ

れ、参加の状況については町全体で昨年より２６世

帯多い１９４世帯、人数も７８人多い２５５人の参

加をいただいたところであります。 

 自主防災組織の防災訓練の参加については、より

多くの自主防災組織が参加いただけますよう、今後

ともさらに働きをかけてまいります。 

 また、防災訓練にあわせて行われた関係機関の訓

練では、西小学校避難所における救助・救出訓練と

避難指示区域における未避難者の確認訓練を陸上自

衛隊、北海道警察、消防署、消防団により避難所間

における避難者輸送訓練を陸上自衛隊と北海道警察

が連携し、ヘリコプターによる上空偵察訓練を陸上

自衛隊と北海道が、地上偵察訓練と災害対策本部で

の野外用指揮システムの運用訓練を陸上自衛隊がそ

れぞれ実施をしていただくなど、各防災関係機関の

御協力に対して改めて感謝申し上げますとともに、

今後、想定される十勝岳噴火災害に備えてまいりた

いと考えております。 

 次に、自衛隊関係でありますが、現防衛計画の大

綱の見直し等の作業が平成２２年度以降に先送りさ

れることとなり、１２月２１日、北海道自衛隊駐屯

地等連絡協議会の要望運動が行われ、防衛省及び関

係国会議員に対し、北海道の自衛隊体制維持を求め

る要望とともに、平成２２年度防衛予算編成の準拠

となる方針の閣議決定に係る要望を行い、翌２２日

には防衛省、自衛隊の幹部の方々に上富良野駐屯地

の現状規模堅持の要請を行ってまいりました。 

 １月１４日には、第２師団の冬季戦技競技会が上

富良野演習場で開催され、第２師団管内から選手を

初めとする多くの隊員が集まり、各協力団体の熱心

な応援のもと競技が行われました。 

 この大会には、地元の第２戦車連隊から選抜選手

が出場し、アキオの部で第１位と第３位の見事な活

躍で、総合第３位の成績をおさめました。 

 ２月４日、東京において町内に立地いたします企

業を訪問し、情報交換をするとともに、翌５日に

は、防衛施設周辺整備事業の関係で町基地対策協議

会の役員による防衛省並びに関係の国会議員に演習

場周辺整備事業に関する要望を行ってまいりまし

た。２月２２日には、北海道自衛隊駐屯地等連絡協

議会の役員会が札幌市で開催され、出席してまいり

ました。 

 次に、子どもセンターでの共生事業についてであ

りますが、今年度に共生型ソフト事業の補助採択を

得て、センター内の活動備品等を整備するととも

に、高齢者、障がい者、児童が一堂に会しての共生

事業を催すよう計画し、１月３１日に「わいわいら

んど」を開催いたしました。当日は、子育て中の親

子を初め、高齢者、障がい者の団体などから延べ１

６０名余りの参加者があり、それぞれの活動を披露

するなど楽しいひとときを過ごしていただくことが

できました。 

 次に、地域を挙げて子育てを支援するためのファ

ミリーサポートセンター事業についてであります

が、事業開始に向け会員募集の説明会を開催したと

ころ、２月２４日現在、９名の方が会員登録してい

ただける見込みでありますので、今後は講習会を開

き会員として必要な知識を身につけていただいた上

で、３月中の事業開始を目指してまいります。 

 次に、国民健康保険加入者の特定健診、保健指導

についてでありますが、平成２１年度の健診受診率

は６９.７％と昨年と同水準となっております。ま

た、平成２０年度の特定保健指導実施者の改善状況

を今年度の健診で確認すると、内臓脂肪型肥満が１

４.５％減少、メタボリック予備軍が２３.５％減

少、メタボリック該当者が３.２％減少するなどの

成果を得ておりますので、今年度に実施した特定保

健指導に期待をしております。 

 次に、自治基本条例の推進についてであります

が、２月１日に大阪ボランティア協会常務理事の早

瀬昇氏を招き、「住民が主役!協働のまちづくりの

すすめ」と題して講演会を開催し、約１７０名の町

民の皆様に聴講していただきました。 

 さらに、自治基本条例の中学生に対する説明につ

きましては、東中中学校に続き上富良野中学校３年

生１１５名に対しても授業教科の一環として条例の

内容及び協働のまちづくりの必要性について説明を

させていただいたところであります。 

 次に、町税等の収納対策についてでありますが、

平成２１年度９月定例町議会報告以降の町税等の徴

収対策につきましては、預金調査４１８件の財産調

査を実施するとともに、所得税還付金４件、銀行預

金の４件の差し押さえを執行し、８万３,０００円
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の換価収納をいたしました。 

 また、昨年に引き続き上川支庁管内市町村合同納

税窓口に参加し、共同呼び出し１８名、町税分催告

２３名を対象に納税催告を行い、町税等３６万８,

０００円を徴収いたしました。さらに、１２月期に

おいて夜間、休日納税相談窓口を開設し、３４４名

に対する呼び出し催告により２１８件の納税相談を

実施し、町税等８１９万６,０００円を徴収いたし

ました。 

 次に、例年実施しております平成２１年分所得税

の確定申告の受け付けについては、２月１６日から

３月１５日までの期間、また消費税及び地方消費税

の確定申告については、２月１６日から３月３１日

までの期間で実施しており、町民の方が混乱を来さ

ないよう所得税の申告と同時に相談、受け付けの対

応を図っているものであります。 

 次に、上富良野町地域省エネルギービジョン及び

地球温暖化対策実行計画の策定状況についてであり

ますが、地域省エネルギービジョンにつきましては

昨年７月から着手し、これまで５回の策定委員会を

開催して、ことし２月末をもちまして策定作業を終

了いたしました。 

 また、地球温暖化対策実行計画につきましては、

地域省エネルギービジョンをもとに町内における温

室効果ガスの排出抑制に向けた対策を総合的かつ効

果的に推進することを目標に、これまで４回の策定

委員会を開催して、ことし３月末をもって策定作業

を終了する予定であります。 

 今後につきましては、地球温暖化対策実行計画及

び地域省エネルギービジョンに基づき、町といたし

ましても温室効果ガスの排出抑制に向けたさまざま

な取り組みを講じてまいりますとともに、町民の皆

様にも省エネルギー行動の推進に向けた普及啓発活

動に積極的に取り組んでまいります。 

 次に、昨年１１月から始めています不燃ごみ指定

袋の切りかえの状況についてでありますが、役場に

おいて差額シールの買い取り、販売窓口を開設する

ともに、指定販売所の店頭などにも混乱が起きない

ように掲示するなど対策を講じてまいりました結

果、現在のところ特に混乱もなく、順調に切りかえ

が進んでおります。今後におきましても、引き続き

町民の皆様の利便性が図られるよう買い取り販売窓

口を開設してまいります。 

 次に、農業関係でありますが、去る１月２９日、

午後６時ごろ旭野地区かみふらの牧場肥育舎から火

災が発生し、被災施設を初め出荷前の成豚を含めた

多数の肉豚に被害が及びました。上富良野消防署の

要請により、上富良野駐屯地並びに多田分屯地の両

消防ポンプ班にも消火協力をいただき、午後９時４

９分に鎮火いたしましたが、肥育舎６棟、車庫１

棟、車両１台が焼失、また被災施設内で肥育されて

いた肉豚５,０２０頭のうち３,６２３頭が廃棄処分

せざるを得ない状況となりました。廃棄処分となっ

たもののうち、８３２頭につきましては町が設置し

ておりますへい獣処理施設において埋却処理を、そ

のほかについては民間の処理施設において焼却処理

が行われたところであります。 

 かみふらの牧場につきましては、特産品であるか

みふらのポークの生産に中心的役割を果たし、さら

には多くの町民の方を雇用する当町の中核企業であ

り、一刻も早く通常の生産活動が行われるよう願っ

ているところであります。 

 次に、農業後継者関係についてでありますが、農

業後継者として生産活動はもとより、野菜直売店の

経営など、戦略的な農業を展開されている江花地区

の安丸千加さんが去る３月４日、５日の両日、東京

で開催された「青年農業者会議全国大会アグリメッ

セージ部門」の北海道代表として参加されました。 

 安丸さんは、農業の世界がいまだ男性中心である

がゆえに女性後継者への偏見や男女差別的なものを

感じたという悔しさや、社会への疑問、また直売所

開設によって得ることができた刺激や楽しさ、さら

には女性がみずからの感性を生かしそれぞれの力が

発揮できる生き方を目指すことなどを意見としてま

とめ、１月に行われた全道大会において最優秀賞に

輝き、今回、全国の晴れ舞台での発表となりまし

た。 

 実は先ほど、きょうでございますが、全国大会の

結果につきまして連絡をいただきまして当日の最高

の賞でございます農林水産大臣賞を受賞されたとい

う報告がなされたところでございます。農業に限っ

たことではありませんが、後継者不足が常態化して

いる中で、今回、この出来事は町にとっても大変喜

ばしいことであり、後継者施策の推進についてさら

に力を注いでまいります。 

 次に、観光関係でありますが、今回で４６回を数

えます「かみふらの雪まつり」を日の出公園を会場

に２月７日に開催いたしました。会場には、上富良

野駐屯地第２戦車連隊制作による滑り台つき大雪像

１基と建設業協会制作による大迷路が設置され、約

１,０００人の町民の方々に冬の一日を楽しく過ご

していただけたものと思っております。 

 昨年同様、前日の６日には滑り台と大迷路を先行

開放し多くのお子さんに楽しんでいただきました。

当日には、幼児の部と小学生の部に分けた宝探し

ゲームやスノーモービルなどの体験搭乗、共催いた

だいた「新しい富良野・美瑛観光を考える実行委員

会」による嗜好を凝らしたイベントが行われるとと
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もに、ステージでは駐屯地音楽隊の演奏も披露さ

れ、会場内には多くの人でにぎわい楽しく終えるこ

とができたところであります。 

 雪像制作から当日まで、御支援、御協力をいただ

きました陸上自衛隊、建設業協会、女性団体連絡協

議会、自衛隊協力会女性部を初め、各関係機関及び

協賛いただいた皆様に感謝を申し上げるところでご

ざいます。 

 また、雪まつりと連動し６日と７日の両日、見晴

台公園及び深山峠駐車場を会場に新たな冬の観光を

模索する取り組みとして、「ウィンターサーカス２

０１０」が開催され、町内外から多くの方が会場に

訪れ、特産品のＰＲや交流など有意義な活動が展開

されたと報告をいただいているところでございま

す。 

 次に、２月８日から１０日の３日間、保健福祉総

合センターかみんにおきまして中国語の語学研修講

座が開催されております。これは、富良野・美瑛広

域観光推進協議会の広域観光圏事業としてかみふら

の十勝岳観光協会が主管して行われたものでありま

す。中国上海在住の上富良野町国際観光大使王思椒

氏を講師に迎え、広域の観光施設、宿泊施設などに

従事されている方を優先対象として定員３０名で行

われました。内容は簡単なあいさつや日常会話の学

習を中心としたもので、中国人旅行者の特性なども

含めた講師のお話に定員を満たした３０名の受講者

は熱心に聞き入り、学習をされておりました。 

 今後、増加が予想される中国上海、北京からの観

光客の接遇対応に大いに役立つものと考えておりま

す。この語学研修に講師として来日くださいました

王先生に心から感謝申し上げる次第であります。 

 次に、公立病院に対する国の財政措置の充実に関

する要請結果についてであります。一昨年末に、国

から示された公立病院に関する財政措置の改正で

は、過疎地域や救急医療等に関する財政措置が充実

されましたが、一方で、不採算地区病院の対象要件

の見直しにより、道内では本町を含む四つの公立病

院が対象外となりました。このことは、地域医療の

崩壊につながるものとして、該当自治体や町議会を

初め、北海道と北海道町村会及び北海道自治体病院

開設者協議会が連携しながら、国及び関係省庁、さ

らには道内選出の国会議員などに対し、激変緩和措

置を求めて、粘り強く要請活動を展開してまいりま

した。 

 その結果、昨年末の省令改正で平成２１年度から

２５年度までの５カ年間を経過措置として、特別交

付税において平成２０年度末の一般病床数を対象に

した財政支援策が決定されたところであります。こ

のことは、町議会はもとより、北海道、北海道町村

会など関係機関のお力添えのたまものと衷心より感

謝申し上げる次第であります。 

 地域医療を取り巻く環境は大変厳しい状況にあり

ますが、今回、講じられました国の激変緩和措置を

生かし、経営健全化に努めるとともに、町民に信頼

される病院としてその使命を果たしてまいりたいと

考えておりますので、今後とも議員各位の特段の御

支援、御協力を御願いするところであります。 

 次に、成人式についてでありますが、１月１０

日、保健福祉総合センターかみんにおいて、町議会

議員を初め、多くの来賓各位の御臨席をいただき挙

行いたしました。新成人１１６名の出席のもと、厳

粛な中で式典が行われ、成人としての門出を祝福し

たところであります。 

 次に、上富良野高校にかかわる事項について報告

させていただきます。昨年７月１３日に平成２２年

度から２４年度における公立高等学校配置計画案が

北海道教育委員会より示され、上富良野高校につい

ては現状維持となっておりますが、本年４月入学の

志願状況については多くの関係者の御努力により、

例年にない４２名となっており、その中でも地元の

中学校卒業者が２８名であります。 

 存続については依然として厳しい状況にあります

が、今後においても上富良野高校への入学希望者が

増加し、地域に根差した特色ある高校として存続で

きるよう町といたしましても町民の理解と協力をい

ただきながら努力してまいります。 

 最後に、建設工事の発注状況についてですが、１

２月定例議会の報告以降に入札執行した建設工事

は、１月２６日現在で件数で４件、事業費総額９,

８８５万７,５００円となっており、本年度累計で

は５９件、事業費総額１０億２,６７６万３,５００

円となっております。また、平成２２年第１回臨時

議会において、予算議決いただきました地域活性化

きめ細かな臨時交付金を財源とする建設工事につき

ましては、諸手続きを進め、早期発注に努めてまい

ります。 

 なお、本年度の詳細につきましてはお手元に「平

成２１年度建設工事総括表」を配付しておりますの

で、後ほど御高覧いただきたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告の件について、監査

委員から報告を求めます。 

 代表監査委員高口勤君。 
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○代表監査委員（高口勤君） 報告を申し上げま

す。 

 今回の報告事項の内容は、定期監査を行った件、

財政援助団体の結果、それと例月現金出納検査、平

成２１年度１１月分、１２月分、１月分、この例月

検査でございます。 

 それでは申し上げます。 

 報告第１号監査・例月現金出納検査結果報告の

件。 

 監査及び例月現金出納検査の結果について御報告

をいたします。概要のみ申し上げますので、御了承

を賜りたいと思います。 

 初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。 

 １ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、定期

監査を執行しましたので、同条第９項の規定によ

り、その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、上富良野町町民生活

課、上富良野町教育委員会教育振興課所管の財務事

務を監査の対象として、平成２２年１月２６日、２

７日の２日間、平成２１年度に執行された財務及び

これらに関する事務の執行状況を監査いたしまし

た。 

 監査の方法ですが、所管財務事務に関しての一部

を選択して試査する部分監査とし、伝票、決議書な

ど関係書類資料の提出を求め、この中から抽出して

点検、照合を行うとともに、必要に応じて関係職員

から事務の執行状況及び内容の聴取をいたしまし

た。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務は、

おおむね適正に執行されているものと認められまし

た。 

 なお、軽易な改善事項につきましては、監査の過

程において注意するとともに、指導の徹底とチェッ

ク体制強化により会計事務に遺漏のないよう努めら

れたいこと、また、上富良野高等学校教育振興会補

助金は、毎年返還金が発生しているので、予算編成

時に熟度を高めていただきたいこと、草分防災セン

ター管理業務委託料については、具体的な積算基準

が明確でなく、整備が必要な旨を所管課長等に講評

いたしました。 

 次に、財政援助団体監査の結果について御報告を

申し上げます。 

 ２ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第７項の規定により、財政

援助団体監査を執行いたしましたので、同条第９項

の規定により、その結果を報告いたします。 

 監査の概要ですが、平成２２年２月４日に上富良

野町町民生活課所管の上富良野町生活安全推進協議

会負担金事務及び上富良野町教育委員会教育振興課

所管の私立幼稚園特別活動振興補助金事務を監査の

対象として、金銭出納簿など関係諸帳簿を検閲し、

負担金、補助金の実地検査を行いました。 

 監査の結果、財政援助団体の財務に関する事務の

執行は、おおむね適正に処理されていると認められ

ました。 

 なお、私立幼稚園特別活動振興補助金交付事務に

ついては、申請時期、記載事項の不備、それから事

業実績報告の具体的な記載など、基本的な事務処理

に欠ける点が見受けられたので指導の徹底とチェッ

ク体制強化により、会計事務に遺漏のないよう努め

られたい旨を所管課長等に講評いたしました。 

 次に、３ページから１４ページまでの例月現金出

納検査の結果について御報告を申し上げます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第

３項の規定により、その結果を報告いたします。 

 平成２１年度１１月分から１月分について、概要

並びに検査結果を一括して御報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は別紙資料に示す

とおりであり、現金は適正に保管されていることを

認めました。 

 なお、資料につきましては御高覧いただいたもの

と存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては１５ページに

ございますので、参考としていただきたいと思いま

す。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 定期監査結果報告の１ペー

ジの関係でちょっとお尋ねしたいと思います。 

 上富良野高校教育振興会の補助ということで、毎

年返還金が発生しているといのうは私も事実として

とらえております。かつては、項目がないものを支

出した経過等もありましたけれども、最近の決算報

告書を見るとそういうことがないような気がいたし

ますけれども、先般２月１７日に住民会の連合会長

さんとの協議の中で、かつては５年前ぐらい、地域

住民の皆さん方とコミュニケーションを図るという

ことで、上富良野高校の先生方を講師になっていろ

いろ事業展開をしていたけれども、最近ないと、そ

ういうことでできれば地域に密着した高校のために

ということで、特に住民会長さんから御意見等があ
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りました。 

 その関係で、今回、毎年返還ということでどうい

う項目の内容のところが返還されているのかという

をちょっとお聞きしたいのと、それからもう１点、

草分住民会に関係をされている委託費の関係なので

すが、今回、定期監査でということでございました

けれども、これは委託費はいつからこういう形で出

されて、そして基準がないまま今日まできたのかど

うかということ、その点を確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 代表監査委員、答弁。 

○代表監査委員（高口勤君） ただいまの質問にお

答えします。 

 上富良野高校の教育振興会の決算報告というか、

実績報告につきましては、特にどの項目について返

還されているかということまではちょっと、今の段

階ではわかりませんので、そういう形で御了解いた

だきたいと思います。 

 ただ、監査をしていた中で補助金の申請時期が５

月中旬ぐらいになっているのです。ですから、入学

者数ですとか、それから年度の活動計画につきまし

ては大体固まっている時期であります。 

 そういうことからして、例えば入学準備金等の援

助、こういうものにつきましては人数ももう固まっ

ている段階ですので、町のほうの予算を組む段階

と、それから学校で補助金を申請する段階との時間

的な差がありますから、そういう意味ではもう少し

活動内容のきめ細かな計画が立てれるのではないか

なということで、もう少し毎年返還金が、例えば平

成２０年度では４０万円、それから平成１９年度は

８０万円、それから１８年度では３５万円の返還が

なされております。 

 そういう意味では、もう少し教育委員会と学校と

が連携をとって計画をもう少しきめ細かな計画を立

てていけるのではないかなということで、その点を

今回、指摘させていただきました。 

 それからもう一つの質問の……（「防災センター

の関係」と発言する者あり）これにつきましては、

私ども監査した中でいろいろと考えましたけれど

も、いわゆる住民会の会館的な使用している会館

と、それから草分防災センターのように住民会の会

館、そして防災関係の会館ということで非常に使用

目的が若干会館によっては違ってくるようなので

す。 

 そういう意味では、ほかの会館なんかの委託金の

申請なんかにつきましては、大体委託料の基準等の

予定金額が内部で積算されておりますけれども、こ

の草分防災センターについてはその点がちょっと

はっきりと見えなかったものですから、少し今後明

確な基準をもう１回設けて、委託料というものを決

めていくべきでないだろうかという、そういう指摘

をさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかございますか。 

（「いつからということも僕は問いただしていたの

ですが、委託費はいつからそういう形で、言うなれ

ば積算基準が明確のないまま……」と発言する者あ

り）はい、わかりました。 

 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） 今の中村議員の御質問内

容で、ちょっと把握はできておりませんけれども、

あくまでも防災センターと地域住民の分館という形

で対応してございますので、今考えるのはそのころ

からかなというふうにちょっと推測するところでご

す。最終的にはちょっと確認させてもらいますけれ

ども、そういう状況でございますので御理解賜りま

す。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 今、代表監査委員から答弁

をいただきました。 

 ただ、上富良野高等学校の教育振興会の関係で、

このあれでは平成２１年度の執行された財務の関係

ということでございますから、私はどこに余ったか

というのは実際に数字を合わせた関係で出てきたの

か、どこの項目がということが僕はあるような気が

するのですけれども、それは今、明確になくて、た

だ生徒数の関係は私はわかると思うのです、準備金

の関係は。ただ、予算が３月、実際は申請等は５月

ということで、その差はあるけれども、そのほかの

いろいろな事業があるのです。私も高校の総会に出

たことありますけれども、そうするとその項目の何

が参加者が少なくてあれだったとか、そういうよう

なことでどの項目がということは２１年度の一応監

査をしたということであれば、その中から僕は数字

が出てくるのかなという気がいたします。 

 ただ、１８年が３５万円、１９年８０万円、２０

年が４０万円という、こう毎年大きな金額が返還さ

れているということでは監査の指摘どおり、実態と

してはあるということで、その精度を上げていただ

けるということは理解をしたいのですけれども、２

１年度の分についてはどこがそういうことで、その

返還金が出てくる要素になっているかということを

ちょっと確認したいと思ったのです。よろしくお願

いいたします。 

○議長（西村昭教君） 代表監査委員、答弁。 

○代表監査委員（高口 勤君） 大変申しわけあり

ません。 

 ２１年度につきましては、まだ具体的な執行状況

というのでしょうか、実績等はまだ出てきておりま
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せんでした。それで、私どもが見た監査の内容は主

に２０年度までの状況でございます。 

 そして、何がどういうような計画で実施されて、

幾ら予算が使われないで余ったかとか、そういうこ

とにつきましては特に監査しておりません。以上で

す。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって監査・例月現金出納検査結果報告を終わりま

す。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号委員

会所管事務調査報告の件について、各常任委員長か

ら報告を求めます。 

 初めに、総務産建常任委員長、岩田浩志君。 

○総務産建常任委員長（岩田浩志君） 報告第２号

委員会事務調査報告の件。 

 総務産建常任委員会所管事務調査報告書を朗読を

もって報告にかえさせていただきます。 

 総務産建常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

を会議規則第７７条の規定により報告する。 

 総務産建常任委員長岩田浩志。 

 記。調査事件名、先進市町村行政調査の件。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、平成２１年９月１５日、２５日、１

０月１５日、１１月１３日、１６日、１２月４日、

１月１３日、２９日、２月９日に委員会を開催し

た。調査メーンテーマを「協働のまちづくり」と

し、調査事項等の検討を行った。 

 また、調査開始前（１１月１３日）に、当町のみ

ずから考え、みずから実行する自治活動の推進プロ

ジェクト、自治基本条例の運用状況、協働のまちづ

くり、防災対策、公共施設（清富小学校）の今後の

展開について、所管事務の担当職員から資料提出と

現況説明を求めて質疑を行い、調査への準備と意思

統一を行った。 

 先進市町村である大分県大分市、由布市、玖珠

町、熊本県阿蘇市を平成２１年１１月２３日から２

７日まで視察し、下記の事項について調査を行っ

た。 

 （１）安心・安全のまちづくりプロジェクト、市

民参画・協働のまちづくりについて。 

 大分県大分市において、自主防災組織育成、ご近

所の底力再生事業助成金、あなたが支える市民活動

応援事業などについて調査した。 

 （２）地域の底力再生プロジェクトについて。 

 大分県由布市において、地域活力創造事業などに

ついて調査した。 

 （３）地域コミュニティ組織の活性化プロジェク

トについて。 

 大分県玖珠町において、まちづくり活動助成金、

協働のまちづくりによるシステムづくりなどについ

て調査した。 

 （４）阿蘇ツーリズムプロジェクト（やすらぎ交

流館事業）について。 

 熊本県阿蘇市において、体験・交流活動における

住民との協働について調査した。 

 ２ページをごらんください。 

 ２、調査の結果。 

 なお、調査の結果におきましては、既に皆さん御

高覧のことと存じますので、調査市の概要並びに調

査の概要については朗読を省略し、まとめのみの朗

読とさせていただきますので御了承賜りたいと存じ

ます。 

 それでは、７ページをごらんください。 

 大分県大分市、まとめ。 

 （１）安心・安全のまちづくりプロジェクトにつ

いて。 

 大分市は、阪神・淡路大震災以降、年々自主防災

組織の結成を促進してきたが、平成９年度以降は結

成が伸び悩む状況になった。このため、平成１４年

度に消防ＯＢ１名を嘱託職員として雇用し、平成１

５年５月には「安心・安全のまちづくり」の取り組

みを市政の重要施策の一つとして位置づけるととも

に、平成１７年度には行政組織を防災危機管理室に

格上げした。また、自主防災組織活動事業費補助金

による財政支援を行うなど、ソフト、ハード両面に

おいてさまざまな強化を進めてきた。 

 その結果、現在は自主防災組織の結成率は９３％

となっている。しかし、各自主防災組織は温度差が

大きく、休眠状態の組織も多数あり、それら休眠状

態の組織を焦点にして市との協働による総合防災訓

練の実施や訓練指導担当職員による訓練の企画提案

など、直接働きかけることにも取り組もうとしてい

る。当町の自主防災組織もまさしく休眠状態の組織

があり、大分市の取り組みを大いに見習うことも重

要と考える。 

 防災訓練においては、市が主催する総合防災訓練

と、各自主防災組織が自主的に実施する防災訓練を

柱として、自主防災組織の育成強化に努めている。

当町は毎年度、十勝岳噴火総合防災訓練を実施して

いるが、その他の災害訓練や各住民会の自主防災組

織による自主的な訓練を町が主体となって指導して

取り組む必要があると考える。 
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 また、防災メール配信事業は住民との災害情報共

有のほか、職員の非常招集にも有効に活用できるこ

とから、外出している職員を携帯メールの一斉送信

により災害対策本部に招集する手段として当町でも

取り組む必要がある。 

 また、指導者として防災士４０５名を養成し、本

年度も１４４名の養成を予定している。次年度以降

の防災士養成や研修も積極的に予定されている。

翻って当町は、防災士が１名も養成していないのが

現状である。噴火周期が迫ると言われている活火山

十勝岳を抱える当町こそ、至急に専門的知識や技能

を持った防災士、またはこれに準ずる人材を養成し

て、それぞれの自主防災組織に配置し、組織の活動

の中で生かすことが至近の課題と考える。 

 さらに当町は、災害弱者対策の取り組みがおくれ

ているので、各関係機関（社会福祉協議会、住民

会、町内会、民生委員、福祉推進委員等）が連携

し、名簿の作成、更新維持、保管とその活用を含め

て早急に取り組むべきである。 

 （２）市民参画・協働のまちづくりについて。 

 大分市と当町では人口や予算規模に大きな違いが

あるが、大分市の市民参加・協働のまちづくりの調

査は大変有意義であった。特に、地域コミュニティ

再生主要３事業については、事業対象地域が違うの

が目を引いた。当町ではさしずめ、「地域まちづく

り活性化事業（現物支給）」は郡部地区に、「ご近

所の底力再生事業（補助事業）」は全町内会地区

に、そして「地域力向上推進事業（補助事業）」は

市街地区というふうに当てはめると大いに活用でき

ると考える。 

「日本一きれいなまちづくり」というスローガンも

全市民の取り組みとして大変インパクトがあった。

そして町並みは見事にきれいであった。当町は観光

のまちであり「四季彩のまちかみふらの」として

は、「北海道一きれいなまちづくり」などに置きか

えて取り組む価値がある。また、地域を越えた団体

活動に対し、個人市民税の１％を補助金として充て

ることができる「あなたが支える市民活動応援事

業」についても、町民の協働のまちづくりへの参画

意識の向上は間違いなく図られ、当町も大いに参考

できると考える。 

 続きまして、大分県由布市。９ページをごらんく

ださい。 

 大分県由布市、まとめ。 

 由布市は地域コミュニティ活性化事業として、

ワークショップによる地域の課題の掘り起こしに取

り組んでいる。地域住民が自分たちの地域の課題や

地域の将来像について子供から女性を含め多くの住

民が参加した中で、みずからが発想して自由に楽し

く協議できる点は「きっかけづくり」として、とて

も興味深い取り組みであった。住民が８名で１ブ

ロックとなってワークショップを行うが、市は「職

員は住んでいる地域に積極的に入り行政支援する」

を姿勢としており、職員２名を配置して運営の指導

をする中で、住民との交流が図られとても有効な取

り組みであった。 

 また、この事業の行政支援は３年間で終了する予

定であり、その後のコミュニティ組織の継続が心配

されていたが、由布市としては事業が終了した５年

後、８年後もこの活動が継続されていることを視野

に取り組んでいたことは大いに参考になった。 

 当町においても、本年度４月に自治基本条例が制

定され「協働のまちづくり」を進める上で何と言っ

ても住民の参画が重要である。そのため、住民が地

域の課題や将来像について考えるシステムの構築

と、そこに職員議会が積極的に住民の１人として参

加して、ともに考えつくり上げることが大いに大切

である。 

 また、地域のコミュニティをはぐくんでいく上で

「わかりやすく、楽しく、わくわく」するような工

夫も大切なことだと感じた。自治基本条例に掲げら

れている「住民参画」の第一歩としてワークショッ

プの取り組みは地域が抱える課題の抽出や改善策を

子供や女性やお年寄りを交えて地域みんなで考える

ことはとても有効な方法であり、当町においても取

り組む必要があると考える。 

 地域活力創造事業補助金については、ソフト事業

を対象とした統合的な補助制度であり、当町の住民

自治活動奨励事業補助金についても、住民が利用し

やすい制度へのさらなる改善が必要である。 

 続きまして、大分県玖珠町。１１ページをごらん

ください。 

 大分県玖珠町、まとめ。 

 玖珠町では、２９３の自治区の中で１０世帯以下

が８３カ所、５世帯以下が１７カ所など、少子高齢

化や過疎化による冠婚葬祭など地域行事ができない

状況になっている。コミュニティ組織を昭和の合併

時（森町、玖珠町、北山田村、八幡村）の四つの地

区に分け、活動拠点として自治会館を指定管理者制

度により地区コミュニティ運営協議会に管理委託を

行っている。 

 また、組織の基盤はＰＴＡ、住民、子育て、健

康、環境、体協、消防、防犯、老人会、婦人会の１

０の組織で構成されており、地区の防犯協会が地域

の受け皿となり広く人材を求め、生活環境部会、教

育文化部会、健康福祉部会、地域づくり部会の四つ

の部会制度を活動した組織づくりがなされていた。

特徴的なことは、１,０００万円の基金と年間５０
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万円を３年間行政が支援しており、この事業は行政

の仕事を住民に分権し、地域がみずから考え、お金

の使途を決めることができるものである。基金の使

い道については、コミュニティビジネス等の運用に

よりふやすこともでき、有効な活用となっている。 

 当町においても、２５住民会を基礎として住民自

治活動推進交付金を交付して、自主的な発想により

活動資金が使われることとなっているが、主に自治

会の役員手当や運営費に使われているのが現状であ

る。また、住民自治活動奨励事業補助金は、年間２

０万円を上限に３分の２、もしくは５分の４の補助

金を交付しているが、事業内容に制限があって地域

の要望と一致していないため、思うような実績が得

られていない状況である。 

 今後は玖珠町のように一定の金額を支援して、地

域住民みずからが地域にとって今、何が必要なのか

を考え、事業を行うことが大切なことである。当

然、責任を伴うものであるが、そこから生まれてく

る地域コミュニティこそが今後のまちづくりにとっ

て重要な役割を果たすものと強く感じる。 

 続きまして、熊本県阿蘇市。１４ページをごらん

ください。 

 熊本県阿蘇市、まとめ。 

 阿蘇市は、阿蘇くじゅう国立公園の中にあって４

００万人の集客力を持つ世界最大級のカルデラを有

し、阿蘇市全体が「屋根のない博物館」と見立てて

カルデラツーリズムとして地域の活性化に取り組

み、旧波野村（現阿蘇市）は小学校跡を少子高齢化

が進む地域の活性化の起爆剤として「阿蘇なみの高

原やすらぎ交流館」を整備し、地域住民と協働した

体験交流活動を展開している。 

 当町の清富多世代交流センター（清富小学校跡）

と比較すると交通量が多い国道沿いにあり、さらに

道の駅の近隣で立地条件に恵まれており、補助金適

正化法の規制や交流館を支える地域の人口も１,２

００人と大きな違いがある。施設運営も収益のある

道の駅や交流館を含めた地域活性化の３施設を指定

管理者制度を活用して有限会社神楽苑に委託してお

り、交流館運営の不足分を補てんできるようにして

いる。 

 また、運営のスタッフを「地域のしがらみ」にと

らわれない意欲的で優秀な人材を市外から招聘し、

その人的ネットワークで同じような施設を管理して

いる「ふるさと用務員の会」での情報共有や有識

者、著名人から助言、指導を仰いで有効活用してい

る。少子高齢化で衰退する地域の活性化のため旧波

野村（現阿蘇市）が小学校跡を思い切って総合宿泊

研修施設に活用した取り組みは全国的な課題である

廃校跡利用の先進的なモデルである。 

 過疎化、人口減が進む今日、地域の日常生活で根

づいた中から価値のあるものを発見、再確認し、地

域再生の新たな創造的事業やプログラムで活用する

ことにより、地域の人たちが地域を再認識すること

が生活の中の自信と誇りとなっていくよう交流館を

拠点として、地域を巻き込んだ取り組みは当町でも

十分参考となる面があった。 

 今後、公共施設再利用は当該地域の特性を十分検

討し、地域の福祉、連帯感の醸成をどのように図る

かの課題を解決し、地域にあった取り組みを構築す

る必要があると思われる。地域の核的存在である学

校跡の公共施設を今後どのように有効活用し、地域

活性化を図っていくか、少子化が進展する地域の学

校利活用を今から考える必要がある。そのためにも

地域住民の理解と協力は不可欠であり、地域に向け

た働きかけの中に地域の有形、無形の人的、物的資

源の再発見、発掘や付加価値を見出し、創造に向け

た活動に早期に取り組む必要があると考える。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、議会運営委員長中村

有秀君。 

○議会運営委員長（中村有秀君） ただいま上程い

ただきました、報告第２号委員会所管事務調査報告

の件について、朗読をもって報告といたします。 

 議会運営委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について調査の経過及び結果を

会議規則第７７条の規定により、次のとおり報告す

る。 

 平成２２年３月３日、上富良野町議会議長西村昭

教様。 

 議会運営委員長中村有秀。 

 記。 

 調査事件名、先進市町村行政調査の件。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、平成２１年１１月１９日、１２月９

日、平成２２年１月１４日に委員会を開催し、上富

良野町自治基本条例第４章「議会の役割と責務」と

しての第１０条、第１１条、第１２条の実践として

「議会の活性化（議会報告会等）と議会運営につい

て」を調査課題とし、調査テーマの検討協議を行う

とともに、住民会連合会との懇談会、所管事務調査

等について過去の実態検証を行った。また、本町議

会運営の現状を１８項目の一覧表にして「上富良野

町議会との比較表」を作成し、鷹栖町議会と羽幌町

議会のそれぞれの取り組みを事前に送付して回答を

受け取り、事前研修資料とし協議を行い、調査への

準備と意思統一を図った。 

 平成２２年１月２１日から２２日まで、先進市町
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村である上川支庁管内鷹栖町と留萌支庁管内羽幌町

の両議会を視察し調査を行った。 

 ２、調査の結果。 

 調査項目。 

 議会の活性化（議会報告会等）と議会運営につい

て。 

 １、議会の行財政改革について。 

 ２、議会の活性化と議会運営について。 

 鷹栖町議会。 

 町の概要については省略いたしますけれども、こ

の一番最後の行の昭和４４年町政施行という「政」

が変換ミスがございましたので、これは制度の

「制」ということで御訂正をいただきたいと思いま

す。 

 調査の概要。 

 １、鷹栖町議会の行財政改革について。 

 鷹栖町の行財政改革を議会としても積極的に推進

する立場から、議員定数の削減の取り組みとして定

数１８名を平成１５年の一般選挙時には１６名に、

さらに平成１９年の一般選挙時には１２名に削減

し、３常任委員会を総務文教常任委員会（６名）と

経済福祉常任委員会（５名）の２常任委員会とし

た。議長は、常任委員会に所属はしていない。この

ほか、議会構成として議会運営委員会（５名）と議

会広報特別委員会（５名）が設置されいる。 

 議員の費用弁償（町内日当）として１日１,３０

０円を支給してきたが、平成１６年４月から７００

円に減額し、さらに平成１７年４月より廃止した。

議員の報酬月額は平成１０年７月に改定され、議長

２４万５,０００円、副議長は１８万５,０００円、

委員長は１７万円、議員は１６万円であったが、平

成１４年７月に改定し、それぞれ５,０００円アッ

プして議長は２５万円、副議長は１９万円、委員長

は１７万５,０００円、議員が１６万５,０００円と

なり、現在に至っている。 

 議長の交際費は平成２０年１月に慶弔等に関する

内部規程を作成し、議長交際費の見直しと減額を

行った。 

 ２、鷹栖町議会の活性化と議会運営について。 

 鷹栖町議会は、町民に開かれた議会にするために

先進市町村の視察研修を行うとともに、議員間の積

極的な議論を経て、議会活性化の諸施策を行い、早

い時期から取り組んで非常に参考になった。鷹栖町

議会の特徴的な取り組みについて、次のとおりであ

る。 

 （１）議会報「たかす・みんなの議会の一般質

問・その後を追跡」の発行については、平成１６年

から実施をしている議会報「一般質問・その後の追

跡」は過去１年間の一般質問の中から、５ないし６

項目を選択し、「質問・理事者答弁その後の町政に

どう反映されたか」をまとめて、毎年１回、Ａ３版

のカラー印刷で議会報「たかす・みんなの議会」と

して発行し、全戸配布して、町民からわかりやすい

と好評である。この発行経費は、議員会事業費の一

般質問追跡レポート作成費から支出をしている。 

 （２）議会傍聴者への対策と開かれた議場施策に

ついて。 

 町議会傍聴者対策として、開かれた議会・親しみ

やすい議場・審議事項がわかる資料等の配慮がなさ

れている。平成１９年６月から休憩時間に傍聴者に

気軽に飲んでいただけるように「コーヒー等のセル

フセット」を傍聴席入り口付近に設置するととも

に、同じ月に町内在住者のフルート奏者による「第

１回議場コンサート」を開催した。「第２回議場コ

ンサート」は平成２０年３月、「第３回議場コン

サート」は平成２１年３月に中学校３年生が卒業前

の合唱コンサートとして行われた。 

 平成１９年１２月定例議会から「傍聴者への会議

資料の公開」として議案等は閲覧用として３部用意

し、議事日程表と一般質問一覧表、（議員名・質問

件名）を配付をしている。 

 （３）議会開催と一般質問の町民周知について。 

 年４回の定例議会の開催時に、「議会開催周知の

チラシ」を鷹栖町議会からのお知らせとして「議事

日程、議事案件、一般質問者と件名」をＡ４版の両

面に印刷し、本会議開催の約３日前に全戸新聞折り

込みとし、町民への周知と傍聴者増の促進を図って

いる。チラシ折り込み料は、議員会事業費の傍聴者

促進事業費から支出をしている。 

 （４）議会傍聴者へのアンケートの実施につい

て。 

 議会の傍聴者に平成２０年６月定例議会から「傍

聴者アンケート」を実施し、今後の議会活動活性化

に向けて参考にしている。そのアンケートの質問内

容は①議会の傍聴は何回目ですか、②議会の開催は

何で知りましたか、③一般質問について、議員の質

問はどうでしたか、行政の答弁は、④議案の審議に

ついて、議員の質問は、行政の答弁は、⑤傍聴をし

てみて感じたこと、意見、提言等がありましたら、

となっており、回答しやすいようにそれぞれ丸印を

つければいいようになっておりました。 

 （５）議会報告会の開催について。 

 議会改革による議会の活性化のため「議会報告会

の開催」については、平成１９年１２月７日の議会

運営委員会で実施することを協議し、１２月１４日

の議員協議会で議会報告会を行うことを確認した。

以後、議会運営委員会で議会報告会の開催概要につ

いて協議し、①実施時期は平成２０年１１月中旬ご
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ろに、②班編制は３班とし、会場は３地区、③班代

表は副議長、議運委員長、総務文教委員長、④議長

は全会場に参加とし、平成２０年３月６日に第１回

定例議会事前打ち合わせ後に、議運委員長から全議

員に報告し、了承を得た。 

 平成２０年４月から１０月まで６回の議会運営委

員会を開催し、議会報告会の開催要領、資料、進行

方法、班編制等について協議をし、その後の議員協

議会において最終確認を行った。開催日は、平成２

０年１１月２６日から２８日までで３会場とし、１

０月３１日に各地区連合会長、町内会長、農事組合

長に文書で依頼した。 

 第１回町議会報告会は３会場で８０名の参加があ

り、１２月１０日に議員協議会に総括を行った。そ

の後、議会運営委員会で各班ごとの集約をし、報告

誌の発行を行い、町長に「行政に対する要望事項」

を文書で通知をした。第２回町議会報告会も第１回

と同様の会議を開催し協議を進めていたが、鷹栖町

は地区連合会が５地区（北野、鷹栖、中央、北斗、

北成）になっていることから、平成２１年８月２３

日から２８日に５会場で開催し、６３名の参加が

あった。 

 第１回、第２回とも開かれた議会を目指し、「鷹

栖議会報告会報告誌」を発行し、質疑応答の内容、

アンケートの内容等が掲載されていた。「報告誌」

はカラー印刷Ａ４版８ページとなっており、発行費

用は議員会事業費の議会報告会開催事業費から支出

されている。 

 まとめ。 

 １、議会の行財政改革について。 

 町の行財政改革にあわせて議会もみずから議員定

数の削減を一般選挙時ごとに行って、現在は定数１

２名となっているが、２常任委員会での委員会活動

と議会運営については、現在の定数で限界であると

語っていた。現在の定数で「開かれた議会」と「議

会活性化」を積極的に推進して、町民に信頼と期待

される議会を目指して、各施策を実施しているので

本町議会も非常に参考になった。 

 議員の費用弁償、（町内日当）は本町議会も平成

１８年４月より廃止をしている。本町議会の議員の

月額報酬は平成１５年７月１日より減額改定し、議

員定数も平成１５年の一般選挙時で２名削減、平成

１９年の一般選挙時で４名削減しており、鷹栖町議

会と同じ考え方で「開かれた議会」と「議会活性

化」の活動を展開すべきと判断される。 

 ２、議会の活性化と議会運営について。 

 （１）議会報での「一般質問・その後を追跡」の

発行について。 

 平成１６年９月から一般質問の中から、町民が関

心のある事案への追跡を年１回の発行に取り組み、

毎年継続して発行されていることは、非常にタイム

リーな活性化への施策である。１年間の一般質問の

中から項目の選択は議会広報特別委員会に一任され

ているが、その選択は大変であると語っていた。 

 本町議会も平成１５年７月２５日発行の議会だよ

りナンバー３９号の中の「町議会のここが知りた

い」シリーズで、「一般質問者数と質問事項の分

類」などを掲載したが、鷹栖町議会の「一般質問、

その後の追跡」は非常に参考になり、今後の議会の

活性化と議会運営及び議会広報としての課題であ

る。 

 （２）議会傍聴者への対策と開かれた議場施策に

ついて。 

 傍聴者への「コーヒー等のセルフセットの用

意」、「議場コンサート」、「議案書、一般質問一

覧表の閲覧」等は開かれた議会にするために傍聴者

への配慮を積極的に取り組んでいる姿勢が伺える。

議案等の閲覧は、本町議会も平成２０年１２月定例

議会から傍聴席で閲覧できるように５部を配備を

し、傍聴者に好評価を得ているが、湯茶等の準備を

含め傍聴者確保の対策を議会運営委員会及び全員協

議会で協議する課題である。 

 （３）議会開催と一般質問の町民周知について。 

 平成２０年３月の定例議会で、議会開催の町民周

知を全戸配付のチラシ発行により取り組んでいる実

態を聞き、「開かれた議会と議会活性化をしよう」

とする意気込みが感じられた。 

 本町は、防災無線による周知（日程、主要案件、

一般質問があるのみ）だったが、平成２０年１２月

定例議会より町内主要施設１４カ所にポスターによ

る周知（日程、主要案件、一般質問者と質問件名）

と従来の防災無線との併用で住民周知を図ってき

た。ポスター掲示の周知により、町民の関心を呼ん

だり、議員への意見が寄せられたり、質問内容によ

り傍聴者はふえた状況もあった。鷹栖町議会もチラ

シ発行で特段に傍聴者がふえた実態ではないが、全

戸配付により議会報「たかす・みんなの議会」が待

たれており、読まれていることがアンケートの中で

も明らかになっていた。 

 本町議会も、防災無線での周知とポスターでの周

知と改善を進めてきているが、自治基本条例の「議

会の役割と責務」を積極的に推進するための検討協

議と実践が早急の課題である。 

 （４）議会傍聴者へのアンケートの実施につい

て。 

 議会傍聴時と議会報告会の開催時に記入者が記入

しやすい様式にしてアンケートを実施をしている。

特に、議会報告会の関係は「議会報告会報告誌」を
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発行し、その中で「アンケート調査での御意見」と

して集約した項目、数値を掲載し、町民周知と今後

の議会運営の参考としている。 

 本町議会も議会運営、議会広報、常任委員会との

連携により、各活動のアンケート等を含めて実施

し、それに基づき町民の意見反映に努めるべきと感

じた。 

 （５）議会報告会の開催について。 

 議会報告会開催までの取り組みは、平成１９年１

２月の協議から始まり、第１回議会報告会は平成２

０年１１月となっており、開催まで約１１カ月の準

備、協議を経て議員間の意識統一を図っている。開

催地域も第１回の３会場から第２回の５会場と、地

域事情を考慮して開催をしている。また、事前に各

地区連合会長、町内会長、農事組合長と連携し、町

民周知に配慮をしている。特に、事後対策として

「議会報告会誌」の発行と「行政に対する要望事

項」を町長に提出している取り組みが非常に参考に

なった。 

 本町議会も平成２２年の早い時期の開催につい

て、今回視察した鷹栖町議会と羽幌町議会、そして

先進地の栗山町議会、白老町議会の活動施策等を十

分参考にし、実施に向けて具体的に検討する時期で

ある。 

 羽幌町議会、町の概要については省略しますので

御高覧をいただきたいと思います。 

 調査の概要。 

 １、羽幌町議会の行財政改革について。 

 羽幌町は、平成１１年の人口が９,６５３人、世

帯数は４,０３２世帯であったが、平成１５年３月

には人口９,１５０人、地方債残高９３億９,６４３

万円となり、一層の行財政改革が求められた。議会

としても、議員定数の削減に取り組み、平成１１年

の一般選挙時に１７名に、平成１５年の一般選挙時

には１５名に、さらに平成１９年の一般選挙時には

１２名に削減した。（現在２名欠員となってい

る。） 

 常任委員会は、総務産業常任委員会(５名)、文教

厚生常任委員会(４名)の２常任委員会となってお

り、議長は常任委員会に所属はしていない。このほ

かの議会構成として議会運営委員会(６名)、議会広

報特別委員会(４名だが現在は３名)、医療問題調査

研究特別委員会(全議員)、行政改革調査特別委員会

(７名)が設置されている。 

 議員の費用弁償（町内日当）として１日１,５０

０円を支給していたが、平成１２年４月１日から廃

止した。議員の月額報酬は、平成９年７月に増額改

定され、議長は２７万５,０００円、副議長は２２

万５,０００円、委員長は２１万円、議員は２０万

円であったが、平成１８年１２月に町の特別職の給

与１０％を減額改定に伴い、議員側も平成１９年５

月から平成２３年４月までの４年間、報酬を１０％

減額改定し、議長は２４万７,５００円、副議長は

２０万２,５００円、委員長は１８万９,０００円、

議員は１８万円となっている。 

 ２、羽幌町議会の活性化と議会運営について。 

 （１）議会だより「ピッシリ」の発行について。 

 議会広報特別委員会を設置し、委員が編集してい

る。発行は、定例会後の約１.５カ月後ぐらいに町

民に配付している。「ピッシリ」第７４号を見る

と、一般質問は質問者に１ページを原則としている

が、次ページにわたっている場合もある。また、総

務産業常任委員会の所管事務調査として、町道の維

持管理の視察が行われ、そのときの委員の質問と担

当者の回答は掲載され、現場での身近な問題の回答

として町民の関心を引きつけており、常任委員会で

の質問と回答もそれぞれ掲載をしている。 

 （２）議会傍聴者の対策について。 

 議会傍聴者への一般質問の集計表を５部程度用意

をしている。議案書及び予算特別委員会での予算書

を３部程度用意をし、持ち出し、落書き禁止の表示

をし、傍聴者閲覧に供しているが傍聴者は少ない。 

 （３）議会開催と一般質問の町民周知について。 

 議会運営委員会で議会日程が決定されたら、町の

ホームページに議事日程と一般質問をあわせて掲載

するとともに、町民に購読者の多い「羽幌タイム

ス」、週３回発行、「日刊留萌」に記事を提供して

町民周知を図っている。 

 （４）議会傍聴者へのアンケートの実施につい

て。 

 傍聴者はわずかなので傍聴者アンケートは実施し

ていないが、平成２０年１０月３日に開催した「議

会活動報告と懇談の夕べ、身近な議会を目指して

（文教厚生常任委員会）」の際にはアンケートを実

施し、５０名の出席者に対し４１名から回答をも

らっている。回答の内容は、「議会への提言とその

回答(５件)」、「行政(議会共通を含む)要望、提言

事項(７件)」、「自由意見欄の記載内容(１２件)」

で、アンケート集計も６設問を分類し、比率化し、

今後の参考になる内容である。 

 （５）議会報告会の開催について。 

 身近な議会を目指して議会と住民の懇談会、「議

会活動報告と懇談夕べ」が開催されていた。開催に

当たっては、議員が個々にやればいいのではないか

等のいろいろな意見が出され、１年がかりでようや

く開催に至った経緯がある。 

 平成２０年１０月３０日、午後６時半から約１時

間３０分程度で、場所は羽幌中央公民館小ホールに
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て開催された。懇談会は、全町民を対象として文教

厚生常任委員会が主催をし、総務産業常任委員はオ

ブザーバーとして出席、案内方法は町内会長に配送

し、町内会に回覧のほか八つのボランティア団体に

依頼をした。 

 テーマの設定については、最近の議会活動につい

ての報告だけにするとの意見もあったが、町民が一

番関心を抱いている「後期高齢者医療制度の問

題」、「特別養護老人ホームの改築」や「羽幌中学

校の耐震補強」について、委員会活動の審査、調査

案件についてとした。懇談会では議長が懇談会を開

催した経緯について報告し、町民からの要望や意見

が多く出され、行政、議会全般についての質問に対

しては委員長が答弁し、議長が総括的な責任者と

なって答弁をしていた。町民からの提言について

は、検討結果を参加者全員(５３名)に回答し、一部

町広報誌で紹介をしていた。 

 また、懇談会では参加者にアンケートを実施し、

その回答を見ると現状における議員の役割について

は「果たしているが２４％」、「どちらでも言えな

いが６３％」と低い評価であったが、懇談会に対し

ての評価は「今後とも継続を求める声が９５％」と

高く、議会への期待に対しても「期待しているが７

８％」で非常に高いという結果が出ていた。開催時

間については、仕事等の終わった後の夜の時間帯の

ほうが町民も集まりやすいということで、夜間を設

定していた。しかし、平成２１年度はまだ開催され

ていないが、継続して開催することが今後の課題と

なっている。 

 まとめ。 

 １、議会の行財政改革について。 

 町の行財政改革にあわせて、行政改革調査特別委

員会(７名)を設置して、議員定数の削減と議員報酬

の減額に取り組んできた。ただ、留萌支庁管内８町

村のうち、議員報酬の減額条例を適用させているの

は羽幌町、苫前町、天塩町の３町のみである。羽幌

町議会の議員報酬を１０％減額しているが、本町議

会の委員長と議員の報酬よりもまだ上位の状況であ

る。 

 ２、議会の活性化と議会運営について。 

 （１）議会だよりの発行について。 

 羽幌町議会だより「ピッシリ」は、本町議会と同

様年４回、定例会終了後に発行している。所管事務

調査報告では、特に「町道維持での現場視察」の記

事は現場を見ての問答とし、関係町民からも評価さ

れている。また、常任委員会での質問と回答の掲載

は、本町議会の議会だよりの発行に参考となった。 

 （２）議会傍聴者への対策について。 

 議会傍聴者との情報共有の立場から、議案書関係

と一般質問者と質問件名、要旨等を傍聴席に配置し

ているが、本町議会と同様に傍聴者への配慮が伺え

れる。 

 （３）議会開催と一般質問の町民周知について。 

 町のホームページ掲載と地元新聞２社への記事提

供により、町民周知を図っているが本町議会は「町

広報とお知らせ版」、「防災無線」、「町内１４施

設でのポスター掲示」で住民周知を行っている。今

後は、羽幌町のようにホームページへの掲載や、鷹

栖町議会の新聞のチラシの折り込み(当別町と壮瞥

町も実施)による周知方法等の拡大により、「開か

れた議会」、「議会としての協働のまちづくり」の

視点からも積極的に検討すべきと考えられる。 

 （４）議会傍聴者へのアンケート実施について。 

 羽幌町議会では実施していないが、「議会活動報

告と懇談夕べ」の際には実施しており、本町議会と

して非常に関心の持てる内容であり、参考となっ

た。今後は、定例議会、各委員会に設問内容ととも

にアンケート等の実施について検討し、議会の諸活

動について町民の動向、意見等の実態を掌握し、今

後の議会活動の資とする必要がある。 

 （５）議会報告会の開催について。 

 議会活性化の取り組みとして身近な議会を目指し

て町民が一番関心を抱いているテーマをもとに議会

報告会が実施されていた。町民からも積極的な意見

や提案が議会や行政に寄せられるなど、町民を巻き

込んだ議論がなされており、議会が町民に情報を提

供し、共有することでまちづくりの参加が進められ

ることの大切さを実感した。 

 今後、本町議会としても議会の活性化、町民の身

近な議会を目指し、住民会長との懇談会、所管事務

調査として委員会が所管する関係団体との委員会活

動や、議会報告会等に積極的に取り組むことが必要

と思われる。今回の視察の中で、町民からの質問に

対する答弁の仕方やテーマの設定等の難しさが課題

とされており、本町議会としても議員として議会報

告会への決まり事を定め、町民が今どのようなこと

に関心を寄せているのか、町民の多面的な要望等を

日ごろから調査項目を定め、細やかな委員会活動の

積み重ねにより、より身近な議会となりうることを

痛感した。 

 以上、先進地行政調査の件として報告します。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって委員会所管事務調査の報告を終わります。 

 この際、理事者に申し上げます。 
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 ただいま、報告いたしました内容について、特に

総務産建常任委員会の件につきましては、今後の行

政運営に十分参考にされますよう御期待申し上げま

す。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時３１分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第１１号平

成２１年度上富良野町一般会計補正予算（第９号）

の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま上程いただき

ました議案第１１号平成２１年度上富良野町一般会

計補正予算（第９号）の提案要旨について説明申し

上げます。 

 １点目は、繰越明許費の設定でありますが、地域

情報通信基盤整備(携帯電話伝送路)事業について

は、北電柱への強化に伴う条件整備に一定の時間を

要しますことから、子ども手当システム改修事業に

つきましては、短い期間に全国一斉に業務が集中し

ますことから、新型インフルエンザワクチン接種費

負担事業については、国においてワクチン接種期間

が延長されたことから、演習場周辺農業用施設設置

助成事業については、早期導入、早期完了の地元要

望について北海道防衛局との協議が整い、平成２２

年度及び２３年度、予定事業が前倒しで実施できる

ことになりましたことから、また、興農地区経営体

育成基盤整備事業については、昨秋の天候不順の影

響から予定していた工事分の着工が延期されたこと

により、それぞれ現年度内の完了が難しいことか

ら、繰越明許費を設定するものであります。 

 ２点目は債務負担行為補正であります。まず、追

加補正についてですが、スクールバス運行業務とさ

きの１２月定例町議会において御議決をいただいた

見晴台公園施設指定管理業務について、本年度中に

契約、協定を締結し、業務の円滑な推進を図るた

め、新たに債務負担行為を設定するものでありま

す。 

 次に、変更補正についてですが、農業経営基盤強

化資金利子補給事業については、当初、予定してい

た借入金総額が大幅に減少する見込みとなったこと

とあわせて、据え置き期間を設定することから、期

間、限度額の変更を行うものであります。また、南

部地区土砂流出対策事業、東１線排水路整備事業及

び北２４号排水路支線整備事業については、事業費

の確定に伴い限度額の変更を行うものであります。 

 ３点目は地方債補正であります。まず、変更補正

についてでありますが、地域情報通信基盤整備(携

帯電話伝送路)事業については、事業費の確定及び

公共投資臨時交付金の充当見込み額の確定により、

興農地区経営体育成基盤整備事業については、公共

投資臨時交付金から補正予算債へ財源の組みかえを

行うことにより、また島津地区道営経営体育成基盤

整備事業については、財源対策の調整分として地方

債の追加配分が認められたことにより、それぞれ限

度額の変更を行うものであります。 

 次に、廃止についてでありますが、清富地区飲料

水供給施設整備事業における簡易水道事業債につい

ては、特別会計設置という適債条件を満たさないこ

とから廃止するものであります。 

 さらに、各事業の確定及び確定見込みに伴う不用

額など、歳入歳出それぞれにおいて所要の額を補正

するとともに、歳計剰余金については今後の投資的

事業を支える財源として公共施設整備基金に、また

少子高齢化時代における福祉施策を支える財源とし

て地域福祉基金に一定額の積み立てを行うよう補正

予算を調整したところであります。 

 それでは、以下議案の説明につきましては、議決

項目の部分につきまして説明をし、予算の事項別明

細につきましては省略をさせていただきますので御

了承願います。 

 議案第１１号平成２１年度上富良野町一般会計補

正予算（第９号）。 

 平成２１年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第９号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５,８４６万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７５億１,９２４万２,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正）。 

 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 （債務負担行為の補正）。 

 第３条、債務負担行為の追加及び変更は、「第３

表 債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正）。 

 第４条、地方債の変更及び廃止は、「第４表 地
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方債補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款町税５４０万円の減。 

 １２款分担金及び負担金２,５６０万７,０００円

の減。 

 １３款使用料及び手数料３８８万４,０００円。 

 １４款国庫支出金５,１７７万９,０００円。 

 １５款道支出金８８０万円の減。 

 １６款財産収入５,６７３万円。 

 １７款寄附金４９万５,０００円。 

 １８款繰入金２６万円。 

 ２０款諸収入１,３７７万６,０００円の減。 

 ２１款町債１１０万円の減。 

 歳入合計が５,８４６万５,０００円となります。 

 ２ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 １款議会費４２万５,０００円の減。 

 ２款総務費９,１７３万９,０００円。 

 ３款民生費５３８万７,０００円。 

 ４款衛生費１,９９６万４,０００円の減。 

 ５款労働費５０万４,０００円の減。 

 ６款農林業費８,２９８万６,０００円。 

 ７款商工費３万５,０００円。 

 ８款土木費７,０１６万円の減。 

 １０款教育費１,４０５万７,０００円の減。 

 ３ページに移ります。 

 １１款公債費９７万７,０００円の減。 

 １４款予備費１,５５９万５,０００円の減。 

 歳出合計が５,８４６万５,０００円となります。 

 ４ページに移ります。 

 次に、第２表、繰越明許費補正につきまして申し

上げます。 

 冒頭申し上げましたように、現年度中の完了が難

しい地域情報通信基盤整備(携帯電話伝送路)事業、

子ども手当システム改修事業、新型インフルエンザ

ワクチン接種費負担事業、演習場周辺農業用施設設

置助成事業、興農地区経営体育成基盤整備事業の５

事業につきまして、追加設定するものであります。 

 次に、第３表、債務負担行為補正につきまして申

し上げます。 

 冒頭申し上げましたように、追加補正としてス

クールバス運行業務、見晴台公園施設指定管理業務

の２事業、変更補正として農業経営基盤強化資金利

子補給、南部地区土砂流出対策事業、東１線排水路

整備事業、北２４号排水路支線整備事業の４事業に

つきまして、それぞれ債務負担行為の補正手続をと

るものであります。 

 ５ページに移ります。 

 次に、第４表、地方債補正について申し上げま

す。 

 冒頭申し上げましたように、変更補正として地域

情報通信基盤整備(携帯電話伝送路)事業、興農地区

経営体育成基盤整備事業、島津地区道営経営体育成

基盤整備事業の３事業、廃止補正として清富地区飲

料水供給施設整備事業の１事業につきまして、それ

ぞれ地方債の限度額等の変更等をするものでありま

す。 

 以上、議案第１１号平成２１年度上富良野町一般

会計補正予算（第９号）の説明といたします。 

 御審議いただき、御承認くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第１２号平

成２１年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（田中利幸君） ただいま上程され

ました議案第１２号平成２１年度上富良野町国民健

康保険特別会計補正予算（第４号）につきまして、

提案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入に関しましては、１点目は、保険税収

入の一般分が平成２０年度の農業所得等の増加によ

り、当初見込みから約４.４％増の１,１４３万３,

０００円の増額となったところであります。また、

退職分につきましても、課税標準額及び人数増等の

要因により、１６９万２,０００円の増額が見込ま

れますことから、一般分・退職分合算して保険税額

を１,３１２万５,０００円の増額を計上したところ

であります。 
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 ２点目は、療養給付費が不足する見込みでありま

すことから、これらの財源となります国庫支出金及

び療養給付費、交付金等の増額分を計上したところ

であります。 

 ３点目は、平成２１年度の前期高齢者交付金及び

共同事業交付金の金額が確定いたしましたことか

ら、所要の補正をするものであります。 

 次に、歳出に関しましては、１点目は保険給付費

一般分の療養給付費が不足する見込みから、１,２

４８万円の増額補正をお願いするものであります。 

 ２点目は、平成２１年度共同事業拠出金が確定い

たしましたことから、１,４１２万３,０００円を減

額するとともに、その他の歳出項目につきましても

実績見込みから精査し、所要の補正をするものであ

ります。 

 以上、申し上げましたことを主な要素として財源

調整を図った上で、歳入に見合う歳出の残額分の

３,６０８万２,０００円を予備費に充当しようとす

るものであります。 

 それでは、以下、議案の朗読をもって説明といた

します。 

 議案第１２号平成２１年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２１年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３,３９９万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１４億４,５２４万５,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税１,３１２万５,０００円。 

 ２款国庫支出金２４４万３,０００円。 

 ３款療養給付費交付金８７８万２,０００円。 

 ４款前期高齢者交付金１,４９９万９,０００円。 

 ５款道支出金４４万５,０００円の減。 

 ６款共同事業交付金５９９万３,０００円の減。 

 ７款財産収入７万９,０００円。 

 ８款繰入金８２万９,０００円。 

 １０款諸収入１７万３,０００円。 

 歳入合計は、３,３９９万２,０００円でありま

す。 

 次に、２ページであります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費６５万２,０００円の減。 

 ２款保険給付費１,２４８万円。 

 ７款共同事業拠出金１,４１２万３,０００円の

減。 

 ８款保健事業費７８万６,０００円の減。 

 ９款基金積立金７万９,０００円。 

 １１款諸支出金９１万２,０００円。 

 １２款予備費３,６０８万２,０００円。 

 歳出合計といたしましては、３,３９９万２,００

０円となります。 

 これをもちまして、平成２１年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第４号）の説明といた

します。 

 御審議いただきまして、原案をお認めくださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第１３号平

成２１年度上富良野町老人保健特別会計補正予算

（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（田中利幸君） ただいま上程され

ました議案第１３号平成２１年度上富良野町老人保

健特別会計補正予算（第２号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。 

 老人保健特別会計は、平成２０年度から後期高齢

者医療制度に移行いたしましたことから、平成２１

年度予算につきましては、支払遅延請求及び過誤給

付金等の精算に対応するために予算措置をしており

ましたが、これらの支払いが予想を大きく下回るこ

とが確実となりましたことから、医業分予算を１,

１７０万円減額するとともに、この費用額に見合い
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の歳入財源の支払基金交付金及び国庫支出金、一般

会計繰入金を減額するものであります。 

 また、診療報酬返還金等の諸収入につきまして、

実績見込額を計上いたしますとともに、歳入と歳出

の残額分を予備費に充当するものであります。 

 それでは、以下、議案の朗読をもって説明といた

します。 

 議案第１３号平成２１年度上富良野町老人保健特

別会計補正予算（第２号）。 

 平成２１年度上富良野町の老人保健特別会計の補

正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ７２６万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ８３１万７,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款支払基金交付金６０４万円の減。 

 ２款国庫支出金４００万円の減。 

 ４款繰入金１００万円の減。 

 ６款諸収入３７７万８,０００円。 

 歳入合計は、７２６万２,０００円の減でありま

す。 

 次に、歳出でありますが、２款医療諸費１,１７

４万円の減。 

 ４款予備費４４７万８,０００円。 

 歳出合計は７２６万２,０００円の減となりま

す。 

 これをもちまして、平成２１年度上富良野町老人

保健特別会計補正予算（第２号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただきまして、原案をお認めいただきま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第１４号平

成２１年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（田中利幸君） ただいま上程され

ました議案第１４号平成２１年度上富良野町後期高

齢者医療特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、保険料の口座振替者と年度

途中加入者の増加によりまして、特別徴収現年度分

保険料が３１２万３,０００円減となりますが、普

通徴収現年度分が５５３万円増額の見込みでありま

すことから、保険料収入２７３万５,０００円を増

額補正をしようとするものであります。 

 また、繰入金及び諸収入につきましては、実績見

込みを精査いたしまして所要の補正をするものであ

ります。 

 歳出につきましては、保険料の歳入増額相当分及

び事務費の実績精査分について、広域連合納付金と

して支出するため、所要の補正をするものでありま

す。 

 それでは、以下、議案の朗読をもって説明といた

します。 

 議案第１４号平成２１年度上富良野町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２１年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２４９万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ９,１８２万３,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料２７３万５,０００
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円。 

 ３款繰入金９万１,０００円の減。 

 ５款諸収入１４万５,０００円の減。 

 歳入合計は、２４９万９,０００円であります。 

 次に、歳出でありますが、２款広域連合納付金２

７１万９,０００円。 

 ３款諸支出金２２万円の減。 

 歳出合計は、２４９万９,０００円となります。 

 これをもちまして、平成２１年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の説明とい

たします。 

 御審議いただきまして、原案をお認めいただきま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第１５号

平成２１年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ただいま上程され

ました議案第１５号平成２１年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。 

 平成２１年度介護保険の各事業の精査により生じ

ます歳入歳出の増減額につきまして、所要の補正を

計上しようとするものでございます。 

 １点目は歳出の保険給付におきまして、居宅サー

ビス給付の増、施設サービス給付につきましては減

額、また高額医療、高額介護合算によります高額

サービスの給付の増に伴います補正を計上をいたし

ます。 

 そして、この補正に伴いまして歳入、国及び道の

負担金を精査し、補正計上しようとするものであり

ます。 

 第２点目は、地域新事業の精査によります所要の

補正を行います。 

 第３点目は、特別給付事業の状況を精査し、減額

補正を行うものでございます。 

 ４点目につきましては、歳入歳出の差額調整を

行った結果、事業基金の繰り入れを当初よりも減額

して行うものであります。 

 以上により、総額７７万６,０００円を減額し、

差し引き合計額７億６,９１５万１,０００円としよ

うとするものであります。 

 もう１点、地域包括支援センターで現在使用して

おります支援システムを更新の準備を進めるため

に、債務負担行為の追加補正を行います。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第１５号平成２１年度上富良野町介護保険特

別会計補正予算（第３号）。 

 平成２１年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それ

ぞれ７７万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７億６,９１５万１,０００

円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為の補正）。 

 第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務

負担行為補正」による。 

 １ページをお開きくだい。 

 以下、款の補正額のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ２款分担金及び負担金１０万３,０００円の減。 

 ３款国庫支出金２００万８,０００円。 

 ４款道支出金１４９万５,０００円。 

 ５款支払基金交付金５２万円。 

 ７款繰入金４６９万６,０００円の減。 

 歳入合計７７万６,０００円の減額。 

 ２、歳出。 

 １款総務費４５万４,０００円の減。 

 ２款保険給付費１５９万９,０００円。 

 ３款地域支援事業費１７７万１,０００円の減。 

 ４款特別給付費１５万円の減。 

 歳出合計額７７万６,０００円の減額。 

 ２ページをお開きください。 

 第２表、債務負担行為補正。 

 追加。 

 事項といたしまして、地域包括支援センター支援

システム更新でございます。期間は、平成２１年度
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から平成２６年度でございます。限度額３１８万円

であります。 

 以上、説明といたします。 

 原案お認めくださいますようお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第１６号

平成２１年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大場富蔵君） ただいま

上程されました議案第１６号平成２１年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 平成２１年度会計におきましては、２０年度の繰

越金を予算計上する際、利用者のサービス利用状況

に対処し、施設運営に支障が生じないよう不測の事

態に備え全額を予備費に充てていたところでござい

ます。 

 このたびラベンダーハイツ事業の収支の見きわめ

がついたことから、後年度の施設設備の整備、維持

補修等に要する経費の財源に充てるため、施設整備

基金に１,０００万円の積み立てを行おうとするも

のであります。 

 お認めいただくことによりまして、平成２１年度

末のラベンダーハイツ施設整備基金の残高は、年度

当初の２,７８２万２,０００円より２００万円増の

２,９８２万２,０００円を予定しているところでご

ざいます。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第１６号平成２１年度上富良野町ラベンダー

ハイツ事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２１年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款及び補正額のみを申し

上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳出。 

 ４款基金積立金、１,０００万円。 

 ６款予備費１,０００万円の減。 

 歳出補正額の合計はゼロ円でございます。 

 これをもちまして、平成２１年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号）につ

きましての説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１７号

平成２１年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程され

ました議案第１７号平成２１年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要旨を

御説明いたします。 

 借入金利子、消費税の確定及び検満工事等事業費

の確定により、不用額となるものを精算減額し、あ

わせて町からの繰入金について精算相当額を減額す

る内容となっております。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 
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 議案第１７号平成２１年度上富良野町簡易水道事

業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２１年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１２６万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ５,３５６万５,０００円と

する。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ２款繰入金１２６万８,０００円の減。 

 歳入合計１２６万８,０００円の減。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費１１０万円の減。 

 ２款公債費１６万８,０００円の減。 

 歳出合計、１２６万８,０００円の減。 

 以上です。御審議いただきまして、議決を賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１８号

平成２１年度上富良野町公共下水道事業特別会計補

正予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程され

ました議案第１８号平成２１年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第３号）につきまして

補正の要旨を御説明いたします。 

 歳入に関しましては、１点目は、受益者負担金及

び分担金の収入額の増に伴う増額で、２点目は、経

済不況を反映して製造業を中心に処理水量が当初見

込みより減になることから、下水道使用料を減額す

るものでございます。３点目は、事業費確定によ

り、ルール計算に基づく一般会計からの繰入金を増

額するものです。 

 一方歳出では、事業費確定及び精査により減額

し、また公債費償還元金利子の確定によって不用額

を減額するものです。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第１８号平成２１年度上富良野町公共下水道

事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２１年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３１５万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７億８,２０７万１,０００

円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正）。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金４２万２,０００円。 

 ２款使用料及び手数料２６７万２,０００円の

減。 

 ４款繰入金１３９万９,０００円。 

 ６款諸収入１０万円の減。 

 ７款町債２２０万円の減。 

 歳入合計３１５万１,０００円の減となっており

ます。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費１３５万２,０００円の減。 

 ２款公債費１７９万９,０００円の減。 

 歳出合計は３１５万１,０００円の減となってお

ります。 

 ２ページに参ります。 

 第２表、地方債補正。 

 (１)、変更。公共下水道事業（一般分）につきま

して２２０万円を減じて、７３０万円を限度額とす
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るものでございます。 

 以上、説明を終わらせていただきます。 

 御審議いただきまして、議決を賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１８号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第１９号

平成２１年度上富良野町病院事業会計補正予算（第

４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（松田宏二君） ただいま上程さ

れました議案第１９号平成２１年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第４号）につきまして、初めに

提案の要旨を御説明申し上げます。 

 今回の補正につきましては、三つの要素で構成さ

れておりますが、１点目は収益的支出の費用の組み

かえであります。昨年秋以降の新型インフルエンザ

患者の発生に伴う診療と予防接種にかかる収支を特

殊要因としながら、既存予算の執行状況とあわせて

決算見込みを推計したところです。 

 その結果、収支各総額は既存予算内での決算見込

みとなりましたが、支出の医業費用におきまして診

療に伴う材料費で８４７万５,０００円の不足が見

込まれましたので、まずは予備費から４３０万円

を、また不用額が見込まれます経費から４１７万

５,０００円を減額し、予算の組みかえをしようと

するものであります。 

 ２点目は、資本的収入と支出におきまして、患者

ベッドの更新整備事業等が完了しましたので、一般

会計からの出資金と不用額をそれぞれ減額するもの

であります。 

 ３点目は、御寄附を４件、１９万円をいただいて

おりますので、寄附者の御趣旨に沿いまして予算措

置をするものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第１９号平成２１年度上富良野町病院事業会

計補正予算（第４号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成２１年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、補正予定額ゼロ円。 

 第１項医業費用４３０万円。 

 第５項予備費４３０万円の減。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 収入。 

 第１款資本的収入、補正予定額１７万１,０００

円の減。 

 第１項出資金３６万１,０００円の減。 

 第３項寄附金１９万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１７万１,０００円の減。 

 第２項建設改良費１７万１,０００円の減。 

 (たな卸資産購入限度額)。 

 第４条、予算第９条に定めたたな卸資産の購入限

度額「１億２,７８２万５,０００円」を「１億３,

６３０万円」に改める。 

 なお、１ページ以降につきましては、御高覧いた

だいておりますので、説明を省略させていただきま

す。 

 以上で、議案第１９号平成２１年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第４号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただきまして、お認めくださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１９号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告           

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 明日の予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 あす３月９日は本定例会の２日目で、開会は午前

９時でございます。定刻までに御出席賜りますよう

お願い申し上げます。 

 以上であります。 

午前１１時４１分 散会 
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○議事日程（第２号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

第 ２ 執行方針 

〔 町 政 執 行 方 針 〕          町 長 向 山 富 夫 君 

〔教育行政執行方針〕 教育長 北 川 雅 一 君 

第 ３ 議案第 １号 平成２２年度上富良野町一般会計予算 

第 ４ 議案第 ２号 平成２２年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

第 ５ 議案第 ３号 平成２２年度上富良野町老人保健特別会計予算 

第 ６ 議案第 ４号 平成２２年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

第 ７ 議案第 ５号 平成２２年度上富良野町介護保険特別会計予算 

第 ８ 議案第 ６号 平成２２年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

第 ９ 議案第 ７号 平成２２年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

第１０ 議案第 ８号 平成２２年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

第１１ 議案第 ９号 平成２２年度上富良野町水道事業会計予算 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

─────────────────── 

◎開 議 宣 告           

○議長（西村昭教君） きのうに引き続き、御出席

まことに御苦労に存じます。 

 ただいまの出席議員は、１４名であります。 

 これより、平成２２年第１回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

─────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 一般質問の通告期限は、本日正午まででございま

す。時間までに通告を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ４番 谷     忠 君 

     ５番 米 沢 義 英 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第 ２ 町政執行方針から 

◎日程第１４ 議案第２１号まで 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町政執行方針、

教育行政執行方針、日程第３ 議案第１号平成２２

年度上富良野町一般会計予算、日程第４ 議案第２

号平成２２年度上富良野町国民健康保険特別会計予

算、日程第５ 議案第３号平成２２年度上富良野町

老人保健特別会計予算、日程第６ 議案第４号平成

２２年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算、

日程第７ 議案第５号平成２２年度上富良野町介護

保険特別会計予算、日程第８ 議案第６号平成２２

年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予

算、日程第９ 議案第７号平成２２年度上富良野町

簡易水道事業特別会計予算、日程第１０ 議案第８

号平成２２年度上富良野町公共下水道事業特別会計

予算、日程第１１ 議案第９号平成２２年度上富良

野町水道事業会計予算、日程第１２ 議案第１０号

平成２２年度上富良野町病院事業会計予算、日程第

１３ 議案第２０号上富良野町十勝岳地区振興基金

の一部支消の件、日程第１４ 議案第２１号上富良

野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件を関

連がございますので一括して議題といたします。 

 まず、町長より、町政執行方針について説明を求

めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 平成２２年第１回定例町議会の開会に当たり、町

政執行の基本方針について、その概要を申し上げま

す。 

 さて、我が国経済は一部に持ち直しの動きが見ら

れるものの、高い失業率や下落傾向にある物価水準

など、依然として厳しい状況にあり、先行きについ

てもデフレの進展、雇用環境の悪化、円高、さらに

は財政悪化に伴う長期金利の上昇など、懸念材料が

存在しています。 

 新政権の「人間のための経済」、「人の命を大切

にし、国民の生活を守ることが政治の責任」との方

針のもと、本年度の政府予算案では「子育て」、

「雇用」、「環境」、「科学・技術」に重点を置

き、平成２１年度第２次補正予算と一体として切れ

目なく執行することで、景気の着実な回復につなが

るよう一般会計総額においては過去最大の９２兆

３,０００億円となっています。 

 しかし、その財源は国税収入の大幅な減が予測さ

れることから、歳入総額の４８％に当たる４４兆

３,０００億円を国債発行にゆだねるとともに、財

政投融資特別会計や外国為替資金特別会計からの繰

り入れなどによって確保された実態にあります。こ

のようなことから、政府においては本年度前半に中

長期的な財政規律のあり方を含む「財政運営戦略」

を策定し、財政健全化への道筋を示すこととしてお

り、地方も含めた財政の健全化に向けて大きな課題

が課せられてくるものと予測されます。 

 地方財政政策においては、「地域主権改革」の第

一歩として地方の一般財源の充実、強化を図ること

とあわせて地域の当面する課題に適切にこたえられ

るよう、「地域活性化・雇用等臨時特例費」が創設

されるなど、臨時財政対策債を含めた実質的な地方

交付税は２４兆６,０００億円余りとなり、大幅な

増となっておりますが、さきにも述べましたように

地方交付税の原資となる国税収入が大幅に減少する

中での措置であるとともに、地方税収も減少で推移
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していることから、むしろ地方財政の本質は厳しさ

が増してくる実態にあります。 

 さて、当町におきましても厳しい経済状況の影響

を受け、町税収入の減収が見込まれる中ではありま

すが、国の平成２１年度補正予算や本年度の地方交

付税の増額確保など、切れ目のない国の財政出動を

財源として地域経済や雇用の回復につながるよう建

設事業の前倒し実施を初め、緊急的な雇用対策や福

祉施策の充実に努めてまいります。 

 しかしながら、当町の財政は多くが国などからの

依存財源にゆだねる自立性に乏しい構造にあること

から、国の財政対策によって大きく影響を受ける実

態にあります。今後、進められる財政健全化の動向

を見据え、将来に禍根を残すことのないよう引き続

き収支均衡のとれた健全な財政運営を旨とし、町政

を取り進めてまいります。 

 また、昨年度からスタートした「第５次総合計

画」、「自治基本条例」の精神である「協働」を町

民の皆様との共有のキーワードとした「まちづく

り」に向けて町内のさまざまな主体の能力が協働に

より倍増して発揮されるよう、町が果たすべき役割

に全力を傾け、実効があらわれるよう取り組んでま

いる所存でありますので、町民の皆様並びに議員の

皆様の御支援と御協力を重ねてお願い申し上げま

す。 

 それでは、各分野の主要施策について総合計画の

五つの暮らしづくりに沿って、その概要を申し上げ

ます。 

 最初に、一つ目の暮らし、「人や地域とつながり

のある暮らし」づくりについてであります。 

 まず、「地域ぐるみで支え合う健康・福祉コミュ

ニティの実現」につきましては、地域福祉計画を基

本とし、社会福祉協議会初め、関係団体などとの連

携を一層深めながら高齢者、障がい者、子育て中の

家庭など、その実態把握に努め、真に必要なサービ

スが提供されるよう地域全体の支え合いによる福祉

の向上に努めてまいります。 

 次に、「信頼と絆で結ばれる産業の実現」につい

てでありますが、地産地消や食育の取り組みを推進

し、地場産品の魅力を再認識していただきながら、

基幹産業である当町農畜産業の信頼性を一層高める

とともに、他産業、他業種との連携を図りながら地

域の中での新たな仕組みづくりに向けた具体的な取

り組みに着手してまいります。 

 次に、「人・モノ・地域を結ぶ社会基盤の充実」

についてでありますが、道路を中心とした交通環境

については、引き続き国道、道道、町道網による

ネットワークの充実に努めてまいります。また、町

営バスを中心とした地域内の交通体系については、

昨年度実施いたしましたアンケート結果を踏まえな

がら、交通弱者など利用者の視点に立った見直しを

行ってまいります。 

 次に、「町民主体で成り立つコミュニティづく

り」についてですが、自治基本条例の精神である協

働のまちづくりを進めるためにも、そのベースと言

える情報共有に向けて予算概要の説明書、「知って

おきたい今年の仕事」を前年度に引き続き、全戸に

配布するとともに、広報、広聴事業の充実に努めて

まいります。 

 また、仮称でございますが「協働のまちづくり推

進委員会」を設置し、「協働のまちづくり基本指

針」の策定を初め、町民参画のあり方などの検討を

進め、自治基本条例の理念の具現化に努めてまいり

ます。 

 なお、本年度はカムローズ市との友好都市提携か

ら２５周年を迎えることから、親善訪問団を組織

し、同市におきまして記念の交流事業を展開してま

いります。 

 次に、二つ目の暮らし「穏やかに安心して過ごせ

る暮らし」づくりについてであります。 

 まず、「安心の暮らしを支える福祉医療環境づく

り」についてですが、高齢者や障がい者などその実

態に応じた適切な在宅サービス及び施設サービスに

努めてまいります。また、本年度は緊急通報システ

ムの安定稼働に向けてセンター装置の更新を行いま

す。 

 ラベンダーハイツは、高齢者福祉の拠点として

サービスの向上と経営の安定に努めてまいります。 

 障害者福祉につきましては、第２期障害福祉計画

に沿った取り組みを進めるとともに、ＮＰＯ法人に

よる障がい者のための事業所設置が計画されている

ことから、町といたしましても必要な支援を行って

まいります。 

 介護保険事業については、制度の理念である自立

支援の実現に向け引き続き予防介護に重点を置き取

り組んでまいります。また、国民皆保険の根幹を成

す国民健康保険事業についてですが、本年度予算は

基金のほぼ全額取り崩しをもって編成した実態にあ

り、国保財政の運営は極めて不安定な状況になりつ

つあることから、国保税水準についての検討も含め

ながら特定健診等の高い受診率を維持し、生活習慣

病の予防及び改善に取り組みながら医療費の削減、

事業運営の安定化に努めてまいります。 

 町立病院は、町民の皆様の安心を支える医療機関

として、また介護療養型老人保健施設として、さら

に救急告示病院としてその機能の維持、充実に努め

てまいります。そのためには、安定した病院経営が

求められるところであり、地域医療を守る視点から
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の必要な財政措置とあわせ、町立病院改革プランを

基本に経営健全化への取り組みを進めてまいりま

す。 

 また、当町の救急医療については、引き続き町立

病院が担ってまいりますが、広域対応においては富

良野医師会の協力のもと、二次救急を担っている協

会病院に集約されており、当町からも町立病院が担

えない小児科などで、多くの町民が受診しているこ

とから、応分の財政支援をしてまいります。 

 次に、「のびのび子育てを支える成長環境づく

り」についてですが、安心して子供を産み育てるこ

とができる地域づくりを進めてまいります。母子保

健事業については引き続き、妊婦健診の全額助成に

取り組むとともに、相談、指導、学習活動の充実を

図ってまいります。 

 子育て支援につきましては、次世代育成支援行動

計画を基本とした事業を展開してまいります。特

に、ファミリーサポートセンター事業が本年度から

本格的にスタートすることから、社会全体で子育て

を支援するという機運の醸成と、支援活動の充実を

図るとともに、子どもセンターにおける障がい者、

高齢者、子供たちによる共生事業、「わいわいらん

ど事業」の充実に努めてまいります。 

 保育事業については、町の責務として中央保育所

のほか、民間２施設を加えた３認可保育所の連携協

力を図り、地域ニーズに応じた多様な保育サービス

の提供に努めてまいります。 

 次に、「本気・やる気が実を結ぶ産業づくり」に

ついてでありますが、国においては「戸別所得補償

制度」の完全導入に向けて、本年度から「戸別所得

補償モデル対策事業」を実施いたします。このこと

は、農政を大幅に転換するものであり、個々の農業

経営や地域の農業戦略にも大きな影響を及ぼすもの

と認識しており、第６次農業振興計画を基本とする

安定した農業経営が持続できるよう対応を図ってま

いります。特に、高収益に向けた奨励作物生産の施

設整備や機械購入、小規模な土地改良事業に対して

も引き続き助成策を講じてまいります。 

 また、農村基盤整備事業においては、新たに東中

幹線地区道営かんがい排水事業及び西山地区経営体

育成基盤整備事業に着手し、生産性の向上、経営の

安定化と農地の汎用化、また、後継者対策につなが

るよう事業を進めてまいります。しかしながら、国

においてはこれら土地改良事業予算の大幅削減を決

定していることから、受益農業者の皆様とともに関

係機関への働きかけも強化してまいります。 

 さらに、課題となっているエゾシカ対策について

は、駆除活動を担っていただいている猟友会への支

援を強化するとともに、抜本対策に向けた広域的な

対応の検討を進めてまいります。 

 商工業及び観光につきましては、依然厳しい景気

状況が続いておりますが、それぞれの事業者の創意

工夫が生かされるよう商工会、観光協会の諸事業に

支援していくほか、さらに連携、協力を密にし、そ

の振興に努めてまいります。 

 また、厳しい雇用情勢にあることから、国、道の

対策と連動した緊急雇用創出事業に取り組むととも

に、町独自として新卒未就職者の臨時雇用を実施い

たします。 

 次に、「身近な生活の安全を支える社会基盤の充

実と環境保全」についてですが、生活の基盤となる

社会資本の整備は、日常の暮らしにおいて欠くこと

はできません。道路、河川、上下水道、さらにはご

み処理施設などの整備や改修を継続的、かつ計画的

に進めてまいります。 

 特に、道路環境については、緊急雇用創出事業を

活用して主要町道の美化清掃を集中的に行います

が、継続的な活動となるよう関係住民会へも参加を

呼びかけ、協働のまちづくりとしての取り組みを進

めてまいります。また、上下水道の施設設備につい

ては、国の制度などを踏まえて将来を見据えた安定

稼働に向け、更新計画や長寿命化計画を着実に実施

してまいります。 

 地球規模の課題である環境問題につきましては、

本年度は新エネルギーの観点からの「地域新エネル

ギービジョン」を策定し、昨年度策定した「地域省

エネルギービジョン」とともに、地域一体となった

温室効果ガスの削減に向けた取り組みに着手してま

いります。町においても、一事業所として公共施設

の施設設備の更新時期にあわせて具体の取り組みを

進めることとしており、本年度は白銀荘のボイラー

設備及び照明設備の一部についてヒートポンプ化、

ＬＥＤ化への更新整備を図ってまいります。 

 次に、「生活の不安を取り除く地域社会づくり」

についてですが、災害に強いまちづくりに向けて活

火山十勝岳と共生する町として、また演習場関連な

どの障害防止事業とあわせて引き続き砂防、排水路

などの施設基盤の整備を進めてまいります。 

 また、耐震改修計画に基づく住宅耐震改修補助制

度を引き続き実施するとともに、住宅関連助成制度

の相談窓口を設け、耐震化率の向上に努めるととも

に、公共施設については東中小・中学校及び役場庁

舎の耐震診断を実施いたします。 

 防災体制については、自主防災組織との連携を図

りながら防災冊子を活用し、日ごろからの備えや災

害時にとるべき行動、避難場所を周知するなど、災

害に対する防災意識の啓発を強化してまいります。 

 また、災害時要援護者対策については、緊急時に
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おける避難支援体制等の整備に向けた支援プランを

早期に取りまとめ、地域においてその取り組みが浸

透していくよう努めてまいります。 

 防犯、交通安全、さらに消費生活の安全対策など

については、一人一人の意識喚起につながるような

地道な取り組みの継続が必要であり、関係機関の協

力を賜り一層連携強化を図りながら、日常の安全確

保に努め、事件、事故のない環境づくりを推進して

まいります。 

 次に、三つ目の暮らし、「快適で楽しく潤いある

暮らし」づくりについてであります。 

 まず、「意欲と活力ある暮らしを導く心づくり、

身体づくり」についてですが、一人一人がみずから

の生活習慣をコントロールしながら、心身ともに健

康で生活できるよう特定健診及び特定保健指導を中

心に、状況に応じた健康相談、健康指導の充実に努

め、すべての町民の皆様が生き生きと暮らせるよう

な体制の整備を図ってまいります。 

 特に本年度は、水痘などの任意予防接種を経済的

理由で接種困難な家庭に対し、接種費用を公費負担

とし、接種機会の向上に努めるとともに、新型イン

フルエンザも含めた感染症の発生予防と蔓延防止に

努めてまいります。 

 次に、「地域の魅力を満喫する産業環境づくり」

についてですが、一部において「食」による地域ブ

ランド化に向けた活動が展開されておりますが、当

町は良質で豊富な農畜産物に恵まれていることか

ら、まだまだ潜在する資源も多くあるものと受けと

めており、関係団体との連携を深めながら多様な取

り組みに支援してまいります。 

 また、構想策定から長い時間を経過している都市

計画マスタープランに基づく市街地整備構想につい

ては、時代の動向に即し関係団体と一体となり、再

検証を行ってまいります。 

 次に、「憩いと安らぎを提供する快適空間づく

り」についてですが、協働のまちづくりの趣旨に基

づき、公園、広場、緑地の住民会管理を試行実施す

るほか、緊急雇用創出事業を活用し、遊具の整備や

樹木の剪定などを集中的に実施してまいります。 

 日の出公園については、エントラスゾーンのツツ

ジ、ラベンダーなどの再配置植栽を行うとともに、

町民の皆様を含めた関係者による日の出公園再生プ

ロジェクトを組織し、今後の具体的な年次整備計画

をまとめてまいります。 

 また、島津公園については、大型コンビネーショ

ン遊具の新設や遊歩道の改善などを行い、幅広い年

齢層の集いの場、憩いの場としての機能を高めてま

いります。 

 次に、「楽しく便利な地域生活の実現」について

ですが、全国的に高速情報通信基盤の整備が進んで

きており、当町においても通信環境に格差が生じて

いる現状を受けとめ、民間事業者の協力を含めて格

差解消に向けた取り組みについて研究を進めてまい

ります。また、北海道との権限移譲に伴う協議が

整ったことから、本年７月からパスポートの申請・

交付事務を役場窓口において実施してまいります。 

 次に、四つ目の暮らし「地域の宝を守り・はぐく

み・活用できる暮らし」づくりについてでありま

す。 

 「担い手が輝き、地域の強みを生かす産業づく

り」についてですが、農畜産業を初め、商工業にお

ける後継者の育成確保は大きな課題であることか

ら、新たな後継者に対する奨励金制度を継続して取

り組み、安定した経営の確立、後継者や担い手の確

保に重きを置きながら取り組みを進めてまいりま

す。 

 さらに、富良野・美瑛広域観光として進めており

ます外国人観光客の誘客事業につきましても、関係

市町村と有機的に連携しながら積極的な活動を展開

してまいります。 

 次に、「風土に調和した社会基盤・活動基盤づく

り」についてですが、景観づくり条例に基づく施策

を推進するほか、関係者などとともに当町が景観行

政団体となることの可否についての検討も進め、良

好な景観の保全と形成に努めてまいります。 

 町営住宅の整備については、富町団地の建てかえ

が本年度で終了する予定であることから、今後にお

ける「町営住宅等長寿命化計画」、「維持修繕計

画」を整理し、計画的な維持整備に努めるととも

に、団地内における日常の環境整備については入居

者による自主的管理への移行に向けた協議を進めて

まいります。 

 次に、「まちの記憶が受け継がれ、新たな知恵が

芽吹くまちづくり」についてですが、ふるさとの歴

史や文化、その伝承や活用などの活動については、

教育委員会と連携を図り取り進めてまいります。 

 また、移住、定住対策については、暮らしやすい

地域づくりに向けた各施策を推進していくことを基

本に据えながら移住やＵ・Ｊ・Ｉターンを希望して

いる方々などに当町の魅力や既存の支援施策につい

ての情報発信を充実しながら、移住、定住の促進に

つながるような新たな支援策について検討を進めて

まいります。 

 次に、五つ目の暮らし「誇りと責任・役割を分か

ちあえる暮らし」づくりについてであります。 

 すべての町民がそれぞれの責任を果たすととも

に、役割を担っていくことは自治基本条例に掲げる

目指すべきまちづくりの根幹とも言えます。暮らし
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を守り、支える、あらゆる公共サービスが行政も含

め、さまざまな担い手によって地域全体の中で達成

されていくような仕組みづくりを目指してまいりた

いと考えております。 

 自治会活動など、地縁に基づくつながりボラン

ティアやスポーツ、文化活動といった知縁に基づく

つながりなど、町民の皆様が主体的な意思により、

さまざまな活動が活発に展開されるよう支援すると

ともに、これらの活動が今後のまちづくりの大きな

基盤になるととらえ、その前提となる情報の共有に

向けた取り組みを充実させてまいります。 

 行財政改革についてですが、最小の経費で最大の

効果を得るという普遍の要請と時代の変化に応じた

さまざまな見直しの要請はエンドレスの課題と受け

とめており、行政組織機構についてもその機能が効

率的に発揮されるよう、不断の見直しに取り組んで

まいります。 

 特に本年度は、「協働のまちづくり」を進めてい

くための改善計画としてまとめた「町政運営改善プ

ラン」のスタートの年であり、本年度に取り組むべ

き項目として整理した「プラン２２」の着実な実践

に努めてまいります。 

 町税は、町財政の根幹をなすものであり、適正な

課税に努めるとともに、納税については引き続き納

税の利便性を高める工夫を進めながら、納期内納税

の推進とあわせて滞納者に対してはその実態に応じ

た適切な収納対策を進め、自主財源としての税収確

保に努めてまいります。 

 駐屯地削減問題の決着が昨年から１年先送りと

なったため、本年が最終の大きな山場を迎えること

が推察され、駐屯地の体制維持に向けさまざまな活

動を通じ、これまでにも増して削減阻止に向け地域

を挙げた運動の先頭に立ち、全力を注いでまいりま

す。 

 さらに、富良野広域連合による４事務が完全ス

タートし、構成自治体として、また広域消防の本部

設置自治体として効率的、効果的な執行に向けた取

り組みを行ってまいります。 

 最後に、五つの暮らしづくりにおける成長、学習

の政策分野の多くの部分については、教育行政執行

方針に沿って進められる教育委員会の取り組みを中

心に促進してまいります。 

 地域における学びの活動は、地域活力の源と言え

ます。子供からお年寄りまでさまざまな機会やつな

がりを通じて学びの輪が広がるよう、そして学びの

成果が地域づくりに生かされるよう生涯学習の充実

に努めてまいります。 

 昨年度から実施している特定建築物に位置づけら

れている学校施設の耐震診断については、本年度で

終えるよう引き続き実施するとともに、診断結果に

基づく対応策について整理してまいります。特に、

老朽化が著しい上富良野小学校については、校舎改

築に向けた具体的検討に着手してまいります。 

 また、上富良野高校については、本年度は定員を

上回る出願者数となりましたが、さらに子供たちに

進学したい高校と思われるような学校づくりへの支

援を行い、存続に向け町としても振興策に力を注い

でまいります。 

 以上、平成２２年度の町政執行に当たり所信を述

べさせていただきました。 

 次に、平成２２年度予算案の概要を申し上げま

す。 

 本年度は、地方主権改革の第一歩として地方の一

般財源の充実に向けた対応を受けて、主要な財源で

ある地方交付税については、臨時財政対策債を含め

て一定程度の増を見込み、予算編成を行ったところ

であります。 

 一般会計では、総額６２億３,０００万円、前年

対比５.８％、３億８,１００万円減の規模となって

おりますが、これは畜産担い手事業の完了など、大

規模な臨時的経費の大幅減によるもので、当町とし

ても平成２１年度補正予算と連動して地域経済の活

力や雇用対策につながるような事業、また福祉施策

の充実や住民活動の活性化に向けた事業の予算化に

努めたところであります。 

 一方、財政の安定化は町政執行の基盤であります

ので、引き続き財源不足を基金に頼ることのない財

政運営に努めるとともに、地方債発行を抑制するな

ど、将来の負担軽減策についても講じてまいりま

す。 

 次に、特別会計及び公営企業会計についてです

が、制度改正に伴う対応のほか、事業運営に必要な

事項についても一般会計同様に効率的な対応方針の

もとに財政見通しを立て、加えて一般会計からの繰

出金及び補助金などについては、法令の基準に基づ

くものや、財源確保として妥当なものに限り措置を

行ったところであります。 

 会計ごとに申し上げますと、まず国民健康保険特

別会計では、総額１３億６,２７４万４,０００円、

前年対比１.１％、１,４２６万６,０００円増と

なっております。ことしは、診療報酬の増額改定が

予定されていることとあわせて、医療費の自然増を

見込んだものでありますが、厳しい経済状況の影響

から、保険税収入の減少が予測される中、基金のほ

ぼ全額取り崩しをもって収支バランスを図ったとこ

ろであります。 

 次に、老人保健特別会計では、総額６５５万６,

０００円、前年対比４５.９％、５５５万２,０００



 

― 31 ―

円の減となっております。過誤納付金など、清算事

務の最終年度となることから、本年度をもって会計

自体も廃止の予定となります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計では、総額９,６

８０万９,０００円、前年対比６.６％、５９６万

８,０００円増となっておりますが、被保険者数の

増加に加えて、保険料の増額改定によるものであり

ます。 

 次に、公共下水道事業特別会計では、総額３億

６,１９６万７,０００円、前年対比５３.８％、４

億２,２０４万９,０００円の大幅減となっておりま

すが、昨年度４億１,６００万円に及ぶ補償金免除

の繰上償還が終了したことによるものであります。 

 次に、簡易水道事業特別会計では、総額５,５５

２万６,０００円、前年対比５.５％、２８９万１,

０００円の増となっておりますが、平成１６年度に

実施した里仁地区浄水場ろ過装置整備に伴う借入金

の元金償還が始まることによるものであります。 

 次に、介護保険特別会計では、総額７億６,７５

９万１,０００円、前年対比２.０％、１,５３１万

７,０００円増となっています。これは、新たな要

介護者の出現率が低い水準で推移しているものの、

高齢化の進展と要介護者の重度化による介護給付費

の増加を見込んだところであります。 

 次に、ラベンダーハイツ事業特別会計では、総額

２億８,７１７万１,０００円、前年対比０.６％、

１６７万１,０００円増となっております。昨年度

の屋根、サッシ等の施設改修の完了に引き続き、本

年度は大型洗濯機及び介護ベッド等設備の更新に着

手いたします。 

 次に、病院事業会計では、総額９億３,２６８万

１,０００円、前年対比４.１％、３,７１０万４,０

００円増となっておりますが、資本的収支において

は企業債償還金や調整交付金対応事業等の減少によ

り２０.９％の減となっております。また、収益的

収支では満床稼働の老人保健施設事業収益や退職手

当組合負担金の精算年度に当たること等により、

５.１％の増を見込んだところであります。 

 最後に、水道事業会計では、総額２億６,４０７

万５,０００円、前年対比３７.６％、１億５,９０

３万６,０００円の大幅減となっております。収益

的収支においては、改修工事に係る設計委託費の増

が見込まれるものの、資本的収支では昨年度の１億

７,４００万円に及ぶ補償金免除繰上償還が終了

し、大幅な減となっております。 

 これら特別会計及び公営企業会計予算の合計は４

１億３,５１２万円で、さきに申し上げた一般会計

予算とあわせた町全体の予算では１０３億６,５１

２万円、前年対比７.９％、８億９,０４２万円減の

規模となっております。 

 以上、町民の皆様並びに議員の皆様の御理解と御

協力を切にお願い申し上げ、平成２２年度の町政執

行方針といたします。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長より教育行政

執行方針について説明を求めます。 

 教育長、北川雅一君。 

○教育長（北川雅一君） 平成２２年第１回定例町

議会の開会に当たり、上富良野町教育委員会の教育

行政の執行にかかわる主要な方針について申し述

べ、町議会を初め、町民の皆様の御理解と御支援を

お願い申し上げます。 

 初めに、激動の２１世紀に入り早くも１０年目を

迎えておりますが、老舗デパートの縮小、撤退や国

内最大手の航空会社の経営危機などに代表される経

済不況とそれに伴う雇用不安、世界的な異常気象と

なかなか進まない温暖化対策など生活に直結する不

安感が世情の中に潜在化しつつある現状と考えてお

ります。 

 こうした不安定の状況の中でこそ、社会を支える

基盤となる「人材の育成」がより重要な課題である

ととらえなければなりません。これからの教育にお

いて教えられたり、与えられたりすることを待って

いるような受け身的な態度では、現状の打開は難し

いものと考えております。みずから考え、主体的に

行動し、創意工夫をもって積極的に課題解決に立ち

向かう能動的な人材の育成が強く求められていま

す。今こそ、このたくましく「生きる力」を私たち

大人も含めて培っていかなければなりません。 

 このことを受け教育委員会といたしましては、平

成２０年度に町の第５次総合計画にあわせて策定し

た「教育振興基本計画」をもととして学校教育と社

会教育両面からの計画、実践、そしてその検証から

改善へと向かうサイクルをより強化し、次代を切り

開く「人づくり」に取り組んでまいります。 

 平成１８年の「教育基本法の改正」に伴い、学校

教育では「生きる力」を継続して基調とする新しい

学習指導要領が告示されました。小学校が、平成２

３年度、中学校は平成２４年度からの完全実施に向

け各教科、領域の新たな内容に対応する教材教具の

整備や小学校で新たに導入される「外国語活動」へ

の体制づくのなど着々と進めてまいりましたが、今

年度も継続して取り組み、円滑に新学習指導要領へ

の移行を行ってまいります。 

 社会教育においては、「家庭や地域の教育力の向

上」を図るとともに、「生きがいのある生活と社会

参画を目指す地域づくり」を多彩なスポーツ、文化

活動などを媒介に推進し、生き生きとした生涯学習
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の実現を目指してまいります。 

 この理念のもとに町民の皆さんの御理解と御支援

をいただきながら、「活力ある人づくり、まちづく

り」に向けてなお一層の努力を進めてまいります。 

 最初に、学校教育の推進についてでございます。 

 学校教育においては、「新学習指導要領」並びに

「上富良野町教育振興基本計画」における学校教育

基本方針を念頭に置き、新学習指導要領への移行措

置を円滑に進めることと、さらなる「生きる力」の

育成のため、「確かな学力」と「豊かな心」、「た

くましい体」の向上を目指してまいります。 

 新学習指導要領の移行措置につきましては、今年

度は小学校での「外国語活動」を町内全校で先行実

施を行ってまいります。これは昨年度に設置した

「上富良野町外国語活動推進委員会」での研究、協

議をもとに準備を進めてきた結果、成果とも言える

ものです。また中学校体育で平成２４年度から実施

となる「武道」についても、必要な用具などの調

整、準備を進めてまいります。 

 「確かな学力の向上」については、過去３回にわ

たって実施した全国統一学力・学習状況調査などの

結果において、本町の子供たちは総じて全国平均に

近い状況ではありますが、年度によっての平均値や

教科及び設問の内容によって差が大きくなるところ

もあり、課題も少なくありません。 

 その課題の解決とさらなる向上のために引き続き

基礎基本の定着と、それを活用した思考力、読解

力、表現力を向上させる取り組みを進めてまいりま

す。また、わかりやすい授業の構築や学習習慣、生

活習慣の向上を目指し学校、家庭、地域の協力連携

をさらに深めてまいります。 

 そこで、各学校においては児童生徒の実態を踏ま

えながら独自の「学力向上プラン」を作成し、指導

の強化を図ることとなっております。また、全国学

力学習状況調査について、文科省では今年度から一

部抽出校のみの実施となりましたが、本町において

は子供たちの状況を引き続き検証していく必要があ

ると判断し、道教委との連携を図りながら今年度も

４月２０日に町内全校で実施をしてまいります。 

 「豊かな心の育成」につきましては、道徳の時間

をかなめとして「思いやる心」や「規範意識」、

「自他の命の尊重」など、本町の子供たちに育って

きている基本的な倫理観をさらに向上させてまいり

ます。そのために、道徳教材の整備や総合的な学習

の時間も含めた多様な体験活動、課外活動の促進を

図り、より多くの自然や人との触れ合いを深めて心

の教育の推進に努めてまいります。 

 「たくましい体づくり」については、体力の強化

ばかりではなく、健康への意識や安全への意識の醸

成も図ってまいります。そのために、保健・体育の

授業の充実はもとより、家庭や地域と連携しながら

「基本的な生活習慣」のさらなる定着を図る取り組

みを推進するとともに、自主性、忍耐力、運動能力

を高める少年団活動や部活動への支援にも努めてま

いります。 

 そして開かれた学校、信頼される学校づくりを目

指すために学校評議委員会を含め、家庭や地域の声

を取り入れる外部アンケートの実施や学校関係者評

価委員会を各校に設置するなど、多くの声を生かし

た学校評価の充実を図ってまいります。 

 児童生徒の指導等につきましては、いじめや不登

校、器物破損、暴力、薬物、携帯電話などによる問

題行動が各地では依然として後を絶たない社会状況

にありますが、本町においては学校、家庭、地域の

皆様の努力と連携によりそれらの事例は比較的少な

く、安定した状況が続いています。 

 しかし、それぞれの課題となる要素は今の時代に

おいてどこにでも存在していると考えておかなけれ

ばなりません。そこで、各学校との連携を密にし、

日常の教育活動において「子供同士」、「子供と先

生」の人間関係、信頼関係を醸成する指導の充実を

進めてまいります。 

 そのために、教職員の指導力、人間力を高める研

修の促進を図るとともに、問題の早期発見、早期対

応を含め、子供たちの目線に立った教育相談体制の

充実に向け、上富良野中学校には引き続き「心の教

育相談員」を配置し、その活用の促進を図ってまい

ります。また、必要に応じて学校教育アドバイザー

を学校ばかりでなく、保護者、地域との教育相談に

も対応させてまいります。 

 へき地・複式教育につきましては、地域の特色を

生かし個々に応じた指導により児童生徒の健全育成

に効果を上げているところです。各地と同様、本町

においても児童生徒の減少は続いており、大きな課

題となっておりますが、小規模校ならではの特色あ

る教育を今後とも継続させ、充実を図ってまいりま

す。 

 そのため、へき地・複式教育の研究を進めている

「上川南部地区へき地・複式研究連盟」への支援を

行ってまいります。また、江幌小学校においては、

地域と一体となった特色ある教育を望む児童が学区

域を越えて就学できる「特認校」として継続して、

その運営を推進するともに、平成２２年度で開校１

００周年を迎えることから、その記念行事を支援し

てまいります。 

 特別支援教育については、障がいのある子供たち

一人一人の教育的ニーズに対応した校内体制の整備

をさらに進めるとともに、その指導法の充実に努め
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てまいります。そのため個々のニーズに対応した人

的支援が重要であることから、本年度も上富良野小

学校と上富良野西小学校に「特別支援教育指導助

手」を継続して配置し、指導体制の充実を図ってま

いります。 

 また、「上富良野町特別支援教育連絡協議会」や

「就学指導委員会」の活動を通して関係者の連携や

研修の機会を持ち、指導の充実と今後に向けた自立

や進路、社会参加への支援を行ってまいります。 

 学校の危機管理については、学校の内外を問わず

子供を取り巻く悲惨な事件や不慮の事故などが後を

絶ちません。本町においては、学校での日常の校内

点検励行を促すとともに、情報交換の機能を密にす

るため、事件、事故等発生時の対応及び連絡体制に

ついて関係機関と共通理解を図って取り組んでいる

ところです。 

 住民会、町内会による登下校時の「見守りパト

ロール」を初め、「上富良野の青少年健全育成をす

すめる会」や「地域生活安全協会」などとの連携に

より、地域総ぐるみでの協力体制を今後とも継続、

強化し、子供たちにかかわる安全確保、事件、事故

発生の予防に努めてまいります。 

 また一刻を争う不測の事態での救命活動に備え、

「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）」を各学校に設置

し、消防署との連携、協力を得ながら活用の講習会

等を行うなど、普及・促進を図ってまいります。 

 教育環境の整備につきましては、国の「スクール

ニューディール構想推進事業」を受け、各学校や公

共施設のテレビデジタル化と校務用コンピューター

の整備を行ってまいりましたが、今年度は西小学校

のコンピューター整備、更新などを推進してまいり

ます。 

 また、江幌小学校の校舎及び講堂の防水工事、東

中小学校及び東中中学校の校舎耐震診断も実施の計

画となっており、安全で安心な学校環境整備を図る

とともに、教材備品の拡充を図るなど、学習環境整

備についても計画的に進めてまいります。 

 学校給食につきましては、昨年度から「富良野広

域連合」による運営がなされておりますが、「自賄

い方式」は継続して行っていることから、従来どお

り原材料などはできる限り地場産品を取り入れ、施

設設備の衛生管理、安全管理に努め、「安心」で

「おいしい」給食の提供に今後とも努めてまいりま

す。 

 また、食育の一環として行われている「お弁当持

参の日」は、家庭の協力、家庭の工夫など親子の絆

づくりにつながるものとして、今後も継続してまい

ります。さらに栄養士による学校訪問も継続して実

施し、食事の意味、栄養バランスの大切さ、食事の

マナーなどの指導を学校での学級指導などとの連携

を得ながら充実を図ってまいります。 

 国際理解教育につきましては、現在、友好都市で

ありますカナダ・アルバータ州カムローズ市から英

語指導助手を迎えて、学校教育、社会教育の両面で

小中学校の授業やサークル活動を通して国際理解教

育の推進を図るとともに、上富良野町とカムローズ

市との交流発展に努めているところであります。 

 さらに本年度から小学校５・６年生で先行実施と

する「外国語活動」にも有効な活用、活躍の場を計

画しているところでもあります。また、幼児も含め

て町民の皆様に国際理解の輪を広げていただけるよ

う幼稚園、保育所への訪問や英会話教室などを通し

てその推進に努めてまいります。 

 道立上富良野高等学校の振興につきましては、生

徒数の確保は年々難しく、その存在を危ぶむ声が多

方面から聞こえてくる状況でありましたが、本年度

においては高校の努力はもとより、「上富良野高校

教育振興会」、「上富良野高校サポーターズクラ

ブ」や「上富良野高校野球部を応援する会」など、

地元の関係各位のさまざまな努力をいただき、出願

者数が定員をオーバーする結果となりました。 

 地域に根差した高校の存在は子供たちや町にとっ

ても大きな影響力を持っています。今後とも、この

望ましい傾向を継続していくため、地域の応援を大

きな追い風として上富良野高校がさらなる飛躍を遂

げるよう期待するところであります。 

 本町としましても、資格取得の受験料補助など、

従来の支援はもとより、新たな支援の手だてを模索

しながら、上富良野高校の振興、発展を目指してま

いります。 

 次に、社会教育の推進についてであります。社会

教育の推進につきましては、公民館や図書館、ス

ポーツ施設などの社会教育施設を活用しながら町民

一人一人が生涯にわたって自主的に学ぶ機会を提供

することにより、社会教育基本方針に定める「豊か

な心と健やかな体を育み、うるおいある地域づくり

を目指す生涯学習の推進」の実現に向けて社会教育

行政を進めてまいります。 

 昨年度から施行された第７次社会教育中期計画に

より、家庭、学校、地域社会のそれぞれが持つ教育

機能の充実や連携、融合を図る実践に努め、社会教

育推進目標に掲げられている具体的方策の実施、実

現を進めてまいります。 

 家庭教育につきましては、家庭は子供たちが生活

に必要な基本的習慣を身につけ、調和のとれた心身

をはぐくむ場であり、教育の原点であります。親子

の絆を深め、健やかな子育てを目指し、家庭教育に

関する学習機会や情報提供の充実を図り、家庭教育
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学級や子育てサークルなどの活動を支援してまいり

ます。また、毎月第３日曜日の「道民家庭の日」の

啓発や普及促進を図り、家庭教育力の向上に努めて

まいります。 

 青少年教育についてでありますが、次代を担う青

少年のスポーツや文化活動の推進を図るため、子ど

も会やスポーツ少年団、青少年団体協議会などの自

主活動を尊重し、引き続き支援協力を行ってまいり

ます。 

 今年度は、友好都市であるカナダのカムローズ市

へ中学、高校生を派遣し、研修と見聞と広め、国際

交流を目的とした青少年海外派遣交流事業を進めて

まいります。さらに８月に本町で開催予定の「全道

青年大会」文化交流についても支援を進めてまいり

ます。 

 また、学校の諸活動を支援する地域のボランティ

ア活動となる「学校支援地域本部事業」を推進する

とともに、青少年を対象に芸術鑑賞、各種学習活動

を通じ子供たちの生きる力と豊かなの心の育成に努

めてまいります。 

 次に、放課後プラン事業につきましては、今年度

は実施体制や登録料など一部見直しを図り、保護

者、学校、地域など理解を得ながら子供たちの放課

後のより安全で安心な居場所づくり事業として運営

してまいります。地域の方々のさらなる御協力を得

ながら、学校及び保健福祉部局と連携を進め、上富

良野の子供たちを健全に守り育てる事業として継続

してまいります。 

 また、事業運営に当たっては、日々子供たちのお

世話をいただく指導員の方々の協力がなくてはなら

ないものであります。地域ボランティアを含めて協

力していただける方の確保に、今後も努めてまいり

ます。 

 成人・高齢者教育についてでありますが、成人の

学習活動については、自主的なサークル活動への支

援と、各種学習機会や女性学級の開設などに取り組

んでまいります。引き続き、高齢者を対象に「いし

ずえ大学」を開設し、健康で明るい生活を築くため

の学ぶ機会を提供するともに、生きがいづくりと社

会参加の促進を図ってまいります。 

 また、大学生が自主的に運営する自治会活動の支

援をしてまいります。さらに、成人者や高齢者の

方々が培った知識や技能を各種の学習活動、体験活

動に生かし、伝えていただくなど、積極的なかかわ

りの中で学び合い、支え合う人づくり、まちづくり

を進めてまいります。 

 文化芸術の振興につきましては、人々の心に安ら

ぎと潤いをもたらすことから、美術展覧会や音楽、

舞台芸術の公演などを文化団体や愛好者と連携し、

すぐれた芸術、芸能、文化に触れる機会の充実を

図ってまいります。また、町民の皆様が心の豊かさ

を求めて日常的に練習を行っている文化芸術活動の

発表の場として、子供から大人までを対象とした総

合文化祭を開催し、自主的な発表の機会を支援する

とともに、地域文化の継承と発展を目指してまいり

ます。 

 今年度は、上川管内道民芸術祭兼ねて富良野地区

文化団体交流会が本町で開催されますので、これを

支援してまいります。 

 図書館の運営については、蔵書検索システムを活

用し、道立図書館や近隣図書館などとの連携を深め

るとともに、利用者の利便性の向上を図ってまいり

ます。また、昨年度実施した町内小中学校の学校図

書の電算化による蔵書の共有化により、学校間や図

書館との有効活用を図ってまいります。 

 子供たちの読書への関心を高めるため、児童書の

充実を図るとともに、本と触れ合う機会の拡大を目

指し、乳児には絵本に触れるきっかけづくりとして

ブックスタートや各小学校等への移動図書活動を継

続してまいります。また、読み聞かせ活動など、本

を生かした学習活動も引き続き行ってまいります。 

 これからの図書館運営につきましては、さまざま

な機会を通じて広く皆様の御意見、御希望を聞きな

がら「町民に親しまれる図書館」を目指して取り組

んでまいります。 

 郷土館につきましては、今年度は国の緊急雇用創

出事業により、郷土館収蔵物を分類、整理し、収蔵

物情報をデータ化して、町民の皆様の郷土学習など

により活用しやすいものにしてまいります。さら

に、町の文化財であります「憩いの楡」石碑への遊

歩道を整備し、見学者の安全を図るなど、環境整備

の充実を推進してまいります。 

 また、今年度は「三浦綾子記念文学館」の御協力

により、小説「泥流地帯」のもととなりました「大

正１５年十勝岳爆発」に関する取材資料などの特別

展示会を開催いたします。多くの町民の皆様に観覧

いただき、郷土の歴史についての造詣をさらに深め

ていただけるよう、郷土館のさらなる充実に努めて

まいります。 

 スポーツ振興についてでありますが、町民の皆様

の健康づくりを目指し、各種スポーツ大会の開催な

ど、参加機会の拡大を図り、生涯にわたってスポー

ツに親しめる取り組みを進めてまいります。広く町

民の間にスポーツが普及し、町民の健康増進と体力

向上によって町民生活が明るく豊かになることを目

指すために、豊富な知識を持った各種スポーツ指導

員の養成に努めてまいります。今年度は、「Ｂ＆Ｇ

海洋センター北海道大会・水泳の部」を本町で開催
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してまいります。 

 社会教育施設につきましては、今年度は公民館暖

房設備改修、スキーリフトの修理、Ｂ＆Ｇ海洋セン

タープールのろ過装置修理等を行い、施設の適切な

維持を図ってまいります。また、社会教育施設につ

きましては、それぞれの施設は建設から年数を経過

していることから、適時に補修や修繕を行い、施設

の適切な維持管理に努めてまいります。 

 以上、平成２２年度の教育行政の執行に関する主

要な方針について申し上げましたが、本町の教育、

文化、スポーツの振興と生涯学習社会への構築に向

けて最善の努力を傾けてまいります。 

 議員並びに町民の皆様の御支援と御協力を御願い

申し上げて、教育行政執行方針といたします。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上で、執行方針の説明を

終わります。 

 続いて、各会計予算について説明を求めます。 

 初めに、一般会計予算について説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま町長から、平

成２２年度におけます町政全般の執行について基本

的な方針、また、教育長からは教育行政の方針につ

きまして、それぞれに述べられました。その方針な

どに沿いまして編成いたしました平成２２年度の各

会計予算のうち、まず一般会計予算の議決対象項目

の部分につきまして御説明をしてまいります。 

 それでは、各会計予算書の１ページをお開き願い

ます。 

 議案第１号平成２２年度上富良野町一般会計予

算。 

 平成２２年度上富良野町の一般会計の予算は、次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６２億３,０００万円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （債務負担行為）。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務

を負担する行為をすることができる事項、期間及び

限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債）。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

 （一時借入金）。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、６億円と定

める。 

 ２ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算額を

申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款町税、９億５,１９１万円。 

 ２款地方譲与税、１億３,８７０万円。 

 ３款利子割交付金、３２０万円。 

 ４款配当割交付金、２０万円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、５０万円。 

 ６款地方消費税交付金、１億２,０８０万円。 

 ７款国有提供施設等所在市町村助成交付金、７,

２００万円。 

 ８款自動車取得税交付金、２,５２０万円。 

 ９款地方特例交付金、２,０６２万４,０００円。 

 １０款地方交付税、２８億１,４００万円。 

 １１款交通安全対策特別交付金、２３０万円。 

 １２款分担金及び負担金、６,９５８万４,０００

円。 

 ３ページに移ります。 

 １３款使用料及び手数料、１億３,３３５万７,０

００円。 

 １４款国庫支出金、７億６４１万２,０００円。 

 １５款道支出金、２億８,０１０万５,０００円。 

 １６款財産収入、１,２９７万４,０００円。 

 １７款寄附金、１,０００円。 

 １８款繰入金、１億１,０２５万円。 

 １９款繰越金、３,０００万円。 

 ２０款諸収入、２億２,９２８万３,０００円。 

 ２１款町債、５億８６０万円。 

 歳入合計が６２億３,０００万円となります。 

 ４ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 １款議会費、５,２５９万６,０００円。 

 ２款総務費、６億５,７７４万７,０００円。 

 ３款民生費、９億６,３６３万２,０００円。 

 ４款衛生費、６億９,１６５万１,０００円。 

 ５款労働費、１,４４３万１,０００円。 

 ６款農林業費、２億６,２３５万８,０００円。 

 ７款商工費、２億８,０９４万９,０００円。 

 ８款土木費、９億２,１９５万８,０００円。 

 ５ページに移ります。 

 ９款教育費、３億１２１万１,０００円。 

 １０款公債費、１０億６５４万５,０００円。 

 １１款諸支出金、９４１万７,０００円。 

 １２給与費、１０億４,７５０万５,０００円。 

 １３款予備費、２,０００万円。 
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 歳出合計が６２億３,０００万円となります。 

 ６ページに移ります。 

 次に、第２表では、債務負担行為を設定する２事

案につきまして記載をしていますので、御説明を申

し上げます。 

 農業経営基盤強化資金利子補給につきましては、

事業期間に応じ債務負担行為を設定し、事業を進め

ます。 

 また、北１９号道路改良舗装事業につきまして

は、国庫債務負担行為に基づき、２カ年継続事業と

して取り進められることから、本町におきましても

債務負担行為を設定するものであります。 

 次に、第３表では、地方債の限度額を延べ７件で

金額にして５億８６０万円と定め、内容につきまし

て、各項目ごとに利率やその償還方法などを記載し

ております。 

 特に、将来の財政見通しが昨今の経済情勢などに

より不透明でありますことから、できる限り後年度

負担の抑制を図ることに重点を置きまして、対象事

業につきましては、継続的に取り進めている事案を

中心にし、その他緊急性あるいは必要性の高い事案

に絞りまして、地方債を財源の一部として計画的に

整備を図るものであります。 

 また、加えまして、国の地方財政対策で暫定措置

されてございます臨時財政対策債につきましても、

昨年に引き続き所要額を計上しております。 

 ここまで申し上げましたことが一般会計予算の議

決対象項目の説明でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、国民健康保険特別会

計予算及び老人保健特別会計予算並びに後期高齢者

医療特別会計予算について説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（田中利幸君） それでは、次に平

成２２年度上富良野町国民健康保険特別会計予算に

つきまして、朗読をもって御説明申し上げます。 

 予算書の７ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 議案第２号平成２２年度上富良野町国民健康保険

特別会計予算。 

 平成２２年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１３億６,２７４万４,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、３億円と定

める。 

 （歳出予算の流用）。 

 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）、保険給付費の各項に計上した予算額に過

不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用。 

 ８ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税、２億７,９００万６,０００

円。 

 ２款国庫支出金、３億２,２５９万８,０００円。 

 ３款療養給付費交付金、５,０７３万７,０００

円。 

 ４款前期高齢者交付金、３億３,００５万９,００

０円。 

 ５款道支出金、６,４２８万２,０００円。 

 ６款共同事業交付金、１億４,０４０万６,０００

円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 ８款繰入金、１億３,８９９万２,０００円。 

 ９款繰越金、３,５００万１,０００円。 

 １０款諸収入、１６６万２,０００円。 

 歳入合計といたしまして、１３億６,２７４万４,

０００円であります。 

 ９ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、４,９５８万３,０００円。 

 ２款保険給付費、９億１,４０１万円。 

 ３款後期高齢者支援金等、１億３,９６４万５,０

００円。 

 ４款前期高齢者納付金等、２６万１,０００円。 

 ５款老人保健拠出金、２１１万５,０００円。 

 ６款介護納付金、６,３５０万１,０００円。 

 ７款共同事業拠出金、１億７,１９７万６,０００

円。 

 ８款保健事業費、１,７１９万４,０００円。 

 ９款基金積立金、１,０００円。 

 １０款公債費、２０万円。 

 １１款諸支出金、７０万３,０００円。 

 １０ページをお開きください。 

 １２款予備費、３５５万５,０００円。 

 歳出合計といたしまして、１３億６,２７４万４,

０００円となります。 
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 次に、平成２２年度上富良野町老人保健特別会計

予算につきまして、御説明申し上げます。 

 １１ページをごらんいただきたいと思います。 

 議案第３号平成２２年度上富良野町老人保健特別

会計予算。 

 平成２２年度上富良野町の老人保健特別会計の予

算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６５５万６,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 １２ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款支払基金交付金、１,０００円。 

 ２款繰入金、４万６,０００円。 

 ３款繰越金、４４７万８,０００円。 

 ４款諸収入、２０３万１,０００円。 

 歳入合計といたしまして、６５５万６,０００円

となります。 

 １３ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、４万６,０００円。 

 ２款医療諸費２０万１,０００円。 

 ３款諸支出金、６３０万９,０００円。 

 歳出合計は、６５５万６,０００円であります。 

 次に、平成２２年度後期高齢者医療特別会計予算

につきまして、御説明申し上げます。 

 １４ページをお開きください。 

 議案第４号平成２２年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計予算。 

 平成２２年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ９,６８０万９,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 １５ページをごらんください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料、６,３７０万１,００

０円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円。 

 ３款繰入金、３,２９９万４,０００円。 

 ４款繰越金、１,０００円。 

 ５款諸収入、１１万２,０００円。 

 歳入合計といたしまして、９,６８０万９,０００

円となります。 

 １６ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、５９万８,０００円。 

 ２款広域連合納付金、９,６０９万８,０００円。 

 ３款諸支出金、１１万１,０００円。 

 予備費、２,０００円。 

 歳出合計といたしまして、９,６８０万９,０００

円となります。 

 以上で説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩といたします。 

─────────────── 

午前１０時２３分 休憩 

午前１０時４５分 開議 

─────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、介護保険特別会計予算について説明を求め

ます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） 次に平成２２年度

上富良野町介護保険特別会計予算につきまして、御

説明いたします。 

 １７ページをお開きください。 

 議案第５号平成２２年度上富良野町介護保険特別

会計予算。 

 平成２２年度上富良野町の介護保険特別会計の予

算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ７億６,７５９万１,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （歳出予算の流用）。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）、保険給付費の各項に計上した予算額に過

不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用。 

 １８ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 款ごとに総額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款介護保険料、１億２,０６０万円。 
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 ２款分担金及び負担金、９６万４,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億６,８０６万８,０００円。 

 ４款道支出金、１億５７８万７,０００円。 

 ５款支払基金交付金、２億１,０８６万３,０００

円。 

 ６款財産収入、１,０００円。 

 ７款繰入金、１億５,５４０万９,０００円。 

 ８款繰越金、２００万円。 

 ９款諸収入、３８９万９,０００円。 

 歳入合計額、７億６,７５９万１,０００円。 

 １９ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、５,０８０万５,０００円。 

 ２款保険給付費、６億９,９００万円。 

 ３款地域支援事業費、１,６９８万５,０００円。 

 ４款特別給付費、２０万円。 

 ５款基金積立金、１,０００円。 

 ６款諸支出金、５,０００円。 

 ７款予備費、５９万５,０００円。 

 歳出合計額、７億６,７５９万１,０００円となり

ます。 

 以上で、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、ラベンダーハイツ事

業特別会計予算について説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大場富蔵君） 次に、議

案第６号平成２２年度上富良野町ラベンダーハイツ

事業特別会計予算につきまして、御説明申し上げま

す。 

 ２０ページをお開きください。 

 議案第６号平成２２年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算。 

 平成２２年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ２億８,７１７万１,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、１,０００

万円と定める。 

 ２１ページに移ります。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 款ごとの金額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款サービス収入、２億７,１５７万１,０００

円。 

 ２款使用料及び手数料、１万４,０００円。 

 ３款寄附金、１,０００円。 

 ４款繰入金、１,２３５万円。 

 ５款繰越金、３００万円。 

 ６款諸収入、２３万４,０００円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 歳入合計、２億８,７１７万１,０００円でござい

ます。 

 ２２ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、１億６,５２８万４,０００円。 

 ２款サービス事業費、１億１,３６６万７,０００

円。 

 ３款基金積立金、１,０００円。 

 ４款公債費、８１１万９,０００円。 

 ５款予備費、１０万円。 

 歳出合計、２億８,７１７万１,０００円となりま

す。 

 以上で、説明とさせていただきます。 

○議長（西村昭教君） 次に、簡易水道事業特別会

計予算及び公共下水道事業特別会計予算並びに水道

事業会計予算について説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました３会計につきまして、議案の朗読をもっ

て説明といたします。 

 ２３ページをお開きください。 

 議案第７号平成２２年度上富良野町簡易水道事業

特別会計予算。 

 平成２２年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ５,５５２万６,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、２,０００

万円と定める。 

 ２４ページをごらんください。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 款ごとの予算額のみを申し上げます。 

 １款使用料及び手数料、１,５５６万２,０００

円。 

 ２款繰入金、３,９９６万２,０００円。 

 ３款繰越金、１,０００円。 

 ４款諸収入、１,０００円。 
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 歳入合計、５,５５２万６,０００円となります。 

 ２５ページへ移ります。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費、１,３８３万円。 

 ２款公債費、４,１６９万５,０００円。 

 ３款繰出金、１,０００円。 

 歳出合計、５,５５２万６,０００円となっており

ます。 

 続きまして２６ページをごらんいただきたいと思

います。 

 議案第８号平成２２年度上富良野町公共下水道事

業特別会計予算。 

 平成２２年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ３億６,１９６万７,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （地方債）。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 

地方債」による。 

 （一時借入金）。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、１億２,０

００万円と定める。 

 ２７ページをごらんください。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 款ごとの予算額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金、５６万２,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１億３,３１７万５,００

０円。 

 ３款国庫支出金、６００万円。 

 ４款繰入金、１億８４２万７,０００円。 

 ５款繰越金、１,０００円。 

 ６款諸収入、２,０００円。 

 ７款町債、１億１,３８０万円。 

 歳入合計、３億６,１９６万７,０００円。 

 ２８ページへ参ります。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費、１億１,８９２万２,０００

円。 

 ２款公債費、２億４,２５４万４,０００円。 

 ３款繰出金、１,０００円。 

 ４款予備費、５０万円。 

 歳出合計、３億６,１９６万７,０００円となって

おります。 

 ２９ページへ参ります。 

 第２表、地方債。 

 地方債目的と限度額のみを申し上げます。 

 公共下水道事業（一般分）６９０万円、公共下水

道事業（資本費平準化分）８,３６０万円、公共下

水道事業（特別措置分）２,３３０万円、以上と

なっております。 

 続きまして、３０ページへ参ります。 

 議案第９号平成２２年度上富良野町水道事業会計

予算。 

 （総則）。 

 第１条、平成２２年度上富良野町の水道事業会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量）。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）、給水戸数、４,１０２戸。 

 （２）、年間総給水量、８３万４,５００立方

メートル。 

 （３）、１日平均給水量、２,２８６立方メート

ル。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款水道事業収益、１億７,２６１万４,０００

円。 

 第１項営業収益、１億６,１４３万４,０００円。 

 第２項営業外収益、１,１１８万円。 

 支出。 

 第１款水道事業費用、１億７,２６１万４,０００

円。 

 第１項営業費用、１億３,３６６万５,０００円。 

 第２項営業外費用、２,１３１万２,０００円。 

 第３項特別損失、１,０００円。 

 第４項予備費、１,７６３万６,０００円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額９,１４６万１,０００円は、過年度分

損益勘定留保資金９,１４６万１,０００円で補てん

するものとする。） 

 収入。 

 資本的収入、ゼロ円。 

 企業債、ゼロ円。 

 負担金、ゼロ円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、９,１４６万１,０００円。 

 第１項建設改良費、３,３３４万１,０００円。 
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 第２項企業債償還金、５,８１２万円。 

 ３１ページへ参ります。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第５条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 （１）、職員給与費、３,９６０万２,０００円。 

 （他会計からの補助金）。 

 第６条、水道事業運営のため、一般会計からこの

会計へ補助を受ける金額は、１,１１７万４,０００

円である。 

 （たな卸資産購入限度額）。 

 第７条、たな卸資産の購入限度額は、７２２万

８,０００円と定める。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、病院事業会計予算に

ついて説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（松田宏二君） それでは、平成

２２年度上富良野町病院事業会計予算について御説

明申し上げます。 

 ３２ページをお開き願います。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第１０号平成２２年度上富良野町病院事業会

計予算。 

 （総則）。 

 第１条、平成２２年度上富良野町の病院事業会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量）。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）、業務量。 

 イ、病床数、一般病床４４床。 

 ロ、定員数、老人保健施設入所２８名。 

 ハ、患者数、年間４万５,３３５人、１日平均１

７１人。入院患者、一般病床、年間１万１,３１５

人、１日平均３１人。外来患者、年間３万４,０２

０人、１日平均１４０人。 

 ニ、入所者数、老人保健施設、年間１万２２０

人、１日平均２８人。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款病院事業収益、９億５７４万６,０００

円。 

 第１項医業収益、６億１,４８０万７,０００円。 

 第２項医業外収益、１億５,８９３万９,０００

円。 

 第３項老人保健施設事業収益、１億３,２００万

円。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、９億５７４万６,０００

円。 

 第１項医業費用、７億７,１２１万７,０００円。 

 第２項医業外費用、２５１万８,０００円。 

 第３項老人保健施設事業費用、１億３,２００万

円。 

 第４項特別損失、１,０００円。 

 第５項予備費、１万円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款資本的収入、２,６９３万５,０００円。 

 第１項出資金、１,７９３万５,０００円。 

 第２項補助金、９００万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、２,６９３万５,０００円。 

 第１項企業債償還金、６２５万５,０００円。 

 第２項建設改良費、１,９００万円。 

 第３項奨学資金貸付金、１６８万円。 

 次のページをごらんください。 

 （一時借入金）。 

 第５条、一時借入金の限度額は、３億円と定め

る。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用）。 

 第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことのできる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）、医業費用と医業外費用との間。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第７条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 （１）、職員給与費、６億４５９万５,０００

円。 

 （２）、交際費、３０万円。 

 （他会計からの補助金）。 

 第８条、企業債償還金利子及び特殊経費に充てる

ため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

８,５１７万４,０００円である。 

 （たな卸資産購入限度額）。 

 第９条、たな卸資産の購入限度額は、１億３,１

０８万９,０００円と定める。 

 以上で説明といたします。 
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○議長（西村昭教君） 次に、上富良野町十勝岳地

区振興基金の一部支消の件について、説明を求めま

す。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） 上富良野町十勝岳地区

振興基金の一部支消の件につきまして、要旨を御説

明申し上げます。 

 平成２２年度一般会計予算の編成に当たりまし

て、吹上温泉保養センター改修費の財源に充てるた

めに基金の一部を使用するため、議会の議決を経よ

うとするものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第２０号上富良野町十勝岳地区振興基金の一

部支消の件。 

 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部を次により

使用するため、上富良野町十勝岳地区振興基金条例

第６条第５項の規定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、支消金額、７,０００万円。 

 ２、使用目的、十勝岳地区の公共施設の維持、修

繕に関する事業に充てるため。 

 ３、使用年度、平成２２年度。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、上富良野町国民健康

保険財政調整基金の一部支消の件について説明を求

めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（田中利幸君） それでは、上富良

野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件につ

きまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 平成２２年度上富良野町国民健康保険特別会計に

おきまして、歳入財源となります国民健康保険税、

国庫支出金、調整交付金、保険基盤安定繰入金等を

見積もり、歳出の保険給付費に充当し、予算の計上

をしておりましたが、なお不足する２,６００万円

を財政調整基金から使用し、保険給付費の財源に充

てようとするものであります。 

 なお、財政調整基金の当該支消後の予算残高は１

２万７,０００円となるところであります。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第２１号上富良野町国民健康保険財政調整基

金の一部支消の件。 

 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部を、

次により使用するため上富良野町国民健康保険財政

調整基金条例第６条の規定により、議会の議決を求

める。 

 記。 

 １、支消金額、２,６００万円。 

 ２、使用目的、保険給付費に必要な財源に充当す

るため。 

 ３、使用年度、平成２２年度。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 以上で、議案の説明を終わ

ります。 

 これより、質疑に入ります。 

 町長及び教育長の行政執行方針に基づいて各会計

予算が提案されておりますが、これからの質疑につ

いては、先ほどの町長及び教育長の行政執行方針の

概要についてのみの質疑といたします。 

 また、質疑の回数は、議会運営に関する先例によ

り、１人１回限りといたしたいと思います。 

 これより、質疑をお受けいたします。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 町長と教育長の執行方針に

対しまして、何点か質問させていただきます。 

 ５ページにあります町立病院の経営の健全化とい

うこと、これを進めてまいりたいと、こういうよう

に述べられておりますけれども、このことにつきま

しては不採算病院４病院の中に町立病院も入ってお

りましたが、今回、町長も一生懸命なられて、私ど

も議会のほうも一生懸命要望したところでございま

すが、これに対しましては経過措置として２５年度

までですけれども、特別交付税が出るということに

なりまして、この点はよかったかなと思うのですけ

れども、二次救急を担っていただいています協会病

院との病病関係が、今回、１０４病院の中に富良野

が医師が不足して、結局なかなかその診察とかが機

能を縮小しなければいけない病院の中に入っており

まして、ここら辺が今は協会病院からは泌尿器科、

循環器科、それから眼科、それから白田院長が向こ

うへ行っておりますけれども、病病関係が非常にで

きておりまして、その関係が今後についてもこう

いった富良野のほうで医師不足で、８名不足してい

ると、こういう状況がありました場合に、今後とも

この協会病院との病病連携が今後とも支障なく続い

ていくものかどうか、これについても町長、ひとつ

この富良野医師会、あるいは５市町村で取り組んで

いただきたいと思いますけれども、その点につきま

してお尋ねしたいと思います。 

 それから７ページの新卒の未就職者の臨時雇用で

ございますが、これに対しましては即対応をされま

して、本当にここのところは評価しますけれども、

国のほうから新卒を企業でもどこでも使う場合に

は、それの助成を施策をやるということを言ってお

りますので、そういったことも考えていただいて、

さらにここのところをもう少し、今氷河期をちょっ

と脱したということですけれども、新卒で非常に就
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職が厳しいございますので、その点もさらに進めて

検討していただきたいと思います。 

 それから１１ページの移住、定住対策でございま

すけれども、これにつきましては新たな支援策につ

いて検討を進めてまいりますと、こういうように述

べられておりますが、今は御承知かと思いますけれ

ども、隣の中富良野町ではもう１０年ぐらい前から

定住策としまして、町の土地を分譲しまして、その

土地を購入しますとそこで居住をするということに

なりますと１００万円ですか、現在は二、三年前か

ら７０万円、それから商品券で３０万円と、こうい

うようなことになっておりますけれども、ことしは

非常に申し込みが多いということで、何か１５組、

１,５００万円を予算づけをされたようでございま

す。 

 それで、上富良野町からも１７名ぐらいそちらの

ほうに行っているかと思いますけれども、こういっ

たお金でというのはあれかもしれませんけれども、

例えば結婚して新しく居住を上富良野で迎える人に

は結婚のお祝い金といいましょうか、そんなことや

ら、それから今はいっぱいアパートもあいておりま

す。そういったところを借り上げて、そこで住まい

をする場合にはそれに対するものをどうするとか、

いろいろな、それから今回、中富良野町は中学校ま

で子供さんの医療費を無料化にいたしました。そう

すると、上富良野も本当に出生率は１.８６と非常

に高い数字を示しているわけですけれども、子育て

の環境に優しい町、上富良野で子供を育てるとこん

なにいいなという、そういう魅力のある具体的な新

たな支援策を検討とありますけれども、そういった

こともぜひ検討の中に加えていただきたいと、この

ように思っております。 

 それから教育長につきましては、５ページ、特別

支援教育につきましては大変理解を示されまして、

取り組みをされているところでございますけれど

も、西小と上小に助手を１人ずつ配置、これについ

ては予算をということであれですけれども、今度は

江幌の特認校に特別支援学級を新設すると、こうい

うふうに予算に上がってきておりますけれども、こ

ちらのほうはどのような支援学級を考えておられる

のか、西小と上小につきましては特別支援の助手だ

と、こういうことになっておりますけれども、今度

は新たな江幌小学校の特認校に特別支援学級を新設

となりますと、ここら辺等の考えにつきましてお聞

きしたいと思います。 

 それから、９ページの８月に開催されます全道青

年大会文化交流、これについてもどのような内容を

考えておられるかその点お尋ねしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、最初のお尋ねでございます富良野広域圏に

おきます協会病院を核といたしまた病病連携につい

ての、今後についてのお尋ねでございますが、御案

内のように潜在的に富良野協会病院におきまして、

医師が不足をしているという実態はございます。 

 しかしながら、それぞれ特に上富良野の町立病院

からの白田院長さんを初め、病病連携については現

在、うまく機能をしているというふうに認識してお

ります。 

 しかしながら、協会病院、あるいは富良野市にお

いても医師の潜在的な不足はなかなか解消されてい

ないという認識を持っておりまして、しかも保健所

等におきましても同様の認識を持っておりますこと

から、私ども圏域の首長の集まりにおいても常に病

院の、特に救急の対応に対しまして住民の皆さん方

に不安を与えないような仕組みをつくっていこうと

いうことで、全く認識を同じにしておりまして、昨

年からは御案内のように富良野医師会の御協力をい

ただきまして、救急医療につきましては平日の夜間

を中心に協会病院のほうにおいでいただいて、交代

で救急に対応していただいているというふうに、一

定の前進はしておりますが、潜在的な医師不足とい

うことはなかなか解決に至っておりません。 

 この件につきましては、それぞれ各市町村長共通

の課題としてとらえておりますので、これからもあ

らゆる機会を通じて医療がしっかりと守られていく

というような、さらに救急対応についても安全を提

供していけるような、そういう取り組みをしていこ

うということでは既に行動も起こしておりますの

で、ぜひひとつ議会のほうからも御支援を賜りたい

というふうにお願いをしている次第でございます。 

 それから次に、緊急雇用の関係についてお答えさ

せていただきます。 

 この雇用がなかなか伸びないと、御案内のように

国といたしましても調査の結果が報道等されており

ますが、新規の採用を予定している企業が５０％に

満たないというような、非常に就職氷河期が顕著に

あらわれております。 

 そういう中で、経済がなかなか上向かないという

ことも拍車をかけまして、こういう地方におきまし

ては特に、高校新卒者の就職が非常に厳しいという

実態がございます。町といたしましては、今年度３

名の枠ということでございますが、１年間就職活動

とあわせて町のほうで研修をしていただこうという

措置も講じますが、あわせてそれぞれ町内の企業の

ほうに向けましてもさまざまな企業に対する応援を
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させていただくことによって、少しでも就職の受け

皿として企業の方にも努力いただけるような、そう

いうお願いもしております。 

 加えて町の公共事業の投資的事業の発注に当たっ

ても、町の企業の活性化につながるような配慮をし

た中で発注を進めようというような意味を、そうい

う思いを持って予算を作成させていただいておりま

して、少しでもそういうことから雇用の拡大につな

がってほしいという期待も思っているところでござ

います。 

 それからもう１点のお尋ねでございます、移住、

定住対策につきましては、他の市町村におきまして

それぞれ個別の対応をとられているということも承

知しておりますが、当町におきましては、まず今の

社会情勢等を十分に理解した中で個々の奨励策を講

じるということはもちろん、施策としては大きな意

味を持つことと思いますが、私といたしましては平

成２２年度において町内出身の方々がそれぞれ現

在、都会で暮らしを立てておられる、そういった

方々が一定の年齢を迎えたり、あるいは自分の人生

設計を変更しようと、人生設計を変えてみようとい

うような方々に期待を込めまして、特に私といたし

ましては町内出身者の方で、府県のほうで職を持た

れている方に対してぜひ、その上富良野のほうにも

う１回目を向けていただいて、もちろん農業は願っ

てもないことですが、農産物等を利用する、そうい

うようなことに派生いたします分野にぜひこちらの

ほうに戻っていただいて、そして定住していただい

て、なりわいを立てていただければということで、

そういう期待も込めておりまして、それにつきまし

ては町のホームページ等を通じてことしは大いにＰ

Ｒをさせていただきたいなというふうに考えている

ところでございます。 

 さらには、子育て等の事業をさらに充実させまし

て、先ほど議員のほうからお話がありましたように

暮らしやすい、住みやすい、そういう基盤をまずつ

くることが個々の対策も効果的でしょうけれども、

そういう暮らしやすい、住みやすいという、そうい

う安心感を町民の皆さん方に持っていただくような

基礎をしっかりと固めて、そういったことからも特

に自衛隊の退官者、あるいは若い自衛隊の方々も上

富良野に退官後ずっと住み続けたいと思っていただ

けるような、そういう環境づくりをさらに一歩こと

しは進めていきたいということを考えているところ

でございます。 

 個々のいろいろ誘導策と申しましょうか、そう

いったことも効果が非常に大きいというような検証

ができますれば、また平成２２年度をかけましてい

ろいろそういう知恵も出していただきながら検討を

進めさせていただきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ２番村上議員の御質問で

ございます。 

 まず１点目の特別支援の関係でございますけれど

も、実は上富良野小学校、西小学校につきまして

は、特別支援の学級が障がい者に応じての複数に

なっている状況でございます。それに対応した職員

といいますか、教員については道のほうからある程

度の一定のルールのもとで配置をされてございま

す。 

 その中で、かなり子供たちがそういう障がい者に

ついては多いということで、上小、西小については

本町独自でこの支援教育の助手として配置づけをさ

せていただいてございます。効果を得ているところ

でございます。 

 それから江幌につきましては、今年度、現行の部

分でございますけれどもお一人ということでござい

ます。これにつきましては、その子が特別支援とい

うことになりますので、道教委のほうから１人先生

が張りつくという形になってございますので、１人

でございますので１対１の対応になってくるのかな

というふうに今後の動き方としてはしていくと、助

手については今、この小学校については考えてござ

いません。 

 それからもう１点、全道青年大会でございます。

毎年いろいろスポーツ、文化に分けて全道青年大会

が各地で開催されてございます。今回は、上川支庁

管内という形でこの全道大会の文化交流、演劇とか

いろいろ、その発表についてはこれから具体的に全

道の青年に周知をしてどういうものがということで

なってくるかと思いますけれども、上川管内で本町

を受けて、本町の青年団の活動をしていきたいとい

うことで、それに伴って青年の活躍の場といいます

か、活性化を図るという意味で本年、上富良野町で

実施するということでお受けしてございますので、

そういう時期でちょっと内容についてはまだ把握で

きてございませんけれども、８月の上旬になると思

いますけれども開催する予定で今、教育委員会とし

ても支援をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） 執行方針の中で町長に２点ほど

お尋ねをさせていただきます。 

 まず６ページになりますけれども、中ほどにあり
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ます農村の基盤整備事業のことでちょっとお尋ねさ

せていただきます。 

 この中に、ことしは東中地区の排水対策というこ

とで、それから西山地区の基盤整備事業が盛り込ま

れているようであります。ここで、この例の事業仕

分けによりまして、土地改良事業の関係については

極めて予算が削減されたというような形になってお

りますけれども、町としては道の採択を受けて、こ

の事業を取り組まれると、こういうことであります

けれども、この事業の見直しがあるやもしれないと

いうふうに私は考えているのですけれども、こう

なった場合に、この全体の事業の見直しも考えた中

で想定されているのか、あるいはこれは極めてそう

いった前向きな答弁をいただいているのか、その点

についてちょっとお伺いしておきたいと思います。 

それから、９ページになりますけれども、都市計画

のマスタープラン、この中で市街地整備構想という

のがうたわれておりますけれども、駅前開発事業と

いうのが頓挫したような状況になりますけれども、

具体的にこういったものが現在どのように進められ

ているのか、具体的な御説明を願いたいと、このよ

うなふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番谷議員の御質問にお答

えをさせていただきます。 

 まず１点目の東中地区におきます農業基盤整備事

業につきましては、確かに国の事業費総体が非常に

大幅に削減をされたというような実態にございまし

て、北海道といたしましても大変困惑しているとい

うような状況にございます。 

 また、それが直接今回想定しておりますのは道営

事業でございますので、もろに上富良野にも影響を

及ぼしてくるということはもう、既に推測という

か、ほぼそういうようなことが実態にあります。た

だそういう中で、北海道といたしましてもなるべく

事業費が縮小しないような、北海道独自の手だても

考えてくれているというようなお話も現在伺ってお

りまして、ただ私といたしましては計画の中身の見

直しというのは想定しておりませんが、地域と受益

者期成会等の中でも、そういった意向は私には全然

伝わってきておりませんので、多分中身についての

見直しを受益者のほうから求められるということは

今、想定しておりません。 

 ただ、完了年度が先延ばしされるという懸念は十

分ございます。そういう中で、私といたしまして心

配いたしておりますのは、意欲が土地改良に対しま

す意欲が失われていくというようなことだけは、こ

れは何としても避けなければならないということ

で、そういうことに対しましてその基盤整備事業が

北海道も今は盛んに言っておりますが、非常に農業

経営上プラスになるのだよと、特に条件整備が作物

の収穫量を増大することにつながるということも北

海道も発信しておりますので、私もそういうことで

若干完了年度は先送りになるかもしれませんが、こ

れを果たすことが将来の安定経営につながるという

ことを私も訴えてまいりたいというふうに考えてい

る次第でございます。 

 それから次に、都市計画マスタープランにつきま

してですが、現在、具体的な取り組み、駅前再開発

に端を発しているのかなというふうに記憶しており

ますが、都市計画マスタープランが策定されてから

かなりの年月が現在、経過しております。そういう

中で、非常にその方向性が定まってきていないとい

うのが実態でございまして、私といたしまして平成

２２年度に一定程度の再検証を行って、都市計画マ

スタープランに示しております市街地の形成、ある

いは駅前再開発等を含めまして、もう一度しっかり

と現実に即した計画になるような、そういう検証を

してほしいということで、今その実証担っておりま

すまちづくり委員会だと思いますが、そちらのほう

に声をかけまして、しっかりともう１回現実を見据

えた計画に練り直していただきたいということを平

成２２年度に取り組みたいというふうに考えていま

す。 

 現在まで取り組まれてきている内容等について

は、今まで折に触れて御説明させていただいている

と思いますが、今ここでその詳細についてお答えさ

せていただく資料を持ち合わせておりませんので、

この点について御了解賜りたいというふうに思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問をさせていただ

きます。 

 今、非常に国内外とも景気の状況が変化するとい

う状況になっています。 

 この間、政府の発表でも実質成長率は１.４％を

目指すということでありますが、しかし国民の生活

体感を実感する名目成長率は０.４％という状況に

なっているということが報道されております。それ

と同時に、失業率は依然と高値という形で５％とい

う形になっているという状況が見受けられます。 

 上富良野町の平成１１年度の課税所得を見ました

ら約９８億１,０００万円ほどありましたが、平成

２０年度では７４億７,９００万という形になって

おります。また、給与所得では平成１１年度は８６
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億９,０００万円、２０年度では６６億２,０００万

円という形の中で、給与所得者とも、あるいは自営

業者、あるいは農業者も所得が減るという傾向にあ

るというのが上富良野町でも実態として出てきてい

るというのが状況であります。ということを考えま

すと、当然、こういう状況の中で行政がどういう手

だてを講じなければならないのかということが今、

町長にも求められているのではないかなというふう

に考えております。 

 そこで何点かお伺いしたいと思いますが、今回、

本気でやる気を結ぶ産業づくりという形の中で、国

の制度も変わるという状況の中で、農業に対する支

援制度、戸別所得補償制度の導入に向けた対策がと

られようとしております。しかし、実態としてはこ

の国がモデル試算という形で試算した中でも、やは

り平均コストが１万５,０００円という形の中で、

実態よりも低く設定されているという状況の中で、

上富良野町の農業者の方に聞いてもこれは実態に合

わないという状況も見受けられます。 

 また、これは水田を中心とした米の受給率の向上

を目的としたものでありますが、一方で畑作物に対

してはなかなかその恩恵がないという状況も生まれ

ておりますが、こういう状況の中でやはり上富良野

町の農業、あるいは農業後継者をどう育てるかとい

うところが一番求められてきているのだろうと思い

ますが、町長はこういった部分に対して具体的にど

のような対策をとられようとしているのか、この点

についてまずお伺いしておきたいというふうに考え

ております。 

 次にお伺いしたいのは、新エネルギービジョンと

いう形の中で、計画も策定されようという段階に

入っております。この点について言えば、国のほう

も改築等についてはポイント制度を導入するという

状況になってきております。 

 私はこの点について再三言っておりますが、やは

り住宅のリフォームだとか、そういう状況の中でや

はり具体的に地域産業を興すという形の中で上富良

野町の雇用の拡大に結びつける、あるいは関連事業

の雇用拡大や消費に結びつけるという、具体的な対

策をとる必要があると思いますが、この点はなかな

か見受けられないのですが、今後、こういったもの

についてどのように対処されようとしているのか、

あるいはこの省エネルギーという形の中で公共施

設、あるいは試行的にそういった太陽光発電を設置

して、それを促す、そういった制度を具体的な対策

としてとる必要があると思いますが、この点お伺い

しておきたいというふうに思います。 

 次に、魅力ある地域の満喫する産業環境づくりと

いう形で、良質な農産物にいわゆる地元の付加価値

を与えた農産物を販売、あるいは促進するというこ

との方向性を打ち出されておりますが、この点、具

体的にどのようにされるのか、今、他の地域ではや

はり特産品を使った食べ物、あるいは加工食品など

をつくりながら、地域おこしをするという傾向もま

すます強くなってきております。 

 そういう意味では、上富良野町はこの点では一部

上富良野ポークという形の中で進められております

が、しかしきめ細やかなそういった商品を売り、や

はり販売をする、やはりルートを確立する、少ない

量でも地域の産物として販売するような、そういっ

た具体的な対策を講じるということなしに、これを

実行に移すことはできないのだと思いますが、この

点どのようにお考えなのか、あわせて商業者に対す

る具体的な活性化の事業としてマスタープランとい

うことの話もありましたが、商業者のやはり後継者

の育成をどのようにされるのかお伺いいたします。 

 定住化対策の中では、上富良野から出た方を対象

にして戻ってもらうという形の話でありますが、や

はり何よりもこれは具体的な対策が何よりも必要で

す。今、前の議員の方もおっしゃられましたが、東

川町やいろいろな町で定住化対策で具体的な取り組

みがされてきております。やはり、地域に住みたい

という思いはあります。だけれども、上富良野町は

いろいろな面で子育てや定住化対策の具体的な補助

制度がおくれている、何だかんだという形の中でや

はり出ていく方も実際おられます。 

 そういう意味では、具体的な対策をどう進めるの

かというような、この点が今の話でもなかなか見受

けられませんので、大まかにどのように考えている

のかお伺いしておきたいと思います。 

 教育の問題では、今回、学校の学力テストは引き

続き行うという形になっておりますが、今回の制度

の改正の中では、これは実施するかどうかは各学校

の判断だということで、いわゆる教育委員会の判断

だという自主的な判断だということで示されており

ますが、そうするということであれば一定の方向性

をするということであれば、知りたいということで

あれば、特にこの学力テストの方向性に踏み切らな

くても自分たちの学校評価というのをきちっと持っ

て進めば、それはできるのだろうと思いますが、こ

の上富良野町におけるこういった選択をとった背景

というのはどういったものがあるのか、いま一度

きっちりとした答弁をお願いしたいと思います。 

 また、わかりやすい授業、読解力のある授業だと

かいろいろ書かれておりますが、今、多くの生徒た

ちも仮説体験、あるいは仮説実験という形の中でい

ろいろな取り組みがされております。実際の体験を

しながらやはり理解を進めるという、そういった上



 

― 46 ―

富良野町独自の授業体型ももっと打ち出す必要があ

るのではないかなというふうに思いますので、この

点も教育現場の方たちともいろいろ協議をしなが

ら、やはり上富良野町のあるべき教育のあり方とい

うものも含めた中で、もっと改善すべき余地がある

と思いますが、この点について教育長はどのように

お考えなのかお伺いいたします。 

 特別支援については、これからも強化されるとい

うことでありますが、まだまだ充実すべきやはり職

員の配置の問題だとかありますので、そういった点

も細かに現場の意見も聞きながら、具体的な対策を

とる必要があると思いますので、これらのことにつ

いていま一度大まかな概略についても答弁願いたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

 まず、冒頭お尋ねのありました町全体の経済力が

落ちているということでは、全く私もそういう認識

を持っております。非常に給与所得も含めまして、

総体的に一時期から比較いたしますと１０％、十数

％という規模で多分落ちている実態にあると思いま

す。それが即、自主財源の低下につながっていると

いう実態もございますので、私といたしましては産

業全体の底上げ、あるいは給与所得等についても、

これはやはり企業活動と直結しておりますので、も

ちろん国によります経済の活性化策にゆだねるとこ

ろも多いわけでございますが、町独自といたしまし

てもそういう経済の底上げにつながるような諸対策

は、これは間断なく続けていかなければならないと

いうふうに理解しているところでございます。 

 具体的にどういう底上げ策がということになりま

すと、これはやはり時間をかけてしっかりと基盤を

固めてつくっていくということから始まるのかなと

いうふうに考えているところでございます。 

 次に、農業の戸別所得補償に関係いたしますお尋

ねだったかと思います。ことしは米の戸別所得補償

がモデル事業としてスタートするようになっており

ます。明年からは、完全に戸別所得補償に移行する

ということで国の方針が定まっておりますが、現

在、米におきましては１０アール当たり国が示しま

す生産目標数量に協力する農業者に限って担当１０

アール１万５,０００円の戸別所得が行われるとい

うふうに仕組みがなっております。 

 それと現在、去年まで行われておりました水田畑

作経営安定対策等の埋まらない部分につきまして

は、今回、国がその穴埋め的なそういう措置を講じ

てくれておりまして、多分、私の記憶で申し上げま

すと全国規模で６００億円ぐらいの予算規模の中の

ほぼ半分が北海道のそういう不均衡を解消するため

に向けられているというふうに記憶しております

が、そういうことでことしはその不均衡は解消され

ると、完全かどうかということはまだ詳細は把握で

きておりませんが、金額ベースで申し上げますとほ

ぼ昨年同額の水田農家の所得が確保できるというよ

な試算がされておりますので、平成２０年、２１年

とそう大きく変化のない水準が維持できるのかなと

いうふうに理解しているところでございます。 

 ただ、大きな課題といたしましては、来年度以

降、果たして特に米については国におきまして表明

されておりますのは戸別の需給調整をやらないとい

うふうに聞いておりますので、そういうことから来

る価格維持が果たしてできるかどうかという心配は

私も思っております。 

 そういうことで、うまくこの制度か機能されるこ

とを私としても願っているところでございまして、

繰り返しになりますが、平成２２年度におきまして

は何とか総枠で水田農家の所得がほぼ確保できるの

かなという大きな期待をしているところでございま

す。 

 次に、農業の地域ブランドに関します御質問だっ

たかというふうに思っております。 

 今、国におきましても第６次産業化というような

ことを今、標榜しておりまして、農家の、特にこの

富良野圏域におきましては非常に豊富な農畜産物が

ございまして、上富良野町におきましては上富良野

ポークが今、上富良野の認証商品として非常に好評

をいただいているところでございますが、まだまだ

私といたしましては潜在的に上富良野の農産物が全

国の消費者に大いに魅力を持っていただける、そう

いう素地がまだまだ残されていると、特に私は日々

の業務の中で全国、あるいは全道のいろいろな方と

接する中で上富良野、特にこの富良野圏域の農産物

に対する期待度、あるいはその魅力というものを非

常に感じるという言葉を始終お聞きする機会がござ

います。 

 ただ、そういう中でそれを経済活動として農業生

産者、あるいは商業者も含めましてそこへ結びつけ

ているかというと、そこはもう一工夫必要だなとい

うふうなことを実感しておりまして、そういうこと

からさらに町が応援することによって国が言ってお

ります第６次産業化に結びつくようなきっかけを町

がぜひつくっていきたいものだなというふうに考え

ているところでございます。 

 それとあわせてお尋ねありました、商業の活性化

も全くその延長線上で現在の商業活動からさらに一

歩、二歩前へ踏み出していただきまして、さらにこ

れには大いに観光もぜひ絡んでいただきまして、農
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業、商工業、観光がしっかりと結びつくことによっ

て新たな町の商業活動が展開できる、そういう素地

を私はあると思って期待もしております。 

 ことし、年が明けまして早々にそれぞれ各団体の

農業者、商工業者、あるいは観光業者、行政も含め

ましてそのトップにおられる方々と懇談する期会も

継続的に行っていこうということで既にスタートさ

せていただいております。そういう中で、まだまだ

お互いの力を出し合って、お互いの立場を理解し合

えればまだまだ大きな上富良野の活性化につながる

素地があるなということで、意識が一致しておりま

す、考えが一致しておりますのでこれを継続的に進

めながらそれぞれ、それぞれの団体にその効果が及

ぶようにこれから努力しようというとで既に歩みを

進めておりますので、ことし２２年度につきまして

はさらにそれをしっかりとした具体的な動きになる

ように、私も取り組んでまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

 その延長上に、まず後継者対策の御質問もござい

ました。まず、後継者、農業、商工業含めて後継者

対策の私は一番の、何度も私は申し上げております

が、その一番の根底にあるのはやはり経済が安定す

ることというふうな考えを持っておりまして、まず

農業については農業の経営がしっかりと安定するよ

うな、そういう手だてを行政として取り組んでいき

たいと、商工業、あるいは観光業も同じでございま

す。まず、若い人たちに後継者となって定着しよう

という気持ちが生まれるような、そういう思いを

持ってもらえるような、まずそれには経営が、経済

が、基盤がしっかりしていることが私は大前提だと

思います。 

 そういう意味におきまして、それぞれの経営が安

定するような、そういう仕組みを抽象論ではなく

て、２２年度についてはたとえ歩みが小さくても確

実に一歩ずつ前へ進むんだというような形が町民の

皆さん方に見えるような対策を講じてまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 それから、定住対策についても具体的な手だてが

必要ではないかというふうにお尋ねがございまし

た。これも先ほど申し上げましたが、村上議員の御

質問にもお答えさせていただいておりますが、そう

いう方策も手法としては、これは一考の値があると

思いますし、それが効果的なものだとすれば大いに

研究をしてまいらなければならないと思います。 

 しかし、私の気持ちの中には、まず定住、Ｉター

ン、Ｕターン、Ｊターンも含めまして、まず上富良

野が暮らしやすい、住みやすいという、そういうま

ず根っこの部分を十分に子育てのこともありましょ

うし、後継者対策もあろうと思います。そういった

トータルで非常に安心して住める、安心して暮らせ

る、そして経済活動においてもいろいろ手だてが講

じられると、私はそういう行政の役割としてはそう

いうことにやはり目を向けるのがまず第一義にある

べきではないかなというふうに考えているところで

ございます。 

 さらに、残念ながら限られた予算の中でそういっ

た諸施策を講じるわけでございまして、そういう中

でさらにもう一歩具体的に誘導策を講じることが効

果的だというような御意見、御議論もあれば、それ

も大いにやはり検討をするべきだなというふうな認

識は持っているところでございます。 

 いずれにいたしましても、まず長く安定して町と

して多くの方が住んでいただけるような基盤を短期

的なことよりむしろ、やはり長期的に安定して施策

として取り組んでいくことがまず先にあるべきかな

というふうに考えているところでございます。 

 それからもう１点、省エネだったかと思います

が、省エネ、あるいは新エネのお尋ねでございます

が、今、国におきましても具体的な施策といたしま

してエコポイントなどの施策を講じまして、消費が

高まるような、そういう施策も講じているところで

ございますが、町といたしましてできる部分はどう

いうことかなというふうに考えているところでござ

います。 

 幾度かの質問にもお答えさせていただいていると

思いますが、政策、省エネ、新エネにつきまして

は、まず今、町が取り組めることは、まず町が一事

業所として取り組めるところから、まずそれは取り

組もうと、させていただいているところでございま

す。平成２２年度におきましては、白銀荘等のボイ

ラー、あるいは照明灯をＬＥＤ化するなど、町が事

業所として取り組める部分についてはまずことしは

取り組みをさせていただこうと思っております。 

 それからさらに、町全体として、あるいは省エネ

ルギー、新エネルギーに結びつくような奨励策、こ

れにつきましては非常に今、私といたしましては例

えば太陽光、あるいはそれにかわる今の化石燃料に

かわる新しいエネルギーの減だとかということに関

しましては、今、この北海道で、とりわけこういう

寒冷地で、しかも特に太陽光について申し上げます

となかなかまだ変換率が太陽の日照時間もとりわけ

多い地域ではございませんので、もう少しそれは経

過を見た中でこのような北国でもそれが効果的であ

るということでありますれば、これはまた個別の対

策として応援をしていくことも、これは考慮しなけ

ればならないというふうに考えておりますが、ただ

今、住宅等の断熱施工等につきましては、これはも

うこの北海道では一般的な工法として既に定着して
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おりますので、施策としてそういったことに目を向

けるという以上に、既に町民の皆さん方が既にそう

いう認識をお持ちでございますので、新しいエネル

ギービジョンにつきましては少し実績がよく見えて

きてから判断をするべきだというふうに考えており

ますので、もう少し勉強する期間を設けたいなとい

うふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ５番米沢議員の３点の御

質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目の学力テストの関係でございますけ

れども、御存じのとおり国の事業の中で３年間実施

をさせていただいて、本町におきましてもその学力

調査、それから学習状況調査等を含めた調査内容に

なってございます。その対応といたしまして、実は

学力向上プランという形で各学校で設定をさせてい

ただきながら、今進めているところでございます。 

 一つこの学力、それから学習状況について一つの

方法として私どもとらえてございますので、すべて

がこれで形となるものではございません。そういう

中で、一つの方向性、学力の向上の方策ですとか、

それから授業外での対策、それから学習生活習慣で

の方向性という形も備え兼ねてございますので、私

どもとしましても今後、こういう調査があることに

ついては一つの方向性を見出すための方法として対

応していきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

 それと２点目の仮説体験、上富良野町教育の特色

あるものという形での御質問でございましたけれど

も、私ども副読本、それから自然体験いろいろな部

分で地域の状況にあわせた学習内容を進めてござい

ます。特に、御存じのとおり本町については十勝岳

を抱えてございますけれども、その防災のあり方に

ついてもいろいろそういう状況の中で事業の展開を

していると、これからまたいろいろな部分で学校現

場等の対応等も含めながら、また新たな取り組みの

内容については精査していきたいというふうに考え

ているところでございます。 

 それともう１点、特別支援の現状でございますけ

れども、本町といたしましては最大限、今努力をさ

せていただきながら町費をお願いしながら、その助

手も含めながら対応させていただいてございます。

今後、こういう障がい者が多くなることを望むわけ

ではございませんけれども、その対応について十分

なその学校に応じた動き方を今後も現場の中身と調

整しながら進めていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 昼食休憩に入ります。 

────────────────── 

午後 ０時０２分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 質疑を承りたいと思います。 

 ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 何点かお聞きをいたしま

す。 

 まず、町長の８ページです。中ほどでの災害要援

護者対策の件ですけれども、緊急時における避難支

援体制等の整備に向けた支援プランを早期に取りま

とめというふうに書いてございますが、上富良野町

の地域福祉計画では、２１年度も２２年度も５年間

計画ですけれども、毎年、この事業計画として毎年

つくってやるようになっているわけです。だから、

ことし今年度つくって、２１年度つくって後は逐次

修正かなというふうに私はとらえていたわけです。

そうでないとまた困ると思うのです。 

 上富良野町の地域防災計画にうたっています、災

害はどういうものがあるかということで、火山災害

もあるのですけれども、これは兆候があると思うの

です、だから比較的配れる余裕があるのかもしれま

せんけれども、兆候のないものがありますよね、こ

こにいろいろ書いてありますけれども地震とかいろ

いろあります。 

 そういったものに備えるためにもやはり、これは

早くつくる必要があると思うのですけれども、今年

度、２１年度はどうなのか、つくっていてこれは修

正するということでこうやってうたっているのかを

ちょっとお聞きたいというふうに思います。 

 あと９ページのほうです、日の出公園の件ですけ

れども、昨年は大きなイベントのときは東町の自衛

隊の官舎跡地を駐車場、モータープールに使って駐

車場として乗り切ってきたわけですけれども、こと

しはどうするのか、駐車場の件について町長の見解

をお伺いしたいというふうに思います。 

 あとは１１ページです。移住、定住対策でありま

すけれども、町の第５次の総合計画によりますと、

今年度、２１年度から１０年かけて目標人口１万

１,９００人にすると、そのためには毎年４０名ず

つ定住、移住の人員を確保していかなければならな

いというふうになってございます。 

 それで、今年度はあと約３週間ほどあるのですけ

れも、今年度の達成目標はどのぐらいになる見込み

なのか、あるいは余りなければ来年度以降、残り９

年間で１０年分の人数を集めていかなければならな
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いわけですね、そこら辺のところはどう考えておら

れるのかちょっとお聞きしたいというふうに思いま

す。 

 また教育長のほうでございますけれども、１点、

４ページです。児童生徒の指導等というところで、

いじめや不登校などは、それらの事例は比較的町で

は少なく安定しているというふうにうたってござい

ます。比較的少ないということは、皆無ではなくて

あるということですね。どういうものがあったの

か、そして現在その問題は解消されているのかどう

か、そこをお聞きしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず１点目でございます。避難支援体制の整備に

関しますお尋ねでございますが、今までいろいろそ

れぞれ住民会単位で組織されております自主防災組

織を初め、あらゆる角度から災害弱者等に対する対

策を含めて避難支援体制をしっかりと整備をして

いってほしいという要望がかねてから寄せられてお

りますし、町といたしましてもそういう認識を共有

しているわけでございます。 

 ここで執行方針の中で述べさせていただいており

ます点につきましては、そういった町が持ち合わせ

ておりますさまざまな情報、それを重層的に重ねま

してどういう災害のときにも、そういう災害弱者を

なくすような、そういう万全な体制をしっかりとマ

ニュアルとして備えて、さらにそれを各隅々の各自

治会を預かっている方などを初め、さまざまなそう

いう地域の活動を支えてくれている人たちに対して

適切にその情報をお知らせするとともに、災害弱者

をなくすような手だてを２２年度においてしっかり

構築していきたいというようなことで取り組みをさ

せていただきたいという意味で述べたところでござ

います。 

 それから、当然、いろいろな災害が想定されるわ

けでございます。もちろん、火山災害もさることな

がら洪水災害、あらゆるこの地域として考えられる

災害も想定しておりまして、それらに対する見直し

は先ほど議員が御意見のように、それはもう適時時

代に合ったように見直していくということは、これ

はもう当然のことでございまして、これからもそう

いうふうに取り組んでまいりたいというふうに考え

ております。 

 それから次に、日の出公園の駐車場のことについ

てお尋ねいただきました。日の出公園の臨時駐車場

のことをお尋ねかなというふうに理解しております

が、昨年度、従来の臨時駐車場が使用できなくなっ

たことから、東町にございます防衛省の所有地をお

借りいたしまして臨時駐車場の対応をさせていただ

いたところでございます。 

 私といたしましては、当然、大きなイベント等の

開催において訪れる方のお客様に対して、やはり利

便性にかなった駐車場を持っていることが、これは

もう理想でございまして、その考えは今も一つも変

わるものではございません。 

 しかしながら、現実としてそういう場所が確保で

きないという実態もございますので、その中で最善

の方法をということから前年の経過に至ったわけご

ざいまして、２２年度につきましても大きな変化の

可能性が非常に今のところは想定しづらいというこ

とから、平成２１年度と同様の取り組みができるよ

うに努力をしてまいり、さらに訪れていただける

方々の利便性も十分配慮した中で最善の方法を講じ

ることが私に課せられた責務かなというふうに理解

しているところでございます。 

 それから、移住、定住対策についてのお尋ねがご

ざいました。２１年度の実績でのお尋ねでございま

すが、現在まで４名の方の定住が実績としてあると

いうことでございまして、目標に掲げております人

口を維持するための方策として具体的に４０名程度

の定住を図っていくことが目標人口を維持すること

だということを、今もそれは変わるものではござい

ません。 

 具体的にどういうふうに定住策を定着させていく

かということは、これはもう限られた人口をそれぞ

の自治体が人口確保のために本当に汗をかいている

中での確保策ということでございまして、町といた

しましては先ほど来、何人かの議員の方々にお答え

させていただいておりますが、そういう表現が適切

かどうかちょっと別といたしまして一過性の移住を

促すための、そういう方策を講じて定住を図るとい

う、そういう手法も一方ではあるでしょうし、私と

いたしましては現在、上富良野町として対応する策

といたしましては、やはりあらゆる暮らしの生まれ

てから一生上富良野で過ごしていただくためにあら

ゆる分野で安心して暮らしていただけるような、ま

ずそういう基盤の整備をまず先行してすることが移

住に結びつく方法ではないかなというふうに考えて

おりまして、先ほど来からもお答えさせていただい

ておりますが、しかしそうは言ってもその中でやは

り効果的な施策があるとすれば、それは大いに耳を

傾けながら、これからそういったこともあわせて定

住対策の促進につなげてまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 
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○教育長（北川雅一君） ６番今村議員の御質問に

お答えをしたいと思います。 

 昨年度、私のほうで聞いているのは１件ほどでご

ざいまして、子供同士のトラブルがございまして、

それにつきましては今、状態の中では先生が入り対

応して、今、解消されております。今のところは、

特にそういうことの報告は受けてございませんの

で、若干、昨年度はあったということで報告させて

いただいております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番渡部洋己君。 

○１１番（渡部洋己君） 町長に１２ページの広域

連合、広域消防についてお伺いしたいなと思いま

す。 

 先般の広域連合の議会の中で、連合長は消防に関

して通信システムの件については余り触れていな

かったということです。それで、この件については

以前から話があって、本部に司令塔を置いて、その

中での今の最新型の通信システムですか、これを入

れることが広域消防としての機能を果たすことだと

思うのです。 

 それで、これは広域消防設置５年以内であれば国

の助成措置があるということなので、広域連合と町

の議会とずれがあるものですから、今から予算を組

んでいかないと間に合わなくなるのではないかなと

いう気がするので、そこら辺、向山町長、広域連合

の消防担当ということなので、ぜひそのそこら辺を

訴えてやっていただきたいなと思うので、お伺いい

たしたいなと思います。 

 それともう１点、教育長にお願いしたいのですけ

れども、２ページ、学校教育の件で新学習指導要領

ですか、この中で外国語活動といいますか、これは

よくわからないのですけれども、以前から中学校に

ついては英語というのは以前からあって、その英語

を小学校からやっていくよというのならわかるけれ

ども、あえて外国語というのはどういう意味なの

か、その外国語もいろいろな選択ができるのか、そ

れとも何カ国語かやったときに、中学校でまたそれ

を継続してやれるのか、そこら辺をちょっとお聞き

したいなと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番渡部議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 広域連合の、特に広域消防についてのお尋ねでご

ざいますが、消防の通信システムの更新につきまし

ては、これはもういやが応でも避けて通れないもの

でございまして、しかも非常に多くの多額の投資を

伴うというような側面もございまして、今、私ども

といたしましてはまず議会のほうからもお尋ねをい

ただいておりますけれども、私の記憶では平成２８

年だと思いますが、２８年までにデジタル化に移行

しなければならないということは、これはもう免れ

ないことでございまして、それにあわせて当然、消

防の無線通信のデジタル化に移行しなければならな

いということになっております。 

 今、国や北海道も含めましてさまざまな助成措置

等を講じようというふうに動いてくれております。

また、あわせて町村会等を通じましても、それぞれ

末端の負担が軽減されるように、ぜひ策を講じてほ

しいという、私どものほうからも発信もしていると

ころでございまして、いずれにいたしましてもその

中で今、広域の中で非常にまだ方向性が見出せない

でいる一つの課題といたしましては、そのデジタル

化にあわせて通信指令台を本部に設置して集約化し

ようという動きと並行しているものですから、非常

にその事業費も別々にまず通信指令台を本部に設置

して、その後デジタル化に移行するのかというよう

なことと両方が非常に複雑に絡み合っている課題意

識を持っておりまして、まだその方策等については

きちっと広域として考えが確立しておりませんのが

実態でございます。 

 いずれにいたしましても、私も消防のほうを預か

る立場といたしまして課題は重要な課題意識を持っ

ておりまして、いずれにいたしましても２２年度に

は広域としてどういう具体的にまず通信指令台の整

備等含めて、デジタル化にどういうふうに向かって

いくかということが一定程度方向性を定める、２２

年度はそういう年度になるのではないかなというふ

うに私も認識しておりますので、渡部議員御心配さ

れておりますように、当然、それぞれ各自治体に負

担金として、またそういう形があらわれてくる側面

もありますので、その過程の情報を議会のほうに私

といたしまして提供させていただきながら、また議

会の皆さん方と議論を重ねながら広域としてのあり

方を上富良野としての考え方をまとめてまいりたい

というふうに考えておりますので、ぜひ御協力賜り

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １１番渡部議員の御質問

にお答えをさせていただきます。 

 まず、新学習指導要領、これは２０年の３月に文

科省のほうで公示されて、２３年度から小学校につ

いてはこの外国語活動という形で対応しようという

ことでございます。あくまでも、活動ということで

ございますので、中学校の英語科とはまた別に切り

離しながら、小学校の五、六年において、そういう

英語なんですけれども、その雰囲気や何かになじん

でもらいながら、将来的に中学校に行ったときに英
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語の授業に入っていけれるようにという形で、この

新学習指導要領の状況になってございます。 

 小学校の段階では単語ですとか、文法ですとか、

そういう部分については教えないであくまでもその

雰囲気、簡単な英会話が楽しくできるような形で中

学校に進んでいくという形で、この新学習指導要領

の設定になっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １２番佐川典子君。 

○１２番（佐川典子君） 町長にお伺いしたいと思

います。 

 二度目の執行方針ということで、今いろいろな議

員さんからも御質問がありまして町内に向けて安心

して暮らせるまちづくりを目指すのだという方針は

一貫しているのだなというふうに理解できたのです

けれども、国内外を初め、町外以外に対する上富良

野町としてのビジョンが余り見えてこないなという

ふうに思うのですけれども、その点について伺いた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番佐川議員のお尋ねに

お答えさせていただきたいと思います。 

 大変、高い次元の課題だというふうに思っており

ますが、しかし全国的に見ますと非常に熱い取り組

みをされて、全国に向けて我が町を、我が村をとい

うことで発信をされている自治体が数多くある実態

も承知しております。 

 もちろん、その足元をしっかりとつくっていくと

いうことは根っこにあるわけでございますが、私も

今、佐川議員がお話のように、やはり上富良野とい

う町の存在を広く国内外、海外にまで果たして及ぶ

かどうかはちょっと自信はありませんが、少なくて

もやはり上富良野というの町を全国に発信していけ

るような、そういうことを意識したまちづくりをこ

れからは特に求められるのではないかなというふう

に考えておりますので、あわせてそれが願わくば移

住、定住にも結びついていけば、こんないいことは

ないなということで、そういうことにもしっかりと

やはり意を用いていくべきだというふうに認識して

おります。 

○議長（西村昭教君） １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） 町政執行方針の７ページ

の道路環境についてですけれども、国道や道道は年

に二、三回ぐらいしか草を刈っているのではないか

と思うのですけれども、その間、かなりやはり伸び

るものでから、結局不法投棄、ポイ捨てとか、そう

いうことで美観を損なうことが多いわけなのです。 

 それで、緊急雇用創出事業の活用ということで、

ぜひ常に短くそこの草を刈り込んでおくようしてい

ただければ道路もきれいですし、ポイ捨てもなくな

るのではないかなというふうに思います。 

 上富良野の町を通る人とか、町に来た人が本当に

上富良野に行ったら道路がきれいになっているなと

いふうな印象を持って帰ってもらえるのではないか

なと思います。 

 それと去年、日の出住民会で４線の農免道路の１

キロ余りの側溝のごみ拾いをしたのですけれども、

驚くほどの量のごみが集まりました。そういうこと

で、去年、総務産建常任委員会で大分県大分市に

行ったのですけれども、そこでは日本一美しいまち

づくりをするというスローガンのもとに、人口が４

７万人のところを３分の１動員してまちの清掃に当

たって、美しいまちをつくり上げていたわけなので

すけれども、上富良野でもぜひそういう取り組みを

してはどうかと、ここに関係住民会や参加を呼びか

け、協働のまちづくりとして取り組みを進めてまい

りますということでありますので、日にちを決め

て、町を挙げて清掃に取り組むというようなことに

取り組んでいただきたいと思いますがどうでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番和田議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 町の道路を含めまして環境整備ということは、非

常に町外から訪れる方にはまず第一印象として非常

にインパクトがございます。とりわけ道路の草がい

つもきれいに刈り込まれているということは、これ

はもう私といたしましても大変望ましいことだとい

うふうに考えます。 

 現在、ことしの事業計画として主要道路の環境美

化に集中的に取り組みをさせていただきたいという

事業を予定しておりますが、これらにつきましては

現在、それぞれ地元の住民会だとか、道路愛護の関

係の方々が大変ボランティア精神で美化に努めてい

ただいておりますが、そういう方々の努力を超えた

非常に美化を損ねるような、そういうごみだとか、

そういったものが方々に散見されるというような実

態がありまして、まずことしはそういうところの美

化に事業として取り組みたいというふうに考えてい

るわけでございまして、それらをきっかけにそれぞ

れ住民の皆さん方がそれぞれお住まいの地域のそう

いった道路の環境美化等について取り組みを、まさ

しく協働のまちづくりという観点からも取り組みを

お願いしたいというような、そういうまちづくりの

気運になるような取り組みに、特にことしは取り組

みの力を入れて進めたいなというふうに考えており

ます。 

 今、特に農村部についてはそれぞれ自作の皆さん
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方がみずから汗をかいて草刈り等をしていただいて

いる実績、実態がございます。町の機動力を持って

対応できるところはなるべくそのようにさせていた

だいておりますが、非常にすべてを満たすというこ

とはなかなか物理的に困難でございまして、何とか

町民みずからが自分たちの町をきれいにしていこう

というような意識が芽生える、そういうところにも

力を注いでまいりたいというふうに考えております

ので、ぜひ御支援賜りたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 町政執行方針の関係では２

点、それから教育行政執行方針の中では３点につい

て一応お尋ねを申し上げたいと思います。 

 まず、町政執行方針の中では今、同僚の和田議員

のほうでお話ししました緊急雇用創出の関係でござ

います。 

 一応、道路の関係ということで、２人雇用すると

いうことでございまして、この中で集中的に行う

と、そしてまた継続的な活動を関係住民の参加を呼

びかけてということでございますけれども、私とし

てはできるだけ２人雇用しているのであれば、住民

会、町内会と連携をしながら同じ日にやる、そして

その雇用した人とも一緒にやって環境整備をする、

それからそれぞれの町内会、住民会がその後継続し

ていくということで、これからいえばその人たちは

やりますよ、あとは継続的に町内住民会のほうでと

いうことであれば、私はやはり連携をしながらやっ

ていって、いろいろなごみが出たらやはり軽トラ、

入れ物を出してやはり持って運ぶというようなこと

を含めて、そういうような手順でやって、できれば

やはりお互いに協働のまちづくり、環境美化につい

て進めていくべきだという考えが持っておりますの

で、できれば継続でなくて連動して、その後継続し

ていくというような手順をとっていただいてはどう

かという気がいたします。 

 それから２点目は９ページ、先ほど谷議員がおっ

しゃっておりました都市計画マスタープランです。

私はこの項目を見て、町長も知っているとおりどう

しようもなく上富良野が好きという、都市計画マス

タープランでこういう冊子が出ているのです。これ

は平成１０年６月からこの策定を初めて、２年間か

けてこの１００ページに及ぶ本ができているので

す。この中で、策定委員会の関係が約３０回の会議

をやる、それから都市計画審議員のほうは３回も会

議をやって、最終的にこれがまとまっているので

す。これが、我々議員にもそうですし、関係機関に

配られたものです。 

 それから、これは町内の各戸に配られたもので

す。町内の各戸に配られた中にどう書いてあるかと

言いますと、町民参加によって都市計画マスタープ

ランを作成、平成１０年６月から約２年間かけてと

いうことなりまして、策定委員会作業部会による延

べ３０回以上の話し合いについて都市マス案を作成

しました。最終的には３回の都市計画審議員の議を

経て、平成１２年３月末をもって決定いたしまし

た。これからなのです、ここで改めて都市マスの策

定をもって終わりではなく、始まりであることを再

認識したいと思いますと、この上富良野町の目指す

べき都市計画の基本計画の方針に則して、今後全町

民と行政との共創のまちづくりを進めていきましょ

うということで書いてあるのです。 

 それで先ほど谷議員が言ったら、理事者のほうで

は余り進展していないと、これがまさしくこの策定

委員や都市計画審議員の皆さん方、最終的にこれが

始まりということだけれども、その後全然継続して

いないのですね。そしてこの中で、今、一生懸命、

私の自分のやつで探したのです。そうしたら例え

ば、駅周辺中心市街地の顔づくり、それからもう一

つ街路整備、商店街の活性化、この中で中心５商店

街、これは豚サガリ横町だとか、地産地消のこだわ

り店だとかと、今まさに取り組みも始まったもの

が、この平成１２年にできて、その後ずっと眠って

いたのです。 

 ですから私が一番心配しているのは、せっかく相

当のお金をかけてこうやって、今、策定委員の名簿

もあるのです。私、見ましたら庁内の策定委員会の

メンバー２０名おりますけれども、名簿見たら全員

退職しております。それから、作業部会の委員２７

名おりますけれども、サブ等も含めて、この方は現

在、在職しております。ですから、いかに一過性の

もので終わっているかということを私はつくづく感

じたのです。つくればいいものだということで感じ

て、とりあえず今回、これを見直すと、再検討する

ということは、よく気がついてくれたなと。 

 それともう一つは、町の総合計画とある面では連

動していかないと意味がないのです。ですから私

は、そういう点で第５次総合計画の関係の整合性を

図りながら、この関係についての検証を十分やって

いただきたいというのが一つと、それからもう一つ

は関係団体と一体になってということでございます

けれども、ここの言う関係団体というのはどういう

団体を指してこれから再検証を行うかということを

お聞きをいたしたいと思います。 

 それから次に、教育行政の関係でお尋ねをいたし

たいと思います。初めの関係なのですが、せっかく

昨年、教育行政の事業事務の点検と、それから事業
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評価をやりました。数十ページのものをやりました

ので、できればそれを生かすような形をこの初めの

文言の中にあってもよかったのかなという、一応希

望です。 

 若干、書いてあります。計画実践、そしてその検

証から改善へということですけれども、初めてやっ

た取り組みで非常に僕はエネルギーを費やしたと思

うのです。であれば、それも一項目入っていただい

たほうがいいのかなという気がいたします。 

 それから２点目ですけれども、４ページの学校関

係者評価委員会ということで、各校に配置をすると

いうことです。学校評議員というのは、上小、西

小、上中に５名ずつおられまして、それらの関係で

どうしていくのかということで、この学校関係者評

価委員会の目的の関係、それから委員数の関係、そ

れから学校評議員とのかかわりの関係と、それから

もう一つ、ここに学校評価の充実を図っていますと

いうことなのでけれども、ちょっと言葉ではいいの

ですけれども、中身としてはどういうものを求めて

いるかというようなことをお聞きをいたしたいと思

います。 

 それから、その４ページの後段の中に学校教育ア

ドバイザーということで対応させますということで

ございますけれども、当然、学校は当然のことなが

ら保護者、地域との教育相談にも対応させていただ

きますということでございます。それで、この対応

する内容等はどういうものかということと、もう一

つは手順の関係です。どういう形で手順として進め

ていくのかということは、ちょっとわかる面、わか

らない面がありますので、その点を明らかにしてい

ただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず最初に、道路の環境美化に伴います臨時雇用

の関係とあわせて、それぞれ地域で取り組まれる清

掃活動等と連動して、効率的な効果の高い活動にす

るべきでないかというような御意見がございまし

た。私も全く、それはいい方法だなというふうに考

えております。 

 これから具体的にその取り組みについて担当課で

プランニングをしてまいりますので、その過程の中

でぜひそういう地域の環境整備計画等もお聞きいた

しまして、それらとうまくリンクできるような形が

講じれれば非常にいい方法だと思いますので、検討

させていただきたいと思います。 

 それから都市計画マスタープランの関係と、都市

計画についてでございますが、実は私も先ほど中村

議員がお示しいただきましたプラン、私も実は議会

に出させていただいて、まず真っ先にいただいた厚

い本でございまして、私も印象ございますが、その

間、非常に策定にかかわってくれた方々、あるいは

それに関係してくださった方々がいろいろ努力をし

てくれていたということは私も、私なりに理解もし

ております。 

 しかし、残念ながら非常にその当時その計画が策

定をされた時代背景と大きく町の形態が、上富良野

のみならず全国的に大きく変化したという中で、そ

の計画がそのままの形で手直しもされず、今日まで

来ているのかなという、私も危惧を持っておりまし

て、ここはここにも記載させていただいております

が、時代に即応した、今の時代にマッチした現実的

なマスタープランに、名称がマスタープランという

かどうかは別といたしまして、そういう形に１回、

根本から見直し、あるいはつくり直しが必要であれ

ばそれも選択肢に入りましょうが、まず見直しが必

要だということで、関係団体などと一体となってと

いうような記載をさせていただいておりますが、こ

れらにつきましては当時、策定にかかわった方々も

含めまして、どういうあるいは商工会の関係者の

方々と、どういう関係団体の方々が網羅することが

望ましいのかということはこれからまた具体的に検

討してまいりたいと思います。 

 いずれにいたしましても、１回しっかりと現実を

見きわめた、さらに当時も一生懸命策定していただ

いたのでしょうが、さらにその精度が高まるような

仕組みにかえれないかということで、２２年度取り

組みをさせていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ９番中村議員の３点の御

質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目の教育の点検評価の関係でございま

すけれども、昨年度から実施をさせていただきなが

ら今、対応を進めてございます。また、２１年度分

については、今後これからの動きの中でまた評価を

していかなければならないという部分でございま

す。 

 全体的にもう少しその部分を確立したような形で

ということでございますので、我々もこれから少し

ずつ対応していきたいというふうに考えてございま

す。 

 それと２点目の学校評価委員の関係でございます

けれども、一応、学校評議員、今おっしゃるとおり

各学校において人数は変わりますけれども、これは

教育委員会から委嘱をして、学校評議員から校長の

求めに応じて学校の状況等について意見を伺うとい
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う形でございます。 

 その中でもう一つは、外部アンケートも各学校、

地域との連携も踏まえながら開かれた学校を進めて

いく上でアンケートも実施しています。それをもと

に学校の校長が、校長は責任者でございますけれど

も、学校が自己評価を行い、その部分を今後の学校

運営に対してしていきたいという形で、学校評価委

員会を設置しながら、学校運営について進めている

状況でございます。 

 そんな状況の中で、今後の各学校の取り組み方、

いろいろ地域の学校によってさまざまでございます

ので、そういう条件をかみ合わせながら対応して

いっている状況が学校関係者、教育委員会という形

で対応させていただいてございます。 

 それともう１点のアドバイザーの関係でございま

すけれども、いろいろと教育的な相談、悩みが専門

的な部分もございまして、各学校にもいろいろ教育

相談もございます。直接、今の御父兄等についてみ

ても、道のほうにお問い合わせだとか、いろいろな

部分が実は現実的にございます。 

 そういう状況の中から、教育委員会といたしまし

てもそういう連携調整、それから一応、学校アドバ

イザーでございますので、学校、校長退職者、今う

ちで抱えてございます。そういう専門的な部分も含

めながら道のほうの絡み、それと直接学校からの連

絡も受け、保護者からも受けるような形で教育相談

に対応をすると。 

 一つの流れという形にはなってございませんけれ

ども、いろいろな方面から今までの経験を生かして

いただきながら、このアドバイザーが実は表面的に

は余り出てきてはございませんけれども、かなり細

かい部分で相談業務を抱えながら進めているところ

でございます。 

 件数的には、そんなにはございませんけれどもや

はり年間には何件かそういう相談もございますの

で、そういう対応を図りながら保護者に心休まるよ

うな対応を進めて、教育的な配慮もしていくという

形をさせていただいている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） 私は、教育長の執行方針の

中から２点ほど端的に質問をさせていただきたいと

思います。 

 まず、２ページの下段のほうですけれども、中学

校教育で平成２４年度より実施する武道についてで

ありますけれども、武道といっても日本古来の武道

がたくさんあるわけですけれども、この中でどう

いった武道かなというふうに思います。柔道あたり

が中心かなと思いますけれども、剣道についてもぜ

ひ取り組んでいただきたいと、なぜかというと私も

学生時代部活で柔道が一番盛んでしたけれども、剣

道は私もやっておりましたけれども、やはり柔道と

いうのは力と技で競うスポーツでありますし、剣道

というのは器具を使ってやる競技でございまして、

その人によって体力とか技術とかで柔道が得意な方

と、それから器具を使った剣道が得意な方もおりま

す。どちらも日本古来の武道だというふうに思って

おりますので、そういった中で防具を使って竹刀を

使う剣道も取り入れたらいいのではないかというふ

うに提案をしたいと思います。 

 次に、１１ページのこれも下段のほうになります

けれども、Ｂ＆Ｇ海洋センターの北海道大会という

のが行われると、プールですから水泳の部と書いて

あります水泳なんですけれども、これらを行う主催

する団体とか協力団体、それから参加する年齢層が

青年なのか児童生徒なのかという、ちょっと具体的

な内容についてもお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ８番岩崎議員の２点の御

質問にお答えをさせていただきます。 

 一応、今２４年度から中学校に新学習指導要領に

に基づいて武道を始めるということで、その中に柔

道、剣道、それから相撲という形で実はございま

す。いろいろ学校とも調整しながら、やはり財政的

な部分ですとか、指導者の方がやはりなかなか存在

しないという状況でございます。 

 そのときによって変更もあるかと思いますけれど

も、２４年度については学校と協議した結果、柔道

で進めていきたいという形で今、準備をことしから

予算を含めながら対応していきたいというふうに考

えているところでございます。 

 それとＢ＆Ｇ海洋センターの北海道大会、水泳の

部ということで、この対象者については児童生徒が

対象で、ことしＢ＆Ｇの施設を持っている全道各地

から、この水泳の部でございますけれども、本町で

開催するという運びでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 １番岡本康裕君。 

○１番（岡本康裕君） 町執行方針の１０ページな

のですが、お一つだけお伺いしたいと思いますが、

高速情報通信の基盤整備ということが挙げられてい

まして、研究を進めてまいりますということなので

すけれども、テレビなどを見ると高速通信を使った

商品だとか、サービスということが今コマーシャル

でたくさん流れていると思います。 
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 そういったサービスに対応をできるだけ早くした

ほうがいいのではないかということと、１１ページ

にあります移住、定住ということにも関係してくる

かなと思うのです。移住、定住の条件としてやはり

情報通信のインフラ整備というのが一つの柱、大き

な柱になって、それがないところにはなかなか現代

の発達した情報をとれないということでいくと、そ

この移住、定住をしてくれる人がうちの町を選んで

くれない場合も中には出てくるのではないかと、そ

のように思うので、できるだけスピードアップはで

きないのだろうかと、いろいろな条件はあるので

しょうけれども、できるだけスピードアップを考え

てみてはいかがということです。よろしくお願いし

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番岡本議員の通信インフ

ラについてのお尋ねにお答えさせていただきます。 

 基本的な認識は岡本議員と私はほとんど同じかな

というふうに考えております。 

 まず、移住、定住に直結するような、そういうも

のをバックアップする意味におきましても、高度情

報通信システムの構築というのは、これはもう今の

時代避けて通れないというか、必需でございます。 

 しかしながら、残念ながらまだ光回線も整備がな

されていない実態にございます。一方でそういう私

といたしましても課題意識を持っておりますけれど

も、まだ町内の中でＡＤＳＬすら使えない状態にあ

ると、そういう町内での格差がまだ依然としてある

わけでございまして、まずとりわけそういう整備に

関してはやはり事業者のほうはやはりユーザーがし

つかりいなければ、なかなか事業として採算性が見

込まれないものに対して非常に消極的だという実態

がございまして、そういう情報格差をなくすために

町としてもしできる方策があればどういうものがあ

るかと、あるいはその事業者と連携をすることに

よって前進させることが、そういうものがあるのか

ないのか、そういったことをことしはしっかりと研

究して、そしてまず私としては町内のそういう格差

をなくしたいと、どこにいても少なくてもＡＤＳＬ

ぐらいは使えるような仕組みになりたいなと、そし

てさらには願わくば光に移行していくことが望まし

いのですが、まだまだ手の届くところではないよう

に事業者から聞いておりますので、そういった意味

で研究を進めてまいりたいということでございま

す。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） ないようなので、これを

もって質疑を終了いたします。 

────────────────── 

◎予算特別委員会の設置について 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第１号から議

案第１０号まで及び議案第２０号並びに議案第２１

号の、以上１２件につきましては、なお十分な審議

を要するものと思われますので、この際、議長を除

く１３名の委員をもって構成する予算特別委員会を

設置し、これに付託の上、審査することにいたした

いと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第１０号まで及び議

案第２０号並びに議案第２１号の以上１２件につき

ましては、議長を除く１３名の委員をもって構成す

る予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査

することに決しました。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決           

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月１０日から１４日までの

５日間を休会といたしたいと思います。これに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１０日から１４日までの５日間を休

会とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告           

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 休会中及び再開後の予定について、事務局長から

報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

１０日から１４日までの５日間は休会といたしま

す。 

 ３月１５日は本定例会の３日目で、開会は午前９

時でございます。定刻までに御参集賜りますようお

願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 １時５０分 散会 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告            

○議長（西村昭教君） 御出席まことに御苦労に存

じます。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。 

 これより、平成２２年第１回上富良野町議会定例

会３日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 町の一般行政について、村上和子議員外８名の議

員から一般質問の通告があり、その要旨は、お手元

に配付したとおりでございます。 

 なお、あらかじめ執行機関に質問の要旨を通告し

てございます。質問の順序は、通告を受理した順序

となっております。 

 また、質問の日割りについては、さきに御案内の

とおりでございますので、御了承賜りたいと存じま

す。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ６番 今 村 辰 義 君 

     ７番 一 色 美 秀 君 

を指名いたします。 

─────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、２番村上和子君の発言を許します。 

○２番（村上和子君） 私は、さきに通告してあり

ます３項目、４点について質問させていただきま

す。 

 まず１項目めは、町民の足の確保、町営バスをよ

り利便性の高い運行体制と、地域の足としての新し

いデマンド交通など考えられないのか。 

 １点目、町民の足としての町営バスの現在の運行

体制が利用者の利便にかなっているかどうか１年か

けて検証し、見直ししたいということであったが、

どのような見直しになったのかお伺いしたい。 

 ２点目は、デマンド交通とは全国１６０カ所以上

で導入され、指定場所に呼び目的地まで乗れる、し

かも低料金で自治体としても負担が少ないというこ

とで注目されているが、使用するには利用者が登録

をして３０分前に予約を入れ、何人かで一緒に乗

る、これまでの路線バスともタクシーとも違う運行

方法で、地元タクシー会社への運行委託をするな

ど、新しい地域の足としてこういった手法を取り入

れてみるお考えはないか町長にお尋ねしたいと思い

ます。 

 ２項目めは、自動体外式除細動器、ＡＥＤの備え

つけ場所の拡大、保守点検の確認をしてはどうか。 

 事故や病気などのけいれんした心臓に電気ショッ

クを与え、心拍を回復させるＡＥＤの設置場所が正

確にどこに設置されているかわからないという人が

町民の中に多くおり、現在、何カ所に設置している

のか、その場所を明確に表示することが必要と考え

る。また、設置をふやす考えはないかどうか。 

 他市町村では、使用時に電源が入らないという保

守点検の意識の低さが背景にあるということだが、

肝心なときに作動しないと命にかかわるので本町の

状況はどうなっているのか、担当する所管を明確に

して保守点検を行う必要があるのではないか町長に

お尋ねいたします。 

 ３項目めは、教育長にお伺いいたします。新学習

指導要領に対応する教育環境の充実について。 

 新年度に向け、各学校では本年度の課題を整理を

し、生徒指導の確立と授業づくりの研究を柱とした

計画に取り組んでいると考えるが、新学習指導要領

に基づき必修化される中学校の武道の取り組みにつ

いてどのように考えているのか。武道にも剣道、柔

道、相撲等項目がいろいろとあるが、上富良野町で

はどの項目を取り入れてやっていくのか、またそれ

らを指導する先生の確保や研修の教材費等予算計上

が必要と考えられ、これらに対応する教育環境の充

実についてお伺いします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 ただいま御質問いただきました、２番村上議員の
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１項目めの町民の足の確保、町営バスのより利便性

の高い運行、体制などに関する２点の御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず１点目でありますが、町営バスの運行につき

ましては、交通弱者の視点に立ちまして効果的な運

行への見直しを図るため、平成２１年度は高齢者を

対象といたしましたアンケート調査を実施し、交通

事情や地域交通に対する需要、上富良野町営バスに

対する要望などについて結果を得たところでありま

す。 

 平成２２年度におきましては、アンケート調査結

果から得られました免許保有者、非保有者では外出

頻度の１.５倍の差が生じていること、また、家族

と同居していても日中忙しい世代の人に送迎を頼み

づらいという状況なども明らかになりましたので、

これらを参考にさらに町民の方々から御意見をちょ

うだいするとともに、関係事業者、地域公共交通会

議などと協議を行いまして、平成２２年度中に具体

的な見直し案を策定し、平成２３年度に試行実施を

目指してまいりたいと考えております。 

 次に、２点目のデマンド交通につきましても、新

たな地域交通の手段の一つといたしまして、先進事

例の調査や情報収集などを進めているところであり

ます。 

 地域交通の利便性向上を図るさまざまな手法が多

くの自治体で導入されていることを踏まえまして、

それぞれの長所、短所を研究しながら、上富良野町

の地域実情に合った交通体系を構築するよう進めて

まいります。 

 次に、２項目めのＡＥＤの設置場所表示及び保守

点検確認についての御質問にお答えさせていただき

ます。 

 本町のＡＥＤの設置状況につきましては、町有施

設におきましては小中学校６校、かみん、社会教育

総合センター、Ｂ＆Ｇプール、ラベンダーハイツ、

白銀荘の１１施設に１１台を設置しており、広報か

みふらの１２月号に掲載いたしまして、町民の皆様

へお知らせしたところであります。 

 今後の増設に関しましては、施設利用の本来目的

が運動や入浴など、心臓に負担がかかると思われる

ような町有施設につきましてはおおむね設置がされ

たものと受けとめておりまして、新たな設置に向け

た具体的な考えは現時点においては持ち合わせてお

りません。 

 設置場所の表示につきましては、現在、小学校玄

関表示など一部に限られておりますことから、すべ

ての施設で建物入り口など、人目につく場所へ表示

するなど改善を図ってまいりたいと思っておりま

す。 

 また、議員御指摘のとおりＡＥＤの安全使用のた

めには日常点検の実施、消耗品の管理と交換などが

重要になってまいりますことから、現在、各施設管

理者へ情報を周知して管理に努めておりますが、今

後は各施設管理者へ保守点検の指導を行うととも

に、点検状況の把握も行うようにしていきたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ２番村上議員の３項目め

の新学習指導要領に対する教育環境の充実について

の御質問にお答えをいたします。 

 新学習指導要領は、平成２０年３月に文部科学省

において公示され、小学校は平成２３年度、中学校

は平成２４年度から完全実施することになっていま

す。 

 今回の指導要領改訂の特徴的なことは、小学校で

の外国語活動という新たな教科の導入、中学校での

体育科における武道の必修化、さらには授業時数が

小学校低学年では週２時間、小学３年から中学３年

生までは週１時間、それぞれ増加したところであり

ます。 

 中学校の体育科については、一、二年生は武道が

必修で、３年生は球技と武道のいずれかを各学校の

裁量で選択することになっています。武道は柔道、

剣道、相撲の中からいずれかを学校が選択すること

になりますが、学校の特殊事情などによっては他の

武道、なぎなた、空手なども選択が可能となってい

ます。本町の中学校２校については、各学校と指導

体制等を協議して柔道を選択するよう決定し、柔道

着やマットの準備を行っているところです。 

 指導につきましては当然、体育科の担当教諭が行

うことになりますが、柔道経験のない教諭もいるこ

とから、柔道指導者講習会など研修に積極的に参加

し、指導技術の習得が得られるよう促してまいりま

すほか、必要に応じて地域の柔道指導にすぐれた方

に御支援をいただくことも考えております。 

 そのほかの教科、領域の新学習指導要領に対応し

た教材等の準備につきましても、平成２１年度から

計画的に進めておりまして、平成２２年度において

は小学校各教科の指導書や中学校体育科の柔道用具

の配備など、教育環境の整備を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） １項目めの町民の足の確保

のバスの運行体制についてでございますが、２３年

度から試行ということでございますけれども、町長

は昨年、３月定例議会で執行方針として町民の足の

確保のバス運行体制を１年かけて検証、見直しした
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いと、こういうふうにおっしゃったわけです。 

 先日、町広報の中にバスの時刻表が入っておりま

して、私もどこか変わったところがあるのかなと

思って見ましたのですけれども、全然どこも変わっ

ておりませんで、現在、りんどう、わかくさ、わか

たけ、わかば４台が各路線を走っていますけれど

も、隅々見ましても全然変わっておりません。 

 交通弱者やアンケート調査等もされて、１年か

かってもまだ方向性が見出せないというのが、この

点について余り議論もされていないのかなと、何回

ぐらいされていらっしゃるのでしょうか、一番の原

因かと思いますけれども、その点、町長いかがです

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番村上議員の地域交通に

関しますお尋ねについてお答えさせていただきま

す。 

 昨年、私も春に１年かけて見直しを図ってまいり

たいということで御説明させてきていただいており

ますが、平成２１年度におきましてアンケート調

査、あるいは実態調査等行いまして、先ほど御質問

にお答えさせていただきましたように、さまざまな

課題や問題があるということは現在承知しておりま

す。 

 そういった中で、２３年度に試行をしたいという

ふうに考えておりますが、今回、先ほどお示しいた

だきました時刻の運行表につきましては、それはそ

の交通体系を見直すという意味の配慮はされており

ませんので御理解賜りたと思いますが、その中でさ

まざまなことが浮かび上がってきている中で、ま

た、一方では上富良野の公共交通を担ってくれてお

りますさまざまな方、業者の方々も含めまして組織

しております町におきましてそういう機関がござい

ますので、そういった方々の御意見を踏まえまして

具体的な実施に至ります計画を２２年度において樹

立して、２３年度にぜひ実際そういう新しい交通体

系で運行してまいりたいというふうに考えておりま

して、まだまだ超えなければならない実はハードル

が幾つもありまして、特に国の国交省との協議もあ

りますし、そういったことにことしは大分時間を要

するのかなと、考え方の案としては持ち合わせてお

りますけれども、それを形にするまでにはまだ幾つ

も課題、ハードルを越えなければならないというこ

とで、２２年度についてはそういうことで取り組み

をさせていただきたいということで御理解いただき

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 今回、車両班の方も２名定

年になられるとかということで、今、バスの運行に

ついては３社ぐらいに委託をして運行しているとこ

ろかと思いますけれども、私も質問するに当たって

いろいろわかくさとかバスの運行表とかいろいろ調

べさせていただきまして、アンケートもとられたよ

うでございますので、そのアンケートの詳しい内容

はよくわかりませんけれども、午前中に１本とか、

午後に１本ふやしてほしいとか、そういったのがこ

の路線バスに対しては、そういうアンケートではな

いかと思うのですけれども、そういうことでしたら

以前に福祉バスを走らせて１年ちょっとぐらいでや

めてしまったということがあるかもしれませんけれ

ども、余りちょっともう２年がかりもなるというの

は、案を持ち合わせていらっしゃるのでしたら町長

やはり、町民の足として午前中１本、午後１本ぐら

いは何とか見直しができないのかどうか。 

 やはり余り手つかずでいるのではないでしょう

か。余り議論もされていらっしゃらないようです

し、何かいろいろ伺いますとこういう計画があるか

らどうなんだとか、やはり一度バスにどなたか職員

の方でも構いませんけれども一緒に乗って、現場を

バスに乗って理解するような気持ちも大切だと思う

のですけれども、そんなことが何かちょっとお聞き

しますとこういう経過があるけれどもどうなんだと

いうようなことも、一度もそういう話がないなんて

いうことをお聞きしておりまして、やはりこれは

ちょっと手つかずで１年かけて検討した結果、なか

なか高いハードルがあるとかおっしゃっていますけ

れども、やはりアンケート調査で結果もわかってい

るわけですので、見直しできないのならできない

と、こういうふうに決めるのはどうですか、なかな

か２３年度以降といっても１年かけてこういうこと

ですから、また２２年度もまた１年かけて検討する

と、こんなことではどうにもならないと思うのです

けれども、その点、町長どうですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番村上議員の地域交通に

対します御質問に再度お答えさせていただきます。 

 まず、アンケート調査で得たいろいろな情報、さ

らに私、言下に申し上げておりますのは今まではど

ちらかというとバスの乗り場まで自分で出てこられ

た方々に対してどうですかと、利便性はどうですか

とか、使い勝手はどうですかということをお尋ねを

してきた経過がございます。私としては、そこまで

来れない人もいるわけですから、議員の後段の御質

問でもありました、まさしくデマンド交通というの

はそういうところにも目を向けたものだと思いま

す。 

 そういう方々についても配慮が行き届くような、

そういうしっかりとした計画にしてほしいというこ
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とで、今、まさしくそれに向けた調査、あるいはい

ろいろなプランニングもしております。 

 それらを一方で充実させていくということになる

と、上富良野の現在なりわいとして事業をしている

ハイヤー業者だとか、そういった方々もまた一方で

は領域に手を入れることになりますので、非常にそ

ういう調整も超えていかなければならないというこ

と、それとさらに私はスクールバスはスクールバス

としてまた少しすみ分けが必要ではないかなと考え

ておりますので、そういった総合的な調整、利害と

いう表現がいいかどうかは別として、町全体の中の

利害がお互いに損なわないような、そういうことも

クリアしていかなければならないと、そういったこ

とがこれからの作業としてあるということを少し御

理解いただきまして、見直しは図りたいというとは

一つも変わっておりませんので御理解を賜りたいと

思います。 

○町長（向山富夫君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） １年がかりでいろいろ検討

された結果、まだちょっともう１年かけてというこ

とですけれども、なかなか見直しが難しいのであれ

ば現状体制でいくと、これはこれということで２点

目に入りたいと思います。 

 では違う形の町民の足として提案申し上げていま

すが、デマンド交通のほうに入っていきます。これ

もいろいろ研究して進めるということでございます

けれども、現行のバス運行の見直しは難しいという

ことであれば、ちょっと私パネルの用意ができませ

んでしたけれども、デマンド交通の仕組みですけれ

ども、これは配車センターがありまして、それでＡ

さん、Ｂさん、Ｃさん、Ａさんはスーパーに行きた

い、Ｂさんは病院に行きたい、それからＣさんは公

民館に出かけたいと、こういった方が予約を入れま

いす。これは３０分前でございます。 

 こういう方は、利用の登録をしていただくわけで

す。そうしましたらこの配車センターに伝わりまし

て、運行指示がありまして、車両を運行すると、そ

して送迎をすると、こういったことが今デマンド交

通ということで、これはそんなにコミュニティバス

と違って遠山はコミュニティバスを走らせています

けれども、自治体の財政が負担が余りかかりませ

ん、これは民間に委託をして、そして登録をしても

らって、乗りたいと思う人は登録をしてもらって、

そして場所を決めてもいいですし、そこに集まって

いただいて、これをやることによって財政負担が大

きくなるというのでしたらちょっとあれですけれど

も、バス路線とも違う、ハイヤーとも違う、そして

本人の負担は１００円か２００円でいいと、こうい

うようなことでございますので、ぜひこちらのほ

う、今のなかなかまだいろいろと検討されているの

であれば、こういった地域の足というのでデマンド

交通なんかを考えてみられてはどうですかと思いま

すので、いかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 先ほども一部触れましたけれども、デマンド交通

体系のシステムも２３年度試行の選択肢の重要な部

分、選択肢に入っているということはお知らせさせ

ていただきたいと思います。ただそれに至る、デマ

ンド交通もシミュレーション、上富良野町として取

り組めばどうかというようなことも担当課ではシ

ミュレーションもしております。 

 先ほど冒頭の御答弁でも申し上げましたが、いず

れにいたしましても長所もあり、欠点もあるという

ところで、スタートさせるからにはなるべくその長

所を引き出せるような仕組みにしたいという考えも

持っておりまして、そのデマンド交通を仮に採用す

るといたしましても、やはり特にその地域の運送事

業者との調整という部分もありまして、そういうと

ころをクリアしなければならないという縛りもござ

いますので、そういう組織を上富良野町に立ち上

がっておりまして、それらからの御意見をいただく

などして、デマンド交通の最たるところはドア・

ツー・ドア、ドアからドアということでございまし

て、利用者から見ると非常に利便性が高い交通機関

だということで私も認識しておりますので、来年度

の試行に向けましての大きな一つの選択肢になって

いるということだけは御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 模索したり、検討された

り、町長の中ではあれですけれども、実際は手つか

ずでいるのかなと、余り議論がなされていないとい

うようにお見かけするのですけれども、ぜひこれに

つきましてはもう１年経て、２年がかりでございま

すので、ぜひ早急に取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 それから２項目めのＡＥＤ設置の項目の件でござ

いますけれども、現在１１カ所に設置されて、新た

な設置は今のところ考えていないということでござ

いますが、大分前になりますけれどもパークゴルフ

場で２名の方がちょっと体の調子が悪くなられまし

て、こういうときにＡＥＤの設置があればというよ

うな話が出ておりまして、今回の指定管理者制度の

評価か何か要望の中にも出ていたと思うのですけれ

ども、そういったことで上富良野町の人口で１１カ

所置いてあるというのは基準としてどんなものなの
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でしょうか。こういった基準というのはあるので

しょうか、どうでしょうか。ちょっとその点をお聞

きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 人口比等に対しての設置個

数という、特にそういう決められたものはないとい

うことでございます。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） そういうことであれば、全

部その要望をくみ取ってということにはならないか

もしれませんけれども、パークゴルフ場でも高齢の

方がいろいろとやってらっしゃいますし、そういっ

たことも現状に起きておりますので、また新たに、

今のところは考えていないと、こうおっしゃってい

るわけですけれども、そういったところにもぜひ設

置を考えていただきたいと思います。 

 また、表示でございますけれども、１２月の町広

報でお知らせしたということですけれども、やはり

町民にとってはわかりにくいということなのです。

それで、建物の入り口に表示するということでござ

いますけれども、これは早急に表示をしていただき

たいと思います。 

 帯広市では、ハザードマップの中にＡＥＤの設置

場所を表示しまして、そして各世帯に配付している

のです。そういった取り組みもハザードマップの中

にＡＥＤを置いている、設置しているところを

ちょっと表示をつけていただきまして、こことここ

とここにはこういうものを備えてあるよと、こうい

うふうにされてはどうかなと考えておりますけれど

も、その点はどうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番村上議員のＡＥＤに関

します御質問にお答えさせていただきます。 

 設置についての、特に定められたものはないと申

しましたが、ただいま議員のほうから御提言ありま

したようなパークゴルフ場だとか、そういったとこ

ろについての必要性は私も必要な箇所であろうなと

いうふうに理解できますので、またそういうところ

に設置が必要ということになれば、改善に向けて取

り組んでまいりたいと思います。 

 それから表示方法につきまして、私もその町広報

でお知らせさせていただいたのは知っていますけれ

ども、あれで町民の皆様方に周知できたとは到底私

も思ってもおりませんし、やはり現場に表示すると

いうことと、あわせて今、御意見もございましたハ

ザードマップ等にもしこれから記入できるような方

法があれば、そういう工夫もまたどんどん前向きに

改良してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 今度はその設置してありま

す保守点検でございますけれども、ほかの町村でい

ざ使用しようと思いましたら、その音声ガイダンス

が流れた後に全然器械がストップして、なかなか使

えなくて男性が死亡したと、こういうようなことが

ありまして、点検の担当者も設置して、今現在はど

うなんでしょうか、これはこの管理の設置者の方は

いらっしゃるのでしょうか。 

 それから点検マニュアルも必要でしょうし、電池

や装着パットの使用期限の管理徹底が必要であるか

と思いますけれども、この点はどうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番村上議員のＡＥＤにつ

きましての御質問にお答えさせていただきます。 

 現在、保守点検体制、あるいは日常の点検体制、

日常の点検につきましてはそれぞれ設置場所におい

てなされているかと思いますが、マニュアル、ある

いは１カ所で集中的に保守点検の履歴を管理すると

か、そういうことは現在整備されておりません。 

 それで今、担当課の保健福祉課のほうを通じまし

て各施設の管理者に毎日の点検、あるいは定期的な

点検、さらには保守交換等の確認、それらについて

はきちっとマニュアル化するような準備を指示して

ありますので、整備されると思いますのでよろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 今度は３項目めでございま

す。教育長にお尋ねしたいと思います。 

 先ほど御答弁で、ことしは柔道をということでご

ざいますけれども、今度、新学習指導要領に伴いま

して、小学校に外国語活動が新しく新たな教科とし

て導入になりまして、３年前と違って小学校１年生

でも５時間授業ですし、４年生以上になりますと

たった１日だけ５時間であとは全部６時間というこ

とで、非常に時間が窮屈ですし、クラブ活動だと

か、ことばの教室なんかに出席するのも大変だとい

うことで、ましてや中学になりますとまた授業の時

間もふえる上に、必修で今度は剣道とか、柔道と

か、相撲とかいろいろあるわけですけれども、今、

上富良野町では柔道を取り入れてやっていくという

ことですけれども、女子のほうはどうでしょうか。

女子も柔道がよろしいでしょうか。岡山ではなぎな

たをやっているのです、南富良野では空手ですか、

いろいろ２４年度からですから、一方の東中中学校

には剣道の防具があるとかということのお話があり

まして、それであれば柔道でなくても剣道でもいか

がかなと思ったりするのですけれども、その点いか

がですか。 
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○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ２番村上議員の御質問に

お答えをさせていただきます。 

 いろいろと今、お話出されましたれけども基本的

には学校の裁量の中で柔道という形で決めさせてい

ただきました。なぜかというと、やはり固有の武道

を新学習指導要領に基づいて対応するということで

ございますけれども、その中でやはり指導をする体

制が整わなければなかなか難しい部分があるのかな

と、先生方、体育教師の部分につきましてはそれな

りの授業についての学習課程をしておりますけれど

も、一般の先生につきましてはやはりその教育課程

の中で柔道という形で対応しているという状況でお

話をされてございますので、そういう状況の中でや

はりお話ありました東中にも剣道の防具があるとい

うお話も実は承知してございますけれども、そうい

う状況の中でやはり指導する部分がやはり一番大切

かなというふうに判断をいたしまして、今回、新学

習指導要領に基づいて柔道で対応していきたいとい

うことで決めてございますので、御理解を賜りたい

というふうに思います。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） その柔道着をそろえたいと

いうことでございますけれども、２４年度からです

のでいろいろ現場の先生方とも話していただいて、

その柔道も何か保健体育の先生で経験がない方、そ

ういった方も研修とか何かを受けてもらうというこ

とですけれども、国のほうでは中学校武道の必修に

向けた条件整備ということでいろいろと新学習指導

要領の円滑な実施のための教材整備緊急３カ年計画

というのが出ておりまして、そういった指導者を養

成するのも支援すると、それから道具をそろえるの

も国のほうでこういう補助が出ておりますので、そ

れで今、自衛隊ＯＢの方なんかでも柔道を教える資

格ですとか、剣道を教える資格ですとかいっぱい

持っていらっしゃる方がいらっしゃいますので、そ

ういった方に協力をいただくということも一考かと

思うのですけれども、その点いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ２番村上議員の御質問で

ございますけれども、補助関係につきましては今、

我々が補助して受けているのは備品関係の理科、数

学の関係の補助がほとんどといいますか、その補助

しか実はございません。他についての補助について

は、我々も承知しているところはございません。そ

の備品関係の分についての補助という形で、今回は

我々も対応していきたいというふうに思います。 

 それと指導関係につきまして、当然のことながら

体育教師、その一般の教員も指導しなければならな

いというところでございますので、その研修とそれ

から地域におられる方々の対応も学校と調整をしな

がら対応をしていきたいというふうに実は考えてい

るところでございます。 

 まだ調整の段階にはいってございませんけれど

も、これは４月１日から我々としても少し進めたい

ということで、完全実施については２４年度から中

学校の武道になってございますので、それに向けて

対応していきたいというふうに実は考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） その柔道着の着回しですけ

れども、汗が出ますし、なかなかあれだと思います

けれども、今の子供さんにそういう着回しが適応で

きないのではないかというような気もするのですけ

れども、この柔道着の整備につきましてどのように

お考えでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ２番村上議員の御質問で

ございますけれども、柔道着の着回しという形でご

ざいますけれども、今、基本的に考えているのは夏

場の暑いときではなく、秋以降の少し涼しくなった

時期にということで柔道をということで考えてござ

います。 

 そういう状況の中で直接着るのではなくして、や

はりジャージの上から着てやるような体制といいま

すか、そういうことで進めたいということで実は現

場のほうからもお話聞いてございますので、その体

制の中で進めていきたいというふうに思います。 

 当然ながら汗等もかきますけれども、直接肌に着

るよりは若干、その部分についての汗の部分という

のは対応になってくるのかなと、当然ながら最終的

には洗濯等については私たちそろえますので、学校

の体制の中でやはりそういう洗濯等については対応

していかなければならないというふうには考えてご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 大体どれぐらいの時間をと

られるのでしょうか。 

 それと、マットを購入するということですけれど

も、上中さんは武道館も視野に入れておられるかと

思いますけれども、東中中さんのほうはどういうふ

うに、そこへ来るということはちょっと大変かなと

思うのですけれども、ちょっとその点をお伺いした

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ２番村上議員の御質問に
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お答えいたします。 

 時間的には新学習指導要領、体育の時間は年間１

０５時間でございまして、その中で今、考えられて

いるのは１０時間以内、約七、八時間の武道の授業

というふうに今計画してございます。 

 そういう状況の中で、上富良野中学校については

武道場がございますので、その時間で武道場に移動

してもらいながら、２時間ほど時間を費やしながら

対応していきたいと、東中中学校につきましては

今、議員おっしゃるとおり武道場までなかなか来る

のには時間がかかりますので、そのために柔道用の

マットを用意をして、体育館等でその武道に当たる

という形で今、予定をしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） ２４年度からということで

ありますので、その柔道着をそろえましても、何回

も使わないで終わってしまったということにもなり

ませんようにひとつ、いろいろと選択というのもあ

りますから、今は教育委員会と先生とお話をされて

柔道だということでございますけれども、いろいろ

と検討して、選択も剣道とか、ほかにも相撲とかと

あるのですけれども、そろえても幾らも使わないで

終わってしまったということもなりかねませんの

で、正規の必修になるまでちょっとまだ検討される

余地があるかと思うのですけれども、その点はいか

がでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） ２番村上議員の御質問に

お答えいたします。 

 基本的にはもう必修になりますので、その武道の

時間についてはきちっと対応しなければならないと

いうことになってございますので進めたいというふ

うに思います。 

 完全実施については２４年度ということでござい

ますけれども、今、東中中につきましても受け身等

の部分について簡単な柔道の動き方も実はしてござ

います。という意味も含めまして、２４年度完全実

施でございますけれども、もう２３年度からもそう

いう状況の中で進めていくということで実は調整を

させていただきながら対応していきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、２番村

上和子君の一般質問を終了いたします。 

 次に、５番米沢義英君の発言を許します。 

○５番（米沢義英君） 私はさきに通告していまし

た点について、町長に見解を求めます。 

 第１番目には、障害者支援についてお伺いいたし

ます。 

 上富良野町においては、第１期の障害者福祉計画

の課題を踏まえた第２期の上富良野町障害者福祉計

画、障害者福祉サービスが実施されようとしていま

す。その理念は、障がい者が地域で安心して暮らせ

る社会、自立と共生の社会の実現を目指すことにあ

ります。 

 また、この４月５日からは障がい者、障がい児な

どを対象とした通所小規模多機能事業所が開設され

ようとしています。そこには、一般企業への就労を

希望する障がいのある人に働く場所を提供すること

を目的とすると同時に、さらに就労に必要な知識と

能力の向上のために必要な訓練を行うサービスを提

供する場ともなります。 

 また同時に、日中一時支援においては地域の障が

い者の人たちが集まれる場所の提供及び障がいを持

つ児童の学校の休日などに受け入れをする場所とし

ても大いに期待が寄せられています。 

 上富良野町においても制度としては日中一時支援

や移動支援の制度がありますが、サービスの提供を

受けようとする希望者にしますと非常に利用しづら

い内容であることがうかがえます。例えば、日中一

時支援については、最大で１０時間しか利用できな

いという状況、移動支援では余暇時間、１５時間以

内、社会活動時間においては１０時間以内という形

の状況で、どちらも月という状況であります。 

 そういうことを考えてみれば、買い物や社会活動

に参加したいと、そういう参加したいけれども時間

がなかなか思うように利用できない、買い物、社会

参加という点では５時間、１０時間というのはすぐ

使い果たしてしまうと、このような状況でありま

す。また同時に、自己負担の点でも他の自治体では

独自の上乗せを実施しているところも見受けられま

すが、そういう点では上富良野町においてはまだま

だこの点については十分検討の余地があると思いま

す。 

 そういう意味で私は、これらの制度の町独自の改

善策として一層の利用者の利便性、サービスの向上

を図るためにも改善が求められると同時に、この４

月から開設されようとしている小規模多機能事業所

とも連携をとりながらサービスの向上に努めるべき

だと考えますが、今後の対応についてお伺いいたし

ます。 

 次に、休日保育の実施についてお伺いいたしま

す。 

 上富良野町においては、子供の健全育成、保護者

への生活支援を基本とした次世代育成支援行動計画

が策定されています。それは、町の子供や保護者が
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どのようなことがあっても差別されることなく、社

会で成長できる、社会参加ができ、学習の機会も提

供され、保障されなければならないということを前

提にしたものであります。そのためには、保護者や

地域、行政機関などが互いに連携し、支援すること

が目標となっております。 

 しかし、目標を立てたはいいが、実際にその実施

に向けての行動が伴わなければ意味がありません。

今、町の合計特殊出生率は全道で３番目に高いとい

う状況にあり、この点からも子育て支援に対する要

望も多様なものになっているということが伺えま

す。 

 例えば、ニーズ調査では休日保育について非常に

要望が多くあることが見受けられます。しかし、２

期目の次世代育成支援計画では、その実施目標が平

成２６年度となっています。前期では２１年度を目

標にしていましたが、諸般のいろいろな事情の中で

実施されないという状況にありました。要望の高い

休日保育等については実施を早めるなど、具体的な

行動が今、求められていると考えますが、今後の対

応についてお伺いいたします。 

 次に、商業振興についてお伺いいたします。 

 今、産業構造の変化により上富良野町の商業、農

業者数も年ごとに減少傾向にあります。また、上富

良野町の総合計画では、商業振興に対する魅力ある

まちづくりの提唱や、起業家に対する支援策などな

ど、町の活性化をはじめとした商業振興に対する支

援策の強化が数多く盛り込まれています。その背景

には元気なまちづくり、潤いのあるまちづくりを目

指そうという、町民総意の願いが盛り込まれている

というのが実情であります。 

 近年では、長年営業を続けてきたけれども、経営

が大変になって、また後継者がいなくなってやめざ

るを得ないと、そういうお店も出るという状況で

す。そういう状況の中で、商店街も閑散としてきて

いるというのが実情です。このままでは町の総合計

画の目標人口も維持することができないという状況

にあります。 

 現状では、町の人たちの気持ちまで沈んでしまう

ということでは困りますから、そういう意味では地

域をいま一度見渡し、新たな挑戦をしようとしてい

る方、あるいは工夫をしながら困難だけれども経営

を維持して何とか将来の子供たちや、あるいは孫に

もお店を継がせたいという思いで必死になって頑

張っておられる方もたくさんいます。そういう意味

では今、行政が行わなければならないのは、こうい

う人たちを側面からきちっと応援する、こういうこ

とが求められているのではないでしょうか。 

 町の活性化のためにも新しい産業に挑戦してみた

い、あるいは今の事業をさらに拡張してみたい、上

富良野町に来て営業活動をやってみたいと思えるよ

うな誘導策をしっかりと行政が行えるかどうか、こ

こにかかっているのではないかと考えます。そうい

う意味では、上富良野町においても商業振興計画や

条例などを策定し、そういう人たちを誘導し、上富

良野町の商業の活性化につなげるような対策を今、

考える必要があると思いますが、この点について町

長の見解を求めます。 

 次に、特産品の加工販売についてお伺いいたしま

す。 

 上富良野町には、貴重な自然や農畜産物が豊富に

あります。町が実施した各種のアンケート調査の結

果でも、自然の豊かさを活用した観光やまちづくり

を積極的に展開してほしい、あるいは地元の農畜産

物を生かした特産品などの開発などをローカル色を

生かした上富良野町の特色として積極的に取り組ん

でほしいという切実な声がたくさん寄せられていま

す。 

 もう既に町の一部では、そういう取り組みも始

まっているというのも見受けられます。今後、町を

前へ進めるためにも住民の意見を取り込みながら協

議会を設置するなど、農畜産物の加工と販売に向け

たさらなる前進をするための協議機関の設置なども

当然必要です。また同時に、そのようなノウハウを

持った大学などの連携も視野に入れた取り組みも必

要だと考えられますが、今後の対応についてお伺い

いたします。 

 次に、商業、商工業、農業後継者対策についてお

伺いいたします。 

 人口が減少する中で、上富良野町のあしたを担う

住民の定着はまちづくりにとって欠かせないもので

あるということは言うまでもありません。今、各自

治体においては、もう既に移住、定住を希望する人

たちの支援の強化、農業体験や子育て支援の充実、

あるいは商業、農業後継者に対する支援の強化な

ど、多種多様な取り組みが実施されています。 

 上富良野町においても、既に実施されている部分

もありますが、人口の増大を目指すためにも上富良

野町において積極的な商業、農業後継者の定着と育

成を進めることが何よりも大きな課題となっている

と考えます。 

 そういう意味では、今後町においては商業、農業

者の垣根を超えた横断的な話し合いの場所を積極的

に設け、協議機関を設置するなどして、商業、農業

者の後継者確保に対する対策をさらに強める必要が

あると考えますが、今後の対応についてお伺いいた

します。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 
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○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

 まず１項目めの障害者支援についての御質問にお

答えさせていただきます。 

 本町におきます日中一時支援事業につきまして

は、平成１８年１０月の障害者自立支援法の施行に

伴い、障がい者自立支援事業条例を制定し、地域生

活支援事業の一環として進めてさせていただいてお

ります。 

 御質問の利用時間や自己負担の規定につきまして

は、規則の中で利用条件を規定しておりますが、本

条例制定後４年目に入り、ニーズが多様化してきて

おりますことから、現在、その見直し作業を進めて

いるところであります。 

 また、４月から障がい者の通所事業所が設置され

る予定となっておりますことから、これらとの連携

も図りながら、障がい者の支援のため、ニーズに応

じた地域生活支援事業を効果的に進めるため、現在

の利用条件の見直しを行い、より利用者の利便性の

向上につなげるよう取り進めてまいります。 

 次に、２項目めの休日保育についての御質問にお

答えいたします。 

 現在、本町における平成２２年度から５カ年間の

次世代育成支援行動計画の後期計画を策定作業中で

ありますが、御質問のようにこの計画の策定途上に

おきましてお子さんをお持ちの保護者を対象に実施

した調査におきまして、休日保育は保護者のニーズ

が高い数値結果でありました。 

 平成２２年度から計画期間の開始に当たり、子育

て支援を推進する上からも休日保育につきましては

より実態を見きわめまして、実践計画を樹立し、可

能な限り早期に実施するよう努力してまいります。 

 次に、３項目めの商業振興についての御質問にお

答えいたします。 

 議員の御質問にありますように、商工会の会員数

は減少している実態にあり、店舗数についても減少

してきております。しかしながら、町として空き店

舗数などの実態把握につきましては平成１２年、平

成１６年に行って以降実施していないことから、平

成２２年度において商工会に協力をお願いいたしま

して、連携して実態調査を行う予定であります。 

 さらに、商工振興の対応策につきましては、平成

２２年度の実態調査の結果等を踏まえまして、商工

会を初め、商工業関係の方々の御意見、御提案をい

ただきながら、町といたしましてもより実効が上が

る振興策を見出し、商工業の振興が確実に図れるよ

う、十分に協議を進めてまいりたいと考えておりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、４項目めの特産品の加工販売やその推進体

制についての御質問にお答えさせていただきます。 

 本町には、多様な農畜産物を初め、地域振興につ

ながるすばらしい素材が数多くあります。その素材

を生かし、付加価値を高め、より高い生産性を得る

ことが地域産業の発展にも大変重要であると認識し

ているところであります。また、全国的にも特産品

の創出、いわゆる「地域ブランド化」に向けた地域

間競争が激化しており、もう一工夫といいますか、

より戦略的な展開が求められているところでありま

す。 

 国におきましても、今、第６次産業化と銘打ちま

して、農商工連携によります新たな業起こしや一次

産品の加工など付加価値を高め、経営安定化を図る

ための取り組みに対しまして、多様な事業メニュー

が整備されてきているところであります。町といた

しましても、本町の事業者、農業者の方々が効果的

に活用できる情報提供とともに、事業化に向けては

相談や諸手続など必要な支援を図ってまいりたいと

考えております。 

 また、推進体制につきましては、一昨年、本町の

産業主要団体で構成いたします地産地消協議会が発

足しており、今後さらに関係産業団体の連携を強化

し、上富良野のよさ、魅力を町内外に発信する取り

組みを行ってまいります。さらに、議員の御発言に

もありましたように、農畜産物の加工や商品化など

取り組みの成果を具現化するためには専門的なノウ

ハウが必要であり、大学など専門機関との連携が必

要な場面もあろうかと思い、私といたしましても有

効な手段の一つとして今後、研究、検討を進めてま

いりたいと存じます。 

 次に、５項目めの後継者対策についての御質問に

お答えいたします。 

 平成２１年度より農業、商業、工業共通の後継者

対策といたしまして、「担い手サポート奨励金制

度」を創設し、支援を図ってきたところでありま

す。産業の担い手確保と合わせ、若い世代の定住に

つながる取り組みとして平成２２年度においても引

き続き実施してまいります。議員御発言のとおり、

産業全般において担い手の育成、確保は重要な課題

であると認識しております。 

 しかしながら担い手不足、後継者不足の根っこに

は安定した所得を得ることができない、継承する職

業に魅力を感じることができないことなどが背景に

あるものと強く感じておりまして、そのためそれぞ

れの経営をいかに安定させ、しかも若い人たちが将

来への夢や魅力を感じる仕事へと昇華させていくこ

とが非常に重要であり、町といたしましても新しい

取り組みやアイデアの具現化にチャレンジできます

よう支援していきたいと考えております。 
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 また、産業の垣根を越えた横断的な協議会の設置

をしてはいかがかとの御質問ですが、現在、移住、

定住の促進や地場産業の活性化を図るため、包括的

な議論ができる組織の設置を検討しているところで

あり、後継者の定着や定住に向けた課題もこの中で

しっかりと議論し、具体的な取り組みにつなげてい

きたいと考えておりますので、御理解賜りたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 障害者支援についてお伺い

いたします。 

 町においては今後、利用者の利便性を図るための

従来の規則等の改正を行うということの話でありま

す。例えば、どういう何が問題かという点でありま

すが、例えば日中一時支援の場合の利用が規定され

ております。ここにおいては、上富良野町では最大

１０時間という状況にあります。一日３時間ずつ

使ったとしても、大体３日とか、４日ですぐ消化し

てしまうという内容になってしまいます。 

 そうしますと当然、子供たちが夏休みや、あるい

は冬休み、休日等をこれを利用したいと思っていて

も、その時間の制約があってなかなか利用できない

という問題です。 

 次に、移動支援については、これもまた余暇時間

を大いにそういう人たちが社会に出ていただいて、

多くの人たちと触れ合う、その中で成長を願うため

にそういったことの目的のための移動支援という形

で、その時間が設定されております。上富良野町の

場合は、約１５時間以内、余暇時間、社会活動は１

０時間以内という形になっております。これに至っ

ても、一つの催し物等、あるいは買い物等に出かけ

た場合、すぐ五、六時間というのはたってしまいま

すので、そういう意味でも非常に利用しづらいとい

う、やはり実態が町長は御存じなのでしょうか。 

 そういう意味で、私は利用者の利便性サービスの

向上を図るためにも、この利用負担の状況も含めて

やはり見直す時期ではないかというふうに考えてお

ります。当然、この制定された時点において、そう

うことがなかなか想定されていなかった部分もあろ

うかと思いますが、実情がよく変わってきましたの

で変えなければならないというのは、当然その中か

らいっても当然だと思います。 

 例えば、富良野市においては自己負担はないとい

う状況にはあります。その他の自治体においては上

乗せを行って、自己負担の５％軽減だとか、いろい

ろな対策が講じられております。また、移動支援に

おいても、やはりその移動に当たっての制限時間を

超える場合、想定された場合はあらかじめその利用

される方との調整を行いながら、そこをサービスを

前に出していくというような、そういう対策が講じ

られておりますので、そういう意味ではまだまだ十

分な対応という状況になっていないというのが上富

良野町の実情だということを踏まえて、今後、４月

にできるそういう障がい者の支援事業のＮＰＯ法人

とも協力しながら、当然、こういった部分の問題が

あれば改善する必要があると思いますが、その現状

を町長はどのように考えられておられるのか、それ

と今後どのように改善されようとしているのか、具

体的な点でお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の障害者支援

につきましての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 ただいま議員のほうから日中一時支援、あるいは

移動支援等についての現状についてお話をいただき

ました。議員の御質問にありました、先ほどお話あ

りましたような実態にあるという利用者の声が、そ

ういう声があるということは私もお聞きしておりま

すし、承知しております。 

 町といたしましても、冒頭の答弁でお答えさせて

いただきましたが、そういう課題があるということ

で認識しておりまして、改善に向けて取り組みをし

なければならないという認識を持っておりますの

で、どういう中身に最終的になるかということは

今、申し上げる段階ではございませんが、いずれに

いたしましても課題意識を持っておりまして、その

課題を解決しなければならないという考えではおり

ますので、御理解賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 十分、その点考慮をしてい

ただきたいと思います。 

 当然、今後できるＮＰＯ法人ではこういった部分

もカバーはしてくれる部分もありますが、しかしそ

れで十分カバーできない部分も当然ありますので、

この点はやはり具体的な、もう既に先進地だとか、

他の自治体の条例の制定においても当然、十分研究

もされているかというふうに思いますけれども、こ

の点は具体的な利用者の意見も聞きながら、さらに

前へ進めるということ、これなくしてこのサービス

の状況を改善するということはできないと思います

ので、そういうことも含めた対応ということで、改

善されるということでお伺いしてよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 日中一時支援、あるいるは移動支援等を含めまし

て、冒頭御質問の中にありましたように、例えば利



 

― 68 ―

用サービス提供の時間の制限のあり方、あるいは利

用者が一部負担していただいておりますその負担の

水準、それらについて本当に過度な縛りになってい

ないか、あるいは過度な負担になっていないかとい

うことを十分検証いたしまして、町としてできるだ

けの、最大限の利用者ニーズにこたえる仕組みに改

めたいと、今、時間の設定の仕方、あるいは料金設

定の仕方をどのように定めるかというところまでま

だ検討がそこまで到達しておりませんので申し上げ

られませんが、いずれにいたしましても利用者の支

援にしっかりとつながるような仕組みに改善してま

いりたいと考えておりますので御理解賜りたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） ぜひ改善の方向で十分な検

討を進めていただきたいというふうに思います。 

 この点について、保護者のほうもやはり安心して

子供たちが社会生活を送られる、送ってほしいとい

う願いが込められております。また同時に、やはり

保護者の方も四六時中、やはりそういう子供たちを

見なければならないという形の中でストレスもたま

るという状況もありますので、そういったことも含

めて改善していただければというふうに思います。 

 次に、休日保育の点についてお伺いいたします。 

 前期の行動計画については目標数値も掲げており

ましたが、諸般のいろいろな事情の中でそれが実現

されていないという状況もあります。他の保育支援

の要望の中でも、この休日保育というのは町長も御

存じのように非常に高い位置があります。各種のア

ンケート調査を見ましても、やはり地域に知り合い

の人がいなければ、例えば親類だとか、身内の人が

いなければ知り合いの人に預けるだとか、そういう

傾向が生まれております。 

 そういう意味では、町をつくるという点では町長

が日ごろからおっしゃっているようにやはり多様な

サービスを提供するということをなくして、この上

富良野町の町をつくることはあり得ないわけですか

ら、そういう意味ではこの目標年度を２６年度とい

うことになっておりますが、可能な限り早く実施す

るということでありますが、当然、そのためにはい

ろいろな課題や問題があり、それを調査するという

ことを前提だということは当然でありますが、いず

れにしてもその目標数値をはっきり見つけ出して、

いつまで実施するのかという、そこら辺まで踏み込

んだ計画を持たなければ、本当にやはり生かした計

画にはなり得ないと思いますが、この点は町長そう

いったお考えはおありですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の休日保育の

御質問に対しましてお答えをさせていただきます。 

 町民のすべての皆さん方、特に子育てに関しまし

てはそれによる負担によりそういったストレスが町

民の中にたまらないような、あるいは解消できるよ

うな改善を図っていくことは私の努めでございまし

て、休日保育につきましても前期の段階で実施でき

なかったという反省を踏まえまして、後期の中では

２６年度までにという意味で年度を設定させていた

だいておりますが、極力、平成２２年度は無理にい

たしましても、まだまだ課題を解決しなければなら

ないことがございますので、少なくても２３年度に

はその方向性が皆さん方にお示しできるような、そ

ういうようなスピード感を持った対応が図られるよ

うに現在取り進めるように指示もしておりますし、

また、休日保育とあわせましてファミリーサポート

センター等を既にスタートさせておりますので、そ

ういったことと連動してお子様を育て中の皆さん方

に少しでもサービスが提供できるような、立体的な

重層的なサービス、提供ができるような仕組みにぜ

ひ早く組み立てをしたいというふうに考えておりま

すので、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） この休日保育については、

当然三つの保育所等があります。 

 そういう意味では、病児、病後児保育よりも実現

可能性としては、こちらのほうがかなり高いのでは

ないかなというふうに考えています。現場なんかを

行きましていろいろ聞きましたら、やはりそういう

状況があれば利用したいという方もおられます。ま

た、現状で十分だという方も当然おられますが、い

ずれにしてもそういう要望を取り組んだ対応という

形でぜひ実施していただきたいというふうに考えて

います。 

 次に、商業振興についてお伺いいたします。 

 今、上富良野町の商業の振興対策ということで、

これも今始まった話ではありません。従来のマス

タープランから始まり、総合計画に基づいた地域の

活性化や、そういった中にたくさん盛り込まれてい

る話です。 

 そういう意味では私たちはこの間、土を耕して、

そこにまいた種をどう育てるかということが今求め

られているのだろうというふうに思います。あとは

そこにどういう肥料をまいて、栄養分を与えて、ど

う育てるのかということが今、課題になってきてい

るのだというふうに思います。 

 そういう意味で、今、多くの自治体でも独自の産

業振興という形の中で起業家に対するそういった奨

励策、あるいは新規のそういう後継者に対する具体

的な振興策などを取りまぜながら多様な商工振興策
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をとってきているというのが実態です。その背景に

は、やはり商工業が低迷するという、ここに危機感

を覚えながら、しかしそこで手をこまねいて何もし

ないというのではなくて、町独自のあり方というの

をやはり早急に考えながら、そこをやはり住んでお

られる商工業者や地域の人たちとどう上富良野に

合ったまちづくりを進めるのかという点で、今取り

組みがなされているというのが実態です。 

 ですから、これが町が大きい小さいにかかわら

ず、そこに住んでいる人たちの創意と工夫を生かし

たまちづくりを進めることによって、人が集い集

まって、そこに町の活気ができるというような、こ

ういう循環的な流れをつくってこそ町の活性化とい

うのがあるわけですから、そういう意味ではこの商

業に対する振興策や条例という点では、まだまだ上

富良野町では具体的な取り組みというのはなされて

いないという面があるのではないかというふうに考

えております。 

 町長、この点については今後どのようにされてい

るのか、町長としてもこのまちづくりの観点として

もそういったものを全面的に見直したいということ

も執行方針の中で明確にされておりますので、この

点、町長としてどう今後考えられているのかお伺い

いたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の商業振興に

つきましての御質問にお答えさせていただきたいと

思います。 

 現在、商工業の上富良野町におきます実態は、先

ほどお答えさせていただいたとおりというふうに認

識しております。また一方では、社会情勢大きくグ

ローバルで申し上げますとリーマンショック以降、

非常に世界的に経済が低迷してきておりまして、特

に日本におきましてもなかなか景況感が好転してこ

ないという実態にございます。 

 とりわけ、こういう地方経済の疲弊は加速度的に

進んできているという実態が憂いておりますが、ま

ず当町のことで申し上げますと米沢議員から今、お

話のございましたように非常に私も閉塞感と申しま

しょうか、非常に手詰まり感を持っております。制

度的に町が準備できる、あるいは町が提供できるさ

まざまな施策やいろいろな施策や制度での支援も一

つの方法としては十分考えられます。また、今まで

もさまざまな制度や施策を講じてきているかと思い

ます。 

 しかしながら、そういう仕組みと一方ではみずか

ら商工業者、自分たちが思いを寄せて発信していこ

うという気持ちと制度がうまくマッチングをしない

とせっかくの仕組みもその力を十分に発揮できない

というふうに、これは商工業のみならずあらゆる産

業の活性化においてはそういうものではないかとい

うふうに理解しております。 

 そういう意味におきまして、私はやはり事業者み

ずからが課題意識を持ち、また町もそれらを大きく

実りまいた種が育っていくような、時には肥料であ

り、時には水であり、町はそういう役目を果たして

いくものというふうに考えておりますので、ぜひ事

業者を含めましてそういうお互いが一つに力を合わ

せて町の活性化、商工業の活性化につながるよう

な、そういう歩みを進めようというふうに、まずそ

ういう気持ちを喚起すると申しましょうか、奮い立

たせるような、そういうことに意を用いて、さらに

それを補完するように制度仕組みをつくってまいり

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） この間もそれぞれ職員の方

初め、商工会の方も相当努力もされています。 

 ただ、今の社会情勢の中でなかなかそこが報われ

ないというような、そういう状況が見受けられま

す。ある商店の方に聞きましたら、やはり私たちの

やることにも限界があると、確かに行政にもお世話

になって迷惑をかけている部分もあるかもしれない

が、しかしやはり私たちのわからない部分は行政が

やはり問題提起や課題提起していただければならな

いというような、そういう話も聞くことができまし

た。 

 そういう意味では今まで町が行ってきた統計調査

やまちづくり計画についての、そういうものをさら

に前に推し進めるための必要な協議会もいろいろ検

討はされて、実施もされている部分はありますが、

やはりつながりを持つということでどん欲にやはり

やる必要があるのではないかと、そういった部分が

どうしても薄くなるとこういう社会情勢ですから、

個々がばらばらになってしまうということがありま

すので、そういう意味では行政の役割というのは非

常に大事だと私は考えておりますので、この点、町

長はかなめとして町長の日ごろからおっしゃってお

られるような潤いの町の上富良野を活性化できるよ

うなまちづくりにしたいということに思いがあるの

であれば、そのことを必死に胸にきちっと押さえな

がらこういった商工振興条例や、あるいは計画に向

けた具体的な対策を講じてほしいということが今、

町民の方々からも声が上がっております。それに

よって町長が本当に町民と一体になれるかどうか、

これが今かかわっている大切な時期だと私は考えて

おりますが、改めてその決意をここで伺っておきた

いと思います。 
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○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の商業振興に

ついてお答えさせていただきます。 

 まさに議員がただいまおっしゃいましたような心

境で私も日々仕事に携わらせていただいておりま

す。商業振興を図ろうというような思いを持ちまし

ても、その部分だけでの振興というのは非常に限ら

れたものになってしまうと、上富良野町で申し上げ

ますと商工業、農業、あらゆる人たちが一体となっ

て取り組んで初めてその実が上がってくるというふ

うに理解しておりまして、私は日々仕事の中でさま

ざまな業種の業界の方々とお話をさせていただくよ

うにしておりますし、また、それぞれの現課におき

ましても特に二言目にはそれぞれ現場に出て直接お

話を伺うようにということで日々申しております。 

 そういうことが一つ一つかみ合ってきますと大き

な動きとなってくるというふうに期待もしておりま

すので、これはもう何にもまして最重要課題でござ

いますので、これからも意を持って仕事に取り組ん

でまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） ぜひ実現に向けて全力投球

でやっていただきたいと思います。 

 次に、特産品の加工販売という形でありますが、

今、上富良野町においても地産地消協議会が発足す

るだとか、いろいろな取り組みがなされておりま

す。 

 何といっても上富良野町のアンケート結果のこの

間実施した結果の中にも、やはり魅力あるこの自然

を生かした農畜産物というのをやはり特産品として

加工販売につながるようにしたい、してほしいとい

う声が多くあります。 

 それと同時に少ない量でも、やはり当然そうなり

ますといかに少ない量で特産加工品として販売でき

るかどうか、こういった具体的な課題もテーマとし

て当然上がってきます。これには当然、販売ルート

の問題だとか、採算の問題だとかもいろいろありま

すが、しかしそういうものも含めた中でどういう上

富良野がやはりこの地の利を生かした特産品の加工

販売につなげていけるかどうかです。この間では、

お酒もつくったりだとかしております。上富良野

ポークという形の中で肉をつくって、今は地域でも

いろいろな食品加工で地域の飲食店で販売したりだ

とかしてきています。そういう意味では全くないと

いうことではありませんので、そういう一つ一つの

ことを見れば、やはり成果は出てきているのです。 

 ですから町長は、こういう成果をどういうふうに

押さえて、やはりそれは全くできていないのか、で

きてきているのか、それをさらに前へ進めるために

どういう行政が支援をしなければならないのかとい

うことが今、課題になってきているのだというふう

に思います。 

 そういう意味で、やはり専門的な知識を持った地

元のすばらしい方がたくさんいます。商工業、農業

の中にもそういう人たちをやはり中心にしながら、

大学なんかにもこういう地域の活性化を目指すそう

いうチームがたくさんあるのです、大学にも。そう

いったところと連携しながらも、やはり上富良野町

に合った物は何かということをつくることが今は大

事ではないかと思います。 

 そういうあらわれとして、もっとあそこの見晴台

によく出てくるのは道の駅をつくったらいいのでは

ないかだとか、仮設のプレハブの物をつくって、地

元のお母さん、お父さん方がつくったものを販売す

る加工品や民芸品を販売したいという思いが、そう

いったところにあらわれているわけで、そういうも

のをやはり前進させるためにも上富良野町が考えな

ければならない具体的な対策をとる必要があるとい

うふうに思います。 

 そういう意味では、十分有効な手段の一つとして

今後、全般的に課題として見直し、研究を進めたい

ということでありますから、その点、町長現状の認

識をも含めてどのように対応されるのか、いま一度

答弁をお願いしたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の特産品の加

工販売についての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 私が今さら申し上げるまでもありませんが、この

富良野の大地、上富良野も含めまして非常に多種多

様な農産物を産出しておりまして、非常にその評価

につきましても全国的に高い評価を得ている実態に

あります。 

 しかしながら、残念ながらそれをさらに生産のみ

ならず、加工、販売まで結びつけているかという

と、まだまだ立ちおくれている実態にあるというふ

うに認識しております。それぞれ生産者、あるいは

業者の方々は大変熱い思いは持っておられるのです

が、それをうまく形にできない、あるいは技術を習

得できないということで非常にジレンマを持ってい

るというふうに私は理解しております。 

 町はそういう方々が果たせない思いを果たせるよ

うなきっかけをつくる、そういう仕事を町はするべ

きではないかなというふうに考えております。その

中には、先ほどお話ありましたように研究機関、あ

るいは大学等の御協力を賜りながら、我々では気が

つかない部分を客観的に見ていただいて、そして



 

― 71 ―

コーディネートをしていただきながら、次の一歩に

踏み出すきっかけをつくるべきではないかなという

ふうに考えております。価値としては本当に全国に

誇れるような価値があるわけでございますから、私

は２２年度に向けまして、そういうきっかけを町が

つくる仕組みに何とかお手伝いできないかなという

ふうに考えております。 

 私も仕事上、さまざまな町の首長さん方とお会い

することができますし、例えば一村一品では長沼町

の取り組みだとか、あるいは利雪を、雪を利用した

沼田町の方法だとか、さまざまお話を聞く機会もご

ざいまして、お聞きいたしますとやはりそういう専

門家のアドバイスだとか、大学との連携だというこ

とが非常に有効だということも伺っておりますの

で、ぜひ一歩でも二歩でも生産者の努力、あるいは

事業者の力を発揮できるような仕組みをつくってま

いりたいと考えておりますので御理解賜りたいと存

じます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） その点については、一般的

な答弁ということではなくて、具体的に本当に進め

ていただきたいと思います。 

 やはり販売戦略という形の中でどういう層を対象

にするのかだとかいろいろな問題はあると思いま

す。よく言われるのは、見晴台等における誘導策と

いうことで設置されましたが、商品も販売しており

ますが、あそこで上富良野町のそれぞれの商店や飲

食店でつくっているものを商品として並べるかどう

かは別としても、あのカタログでももっと具体的に

やはり並べて、観光客にアピールするだとか、そう

いう取り組みをしてあそこで競合するものが売った

らだめだということであれば、やはりその商店で販

売している物、つくっている物をやはり展示しなが

ら、ここの町に来ればこの商店でこういう飲食店で

こういうものが食べられますよとか、そういう誘導

策をやはりやるということが今必要だというふうに

思いますので、ぜひこの点も含めて改善につなげて

いただければというふうに思います。 

 次に、商工業、農業後継者対策の問題でありま

す。 

 今、上富良野町にどこでもそうなんですが、やは

り後継者問題というのは本当に大変な状況にありま

す。商業、農業においてもやはりいかに農業を継が

せたくても、やはり将来のことを考えますとなかな

か子供さんに継げよということは言えないと、だか

ら本当に自分の目指すものがあればそこで頑張って

ほしいという、そういう声が本当に町長も御存じだ

と思いますがあります。 

 上富良野町の総合計画の中にも永住、定住対策

や、あるいは農業後継者対策、農業振興計画の中に

もそういうものがたくさん載せられています。そう

いう意味では、今、具体的に後継者対策をさらに一

般論ではなくて進めるためにも横断的な枠を超えた

協議機関を設置するということも含めた取り組みと

いうことが大変重要になってきているというふうに

考えます。 

 いろいろ農業の後継者の方、若い人たちの話を聞

いたらいろいろなやりたいことを持っているので

す、話を聞きましたら。ただ、やはり今のこの経済

事情の中でなかなかそのやりたいことは当然、人と

お金だというものがかかってきますので、あとはそ

れに対する知識をいかに町の中で提供して前に進め

ていけるかどうかということも当然、必要になって

きている課題であります。 

 そういう後継者の方が少なからず上富良野町にも

いるということであれば、そういう町の宝を育てな

ければなりません。そういう意味ではもっとこう

いったところに対する協議機関を設置して積極的

に、そういう後継者の人たちも巻き込みながら意見

を聞いて、今後のまちづくりのかなめとして、総合

計画の中の一つのかなめとしながらも、やはり商工

業、農業後継者の育成をきちっとやるということが

今必要になってきていると思いますが、この点につ

いていま一度、町長の見解を求めたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番米沢議員の農業、商工

業の後継者対策についての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 私、この後継者問題につきましては幾度かお答え

させていただいていると思いますが、その都度申し

上げているかと思いますが、やはり後継者育成の

根っこには、やはりその職業がしっかりと安定して

いて、後継者に自信を持って現在の経営者が後継者

に継いでいけるような、あるいは後継者も親の背中

を見て、あるいはその仕事を見てぜひやりたいと、

続けてやりたいというような気持ちに、そういう土

壌をまずつくることが根っこにあるのではないかな

というふうにいつも思っているところでございま

す。 

 そういう意味におきまして、ことし年明け早々で

ございますが、そういう思いもございましてそれぞ

れの商工業者、あるいは観光業者、農業関係、そう

いった方々の代表者に集まっていただきまして初め

て垣根を越えて、本当に上富良野の町このままいっ

てしまって、後に悔いを残すことにならないのかと

いうことで私は大きな危機感を持っておりまして、

年明け早々、集まる機会をつくりましていろいろお

互いに課題があるなと、また、なかなかお互いの立
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場、相手の立場を重んばかって十分な腹を割っての

話はなかなかしてこなかったのだということで、そ

の第一歩を踏み出させていただきました。 

 これからは、そういった機会をさらにさらに続け

まして、本当に何が課題なのか、特に私は農業、商

工業ともにやはり経営がしっかりと安定していくと

いうことが何にもまして大事だと思っております。

それにはさまざまな課題があります。過剰投資にな

らないかとか、過剰投資になっていないかだとか、

あるいはマーケティング調査がちゃんと現実に合っ

た調査をしているかだとか、さまざまな課題がござ

いますが、そういったことをこれからその協議の機

関を通じて設置したいと考えておりますので、まだ

まだ中身の濃いものにしていきたいと、その中から

後継者が生まれて、強いては定住につながるよう

に、そういうふうに今後やっていきたいというふう

に考えておりますので、ぜひ御支援を賜りたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、５番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時３７分 休憩 

午前１０時５３分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 一般質問を続けます。 

 次に、８番岩崎治男君の発言を許します。 

○８番（岩崎治男君） 私は、さきに通告してござ

います３項目について質問をいたします。 

 まず１項目め、町の基本計画について質問をいた

しますけれども、国は政権が交代いたしまして、今

は鳩山政権となりまして６カ月が経過したところで

ございます。こういった中で、新年度の地方交付税

の本質が懸念されているところでもございます。 

 さて、上富良野町の町政運営は平成２１年４月に

上富良野町自治基本条例がスタートいたしました。

また同時に、第５次町総合計画がスタートし、「四

季彩のまちかみふらの、風土に映える暮らしのデザ

イン」を将来像と定め、まちづくりを進めていこう

としているのであります。 

 自主自立を堅持しつつ、行政運営を進めていくわ

けですけれども、どのような方法で財政の基盤強化

を図っていくのか質問をいたします。 

 次に２項目め、駅前整備事業について伺います。 

 駅前広場周辺の景観整備と人や車の往来に配慮し

た交通網の整備が必要であります。ラベンダーの観

光客や十勝岳温泉郷を訪れる旅人の心がいやせる環

境づくりが必要だと考えるのであります。 

 この町に来て最初におり立っての第一印象はＪＲ

の駅であり、駅周辺の景観であると思います。花の

町上富良野にふさわしい鉄道のまくら木を利用した

花壇の設置も、当時は人の目を楽しませたと思いま

すが、時代の推移とともに周辺の大規模化された花

壇に押されて、この場所は新しい発想が望まれてき

ているのであります。 

 先日、列車を利用し札幌に出かける折りに、町道

を歩いてきて駅に向かって渡るときに、ハイヤーや

一般車両が混雑し、危険な状況に遭いました。冬の

雪道でも歩道と車道の区別ができる案内板の設置な

ど、整然とした駅前周辺整備事業が必要であると思

われるのであります。 

 また、マイカーを利用した列車の乗客用の駐車場

が不足しています。ＪＲ用地があるが、冬の雪の期

間は使用することができない、利用者の便宜を図る

手段が必要と思うが町長のお考えを伺いたいと思い

ます。 

 次に３点目、道道吹上上富良野線の改修につい

て、これは駅前周辺整備事業と一体となって進めな

ければならない改修路線であるというふうに考えま

すので、関連がありますので質問をさせていただき

ます。 

 上富良野高校前の交差点より、山加方面に向かっ

てかなり立派なラベンダー植栽の吹上線道路の改修

が進み、上富良野十勝岳観光道路としての機能は十

分果たしていると評価しているところであります。 

 しかし、市街地の自衛隊旭川地方協力本部上富良

野地域事務所、もとの旧募集事務所でありますけれ

ども、ここの交差点より駅前広場を通り、上富良野

高校に向かう道路の整備がいまだなされていないの

であります。 

 大型店舗の進出による買い物客、病院への通院患

者、通学生徒の往来など、主要なメーン道路であり

ます。また、日の出公園や町営オートキャンプ場へ

の観光道路でもあります。この道道交差点には信号

機が設置されましたが、歩道幅及び車道幅は狭く、

朝夕の交通量の多い時間帯は危険が増しており、観

光道路としても大きな使命を果たしているのであり

ます。この件についても町長のお考えお伺いしたい

と存じます。 

 以上、３項目といたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番岩崎議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 １項目めの町政運営における基本的な考え方、ま

た財政の基盤強化に関する御質問にお答えさせてい
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ただきます。 

 町では、平成２１年度から「四季彩のまちかみふ

らの、風土に映える暮らしのデザイン」を将来像と

定めた第５次総合計画をスタートさせ、同時に自治

基本条例を施行いたしました。 

 今後におきましては、協働を町民皆様との共有の

キーワードとして個人や団体、さらに事業者と、そ

して町がお互いの連携を強化し、力を寄せ合い協力

しながらまちづくりを進めていくことが重要と考え

ております。 

 町政運営におきましては、いつの時代も健全で安

定した財政基盤が基本であることは言うまでもあり

ません。しかし、本町の財政構造は自主財源が２

４.７％の水準にあり、地方交付税の確保など、国

の地方財政政策の影響を強く受ける実態にありま

す。今後においても、引き続き身の丈に合った財政

運営を行い、財政調整のための基金に頼ることな

く、収支均衡が図られるよう努めてまいります。 

 また、健全な財政運営を基本としつつ、計画的な

投資事業の実施などにより、地域活性化を進め、効

率的、効果的な町政運営に向けた町政運営改善プラ

ンをまとめましたので、本プランに沿った取り組み

事項の着実な実践を図り、自主自立が堅持できるよ

う努めてまいります。 

 次に、２項目めの駅前整備事業についての御質問

にお答えいたします。 

 議員御発言のとおり、私といたしましても駅周辺

が十分な整備がなされていないことは承知している

ところであります。駅周辺の整備については、旧国

鉄用地部分の取得と並行して平成２年度に駅裏、東

側の中央コミュニティ広場の拡張、また南側にはセ

ントラルプラザとイベント広場が整備されました

が、中核をなす駅舎改築と駅前交通広場につきまし

ては、北海道及びＪＲとの調整が進まないまま現在

まで経過しております。 

 駅周辺整備基本計画や都市計画マスタープランの

策定から時間を経て、これらの整備環境が大きく変

化したことから、今後の時代の動向を見きわめ、関

係団体・機関等と一体となりまして、早急に再検討

を加えてまいりたいと考えております。 

 なお、安全対策など放置できない個々の不都合な

部分につきましては、ＪＲ北海道及び旭川土木現業

所との協議、調整を図りながら随時改善を図ってま

いりたいと思いますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

 続きまして３項目めの道道吹上上富良野線の改修

についての御質問にお答えをさせていただきます。 

 道道吹上上富良野線につきましては、自衛隊募集

事務所前交差点から駅前の区間は幅員１８メート

ル、セントラルプラザ交差点から北２６号和田さん

地先の区間は幅員１６メートルで、両区間は都市計

画道路の決定がなされております。また、駅前から

セントラルプラザ交差点までの区間については、都

市計画道路として決定されてはいませんが、現況で

１４メートルの幅員が確保できている状況にありま

す。 

 議員御質問のセントラルプラザ交差点から、和田

さん地先の区間につきましては、幅員が一部狭い部

分、また道路照明が不足している部分もあり、町と

いたしましても改善の必要があると認識しておりま

すことから、町道と道道のネットワーク上の位置づ

けや、今後の具体的な整備の必要性と方向性を整理

した上で、北海道に対する改修整備の働きかけを

行ってまいりたいと考えておりますので、御理解を

賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問。 

 ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） 私は今、基本計画について

お尋ねをしました。町長から、前向きな御発言をい

ただいておりますけれども、ことしの２月に策定い

たしました町政運営の財政プラン２２の、この案に

基づきまして質問をさせていただきたいと存じま

す。 

 １１ページには、財政状況の把握と情報公開と

いったことで詳細に小分類までされて載ってござい

ます。まず具体的な取り組みの内容の中で、財政４

指標という表現がございますけれども、この４指標

というのはどういったことかということを伺ってお

きたいと存じます。 

 それから２１年度のまだ決算は出てございません

けれども、２０年度の決算でも数字で公表できる部

分がもしあればお聞きしたいなというふうにも思っ

てございます。 

 なお１２ページのほうですけれども、この財政プ

ラン。取り組み内容の中で、組織機構の見直しと

いったことでございます。現行組織体制の評価と、

それから見直しといったことで、現在のスタッフ

制、現在課長、主幹、主査、主任といったような区

分けでもってそれぞれ部署について活動をされてい

るということでございますけれども、私はやはりわ

かりやすく、以前使っていた課長、課長補佐、係

長、係とか、そういったわかりやすい名称でやはり

呼び名を戻すべきではないかというふうに思いま

す。 

 町民の方からも行ったら、主幹の人だか、係長が

だれなのか、その位置はちゃんと決まっていると思

うのです、でも町民からしたらその位置づけが明白

でないと、課長補佐というのは将来課長を目指して
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いる、現役のばりばりの仕事をされる方だなという

認識を持っていたのです。今も同じです、同じです

けれども、呼び名が違うばかりにそれを評価できな

いと、わかりにくいといった部分があるので、これ

についても考えを伺いたいと存じます。 

 １４ページですけれども、電子、近代的な名前の

自治体の推進といったことで、インターネット関係

のことでございますけれども、光ファイバー網の導

入に向けた研究、地区情報から計画の策定と、こう

いったことを掲げてございます。 

 この光ファイバーにつきましては、町内の一部地

区より要望書なんかも提出されているということは

御存じと思いますけれども、こういったことは導入

に向けた研究ではなくて、実践に向けたことをメー

ンにしてやる時期ではないかなというふうに私は考

えております。そういったことにつきまして答弁を

求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番岩崎議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 町の基本計画につきましてのお尋ねでございます

が、財政の規律を保っていくということは、これは

自治体を預かる者としての最大の責務でございます

ので、その点は御理解いただいていると思います。 

 お尋ねにありました財政の指標、４指標がござい

ますが、これにつきましては後ほど担当課長から説

明いたさせますが、それぞれ各決算時期におきまし

て実数は既に皆様方にお示しをさせていただいてい

るところでございますので御参照賜ればというふう

に考えております。 

 それから、現在の組織体制のあり方についての御

質問がございました。スタッフ制に移行してもう相

当の年月がたつのではないかなというふうに思って

おります。どういう組織体制を構築いたしたといた

しましても、これが完璧というものは、これはない

というふうに理解しておりまして、そういう観点か

らこのたびプラン２２の中で組織体制も見直しをし

ていこうというふうに考えているところ、それが基

本にはございます。 

 議員御質問にありましたような、名称、呼称につ

きましては、まず大前提として人員の総職員数の削

減が行革の中で図られまして、それぞれ以前と比べ

ますと相当職員数が減った中で、町民のサービス提

供に当たっているということでございまして、１人

が担当する持ち分が非常に広範にわたっておりまし

て、そこから必然的にあらゆるその課の情報をそれ

ぞれスタッフのみんなが共有していなければ業務が

できないと、町民に対して情報提供できないという

ことで、必然的にそういう課の中で横断的に仕事が

なされているという必然性もございます。 

 そういう中で細かくかつてのような係とか、そう

いうような枝分けが可能かといえば、これは非常に

難しい面もあると、しかしながら私としてはでは今

の仕組みがベストかというと、そういうことも申し

上げられないという状況、私は肌で感じておりまし

て、そういうことで平成２２年度においてどういう

仕組みがより一層住民のサービス提供に即座にこた

えていけるような、先ほど来からの御質問でもお答

えさせていただいておりますように、やはり職員の

どなたもそれぞれ課題がある現場に即座に出向いて

いって、住民の皆さん方の要望におこたえするとい

うような、そういう仕組みも一方ではつくっていか

なければならないということで、今、岩崎議員のほ

うから御質問にありましたような、かつてのような

呼び名に戻すかどうかということは、今、私の念頭

の中にはないということで、結果的にどういう形に

なるかはまだちょっと申し上げる段階ではございま

せんが、御理解を賜りたいというふうに思っており

ます。 

 それから、情報インフラの整備についての御質問

でございますが、実は執行方針の中でも述べさせて

いただいておりますが、現在、もはや通信インフラ

が整備をされているかいないかが、その町の勢いを

左右するぐらいな大きなファクターになっていると

いう状況は認識しております。 

 そういう中で、町内におきましても非常に光通信

網がそれぞれ末端まで行き届いていないという実態

にございます、サービス提供がまだ行われておりま

せん。しかしながら、現在のＡＤＳＬが町の大半は

ＡＤＳＬでサービス供給を受けておりますが、御案

内のように東中地区のほうはまだＩＳＤＮで対応し

ているというような、非常にまだ町内でも底上げが

されていないという実態にございまして、まずこれ

は何と申しましても北海道であればＮＴＴ東日本だ

と思いますが、サービス提供事業者でございまし

て、それらがそういう解消を図ってもらうためにま

ず認識をしてもらわなければなりませんので、そう

いったことでまず町内のそういうでこぼこがなくな

るような、そういうことに意を用いてまいりたいと

いうふうに考えております。特に、議員が御質問に

ありましたように、地域のそういう格差を解消した

いというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ８番岩崎議員の４指標

について御説明をさせていただきます。 

 まず、４指標のうちの一つが一般会計等の実質赤

字の比率を示す実質赤字比率というものがありま
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す。これにつきましては、２０年度決算において該

当はなしであります。 

 次に、すべての会計の実質赤字の比率を示す連結

実質赤字比率という指数があります。これについて

も、２０年度決算においては該当がございません。 

 次に、公債費及び公債費に準じた経費の比重を示

す比率として、実質公債費比率という比率がありま

す。こちらにつきましては、２０年度決算では２

１.１％でございました。 

 最後になりますけれども、地方債残高のほかに一

般会計等が将来負担すべき実質的な負担をとらえた

比率といたしまして、将来負担比率というのがござ

います。２０年度決算におきましては、この比率が

１３４.４％となっております。 

 以上、４指標の説明といたします。 

○議長（西村昭教君） ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） 財政につきましては、今、

お聞きいたしましたけれども、今度できる授産施設

に５０万円で開設するというようなことですけれど

も、これがそのぐらいの小額のあれで新設するこう

いった授産所がもう少し予算を拡大してみてあげた

らどうかなと思いますし、まだ全然別なお話になり

ますけれども、ある基金が７００万円とか…… 

○議長（西村昭教君） 岩崎議員、質問の趣旨と大

分それておりますので、趣旨に沿った質問をお願い

いたします。 

○８番（岩崎治男君） わかりました。 

 財政については今言った１問にいたしまして、そ

の所管の課長や何かの名称について質問をいたしま

したので、もう少しその関係でいいですか。 

○議長（西村昭教君） 財政と関連は全くないとは

思いませんですけれども、少しそれているかなと思

いますので、お願いいたします。 

○８番（岩崎治男君） 今、いろいろな課が統合さ

れまして、そういった中で私は今駅前開発、次やり

ますけれども、これについて勉強するために商工観

光まちづくり課ですか、そういった名称の部門が以

前あったのですね、それでその部署がどこかなと

思ったらどこに行っても見当たらなくて、最後に行

き詰めましたけれども、なかなか表現が難しくなっ

ています。 

 それで、以前に私質問しまして、雇用対策室をき

ちっと看板を上げてくれと言ったら、１回目は上が

りませんでした、１年後にもう１回質問したら、す

ぐ産業振興課の下にその看板を設置していただいた

と、そういう経過がございますから、今回も質問さ

せていただきますけれども、その都市関係の商工観

光まちづくり課ですか、そういった名称の部分が見

当たらないと、表に。それで私はわからないから、

当時の担当の人のところへ行ったら、私は今は違う

所管の仕事をしていますということで聞けなくて、

下に行って町民生活課あたりが一番名前が似通って

いるからここかなと思って行って聞いたら、いやう

ちではなくて産業振興課だと言われて、産業振興課

の中にそういった商業の関係の部署があったという

ようなことで、とても我々一般町民としてはわかり

づらいと、こういう改革もひとつお願いを申し上げ

ておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 答弁を求めますか。 

○８番（岩崎治男君） はい、答弁お願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番岩崎議員の町の基本計

画の中におきます組織機構についてのお尋ねについ

てお答えさせていただきますが、それぞれの課で担

当しているかということについては、恐らく多分普

段の町の住民の皆さん方、町民の皆さん方に対しま

すそういうお知らせの仕方にもう一工夫いるのかな

ということは今、実感いたしました。 

 例えば、年度の切りかわるときとか、あるいは組

織を見直したときとか、あるいは役場にお越しいた

だいたときのディスプレーの仕方だとかさまざまな

わかりやすい、初めて足を運ばれた方にもぱっと自

分の目指す場所がどこかということがわかるような

工夫は今後、十分させていただきますので御理解賜

りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） それでは、そういった面に

ついてはよろしくお願いをいたしますということ

で、次駅前の整備事業について質問をさせていただ

きます。 

 駅前広場、駐車帯の整備を行ってくれということ

を先ほど申し上げましたけれども、上富良野の玄関

口でありますＪＲ駅は上富良野観光案内所も今回

入っているといったことで、この広場が遠くからの

目印になるようなものも必要だなというふうに考え

ております。 

 それにはちょっと図面を持ってきましたので、先

に議長さんの承諾を得ておりますので、ちょっと図

面に従って説明をさせていただきお話をさせていた

だきたいと存じます。 

 これは、現在の駅前の図面でございます。これを

駅の開発をしていただくということで、ハード的な

計画は全部、私頭の中から以前、見せたこともあり

ますけれども、これはボイコットしまして、今、現

実に町としてできる範囲内の図面を自分なりに考え

てまいりました。 

 まず、上富良野駅の先ほど申しました花壇は１０

年たって、あのまくら木もぼろぼろになって腐って
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いますから撤去していただくと、そしてこの広場が

よみがえると、ハイヤーと一般車両が、こんなとこ

ろ一般車両冬で４台、夏で６台しかとまらない、そ

ういった状況でありますので、ここにこの間、図面

を出していただきましたら、まず赤い部分が二つご

ざいますけれども、鉄道の縁の赤い部分は鉄道用地

でございまして、この縁に１本、一方通行の道路を

つくりまして、駅から出たら古田さんのコーヒー屋

さんの裏を通ってセントラルプラザのところに石の

モニュメントがありますけれども、あの公園のとこ

ろの阿部建具店からの突き当たりの道路を鉄道まで

延長して、あそこを一方通行の道路にしてハイヤー

はお客さんを乗せたらそこから出るのだというよう

にしたらいかがかなと、もう一つは駅前に今未使用

の土地がございます。あの土地を求めまして、あそ

こに町の駅を利用する方々の車の駐車場をつくった

らいかがかなと、これは駐車場だけではちょっと

もったいないといいますか、皆様が要望しておりま

す盆踊りのイベント会場にもしたらどうかと、その

ためにはあそこは段差がありますから、土木現業所

と相談をしてバリアフリーの道路にしてもらうとい

うことの構想でございます。 

 先ほど、目になる見通しのつくものがないかと、

ここに丸印がありますけれども、これはＮＴＴかド

コモか au かわかりませんけれども、鉄塔を一つ街

中に立てていただくと、そして駅前はどれだといっ

たら、あの鉄塔のところが駅前ですよというのはや

はりメーンシンボルが必要だと、専門家に聞きまし

たらこの鉄塔はあちこちに立っているけれども、雷

が落ちて危ないのだと、避雷針を立てても時々機械

が故障するのだと、ならば札幌の鉄塔や東京タワー

はどうなんだと、この研究をしてまいりました。こ

れは、特殊な物を地下に埋設して雷が落ちても地下

に素通りするようなことを技術的にやっているから

故障がないのだということでございますので、上富

良野の駅前にもし鉄塔が立ててもらえる業者がおり

ましたら、用地の安いところに行って皆立てている

のですけれども、一番用地の高いところで町が無償

で貸し付けして立ててもらうと、今言ったような雷

の対策についてもそちらの会社のほうでやっていた

だければ万全を期せるというようなことで、私はこ

の鉄塔を中心にして夜２時間ぐらい車両の通行をと

めて、ここ一帯となったところで盆踊りをするとい

うようなことで、夢の実現を早急にしていただきた

いというふうに思いますので、提案させていただき

ます。 

 これには家はほとんど動きません。ここに今、１

戸住んでいます。ここに１戸ありますけれども、こ

れは町の努力で何とかしていただいて、あとは面積

はどこまで書いているかわかりませんけれども、そ

こ一帯でそういうイベントをやれるような状況をつ

くっていただきたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番岩崎議員の駅前広場の

整備につきましての御質問にお答えさせていただき

ます。 

 さまざまなアイデアだとか、さまざまな考えをお

持ちの方は町内にいっぱいいるということは私も承

知しております。ただいま御提言いただきましたよ

うな考え方も一つの考え方として理解をさせていた

だきたいと思います。御提案の中身については、

今、答弁を申し上げる状況にないということで御理

解を賜りたいと思います。 

 ただ、駅前を含めまして先ほど御質問でもお答え

させていただきましたけれども、都市計画マスター

プランの姿が非常に現実と乖離しているという状況

にあることから、この都市計画マスタープランの再

検証を含めたそれらの中で、この駅前の今後の展開

の仕方についても当然、協議の一項目としてなって

くると思います。 

 そういうことにおきまして、もう相当年数、都市

計画マスタープランについて手を加えておりません

ので、そういった中でただいま岩崎議員のほうから

御提案ございましたようなことも、またそれぞれの

関係の方々から御提言もあろうかと思いますので、

アイデアの一つとして認識させていただきたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） これが計画に終わらないよ

うに、こういったスタッフの検討会をつくっていた

だいて、早急に進めていただいて、これはやはりコ

ンサルタントとかそういうところに頼めば仕事は楽

ですけれども、現実に合った地元の皆さんでそうい

う検討をしてくる、また実行をしていく会をつくっ

て、コンサルタントは頼まないで、役場には測量の

技術者もいますし、建築の技術者もいるわけでござ

いますから、そういったスタッフを中心に自前で、

最低の経費で最大の効果の上がるような駅前周辺の

整備を勘考していただきたいというふうに思いま

す。 

 それから次に、３問目の道道吹上線についてでご

ざいますけれども、関連がございます。先ほど申し

上げました、この図面のトータルで利用するには段

差、縁石とか、そういうのが飛び出ていたらまずい

ので縁石は使わないと道路幅がわかりませんからし

ますけれども、地上げをしないでほぼ平らで、そし

て盆踊りでもできるような、またバリアフリーで車
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いすの人たちも来るような、そういう改修をしたら

どうかなというふうに提案するところです。 

 この道のわからないところはどうするのだと、今

プランターのお花がはやっています。夏場はプラン

ターの花を置いて、冬はポールか何かでちゃんと道

の広場の境界をつくるといったことの私の提案でご

ざいます。 

 それからずっと駅前から高校近くまで道路が未改

修のままでありますけれども、上に向かっては随分

立派になってきたなと、これは評価しております。

そういったことで、その間の住民の声も聞いており

ます。あの辺は薄暗くて非常に危ないし、先ほど答

弁書の中にありました道幅も実際にありますけれど

も、１.２メートルの歩道があるのです。専門家お

りますけれども、あのあたりは非常に今は歩道の

１.２メートルというのはちょっと手狭ですよね。

大体私も山手線道路の境界地をして、いつも設計な

んかに相談を受けて進めているわけですけれども、

山手線道路の歩道幅、ああいう人通りの比較的少な

いところでも２メーター５０、それから１５号から

町に向かっては３メートル５０の歩道幅で道がやっ

ているのです。 

 今申し上げている吹上線というのは、町の中でご

ざいまして、１メール２０なんていうところはやは

り危険です。道幅も１４メートル、今は１８メート

ルぐらいが基準ですから、そういったことの検証を

して、これは今、国や道も仕分けをして予算が削減

されておりますけれども、１年に何百メートルでも

いいから継続した事業で地元の人、また観光客が納

得のいくような改修を手がけていただきたいという

ふうに思います。考えを伺います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番岩崎議員の道道吹上線

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 冒頭、お答えさせていただきましたように、途

中、何カ所か狭いところもございます。さらに歩道

の狭いところも随所にあるということは私も承知し

ております。この車道の幅についてはそこそこ確保

されているというふうに聞いておりますが、歩道と

バリアフリーの歩道等については、これはもう望ま

しい姿であることは言うまでもありません。 

 果たしてどこまでそれが可能かどうかはなかなか

推測できませんが、過去の町の道路の整備、道道の

整備の状況につきましてお聞きいたしますと、今、

岩崎議員がお話されておりましたような計画もかね

てから町の計画として北海道のほうに申し上げてき

ているような状況を聞いております。 

 ただ、平成元年に十勝岳の爆発があった以降、大

きく北海道といたしましても、また町といたしまし

ても計画変更を余儀なくされまして、防災施設等の

充実に集中して投資をしたというような経過がござ

いまして、当初の計画が大きく見直されたというふ

うに聞いております。 

 その後、御案内のように非常に国、道、地方も含

めまして財政が非常にタイトになってきたというこ

とで、なかなか思うように計画が進んでいないとい

う実態でございまして、町といたしましては岩崎議

員の要望されておりますことの実態はよく理解して

おりますので、今後も北海道に向けて鋭意要望活動

を続けてまいりたいというふうに考えておりますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） 最後になりますけれども、

町長は検証をしておくとか、考えておくとかという

部分が非常に多くて、我々もちょっと理解に苦しむ

わけですけれども、これらの駅周辺とそれに関連し

たこの道路の改修について、強い決意で臨むのだと

いう、その一言をいただけたらいいなというふうに

思います。それに期待して最後の質問とします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番岩崎議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 基本的に私は非常にできる、できない、する、し

ないというふうにすべての御質問に対してお答えす

ることが理想かとは思いますが、いずれにいたしま

しても非常に限られた予算の中ですべての町民の

サービス提供を図っていくという、そういう側面も

ございまして、やはりそういう事業の選択の中には

非常にいろいろな過程を経ながら決定をしていかな

ければならないという、そういう宿命もございまし

て、努力をさせていただきたい、検討させていただ

きたいということで御答弁させていただいている、

その部分も御理解いただきたいと思います。 

 いずれにいたしましても、町民の皆さんの福祉の

向上、あるいは利便性の向上につながるようにとい

う思いは全く一緒でございますので、御理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、８番岩

崎治男君の一般質問を終了いたします。 

 次に、６番今村辰義君の発言を許します。 

○６番（今村辰義君） 私はさきに通告してありま

す十勝岳総合防災訓練のステップアップと題しまし

て、４項目について町長にお伺いいたします。 

 まず初めに、ことし２月２４日に大正１５年に起

きました大正泥流規模の大災害を想定して十勝岳の

噴火に備えた総合防災訓練が行われ、住民、警察、

消防、自衛隊などが参加しました。 

 今期の行政報告によると、自主防災組織の防災訓
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練参加はより多くの自主防災組織が参加いただける

よう、今後ともさらに働きかけていくとあります

が、全自主防災組織に対し災害時の要援護者が円滑

かつ迅速に避難できることができるような支援体制

を検証するような訓練を行えば、参画意識や問題意

識の高揚が図られ、かつ参加者数もふえると思いま

すがいかがでしょうか。 

 続きまして２項目め、昨年、役場関係者により陸

上自衛隊第２師団の訓練を見学したとのことであり

ますが、その見学成果を何か訓練に取り入れたのか

どうかお伺いいたします。 

 ３項目め、消防庁舎２階で行われます会議の場な

どにおきまして、各部長や関係機関などの判断力の

訓練や各機関同士の連携等が必要であると考えてお

ります。 

 例えば、時間の経過に応じ結節ごとに状況、課題

を付与いたしまして、迅速な関係機関との調整を行

い、見積もりをいたしまして、その結果を報告させ

るなどの机上訓練的なものを取り入れたらと思いま

すがいかがでしょうか。 

 ４項目め、今までに述べました質問を含めまし

て、次の点についてお伺いいたします。 

 １点目、今回の訓練終了時に述べられました町長

等の所見などであります。 

 ２点目、所見などに基づきました今後の構想、訓

練の方針だとか、訓練要領等であります。現時点で

の町長の考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 ３点目、前にも一部質問したことでもあります

が、自主防災組織と連携した防災活動や防災訓練の

より一層の活性化を図るために、危機管理の専門官

の配置や防災士などの養成が必要と考えますが、い

かがでしょうか。 

 以上につきまして、町長にお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の総合防災訓

練に関します４項目の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 まず１項目めの、先般実施いたしました十勝岳噴

火総合防災訓練の自主防災組織の参加に関します御

質問にお答えさせていただきます。 

 さきの執行方針で述べましたように、自主防災組

織との連携を図りながら災害に対する防災意識の啓

発を推進して、防災体制の充実を進めてきておりま

すが、防災訓練の参加につきましては緊急危険区域

の住民を対象に関係する住民会や自主防災組織のほ

か、区域内事業所にも参加を呼びかけております。 

 今回、草分地区では自主防災組織が主体的に屋外

避難所開設訓練を昨年に引き続き実施していただき

ましたほか、他の自主防災組織におきましても避難

所開設時の受け付けのお手伝いもいただきまして、

徐々にではありますが、組織の意識も向上し活動が

活発化しつつある状況にあります。 

 そのような活動もありまして、今後、他の災害に

備えた自主的な防災訓練の実施を呼びかけることな

ども必要でありますので、自主防災組織の皆様とも

相談した中でさまざまな災害に備えた訓練実施を検

討してまいりたいと思いますので、御理解を賜りた

いと存じます。 

 次に、２項目めの陸上自衛隊第２師団の訓練見学

の成果に関する御質問にお答えいたします。 

 昨年、陸上自衛隊第２師団の第３戦闘団練成訓練

と日米共同訓練の折りに指揮所見学の機会をいただ

きましたことから、今回の防災訓練に当たりまして

は災害対策本部の指揮所の配置につきまして参考と

させていただき、一部取り入れさせていただきまし

た。 

 具体的には、指揮所の本部長を正面にいたしまし

て、本部長前に関係図面を置いて位置関係がわかる

ようにし、その奥にスクリーンを配置して、地図情

報、訓練の時系列表、現地映像の三つを映写いたし

ました。また、本部長の左右に各災害対策部長席、

関係機関席を配しまして、指示、伝達が的確に行え

るよう改善をいたしました。 

 特に映写機器につきましては、陸上自衛隊、北海

道警察の御協力によりまして野外用指揮システム、

フィックスと申します。これと衛星通信映像システ

ムを運用していただいたところであり、関係機関と

の連携も充実できたのではないかと考えておりま

す。 

 次に、３項目めの防災訓練時の関係機関同士の連

携に関する御質問にお答えいたします。 

 初めに、町の立場と救助救出に関係する機関の立

場には若干の違いがあることを御理解願いたいと存

じます。いざ災害となれば、町は職員を非常招集

し、災害対策本部を立ち上げ、各対策部の業務、国

や道との連絡調整、住民への避難勧告、避難指示、

避難所開設、避難道路確保、給食、給水支援などさ

まざまな業務を一手に担わなければなりません。 

 このほか、窓口業務を初めとする通常業務も行わ

なければならず、多くの業務を限られた職員で対応

しなければなりません。災害時に救助救出に現場へ

向かう体制がとれないようなことから、救助救出に

関しては関係する自衛隊や警察、消防の各機関へ要

請し、御協力をお願いするという仕組みをまず御理

解賜りたいと存じます。 

 災害時には、議員から御指摘があるように、救助

救出に対する関係機関同士の連携が大変重要になる

と考えますが、御提言いただいたような訓練につき
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ましてはそれぞれ関係機関の独自の訓練であること

から、町の総合防災訓練に連動して実施していただ

けるものについては、今後も協力をお願いしてまい

ります。 

 次に、４項目めの３点についてお答えいたしま

す。 

 まず１点目の、それぞれ関係機関の所見について

でありますが、自衛隊からは警察、消防との公開訓

練や現場での連携や地上偵察、輸送訓練などおおむ

ねよかったこと、本部指揮所での警察、消防との連

携が大切であり、今後とも連携していきたいとの御

所見をいただきました。 

 警察からは、各関係機関の考えや実施手法の違い

など難しさを感じたことや、いざ災害となれば指揮

所が大きな役割を果たし、図上訓練も大切なこと、

平常時の住民の行動や対応を念頭に関係機関と連携

していきたいとの所見をいただきました。 

 消防からは、情報伝達や指揮所での対応など、広

域消防として連携できたこと、自主防災組織との連

携を広域消防としても考慮したいこと、昭和６３年

の十勝岳噴火以降、防災訓練を実施していますが、

訓練規模の大小ではなく、継続して実施していくこ

とが一番大切なこととそれぞれ訓練所見をいただい

たところでございます。 

 私からの訓練講評といたしましては、今回の訓練

で得た成果を生かしながら、また反省するべき点は

改善に努め、課題点は検討を加えながら十勝岳を抱

える町として火山と共存しながら発展する災害に強

いまちづくりのため、住民の防災意識の高揚に努

め、ハード、ソフトの両面にわたる防災対策の充実

を図ってまいりたいと講評したところであります。 

 次に、２点目の今後の防災訓練の構想についての

考えでありますが、私といたしましては住民の安

全、安心を守るためにも、災害はいつ起こるかわか

らず、十勝岳は活火山であることから必ず噴火する

と思われ、防災訓練を継続して実施することで災害

時の被災を最小限に食いとめることができることか

ら、引き続き防災対策には最大限の努力を払ってま

いりたいと考えているところであります。 

 次に、３点目の危機管理の専門官等の養成につい

てでありますが、議員御指摘のとおり、自主防災組

織の防災活動や防災訓練のより一層の活性化を図る

ためには、危機管理を含めた専門の職員配置や、そ

の養成も大切だと認識いたしております。 

 しかしながら、当面は現状の体制を継続した中

で、町政運営改善プラン２２の中で位置づけており

ます行政組織機構を見直す際に、防災全般について

の位置づけとあわせ、専門職員の配置やその養成に

ついても検討してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） まず１項目めのほうから若

干御質問をいたします。 

 非常に理解はできました。ただ、私は災害時にお

ける一番大事なものはやはり災害弱者、この方々の

避難誘導だとか安全の確保だというふうに思ってお

ります。 

 それで具体的に提案したつもりなんですけれど

も、要援護者、この方々の避難誘導、これの具体的

なことを検証する必要があるだろうということなん

ですけれども、この具体的な検証というのはできな

いのでしょうか。そこら辺をまずお願いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の災害対策に

ついての御質問にお答えさせていただきます。 

 災害弱者対策に関してまして、私も非常に重要だ

というふうに認識をしておりまして、昨年来からそ

れぞれさまざまな町が持ち合わせております町の災

害弱者というような状況におられる方々に対する把

握はそれぞれさせていただいております。それをど

のように実際に機能させていくかということは、現

在、鋭意組み立てをさせていただいております。 

 また、情報の提供の仕方についてもどういう形が

いいのかということも今、研究をさせていただいて

おりまして、早急にそれはきちっと整備されるもの

と思っております。 

 それから要援護者の具体的な救援策と申しましょ

うか、救助策、これらについても今、同時にそれは

進めておりまして、地域の住民会、組織、あるいは

さまざまな組織の方々と連携をとりながらそれは実

施するというようなことが、当然想定されますの

で、今、あわせてそれらをしっかりとしたマニュア

ルとして作成するような方向で今、作業を進めてお

りますので、いましばらくお時間をいただきたいな

と思います。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 要援護者マップ、仮称とい

うのは地域福祉計画にも載っておりますが、去年も

この時期に質問をいたしたのですけれども、もう早

急に作成するということでありました。 

 また同じ計画の中には図上訓練などをやると、毎

年やるようになっています、ことしも来年もやるよ

うになっていますけれども、なかなかマップを作成

するのも、訓練やるのも忙しいというふうには思い

ますけれども、このマップという、要援護者マッ

プ、国から出された、先ほど副町長にちょっとお伺
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いしたらこれは通知関係だということであります。

国と今地方は対等な関係でありますので、これを実

行するか実行しないかは地方自治体に判断がゆだね

られている部分もあると思いますが、おおむね積極

的に実行していくのだということでありました。 

 そこでこれにはどういうことを書いてあるかとい

いますと、要援護者情報の収集共有の方法といたし

まして、災害発生時において、災害時要援護者の避

難誘導や安否の確認、また避難所等での生活支援を

的確に行うためには、災害時要援護者情報の把握と

関係者関連の共有が必要であると、日ごろから災害

時要援護者の居住地や生活状況等を把握し云々と書

いてあります。これは日ごろから国はやっていいよ

と言っているわけです。個人情報保護法だから、そ

のつくったものを金庫に入れておくとか、そういう

ことは国は言っていないです。 

 その具体的な方法といたしまして、要援護者とい

うのは要介護者とか、障がい者とか、妊産婦及び乳

幼児だとか、ひとり暮らしの高齢者世帯などと書い

てありますが、具体的にどうしてそういったものを

把握するかというと三つの方式がありまして、関係

機関と共有方式、手挙げ方式、それと同意方式、例

えば関係機関との共有方式であれば、個人情報保護

審査会への諮問、了承を得て当該情報の提供を行

う、提供をする先は自主防災組織、民生児童委員と

なっているわけで、だから審査会の諮問、了承を得

れば事前に提供できるようになっているわけです。

国の通知でありますけれども、通知というのは避難

支援プランの全体計画のモデル計画についてという

やつで、内閣府、あるいは総務省、消防庁、厚生労

働省、国土交通省の各課長の名義で各地方自治体等

に出ているわけです。そのようになっています。 

 また、もう一つ言わせていただきますと、要援護

者の避難訓練の実施というところですけれども、要

援護者と避難支援者との信頼関係が不可欠であるこ

とから、消防団、自主防災組織等は普段から防災活

動だけでなく、声かけや見回り活動等、地域におけ

る各種活動との連携を深めることが重要であると。

要するに普段からそういうことをやりなさいと言っ

ているわけです。 

 だから、町としてはまだ個人情報保護法に引っか

かるようであれば、そこはこの十勝岳を抱える上富

良野町でありますから、ここは早急に条例等を改正

しまして、日ごろからやる必要もあると思います。 

 それで、このまだ現在ではできないということで

あれば、何点か提案があります。例えば、各住民会

におたくのところには１４名いますよと、おたくは

１０名だよと、人数だけ教えただけでも、その要援

護者を誘導する支援者を特定することが住民会長等

はできると思うのです。その訓練をやるだけでも非

常に成果がある、指名された人、これも複数でない

とだめですよね、参画意識が非常に高揚すると思い

ます。 

 例えば、今回の訓練で各住民会がそれだけのこと

をやるだけでもすごい参加人数も上がってくると思

うのです、私のところは関係ないとか言うわけでは

なくて、町長の答弁にもありますようにいろいろな

災害に備えていくということでありますから、瞬時

にくるのは地震もあります、航空機の墜落もあるか

もしれない、いろいろなものがあるとは思いますけ

れども、各住民等がそういったことをやっても何ら

不思議ではないと思うのです。ここについて、町長

の見解をお願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の防災につき

ましての御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、情報の提供、あるいは俗に言います災害弱

者等の状況把握、あるいはそれらの対応につきまし

ては先ほどの３方式も含めまして承知しているとこ

ろでございます。 

 現在、そういう実態把握につきましては相当進ん

でいるというふうに思っております。それらをどの

ように地域の自主防災組織なのか、住民会組織なの

か、あるいは民生児童委員さん、そういった専門の

方々なのかという整理はこれから行ってまいります

が、いずれにいたしましてもそういう情報を共有す

ることによって一層弱者に対する避難対策を万全に

するべきだというふうに考えております。 

 まず、それにその実行を上げるための前段とし

て、やはりそういう意識を地域住民の方々に自主防

災組織を担われている全面で活躍されている方は非

常に高い意識を持っておられますが、それを地域の

住民の方々にいかにそういう意識を浸透させていく

かということで今、大変苦慮しております。 

 御案内のように先般のチリ沖地震の津波に対しま

しても、あれだけ警報が出ていながら実際避難をさ

れている方は本当にわずかであったという、そうい

う防災に対する国民の意識がそういうレベルである

ということも一方ではあります。私といたしまして

は、さまざまな情報を共有する手段としてどういう

ことが実際できるのか、あるいは望ましいのかとい

うことを踏まえて、まずそういう意識を町民の皆さ

ん方に常に頭に持ってもらうということが、意識を

高めることがまず前提であるというふうに考えてお

りますので、それも含めまして今、今村議員から御

提案ありましたようなことも十分認識しております

ので、今後とも御理解、御協力を賜りたいと存じま

す。 
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○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） その訓練ですけれども、西

小学校でも避難訓練等やっておりました。これも私

が見ている限りは、健常者の訓練なんです。そうし

た状況どおり、状況を付与してそのとおりスムーズ

にいくと、実際にスムーズにいかないのは、その要

援護者の訓練であろうかなと思うのです。 

 要援護者等の方の同意を得れば、実際にその人を

避難させる訓練もできると思いますし、あるいはで

きなければ要援護者はほかの人でもいいのです。だ

れかモデルをつくって、あるいはマネキンでもいい

と思うのです、それらを運ぶ訓練をやれば、同じ重

量にしておけば、そして担架などをどこかから借り

てきたら、いかに重いか、５０メートル歩いただけ

で４人で持っても非常にきついですよね。そういっ

たものを実際にやれば、そこでまたそういった問題

点を把握できるのです。こういったことをやってい

かないと、実際に本番のとき、いざ災害時に何を

やっていいか、あれもやらなければいけない、これ

もやらなければいけない、問題点も何も把握しない

から何からやっていいかわからないというようなパ

ニック状態に陥る可能性があると思うのですがいか

がでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 おかげさまで、本町でも自主防災組織の中で今、

お話ありましたようなそういう担架を用意したいと

か、そういう動きがおかげさまで大分力強く芽生え

てきております。 

 そういったことに町も十分これから支援して、さ

らに訓練のあり方については先ほどお答えさせてい

ただきましたけれども、実際救助だとか、そういっ

た訓練の実地での訓練につきましては町が直接対応

するということは非常にハードルがございますが、

そういう自主防災組織だとか、あるいは協力してい

ただきます自衛隊、警察を初め、そういった方々と

連携した中で訓練を行うということは可能でござい

ますので、これから少しでも実が上がるような仕組

みをこれから組み立ててまいりたいと考えておりま

すので、御理解賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） １項目め、私も町の地域防

災計画ですか、これもインターネットで調べまし

て、もう平成１７年につくって、１９年４月１日に

改定していますけれども、もう若干古くなったとい

うところを老婆心ながらお伝えしておきますと消防

関係です。上川南部消防というところが、すべて広

域連合になりましたので、名称等がもう古くなって

るいというところがあります。 

 続きまして２項目めに行きたいのですがよろしい

ですか。 

○議長（西村昭教君） 済みません、それでは昼か

らにしたいと思いますので、昼食休憩といたしたい

と思います。申しわけございません。 

────────────────── 

午後 ０時０２分 休憩 

午後 ０時５９分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中の一般質問を続けたいと思います。 

 ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） それでは、２項目めの第２

師団関係の訓練見学の件でありますけれども、町長

の答弁でありますけれども、本部長席を正面にした

とか、地図上とか訓練の時系列表等を備えたと、そ

うやったということでありますが、非常にこの内部

配置というの難しいと思うのです、今後また変わっ

ていくと思いますけれども、要は目的は情報を集約

して、全員が一目瞭然に情報を見て、それぞれの部

署で状況判断をして指示をしていくと、あるいは対

策本部長である町長の指導を受けて指示をしている

というふうになるというように思うのです。 

 それで、この２項目めの町長の答弁、指示、伝達

が的確になるように内部配置を変えたということで

ありますけれども、その指示、伝達をするというこ

とそのものが、これは次の３項目の質問にも該当し

ているところもあるのですけれども、指示伝達をす

るということは、状況判断を何かするということに

なると思うのですが、状況判断をしないと指示伝達

はできないですよね、情報をもらう、そして例えば

関係部長でもいいし、自衛隊でも消防でもいいので

すけれども何か来る、行動方針が出てくると思うの

です、そこでいろいろと分析とか比較をして最良の

行動方針を見積もって対策本部長に指導を受ける

と、そこで指示をすると、そこはまさしく状況判断

が生まれると思うのですがいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の防災対策に

ついての御質問にお答えいたします。 

 本部長の指揮のあり方、指示のあり方につきまし

ては、ただいま議員がおっしゃいましたような内容

で私もそのようなことを前提に指示ができるような

情報収集と分析を訓練の中で行っているというよう

に認識しております。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） それで、もう一つお伺いし
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たいのは、その内部配置を検証してきて一部変えた

ということで、非常に私もすばらしいというふうに

思っているのですけれども、そのほかに何か見学を

してきて、今回は採用しなかったけれども、事後採

用しようというようなものがあったら教えてくださ

い。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まだ何点か実はございます。今回の反省と申しま

しょうか、そういったこと、例えば１点申し上げま

すと、自衛隊、警察の方々からもお話を後ほど終

わってから講評外のところでお話をいただきました

けれども、もうちょっと本部長のそばで指示を受け

たほうがいいと、町長は非常に自衛隊とか警察に対

してはお願いしますのような命令調ではなかった

と、どんどん遠慮しないで命令調で指示していただ

きたいというようなこともお話をいただきました。 

 また私の受けた本部の今回の配置等も含めて、今

回はスクリーンを通じて映像で絵でいろいろ時系列

の流れも見るようにさせていただきましたけれど

も、あの情報に図上で示している、例えば避難状

況、あるいは道路閉鎖カ所だとか、そういったもの

があのフィックスの中にかぶって一緒に表示ができ

ればいいなというような感想は持ったところであり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） わかりました。 

 この質問に少し答えてほしいのがちょっとあるの

ですけれども、野外用指揮システム（フィックス）

と衛星通信映像システムを運用していただいたとい

うところがありますが、これは具体的にどういうも

のかお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） フィックスについては、師

団のシステムについては具体的にメカニックな部分

はちょっと私わかりませんので、もし担当課長がわ

かればお答えさせていただきますが、警察の映像に

つきましては警察が西小学校の避難救出訓練をして

いる状況をその会場でカメラで撮影した映像を衛星

を通じまして、役場の本部のところで受信いたしま

して、それを会場で私が救出を指示した後、警察が

それを受けて現場で活動をされているという状況を

リアルに本部で見ることができたという、そういう

仕組みでございます。 

 課長から少し自衛隊のシステムについて。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ６番今村議員の御質問

にお答えいたします。 

 野外指揮システム、フィックスでありますけれど

も、屋外で指示を受けた方が救助に行くと、現場に

おいてはパソコンの小さい端末を持っていきまし

て、現状救出終わり、今から救出する、救出が終わ

りましたという現場情報を端末で入力します。それ

が衛星を通して、衛星回線を使いまして本部のほう

にデータとして流れてくると。地図情報とそれがリ

ンクしていまして、本部にいながらその地図情報に

今どこにいるという部分も含めて、地図情報に投影

されるというようなシステムでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 状況判断力の本部長が指示

等をするのは必要だということは、この次の３番目

のところに持っていきたいと思うのですけれども、

３項目めでありますけれども、防災訓練時の関係機

関とか各部同士での連携に関する質問ということで

ありますけれども、私はそういう関係機関同士で

も、あるいは各部等でも、あるいはその各部の関係

機関でもやはりいろいろな時代時代によって、時系

列によって状況判断というのは私はあると思うので

す。判断をして町長から、あるいは各関係機関が指

示をして現場が動くということになっていくと思う

のです。 

 救助救出するのが特に警察、消防、自衛隊を指し

ていると思うのですけれども、それだけではなくて

それをやるためには対策本部においてまさしく状況

判断を絶えずやっていると思うのです、指導を受け

ながら。 

 非常に答弁でちょっと疑問に思ったのは、最後の

３項目めの一番末尾のほうで、それぞれ関係機関の

独自の訓練であるということから、余りそういうも

のは関係ないのだよというニュアンスが受け取れる

のですけれども、私はそういうことはないと、現場

で救助、救出されるところはそういった対策本部の

ところで絶えず皆さんと調整しなくてもいいのか

と、調整した結果、状況判断をしなくてもいいのか

ということは全くないと思っているのですが、ここ

はいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきますが、救助救出の訓練に関し

ましては、我々役場の職員みずから、あるいは防災

機関の地域の防災組織の皆さん方が直接手を下して

訓練を行うことが非常に困難だということから、実

際的には警察の方、あるいは消防の方、自衛隊の

方々がそういう実際の救出をそういう方々にゆだね

てするというようなことが想定されます。 
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 それぞれその訓練のたびにどういう状況を想定し

て救出をするか、あるいは救助をするかということ

は、それぞれ自衛隊、消防、警察それぞれが普段の

訓練の中で、それはもう常にやっておられること

で、この防災訓練の中で例えばそれらをそのときの

状況判断で本部長が救助してくれ、救出してくれと

いうようなこと、その時々の状況を想定して指示を

するということは、それを受ける警察、消防、自衛

隊の方々等については、そういうことを想定した訓

練をしておりませんので、その訓練のシミュレー

ションの中で今回はこういう救出訓練、今回はこう

いう救助訓練ということがあらかじめ打ち合わせが

できている場合は協力していただきますけれども、

突然予告なしのそういう救助、救出というのは協力

していただく機関の方々も想定していないと思いま

して、それはそれぞれの機関で日ごろ訓練をしてい

ただくことによって万が一そういう事態に遭遇して

も救出してほしい、救助してほしいという本部長の

指示があれば、それぞれが訓練を重ねていくことで

連携体制だけ構築しておけば、それは私はその本部

長としての意思の伝達が届くものというふうに理解

しているということで、関係機関が独自に訓練をし

ていただくということで申し上げたところでござい

ます。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） わかりました。認識の若干

ずれているところがあって、思っているところは同

じだというふうに思うのですけれども、例えば次の

項目で町長等の所見を言っていただきましたけれど

も、こことも関連あるのですが、例えば自衛隊は警

察、消防との連携訓練が必要であると言っています

し、思い通りにはいかないのだよというような質問

載っていませんけれども、私も聞いていましたか

ら、そういうことも言っておられますよね。 

 警察は図上訓練も大切であると、あるいは平常時

の住民の行動や対応を念頭に関係機関と連携してい

きたいと、こういうようなことも所見で述べられて

おりますよね。 

 こういうことを考えると、関係機関と連携をやっ

ていくということは、ではどういうことなのだと。

連携をやるということは、そこに状況を付与しない

とだめですね、そういう状況を付与して問題点を付

与して、では自分の部署だけで対応できない、だか

ら連携に入っていくと思うのです、そうではありま

せんか。だから連携に入っていく、そこで関係部署

との調整がある、対策本部長にも指導を受ける、今

後このようにやっていくということがまさしく生ま

れるわけです。 

 現場は現場で決めたことをやらないといけないか

ら、これは今の訓練のままでも私はいいかなと思っ

て、あの対策本部の中では現場に対する指示はとめ

て、中だけの図上訓練を私はできると思います。そ

こを私は言っているわけで、だからちょっとずれて

いるだけで言っていることは同じなのかなという気

もしないでもないのですけれども、警察、消防にし

ろ連携をやるためには状況を付与する、その状況付

与に基づいて状況判断をする、そして指示事項を決

定していくという一連の流れになっていくというふ

うに思うのです。だから状況判断の訓練は必要であ

ると、やろうと思えばそこでできると思うのです

が、いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

 図上をもちまして、実働を伴わない訓練、それは

訓練可能かと思います。そういったことで状況を付

与した中で、それぞれ警察、消防、自衛隊のそれぞ

れ皆さん方の機関がどういう対処をするかというこ

とは、これはそういう訓練が難しいということは思

いませんので、これから明年度に向けまして、そう

いった訓練もまたあわせてお互い関係機関が協議し

た中で、ぜひそういう精度の高い訓練を実施しよう

かというようなことで整えば、それはもう可能であ

りますので、ただ先ほど申し上げましたように大勢

の人が出ていただいて、隊員の方が出ていただく、

警察署員の方が出ていただく、そういう実働を伴う

訓練については非常にそれぞれが訓練をしていただ

きたいということで、分けて考えていきたいと思い

ますのでよろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） まさしくそのとおりだと思

うのです。 

 状況を付与するということは、そこでもういろい

ろな判断をしなければならない、そういった訓練は

あの場では私はできるというふうに思っています

し、自衛隊関係の長、警察の関係の長も各関係と連

携訓練は必要であると、図上訓練も必要であると、

その部署の方々も言っていますので、ぜひそこは考

慮していただきたいなと。 

 いろいろなシミュレーションを起こして問題点は

出ますね、そして時間をかけてゆっくり対策を考え

ていくということも非常に大事だと思います。ただ

予期せぬ出来事という、突発事案が出てきたとき、

そういった状況判断の訓練をしていないと人間とい

うのは往々にしてパニック状態になるというか、頭

の中が真っ白になって何をやっているかわからなく

なるのです。かといって、どういったものがすべて

日ごろ平時で考えられるかというのも不可能であり



 

― 84 ―

ますけれども、訓練をしておかないと、訓練をすれ

ばするほどちょっとずれた状況が突発的にきても、

何となく７割、８割対応できるだけでも非常に丸だ

と思うのです。だからそういった訓練はぜひ必要で

あるというふうに思いますので、もう一度答弁をお

願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきますが、端的に申し上げまし

て、私は常に自分の胸に置いておりますが、こうい

う災害対策におきましては、実践において訓練を超

える以上のものはできないと思っておりますので、

いかに訓練の精度を高めていくかということに尽き

ると思いますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） わかりました。 

 ４項目めに入りたいと思います。４項目めの所見

等についてはもう入っておりますので、２点目の今

後の構想です、質問で大分答えられたのですけれど

も、この最初の答弁書にもらうと、構想をお伺いし

たのですけれども、それと前に質問しているのがダ

ブっていればと思いますがということも書いていた

のですけれども、今、答弁をいただいたもの等も含

めて言ってほしいと思うのです。 

 なぜかといいますと、防災訓練を継続して実施す

るというふうに答弁書には書いてあるのです。自分

の今後の訓練の構想をお聞きしたのですけれども、

防災訓練を継続して実施するということだけであり

ます。もっと具体的に、ここでもう一度お聞きした

いというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 防災訓練には、今現在行っております火山の噴火

を想定した総合防災訓練、あるいは今、洪水ハザー

ドマップも整備させていただきまして、あらゆる上

富良野町の中において、今すぐには例えばそのほか

の自然災害、風水害に加えまして地震もありますけ

れども、すべてを網羅した訓練ができるかというこ

とは、これはもう相当ハードルが高いわけでござい

ますが、ただ火山のみならず、例えば洪水等はハ

ザードマップを整備させていただいたところでござ

いますので、そういった手に届くところからあらゆ

る地域の防災組織が今、整備されようとしておりま

すので、そういう組織を通じまして地道であって

も、あらゆる防災訓練をこれからも継続して行って

まいるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） この十勝岳噴火総合防災訓

練、そのほかにも風水害のところでも、あるいは国

民保護計画のところでも訓練をやるようになってい

ますけれども、なかなかハードルが高いということ

で私も納得できると思うのです。 

 何かいろいろなものに使えるところ、共通的に使

えるものがありますから、そういったものをしっか

りやっておけばいいのではないかと、それで共通す

るのはやはり災害弱者の救助がやはり比重が大きい

のかなという感じもいたします。 

 それで、第５次総合計画にももちろん載っている

のですけれども、この地域福祉計画にも載っている

のですけれども、いろいろ載っていることあります

ので、まず全体といたしまして、これは前の町長に

もちょっとお聞きしたことがあるのですけれども、

昭和６３年の噴火から、次はいつごろ噴火すると予

測されているか、そこをまずお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 十勝岳の噴火を予測するということは、もしでき

るものでありましたら本当にそうありたいなと思う

わけでございまして、残念ながら私の知識といたし

ましては、それだけのものは持ち合わせておりませ

ん。 

 しかし、客観的な過去の歴史からの流れの中で、

例えば３０年周期とか、２５年周期ということは実

際経験測上あるわけでございますから、私といたし

ましては個人的な見解ですがそう遠くない将来に規

模の大小は別として、十勝岳も何らかの変化は起き

てくるというふうに理解しているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） それで、第５次総合計画の

４４ページに自主防災組織、読みますと１９年度に

は１、２５年度、今は２１年度で、すぐ２２年度に

なりますけれども１６、それで平成３０年度でやっ

と２５にしようとしていますよね、ちょっともっと

急いだほうがいいのではないかと、その十勝岳防

災、その噴火周期を考えれば３０年で大体この３０

年度になると思います。２５年度という数字があり

ましたので、もっと急がなければいけないと、全部

その前につくってしまって、なおかつその防災組織

が活性化できるような訓練をやっていかなければな

らないと、もっと早くやらないといけないと思うの

ですが、その件。 

 この地域福祉計画にも先ほど言いましたように要

援護者マップを作成するようになっています。ある
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いは避難支援プランを作成すると、毎年作成して更

新するようになっていると思うのですけれども、若

干これもいつなるかわからないところがあれば、こ

れはやはり急がないといけないと思うのです。 

 昨年の質問では早急にやるということでありまし

たけれども、今はどこら辺までこの作業はいってい

るのかあわせてお聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 防災組織の自主防災組織の組織の進み方について

は１００％組織できたそうでございます。ただ、実

の中身を高めていくというのは、これからの課題で

ございますが、それについてはもう既に町のほうで

各組織に出向いていろいろ仕組みを御説明させてい

ただいたり、そういうことは既に活動させていただ

いておりますので、段々実を上げてくるのではない

かなというふうに思っております。 

 それからマップについては既に、それぞれ動きを

している組織もございますので、そう何年という期

間を設けなくても、今、平成２２年度中にすべてが

網羅できるとはなかなか到達できませんけれども、

かなりそういう各地域の防災組織の中に情報も提供

したり、組織というか中身が詰まってきて動いてい

るところもありますので、これは追々一日でも、一

刻でも早くそれを完備することは願ってもないこと

ですが、情報はあるのですが、どのように先ほど３

方式もありましたけれども、どういうふうにそれを

組織に提供していく、あるいは当事者の方々の御理

解をいただくというような、そういう作業を今して

おりますけれども、いずれにいたしましても実際、

そういう組織等も連携はとれてきている状況ではご

ざいますので、おくれないようにこれからも意を用

いて進めてまいります。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 午前中も申し上げましたけ

れども、国からの指示、これにも常日ごろからやれ

るのだよという趣旨で書いてありますよね、それも

住民会長等にその要援護者の名簿を提供できるのだ

ということで書いてあります。これは目を通されて

いると思うのですけれども、そこら辺も含めて上富

良野町の個人情報保護条例がどこか問題点があれ

ば、そこを改正していかなければならないと思うの

ですが、その点はいかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきますが、町の仕組みの中でネッ

クになっているというような認識はございません。 

 ただ、どういうふうに具体的にその町が持ち合わ

せている情報をお伝えする、あるいは地域にそうい

う情報を持っていただくことがいいかということは

今、もう試行的にやっておりますので、余り今の個

人情報、あるいはそういったことに抵触しない範囲

でやれる方法をやっておりますので、多分そんなに

時間がかからないで、それぞれの地域、緊急性があ

るところから今手がけておりますので、住民の皆さ

ん方に不安を与えないような仕組みは、そう時間を

かけないでできると思っております。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 先日の住民会長との懇談で

も、同意を得て名簿を作成している住民会もあるわ

けです。ぜひ、早急にそういった足りないところは

直していくと、条例等、そういったところでやって

いただきたいなというふうに思います。 

 それで、４項目めの３点目でありますけれども、

危機管理専門官等の養成についてということであり

ますけれども、町政運用改善プラン２２の中で位置

づけていくということであります。先ほども今度い

つ噴火するのかとお聞きしたのですけれども、この

計画は２２年度から２６年度まであります。なるべ

く私は検討するならば早くやって、結論を出さなけ

ればいけないと思うのですが、いつごろを考えてい

るかわかるのであれば教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

お答えさせていただきます。 

 組織の点、あるいはこの専門官を配置するかとい

うようなことに関しましては、先ほど岩崎議員から

組織についてのお尋ねもありましたが、私といたし

ましては組織の仕組みの見直しは、平成２２年度に

おいて行いたいというふうに考えておりまして、平

成２２年度のその見直しの中で防災組織そのものを

どういうふうに位置づけていくかということも念頭

に置いておりますので、その中で専門的な知識を持

ち合わせた方の配置も検討してまいりたいと思って

おります。それは、平成２２年度中に結論を得るよ

うにしたいと思っております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） わかりました。 

 私が言うのもあれなんですけれども、総務産経常

任委員会で先進市町村行政調査ということで、この

間、委員長が報告していただきましたけれども、こ

こにも防災費とか危機管理官の重要性というものは

非常にうたってございます。 

 ひとつ真剣に検討していってほしいなというふう

に思います。最後にその答弁を聞いて終わりたい思
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います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 非常に今、防災ということに対しまして、国を上

げて非常に大きな課題ととらえております。町も御

多分に漏れず防災ということに対しましては、しっ

かりと位置づけをしていかなければならないと、特

に総務産建常任委員会の調査報告にもありましたよ

うに、我が町といたしましてもそういう専門的な知

識を備えた方々が火山防災のみならずあらゆる自然

災害を含めまして、そういった方の事前の指導や何

かに当たっていただく仕組みが必要かどうか、しっ

かりと平成２２年度において結論を得るように取り

組みを進めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、６番今

村辰義君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１０番和田昭彦君の発言を許します。 

○１０番（和田昭彦君） 私からは、さきに通告し

ました２項目について町長並びに教育長にお尋ねし

たいと思います。 

 まず１項目めの遊休農地の対策についてですけれ

ども、２月に行われました住民会長と町議会議員の

懇談会において、郡部住民会から出されたテーマ、

農業振興の中で遊休農地の対策が話題になったとこ

ろです。 

 農業後継者が少なく、これからも農家戸数の減少

が確実視される状況の中で、１戸当たりの耕地面積

がふえ続けると、作業効率の悪い農地の管理には手

が回らなくなり、ますます放置されることは予想さ

れます。 

 農地保全の上からだけでなく、この美しい上富良

野の景観保全の面からも遊休農地の解消に向けての

対策は１年でも早く取り組んでいくべきではないか

と思いますが、町ではどのような対策を考えている

か町長から答弁をお願いしたいと思います。 

 次に、青少年の国内外交流についての質問ですけ

けれども、青少年国内外交流事業で、これまで町の

将来を担う児童生徒を友好都市の津市とカムローズ

市へそれぞれ５回派遣してきました。３年に一度の

事業ということで、すべての児童生徒にその参加の

チャンスを与えるために津市では小学校４年生から

６年生まで、カムローズへは中学校、高校生を対象

としているとしていますが、国内外交流事業実行委

員会の仕事にかかわっているものとして一つだけ

ちょっと気になることがあります。 

 それは、児童生徒が参加できる対象の中で、「本

事業に係る研修に出席できる児童生徒で、その保護

者は上富良野町税等の滞納者に対する行政サービス

制限措置等に関する条例の規定に基づき、町税に滞

納がないこと」ということが実施要項に書かれてい

ることです。この事業は、町の将来のために子供に

対する助成であり、投資だと思います。子供は親を

選べません。保護者の家計が生活困窮だったとして

も、子供にそのチャンスをつみ取ってしまう制限は

好ましくないのではないかと思います。 

 そこで、青少年国内外交流事業のみについてこの

行政サービス制限措置等に関する条例の規定から除

外するべきではないかと私は思うのですけれども、

教育長の答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番和田議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず１項目めの遊休農地の対策についての御質問

にお答えさせていただきます。 

 上富良野町の農地は、基幹産業の根幹をなすもの

であり、生産性の向上を図るため土づくりや基盤整

備を進め、最大限に農地を活用していくことが農業

はもとより、町の経済発展につながるものと考えて

おります。 

 本町の農地は、各地区で組織されている農用地利

用改善事業実施組合により、売買、賃貸借のあっせ

んで農地利用集積が進められるとともに、農業委員

会の許可による売買や貸借によって各地域を初め、

町内の担い手に受け継がれ、農業生産活動が行われ

ております。 

 議員御指摘の農家戸数は、３０年前の昭和５４年

には８６１戸、平成２１年には３４３戸と減少し、

１戸当たりの耕作面積は拡大する中で、大型農業機

械が導入され、急傾斜地や狭い土地では作業効率の

低下や危険を伴うことから、耕作のされない農地が

増加することが想定されております。 

 町内農業者の農業生産法人化や農業者の経営規模

の拡大も進んでいることから、売買や賃貸借に出さ

れる耕作条件のよい優良な農地は担い手に受け継が

れていくと考えることから、町といたしましては農

地の生産性向上を図る基盤整備事業を積極的に進

め、遊休農地につながるような条件が不利な農地の

解消を図っていくことが必要であると考えておりま

す。 

 平成２０年度には、農業委員会が農地調査を行い

国のガイドラインによる耕作放棄地で農地に該当し

ないと判断した４７件、６１.４ヘクタールの土地

に非農地通知が所有者に出されましたが、農業委員

会においては農地パトロールを毎年実施するほか、

各地区の農業委員が遊休農地化の防止のため、担い

手へのあっせんや農地に関する相談を行うなど、農
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地が有効活用されるよう事前に取り組まれております

ので、町といたしましてもこれらの農業委員会の活

動を支援してまいりたいと考えております。 

 また、基盤整備など積極的に進めるとともに、耕

作に適さない農地については植林などにより環境や

景観の保全が図られる農地の有効利用に誘導してま

いりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） 次に教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １０番和田議員の２項目

めであります、青少年の国内外交流事業についての

御質問にお答えいたします。 

 青少年の国内外交流事業は、上富良野町と友好提

携都市の青少年との交流を通じて、将来を担う青少

年の見聞を広め、さらに知識を高めるために行って

いる事業であり、町の補助と参加者負担で実施して

おります。 

 また、上富良野町町税等の滞納者に対する行政

サービスの制限措置等に関する条例は、町税等の滞

納者を放置しておくことは、納税義務を果たさずに

権利を主張することを黙認することになってしまい

ます。このことから、町民の納税義務に対する公平

感を阻害することを考慮し、町税等を滞納し、かつ

納税について不誠実な者に対して特別措置を講じる

ことによって、納税意欲の高揚と徴収に対する町民

の信頼を確保することを目的に制定したものであり

ます。 

 この条例及び規則により６３項目が行政サービス

の制限対象事業となっており、青少年の国内外交流

事業につきましても、申請者、親権者及び生計中心

者がこの対象になっております。 

 議員御指摘のとおり、このたびの第６回上富良野

町青少年国際交流事業実施要項の中で、本事業にか

かる研修に出席できる生徒で、その保護者は上富良

野町町税等の滞納者に対する行政サービスの制限措

置等に関する条例の制定に基づき、町税等に滞納の

ないことと記載させていただいております。 

 この条例の目的にありますように、町税等を滞納

し、かつ納税について不誠実な者に対する行政サー

ビスの制限措置でありますので、滞納者であっても

納税する意思があり、町の徴収担当部局へ所定の手

続をされた場合は、その制限を受けることなく本事

業へ参加することができるものであります。過去か

らこれまでに、この措置によって参加できなかった

という実績もございません。青少年国際交流事業へ

の影響はないものと考えております。 

 このようなことから、この事業を上富良野町町税

等の滞納者に対する行政サービスの制限措置等に関

する条例の制限対象事業から除外することはないも

のと考えておりますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） ただいまの町長の答弁の

中で、農業委員会は農地調査を行い、国のガイドラ

インによる耕作放棄地で農地に該当しないと判断し

た４７件、６１.４ヘクタールの土地に非農地通知

が出されたとありますけれども、これはこの町の農

業委員会が判断して出されたということでしょう

か。 

 それと、この非農地とされた土地はその後どのよ

うに管理されているのか、放置されるような状態に

なってはいないのかちょっとその辺まずお尋ねした

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番和田議員の御質問に

お答えさせていただきますが、４７件、６１.４ヘ

クタールの非農地通知につきましては、当町の農業

委員会が発したものでございます。 

 その後、この農地が農地として位置づけをしない

という通知をさせていただいておりますので、その

後の状況につきましては農業委員会が把握している

かどうかについてはちょっと、私情報を持ち合わせ

ておりませので、局長のほうから答弁いたします。 

○議長（西村昭教君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（菊池哲雄君） １０番和田

議員の御質問にお答えいたします。 

 耕作放棄地の通知を出した農地についてですけれ

ども、まだ全件が完了していませんが一部、山林等

に植林をして地目変更等がなされたのが発生してお

ます。 

 以外についてはまだ現状の地目のまま残されてい

ると判断しております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） それでは今、実際に耕作

放棄地として認定している面積はどのぐらいありま

すか。 

○議長（西村昭教君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（菊池哲雄君） １０番和田

議員の御質問にお答えいたします。 

 現在、耕作放棄地として農業委員会が把握してい

る面積はゼロでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） ゼロと聞いてちょっと安

心はしたのですけれども、上富良野の農用地は全体
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で６,０００ヘクタール弱の限られた面積です。こ

の農地を無駄にすることなく、有効に活用すること

は農地の保全の面からだけではなくて、上富良野の

観光資源である美しい景観を保持する面からも大変

重要なことではないかと思います。 

 そこで、岩波書店が一昨年発行した日本で最も美

しい村という本があるのですけれども、この一番最

初に丘の町美瑛が取り上げられているのです。この

本に載っているのは１１市町村の例なんですけれど

も、あの美瑛の美しい景観は農業がつくったもので

す。 

 それで、私は上富良野も決して美瑛の景観には劣

らないというふうに思っているのですけれども、も

し町が景観に配慮した農業経営ができる環境をつ

くって、私たち農業者に応援してくれるならば、私

たちの共有財産であるこの自然景観はさらに大きな

観光資源となるはずです。 

 そのためにこれからも耕作放棄地を出さないよう

な努力が必要かと思いますけれども、私はその一つ

の方法として草食動物の力を借りてはどうかと思う

のです。スイスの観光の一大資源であります、あの

美しさは人間がつくったものではなくて、牛や羊が

つくったものです。十勝岳の頂上のまだ数百メー

ターも上まで家畜が上っていって、草をかむことに

よってあの美しい景観をつくっています。またオー

ストラリアやニュージーランドでは放牧が盛んで、

牛を放牧して牛が食べ残した後に今度は羊を放して

きれいに食べることによって春から秋まで、ところ

によっては雪の降らないところでは一年中目の覚め

るような緑の美しい農村の景観をつくり出していま

す。 

 草食動物の力を借りるならば、農地の管理に要す

る投下労働力は畑作、稲作の１０分の１で済むとい

うふうに言われています。ただ、大動物の牛の飼育

管理は大変であり、だれでもが容易にできるもので

はありません。しかし、中動物の羊であれば子供や

年寄りでも飼育は可能だし、しかも羊毛や肉の副収

入もあります。また、放牧地を近隣の山林の中まで

広げていけば、下草を刈る必要もなくなってくると

いうふうな効用もあります。 

 ということで、これから耕作放棄地を出さないた

めにこういう畜産を振興させていってはどうかと思

うのですけれども、町長どうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番和田議員の耕作放棄

地を出さないための施策についての御質問にお答え

させていただきます。 

 条件不利地、要するに大きな機械を使ったり、あ

るいは効率的な耕作をすることに余り適さない、そ

ういうような農地の利活用につきまして、ただいま

議員がお話ありましたような放牧地等に活用すると

いうことは、これは全くすばらしいことであります

し、私も何ら異を唱えるものではございません。全

く同感でございます。 

 ただしかし、そういうふうな農地の利活用を図る

となりますと、やはり趣味的なことの延長で取り組

めるような状況ではないことは推察できると思いま

すが、当然、なりわいとして、経営としてそれが成

り立つ仕組みでなければ、なかなかそこまで到達で

きない課題もございます。 

 これは、もちろん町といたしましても現在、そう

いうどちらかといえば効率的な経営が機械化による

経営がなかなか対応しづらい農地につきましては、

既に相当の面積が放牧地に転換されていると思いま

す。 

 そういうことで、畜産農家の方々にもいろいろ貢

献しておりますけれども、さらにこれが拡大してい

くことが望ましいということで、景観保持も含めま

してそういうようなことを望むとすれば、これはや

はり国の大きな農業政策の中でそういう位置づけを

していただくように、我々もやはり声を出していか

なければ、なかなか実現は難しいというようなこと

で、和田議員の考え方に対しましては私も全く同じ

考え共有できますので、そういう面からも耕作放棄

地があらわれることのないような方向にいくように

これからも努力してまいりたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） 先ほど申しました羊の導

入は、それほど難しい、投資をそんなにたくさん伴

うことではないし、難しいことではないと思うので

検討をしていただきたいと思います。 

 それで、これからも遊休農地を出さないために何

よりもやはり農家戸数をできるだけ減らさない方法

を講じてもらいたいと思います。私は、農業の未来

は地球上の人口がどんどんふえ続けていく中で、私

は農業の未来は明るいと思います。ですから、農業

がどんなに大事な役割を果たしていてすばらしい職

業であるかということを啓蒙する教育に町を挙げて

取り組んでいってもらいたいと思います。よろしく

お願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番和田議員の御質問に

再度お答えさせていただきます。 

 農業を守るということは国の基本でもあります

し、これは今、国でも現在の食料受給率を４０％か

ら２０２０年には５０％にするという数値目標も掲

げました。 

 そういう中で、当然、農業の重要性というのは国
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民の中にまだまだ浸透してまいらなければならない

と考えておりますが、いずれにいたしましても、私

といたしましてはこの地方自治体を預かる立場とい

たしましては、まずその根底にはやはり経済的に

しっかりとしていかなければやはり言葉で農業が大

事だと唱え続けても、実態が伴わないということが

あると思いますので、まずしっかりと経営として成

り立つ農業になるようにということで、町の取り組

みもさることながら、国に対しても、北海道に対し

ましても私は強く声を出していきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） 次に、青少年の国内外交

流の事業についてですけれども、この事業の最もよ

い点は３年に一度の実施ですけれども、すべての児

童生徒にそのチャンスを与えていることではないか

なというふうに私は理解しています。 

 現在、一昨年のリーマンショックに端を発した百

年に一度と言われる経済不況下にあり、リストラ、

派遣切りなどで職を失った人も多く出ています。非

正規労働者が全就業労働者の３分の１を超える、ま

た年間２００万円以下の収入が１,０００万人以上

ということも言われております。日本の貧困率が１

４.２％ということで、これは７人に１人という高

い数字です。 

 この青少年の国内外交流の事業に参加は保護者の

意思によるものが大半だと思うので、負担金が少な

くないこの事業には厳しい生活を余儀なくされてい

る保護者が子供さんを参加させようという気には、

恐らくはならないかと思いますけれども、カナダへ

は対象が中高生ということで、生徒本人による参加

の希望もまれにあるかと思います。それが、滞納が

理由で参加できないということがあったらどうで

しょうか。子供にとってはショックではないかなと

いうふうに思います。 

 これまでこういうことがなかったということで、

事業の影響はありませんという御返事でしたけれど

も、これからもこういうことがないとは断言できま

せんし、こういう制限があったから応募してこな

かったかということも考えられます。 

 政権が交代して子供は国でつくるということが言

われており、６月からは子ども手当が支給されよう

としています。生活は厳しいけれども、子供の希望

であればこの子ども手当で参加させてやりたいとい

う保護者がいても不思議ではないと思います。 

 そういうことで、この事業は町のために行う、町

の将来を担う子供たちへの投資です。特定の滞納者

でなければ保護者の家計状態に関係なく参加できる

例外があってもよいのではないかなというふうに考

えるのですけれども、教育長いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １０番和田議員の今の御

質問でございます。 

 ある程度、制限条例が制定されて、国民の納税義

務を課す反面、先ほど言いましたように滞納者で

あっても町のほうとの相談事項でやはり参加できる

ような、家計が出してあげたいということであれば

参加ができるような窓口というものは開いてござい

ますので、とりあえずその部分については御相談を

していただきながら前向きに進めていくという考え

方は我々持ってございますので、そんな動き方もこ

れからしていきたいなというふうに思うところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） 先ほどの答弁で滞納者で

あっても、納税する意思があればということで前向

きな意見かなというふうに思いますけれども、やは

り最初の参加募集要項にそういうことが物々しく述

べられていたらちょっと気にかかるわけなんですけ

れども、そういう項目は削除して、そういう子供が

応募してきた場合には実はこういう制限もあるのだ

けれども、納税に協力してもらえれば参加できます

よというようなことにはなりませんでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １０番和田議員の今の御

質問でございます。 

 実施要項につきましては、その滞納の制限条例の

規定に基づいての表記をしてございますけれども、

これから募集要項につきましては皆さんに参加いた

だけるように対応していきたいというふうに思いま

す。申し込み要件、この要件があるということにつ

いてはやはり、きちっとうたいながら町民の皆さん

に周知していかなければならないということは大前

提でございますけれども、表現は滞納者という言葉

はちょっと避ける、もう少し柔らかく、例えば納入

状況を確認させていただきますだとか、そういう柔

らかい募集要項で今後、町民の皆さんに周知をして

いきたいというふうに我々今考えてございますの

で、御理解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） はい、わかりました。 

 そういうことを配慮することがやはり心の通った

町政ということは言えるのではないかなと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 答弁はよろしいですね。 
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 再質問はよろしいですか。 

（「よろしいです」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 以上で、１０番和田昭彦君

の一般質問を終了いたします。 

 これにて、本日の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告            

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたしたいと思います。 

 あすの予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 あす３月１６日は、本定例会の４日目で、開会は

午前９時でございます。定刻までに御参集賜ります

ようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 １時５７分 散会
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告            

○議長（西村昭教君） 御出席まことに御苦労に存

じます。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。 

 これより、平成２２年第１回上富良野町議会定例

会４日目を開会いたします。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 本日の一般質問は、昨日に引き続き、日割表のと

おり行います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ８番 岩 崎 治 男 君 

     ９番 中 村 有 秀 君 

を指名いたします。 

─────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ きのうに引き続

き、町の一般行政について質問を行います。 

 初めに、１２番佐川典子君の発言を許します。 

○１２番（佐川典子君） さきに通告のとおり、２

項目の質問をさせていただきたいと思います。 

 まず１項目めですが、地域経済の循環についてで

す。 

 平成２０年、経済危機対策が問われ、国レベルに

おいては、雇用情勢悪化対策と連動した施策として

定額給付金に始まり、地域活性化、生活対策臨時交

付金など、地域経済救済に向けた施策が行われまし

た。引き続き、平成２１年度には、地域活性化、き

め細かな臨時交付金が交付され、我が町も約７,９

００万円程度の臨時交付金を受けましたが、その方

向性の中に、地元の中小零細企業の受注に資するよ

う、きめ細かなインフラ整備事業について例示さ

れ、経済措置が行われました。長引く経済不況と少

子高齢化の波で、街中商店街にもシャッターがおろ

され、閉店がふえてきています。我が町の地元の商

工業者が納める法人税は、当初予算の約７８０万円

の減収の落ち込みで、今後、町財政においても影響

が危惧されるところです。町内で購入できるものは

地元優先が叫ばれ、他町村自治体においては、地元

の商工業者を守り、利用することが、地域の活性と

地域経済の循環や雇用を守り、人口減にも対する有

効な手段と考えられ、施策が打ち出されております

が、我が町も、地元商工業者の受注を守ることで地

域経済の循環がなされることについて、町としてど

う考えているのか、また、仕組みづくりや対応、助

成制度などについて伺いたいと思います。 

 ２項目めは、子育て世代の支援についてです。 

 出生率の低下により、人口ピラミッドの形態が、

３０年後には正三角形から逆二等辺三角形に近い壷

状になると予想され、働き手が減り、５人で４人の

高齢者を支えていかなくてはならない状況が生まれ

るとされています。医療や福祉、年金、介護などに

財政が圧迫され、疲弊どころか、このままでは破綻

しかねないとして、子育て世代を応援し、少子化に

歯どめをかけ、出生率をふやす対策として国や地方

自治体も力を入れてきています。政権交代で子ども

手当が支給される運びとなりましたが、低所得者や

非課税世帯への給付が大幅にふえ、年収３６０万円

から６８０万円の世帯、私立幼稚園就園者では、実

質、保護者負担がふえるという内容で、この第４階

層の子育て世代にとって不満が残ります。この不平

等について、町として支援する考えはないか伺いた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。１２

番佐川議員の御質問の１項目めについてお答えさせ

ていただきます。 

 １項目めの地域経済の循環に向けた町発注事案の

地元受注対策等に関する御質問にお答えさせていた

だきます。 

 まず、私の基本的な考え方でありますが、町が発

注する事案の原資は、町民の皆様が御負担いただい

た税金を初め公金でありますので、入札や契約等に

おきましては、法令等、一定のルールに基づき執行

され、その結果として地元業者に受注されて、地域

の経済や雇用の活性化に結びついていくことが最善

と考えているところであります。 

 そのようなことから、法令を遵守する中で、地元

業者の受注に資するような仕組みづくりに向けて、
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法令等の解釈、制度の運用に努めてきたところであ

ります。 

 また、競争入札に係る仕組みにつきましても、地

元業者の優先的な指名や経常共同企業体による資格

登録の格付優遇等をルール化し、さらに平成２２年

度におきましては、地域貢献度等を評価基準に入れ

ました特別簡易型の総合評価方式についても試行的

に導入を予定いたしております。 

 国におきましても、平成２０年度と２１年度にお

いて、それぞれ二度にわたる補正予算をもって、町

も交付金総額で約４億４,５００万円を受け、おお

むね５億４,７００万円相当の事業を行っておりま

す。この臨時交付金については、極力、町内業者の

受注の可能性が高い事業を選定するように対応を

図ってきたところであります。 

 また、庁舎内においても、極力町内で購入可能な

物品等は町内での購入に努めるよう、組織内に指示

をいたしております。 

 いずれにいたしましても、地域経済は極めて厳し

い状況にありますので、町発注の事案につきまして

は、なお一層地元受注につながるよう意を用いてま

いりたいと考えておりますので、御理解賜りたいと

存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長答弁。 

○教育長（北川雅一君） １２番佐川議員の２項目

めであります、子育て世代の支援についての御質問

にお答えさせていただきます。 

 御質問の趣旨としましては、私立幼稚園就園奨励

費補助における第４階層対象者への町独自の支援を

行う考えはないかとの内容かと存じますので、この

ことについてお答えをさせていただきます。 

 私立幼稚園就園奨励費補助は、保護者の所得状況

に応じて、経済的負担を軽減することを目的とした

就園奨励事業として、国の補助基準に基づき保育料

を軽減しようとするものであります。議員御指摘の

とおり、私立幼稚園就園奨励費補助につきましては

平成２２年度から基準が変更され、第１子、または

兄、姉が幼稚園児の場合に該当する区分の第４階層

における補助単価が減額され、他の区分及び階層に

おいては増額しているところであります。これは、

低所得者及び複数のお子様がいる家庭へ手厚く支援

を行おうとしているものと承知をしております。不

平等とは考えていないことから、町といたしまして

も、さきに述べました就園奨励事業の目的に沿っ

て、国の補助基準に基づき補助を行う予定でありま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １２番佐川典子君。 

○１２番（佐川典子君） １項目めの再質問をさせ

ていただきたいと思います。 

 町長の答弁の中で、町が発注する事案の原資は、

町民の皆様からの税金を初めとする公金であるの

で、法令を遵守する中で地元業者の受注に資するよ

うな仕組みづくりに向けて制度の運用に努めてきた

し、それが最善だと考えている。それが、地域の経

済や雇用の活性化に結びついていくことになるとの

お答えです。この言葉を町長から言っていただいた

ことは、町の商工業者や企業にとって大変意味深い

ことだと思います。改めて町長の意思を確認するこ

とができたことはよかったことと思います。 

 私がこのような質問をすることになったのは、事

務用品のことなのですけれども、コピー機はどこか

ら買っているのか、パソコンはどこから買っている

のだと、一般の町民の方から聞かれました。また、

事業者の方から、お話を聞いてほしいということで

した。その方が言うには、上富良野で仕事が減って

きているのに、町は何をやっているのだと、お客さ

んから、町の業者が来ると思っていたら旭川の業者

が来たのだと、町の助成がないのにおかしいのでは

ないかと、そう言われたというのですね。このこと

なのですけれども、このように皆さんが少しずつ不

満を持ってきているということなのです。 

 一昔前までは、安ければ地元でなくてもいい時代

がありました。しかし、地元でできる仕事が地元で

納税している人に来ないということは、やはり経済

の循環にならないと思いますし、活性につながらな

いと思います。また、納税することも当然減ってい

くということになります。地元中小企業者や商工業

者が地域の経済と産業を支え、地域の雇用を守って

いるし、商工会を初め、イベントや町並みなどに寄

与する役割は大変重たいものがあると思っておりま

す。地元で消費したり受注することにより、地元、

地域の経済の循環が生まれると思います。 

 この当たり前と思っていることが、そうでもない

ことがあります。いろいろな事例もありますので、

一概にどうのこうのということではありませんが、

一つの例を見つけましたので、ちょっと述べさせて

いただきたいと思います。 

 介護サービスの中の助成制度があります。手すり

の取りつけとかですけれども、２１年３月から２２

年１月まで、これは町内業者が９件、町外業者が２

４件、ところが、これと１年１カ月範囲を広げてみ

ますと、２０年３月から２２年２月まで、これは町

内業者が１３件で、町外業者は５７件なのです。ま

さに住民の方が言っておられたとおりなのですね。 

 先ほど町長のお答えの中に、法令順守というお言

葉を言われたと思いますけれども、中小企業や商工
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業者に対する振興条例というものは上富良野にござ

いますでしょうか。私は、インターネットで調べて

みたのですけれども、似たようなものはありますけ

れども、活性につながるような、商工業者とお話を

して取り決めをしたというような条例はなかったよ

うに思いますが、まずこの１点について伺いたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番佐川議員の商業の活

性化に伴います点についてお答えさせていただきま

す。 

 まず、冒頭お話ありました町内の事業者を通じて

町の発注する仕事をしていただくことにつきまして

は、これは基本的には冒頭のお答えで申し上げまし

たように、何らそれについて異を持っているもので

はございません。町内の方が受注をしていただい

て、町内の経済の循環に資することが一番望ましい

ということは基本に押さえております。 

 しかしながら、公金をもって町の仕事をしていた

だくわけでございますから、当然そこには一定の

ルール、仕組みというものがあるべきだと思ってお

ります。そういったことを当然業者の方々も十分認

識していただいておりますし、そういったことで今

日まで取り組んできているところでございます。 

 そういうような仕組みのもとで発注が行われてお

りますが、しかし、その発注する過程の中の工夫

で、町内の方々が仕事をしていただけるような仕組

みも講じてきておりますので、私は今の方法が町内

の皆さん方に御理解いただいていると、業者の方に

御理解いただいているというふうに思っておりま

す。 

 個々の例示を出されておりましたけれども、個々

の部分については、それぞれ発注の条件あるいは施

工の条件と、一概には数字だけでは申し上げれない

部分もあるかと思います。それから、今度、町の条

例、あるいはそういった形での振興策でございます

が、現在幾つかの振興策が、商工業の振興に資する

ような仕組みが、制度が、町で置かれております。

私は、名前や呼び方は多少違っても、向かおうとす

る目的は全く変わりないと、しかも、その条例等が

設置されてきた過程の中には、当然事業者さん等の

意見も十分考慮した中で仕組みが、また、議会の皆

さん方にお認めをいただいて設置をしてきている仕

組みでございますので、その辺の意見は十分反映さ

れているものというふうに理解しております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １２番佐川典子君。 

○１２番（佐川典子君） 気になりましたので、他

町村の動きを調べてみました。旭川市の中小企業等

振興条例を初めとしまして、美唄市、千歳市、岩見

沢市、北見市、美幌町、夕張市、下川町、浜頓別

町、名寄市、浦臼町、枝幸町、遠軽町と伊達市、本

当にいろいろな町で、制定している自治体が多いこ

とがわかりました。このように地元の受注を守るこ

とで経済を循環させ、活性化するための振興条例

を、他町村の取り組みというのは、これはとても重

要な仕組みづくりになるのではないかなというふう

に思っております。町長の意思と違うところで動く

という事例もありましたので、いろんな状態も考え

られるというふうに私も先ほど言いましたけれど

も、そういうことも考えられますので、このことに

ついて、中小企業商工振興条例や地域振興条例の制

定があるのであれば、それについての改定も含めま

して考えていただきたいと思いますし、また、ない

のであれば、他町村も参考にしながら、これも今後

考えていってほしいなというふうに思っておりま

す。 

 最後に、助成制度についての質問もしておりまし

たので、それについてなのですけれども、旭川市に

調べに行きましたら、係の職員の言ったことなので

すけれども、このように言っておられました。実

は、この手の施策や助成は、地方の自治体のほうが

進んでいるかもしれないと。旭川市はまだまだだと

思っておりまして、参考になるのかわかりませんけ

れどもといって資料を渡してくれましたのがこんな

にあるのです。内容はちょっとたくさんありますの

で。その中には、助成条例については、旭川市や富

良野市も含め、他町村もそうなのですけれども、補

助事業が市内業者と契約するに当たりとか、町内業

者に限りとか、そういう文言が必ず記されているの

です。ほかの町村は町の業者を守っていると、そう

いう縛りをつくっているのですね。上富良野は、地

元の業者を不安にさせている、その文言がないばか

りにですね、不安にさせている、これが実態だと思

います。我が町の今後の対応についてもう一度町長

に伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番佐川議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 町が定めております商工振興条例あるいは企業の

措置条例につきましては、今までの足跡を見ます

と、十分事業費等が、当初、町が予定していたよう

な実績として現在歩みを進めてきておりまして、数

字もそのような数字があらわれてきております。大

いにこれからもそういったことを活用して、皆さん

方が商業振興に励んでいただけることを期待もして

おりますし、私の記憶では、そういった条例が制定
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してきている過程の中で、当然商工会の皆さん方の

御意見、先ほども申し上げましたが、商工会等の御

意見も十分に参酌した中で制定されてきているとい

う実態がありましたので、今、佐川議員が、条例等

の置き方についても、町内業者とか地元業者とかと

いう表現が、それはなくても、上富良野町民の、上

富良野商工業者のための条例でございますから、そ

れはあえて言葉にあらわさなくても、中富良野の商

工業者、美瑛の商工業者を指して制定している条例

でございませんので、私はそういう面で、十分地元

業者という配慮は行き届いていると。ただ、その中

で時代が変わっておりますから、時代の流れに合わ

なくなった部分があったとすれば、これはもう謙虚

に改めて、いい方向につくり直していくという、こ

れは日常行っていかなければならないというふうに

考えておりますので、これからも、きのうのどなた

かの御質問にお答えさせていただきましたけれど

も、やはり本当に腹を割って、業者さん、町、ある

いは町民の皆さん方と、本当にどうやって町の活性

化を図っていくかということに一歩を踏み出すこと

のほうが、ずっとしっかりした仕組みづくりになる

のではないかなというふうに思っておりますので、

不断の見直しをこれからも続けてまいりたいと思い

ますので、御理解賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １２番佐川典子君。 

○１２番（佐川典子君） 自治体の経済対策を考え

るということで、中小企業振興基本条例の制定の見

直しや地域経済の分析表の作成、地域経済の展望議

論、新しい政策づくり、他団体との連携、先ほど町

長がおっしゃっていましたけれども、そして、意欲

ある行政マンとの連携が必要というふうに書いてあ

りました。これが本当に重要になりまして、やはり

自治体がどれだけ行動してくれるか、それがやはり

地元の中小企業者を守り育てていってくれることに

つながると思いますので、そういった意味において

循環ということで今回質問させていただきました。

よろしくお願いしたいと思います。 

 第２項目めの、子育て世代の支援についての再質

問に移りたいと思います。 

 国の補助基準に基づきまして、第４階層の補助は

考えていないというお答えをいただきました。実

は、昨年の３月の定例会におきまして類似した質問

を私はしております。子育て応援特別手当について

だったのですけれども、町独自の施策として、子供

が３人いても４人いても、子育てをしているのに手

当がもらえない世帯がいるということに対しまし

て、町として単独で助成してほしいのだという内容

だったと思います。その後、富良野圏域５市町村の

うち４市町村が支給に踏み切っています。子育て世

代の応援と経済危機対策と考えて、町とか市でもっ

て応援するというものなのですね。それぞれ国とは

別に単独で子育て支援に助成をしているということ

なのです。政権交代で執行停止になったことによる

対策的な、配慮的な、そういうものもあったとは思

いますけれども、中富良野は７月の臨時会でいち早

くゼロ歳から大学院生まで、占冠村は１１月の臨時

会で１４８名に５３２万８,０００円、これは中学

校の３年生まで。中富良野は新生児から中学校３年

生まで、これは３万６,０００円を３,０９６万円と

いうことで助成しています。富良野は子育て支援と

してゼロ歳から５歳まで、これは１万円の商品券

で、地域の活性とつなげるということで商品券を助

成したと、１,３５０万円を組んでおります。 

 国の施策だからということで、そういう理由で、

私は教育の現場では、お答えいただくと何かむなし

いものを感じます。この富良野圏域におきまして、

公平な教育環境をつくる意味において、上富良野町

の子育て世代が、ほかで支援しているのだけれど

も、同じような支援が受けられないと、そういうこ

とに対しまして教育長としてどういうふうに思われ

るか伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（北川雅一君） １２番佐川議員の今の御

質問でございます。私のほうの御質問の中で、私学

幼稚園の就園奨励費という形でお答えをさせていた

だきます。ひとつ国の基準の中で基本的に物事を進

めてございますし、これにつきましては、就園奨励

という形で、本来であれば、その就園補助というも

のは、当たらないといいますか、支給されない部分

を、町として私学幼稚園、なければ公立幼稚園とい

う形で対応していかなければならない状況の中でご

ざいます。その中で私立幼稚園が今頑張っていただ

きながら、保育料も全道的に低い状況の中で頑張っ

ていただいている中を含めながら、その子育てをし

ている親御さんたちに、その奨励補助をしていきた

いということでございます。今回この子ども手当の

支給によります改正という形で、低所得者等に対す

る部分が厚みを帯びて、言います４階層の段階が少

し額的に落ちていったという状況でございます。あ

くまでもその制度に基づいて我々も対応していると

いうことでございますので、その点を御理解を賜り

たいというふうに思うところでございます。 

 以上、ということが、我々の子供の応援という形

で援助をさせていただいているということで御理解

を賜りたいと思います。以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １２番佐川典子君。 

○１２番（佐川典子君） 意見というか、お答えは

いただきました。旭川では１万２,０００円の単独
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補助を今回この第４階層に対して、不公平という意

味合いを持って対処しております。この４階層につ

いてなのですけれども、年収４００万円で、今まで

市民税だとかいろんなものを引かれまして、最終的

に実質年間１１万７,２００円が、児童手当の幼稚

園分だとか未就園児分ということで、１１万７,０

００円が受け取っておられました。これが、幼稚園

児が１名と未就園児が１名いるという４人家族の場

合です。ところが、今回２２年度の場合は、配偶者

控除が廃止された場合なのですけれども、税額がふ

えまして、子ども手当はつくのですけれども児童手

当が消されてしまうと、そういうことでもって、約

５万円近く税負担がふえるという形になっておりま

す。３６０万円を超して、４階層の部分なのですけ

れども、そこでいきますと、これはぎりぎりで、も

う３６０万の中に入れられたという世帯が結構い

らっしゃるのですね、そういう方というのは、ぎり

ぎりだけれども、頑張っていると、家族の中で。こ

の４階層の幅がすごく広いのですね。片や子ども手

当で収入が増額される世帯があるのですけれども、

この４階層は負担がふえてしまうと。上富良野町で

は、現在該当は８２世帯だというふうに私は思って

おります。例えば１万円の補助をしたとしましたら

８２万円で済むような話になります。町独自の支援

をしているのですけれども、今までもそういう支援

があったというふうに聞いていますけれども、それ

は要求されたことによる支援が主だと思うのです

ね、子供を預かってほしいだとか、町として対処し

て遊ぶ場所だとか放課後スクール、放課後クラブ、

また、あとは、そのほかに教育関係や保健福祉関係

のものが大体多いと思うのです。今回、去年も言い

ましたけれども、私が言っているのは、子育て世代

に対するエールを込めた支援として、私は上富良野

でも施策としてやってほしいのだということを述べ

させていただいているのです。 

 これからは、町長に執行権がありますので質問を

させていただきたいと思います。議長のほうに連絡

をとってありますので。 

 昨年も言いましたけれども、上富良野町として、

いいニュースを町長としてつくってほしいと思うの

です。子ども手当は、２０１０年度は中学卒業まで

の子供１人につき１万３,０００円が支給される時

限立法ですね、今回限りなのです。ということは、

今回この補助だとか支援も今回限りですので、これ

以降というのは、政治の世界ではもう絶対に、幼保

一元化だとか、完全教育無償化だとかと、そういう

動きになっていくと思いますので、これ以上にかか

るということは多分ないというふうに私は考えてお

ります。昔は、家を継ぐための子供だと、子育てだ

というふうに考えておりましたけれども、今は、こ

ういう状態になっているということで、日本の跡継

ぎを育てると、そういう考え方でいかないと私はだ

めだと思います。社会全体で子供を育てて支えるの

だと、地域の裁量で子育て世代を支えていくという

強い気持ちを持って対処してほしいというふうに私

は思います。 

 私たちが将来お世話になるかもしれないホームヘ

ルパーの方だとか看護師さん、その世代を、その子

供たちを、今この子育てをしている人たちが支えて

くれているのですね、将来の私たちを面倒見てくれ

る子供たちを。それがすごく大事なことだと思いま

す。 

 また、この４階層は、調べましたら、自衛隊員の

方が７０％も多いのです。上富良野駐屯地との関係

を考えましても、ここで頑張って、町長が支援する

と、そういう施策をとっていただければ、町にとっ

てもとても有効な施策になるというふうに私は信じ

ております。町長のお答えはもう、先ほど教育長さ

んからもいただきましたので、多分変わらないとい

うことは思いますけれども、もう少し話させてくだ

さい。 

 地方行政は何のために、だれのためにあるのかと

いうことを最重点というか、一番大事なものは何だ

ということで考えていった場合に、やはり住民への

サービス、そういう精神であるということが一番大

事なことだと思いますので、改めて町長の考え方を

伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番佐川議員の子育て、

幼稚園の就園補助に関しまして、子育て全般にわた

るお尋ねかなというふうに考えております。 

 国の子育てに対します考え方というのは非常に今

鮮明に出されてきております。そういう中で、例示

に出されておりました、それぞれ各自治体が取り組

む個別の事案につきましては、それはそれぞれの自

治体が創意工夫の中でなされることでございまし

て、その事業がいい悪いの論評を私はする立場には

ございませんのでいたしませんが、上富良野町とし

ての私の考え方といたしましては、たびたび申し上

げておりますが、今、議員がお話しのような、幼稚

園の就学補助に上乗せをするというような、そうい

う施策ではなくて、私といたしまして、まず、基本

的に先ほど教育長お答えさせていただきましたけれ

ども、今回のこの補助の段階の修正は、今までの仕

組みが、公平感が若干いびつになってきたというこ

とで、それを修正するものだということで、本来の

負担のあり方に近づけたというふうに私は理解して

おりますが、まず基本的にはそういう押さえをして
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おります。 

 それから、子育て全般に関します事柄に関しまし

ては、私といたしましては、さまざまな、上富良野

町で例えますと、エンゼルプランを初め、あるいは

議員お話しの中にありました、小学校におきます放

課後スクールだとか、あるいは公園を整備すると

か、そういったトータルで、しっかりとした基本の

部分を整えていくのがまさしく町の仕事であるとい

うふうに理解しているところでございます。確かに

その時々の事情、状況に合わせたピンポイントの施

策も時には有効でありましょうが、しかし、基本的

には、しっかりと、どなたも公平にサービスが受け

られるような仕組みを、まずその土台を整備するこ

とのほうが私は優先度としては高いというふうに理

解しておりまして、町といたしましては、限られた

原資の中での事業でございますので、多くの、広く

町民の方々、子育てのみに限らず、福祉全般の中で

も大変重要な部分でございますので、そういうこと

で、現在私の念頭にございますのは、やはり基礎的

な部分をしっかりと整えることが、最終的には、子

育てをなさる皆さん方に、あるいは町民の将来を支

える源をつくることになるというふうに考えており

ますので、ぜひ御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１２番

佐川典子君の一般質問を終了します。 

 次に、７番一色美秀君の発言を許します。 

○７番（一色美秀君） さきに通告してございます

障害者自立支援法による当町の地域生活支援事業に

ついて。 

 一つ、日中一時支援事業について。 

 二つ、移動支援事業について。 

 三つ、相談支援事業について。 

 上記３項目について、上富良野町としてどのよう

な支援体制になっているか、現状を町長にお伺いし

たいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番一色議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 ３点のお尋ねでございますが、まず１項目めの、

障害者自立支援法によります当町の地域支援事業に

ついての御質問でございますが、本町における地域

支援事業につきましては、さきの米沢議員への御質

問にもお答えさせていただきましたように、平成１

８年１０月の障害者自立支援法の施行に伴い、障が

い者自立支援事業条例を制定いたしまして、地域生

活支援事業の一環として進めているところでありま

す。 

 １点目の日中一時支援事業は、ラベンダーハイ

ツ、発達支援センターで実施をいたしておりまし

て、このほかに、町外３カ所の事業所に委託して実

施をいたしております。 

 次に、２点目の移動支援事業は、障がい者の外出

を支援するための制度で、町社会福祉協議会に委託

しており、社会参加活動に１人に月１０時間、余暇

活動等に月１５時間の設定で御利用をいただいてい

るところであります。 

 続いて、３点目の相談支援事業につきましては、

障がい者やその家族のさまざまな相談に応じて、必

要な情報提供や助言を行うものですが、専門的な指

導を進めるために、富良野圏域市町村が社会福祉法

人エクゥエート富良野を事業者として委託をし実施

しております。平常時において、障害サービスに関

する問い合わせや事務手続などにつきましては、保

健福祉課を窓口として当たっておりますが、障がい

者のニーズによって富良野地域生活支援センターと

の連携を密にしながらこたえていくよう支援に努め

ているところでございます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ７番一色美秀君。 

○７番（一色美秀君） 前回の質問で、私、町長に

対しまして、障がい者に対して非常に冷たいと、血

も涙もないような私の発言がございましたが、今回

４月より新しく立ち上がる団体に対しまして、こと

のほか資金の援助をいただいたことを改めてお礼申

し上げ、血も涙もある温かい思いやりのある町長

に、重ねてお礼を申し上げます、ありがとうござい

ます。 

 ようやく、この上富良野町にも障がい者に対する

支援の芽が生まれましたが、引きこもりがちな障が

い者とその家族をどう参加させるか、どう運営して

いくか、人的にも資金的にも大きな労力と精神力が

必要であり、これからの課題も多くございます。よ

ちよち歩きの子供がしっかりと２本の足で立てるま

で、それを支え、サポートすることこそ、行政側の

大きな責務であります。 

 そこで、まず第１項目でありますが、日中一時支

援事業についてですけれども、米沢議員の質問にも

ございましたけれども、日中一時支援の主な利用に

ついて想定されますことは、一つには、学校に通っ

ている障がいを持った児童、もう一つは、通所施設

に定期的に通うことのできない障がいを持った成人

と、その効果と主たる目的は、本人の居場所づくり

と社会参加のきっかけづくりでございます。さらに

大きな効果として、親や家族が安心してフルタイム

で働くことができる、この２点にございます。 

 しかしながら、上富良野町の実態は、富良野市と

比較いたしまして、非常におくれております。ま
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ず、日数制限でありますが、最大、上富良野では３

日、３０時間であります。富良野では時間の制限は

ございません。さらに自己負担でありますが、上富

良野町では１割負担、しかも、上限は制限されてお

りません。どこまでも負担がふえてまいります。富

良野では負担がゼロであります。さらに、所得に対

する減免措置でありますけれども、上富良野町では

ございません。富良野では、所得に応じて減免措置

がなされております。 

 これをわかりやすく説明いたしますと、現状の上

富良野町の内容では、最大３０時間であります。１

日３時間ずつ使用しても、１０日間しか利用できま

せん。夏休みだとか冬休みになると終日通わせる、

たった３日間で使い果たしてしまいます。また、利

用できる時間が長くなっても、自己負担が大きくな

り、利用できなくなります。早急に行政としての対

策、条例の改善を望みたいと思いますが、町長の意

見を求めたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番一色議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 障がい者の支援につきましては、このたび４月か

ら新たな事業所が立ち上がるというようなことで、

大きく町の障害者支援事業も一歩踏み出せるのかな

ということで期待をしているところでございます。

ただいま御質問の、個々の支援の仕方、内容につき

ましては、きのう、米沢議員のほうにもお答えさせ

ていただきましたが、時間制限、あるいは自己負担

のあり方等につきましては、非常に皆さん方から

ニーズがございますので、改善に向けた取組を今す

るということで検討を始めておりますので、少しで

も皆さん方の期待にこたえれるような仕組みにつく

り変えていきたいなというふうに私も考えていると

ころでございます。 

 それから、障がい者支援につきましては、議員お

説のとおり、私はやはり、そういうハンディを持ち

ながら親御さんが日々暮らしを立てておられる、こ

れは町が一体となって支えていく仕組みがなけれ

ば、その点だけを見て支援をしても、私は実効が上

がらないというふうに考えております。私は、今、

事業所がスタートするに当たりまして、上富良野町

民がこぞって障がい者の方々を支えていこうという

ような機運のきっかけになることを大いに期待して

いるところでございます。制度の改正につきまして

は、現在検討をさせていただいているところでござ

います。よろしく御理解賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番一色美秀君。 

○７番（一色美秀君） よろしく善処をお願いした

いと思います。 

 続きまして、第２点目の移動支援事業についてで

ありますけれども、上富良野町では、余暇が１５時

間以内、社会活動１０時間以内、これはいずれも１

カ月間でございます。富良野市では最低でも３０時

間、個別に対応し、特に制限はございません。自己

負担は上富良野で１割、富良野も１割でございま

す。ただし、自己負担の上限は、上富良野ではござ

いません。使っただけ上がっていきます。富良野で

は所得に応じて対応しております。生活保護の方は

ゼロ円、ただであります。低所得者は１レベルで

１,５００円、２レベルで３,０００円、負担する上

限が決まっております。減免措置におきましても、

上富良野町はございません。富良野は、所得金額に

応じて減免がございます。ほとんどが負担がないよ

うな形で進んでおります。 

 上富良野の場合は、例えば、週に２回プールに

行って１時間半ずつ使うと、もうそれだけで１カ月

に１０時間を使ってしまいます。たまには映画を見

に連れていくとか、ＪＲの汽車に乗せてみるとか、

スーパーに買い物などに、一般の生活の利用ができ

ません。この点についても改善の余地が非常にあり

ます。早急に対応しなければなりませんが、町長、

いかがでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番一色議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 先ほどお答えいたしました中で、少しつけ加えさ

せていただければよかったのですが、実は、日中一

時支援事業とあわせて、移動支援事業につきまして

も、同じく検討を今している最中でございます。さ

らに、いろいろ調査等を通じまして、どういうニー

ズがあるかということもかなり見えてまいりまし

て、また、どの程度御利用いただいているかという

こともつかめてきておりますので、実態を十分見き

わめまして、安心して使っていただけるような仕組

みに改善を図るように今取り組みをさせていただい

ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ７番一色美秀君。 

○７番（一色美秀君） それでは、３点目の相談支

援事業についてでございます。 

 先ほど町長の答弁では、相談支援事業について

は、障がい者やその家族のさまざまな相談に応じて

必要な情報提供や助言を行うものですが、専門的な

指導を進めるために、富良野圏域市町村が社会福祉

法人エクゥエート富良野を事業者として委託をし実

施しております。また、平時におきましては、障害

サービスに関する問い合わせや事務手続などについ

ては保健福祉課を窓口として当たっているが、障が

い者のニーズによって富良野地域生活支援センター
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との連携を密にしながら対応しているとのことでご

ざいました。 

 今、ようやく上富良野町に障がい者のための拠点

ができようとしております。障がいを持つ親とし

て、交通費をかけてなぜ富良野市まで通うのか、地

元で対応できないのか、お互いに顔の見える町内で

力を合わせて立ち上げることができないのか、その

親の心底の気持ちは、親は元気なうちがいいと、何

とかなると、でも、自分が死んだ後、子供たちはど

うなるのであろうかと、実に切実な思いでありま

す。自分たちがいなくなっても子供たちが自立でき

るようシステムをつくり上げたい、まさにそこが本

音だろうと思います。 

 上富良野町の独自で相談支援所を立ち上げるべき

であります。それも、保健福祉課の片隅ではなく、

町中に気軽に相談できるサロン的な場所をつくるこ

とが必要であります。障がい者のための国による特

別対策事業として、相談支援充実強化事業がござい

ます。これを大いに利用すべきではないでしょう

か、町長にお願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番一色議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 相談事業につきましてですが、先ほどお答えさせ

ていただいておりますが、日常的な相談事業につき

ましては、保健福祉課のほうで対応させていただい

ております。しかし、今、議員お話がありましたよ

うな、専門的な分野にわたりましての相談事業につ

きまして、すべて上富良野町だけで対応できるかと

いうことにつきましては、大変ハードルが高いとい

うふうに思っております。しかしながら、専門的な

相談をしていただく場合にも、当然、町の担当が一

緒に加わるなり、常に一緒に行動するなり、相談事

業に対しまして行動するなりということで、その該

当者お一人が相談に赴くというようなことはやはり

望ましくありませんので、やはり町が一体となって

その相談に加わるというような仕組みは、これは続

けていかなければならないと思っております。 

 理想といたしましては、すべて町で完結できるこ

とが理想だということは私も十分理解できますが、

しかし、現実にはなかなか、それだけの専門知識を

持った方が常時いるということは非常にハードルが

高いということで、現在の仕組みを継続させていた

だきたいということで御理解賜りたいと思います。 

 それから、最後に、国の制度を活用してはどうか

という御意見もございました。これらについては、

内部で少し勉強させていただきたいと思います。よ

ろしく御理解賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番一色美秀君。 

○７番（一色美秀君） これは一つの例えなのであ

りますけれども、空き店舗を活用し、高齢者用のデ

イサービスや障がい者の働く場所などをつくり、市

街地のにぎわいを取り戻した、鳥取県の米子市では

中心商店街の活性化と高齢者介護、障がい者福祉と

いう境界を超えた取り組み、田園プロジェクトを紹

介したいと思いますが、議長、ちょっとよろしいで

しょうか、今の米子の取り組んでいる障がい者を含

めたまちづくりについてちょっと紹介したいと思う

のですが。 

○議長（西村昭教君） なるたけ手短にお願いしま

す。 

○７番（一色美秀君） はい、わかりました。 

 これは本当に一つの事例でありますけれども、町

起こしの大きなヒントになろうかと思います。 

 人口１５万人の米子市の中心部に８００メートル

ほどのアーケード街がございます。郊外の大型店の

影響で中心部の空洞化が進み、かつては空き店舗率

は３割に達するシャッター通りと化しておりまし

た。ここに高齢者が通える場所をつくり、住みなれ

た町で最後まで安心して暮らしたいと始まりました

のが田園プロジェクトであります。地元の地域で暮

らす会や商店街振興組合などが協力し、商店街に小

規模多機能コミュニティ「田園」をオープンいたし

ました。ここには、認知症の高齢者を対象としたデ

イサービス「田園」、高齢者の交流と趣味の教室、

地域交流センター「田園」、さらに、障がい者が働

く喫茶「田園」、認知症の老人を抱える家族会の事

務所、さらに、認知症や介護や介護保健などの相談

所、シニアの企業さんなどが入っております。その

後、近隣には在宅の終末医療を支える訪問看護ス

テーションや、昼食を提供する障がい者の仕事場、

障がい者による焼きいも店、若者のブティックなど

も続々とオープンいたしました。「田園」周辺は空

き店舗率が２割以下になったそうであります。これ

を視察したある団体の会長さんは、認知症の高齢者

が自閉症の人と違和感なく、ともに過ごしたり、赤

ちゃんを上手にあやしたりするのを見て、分野を超

えた取り組みが必要だと感じたそうであります。米

子を見習った取り組みをしたいと話しておりました

けれども、そのようなまちづくりはいかがなもの

か、町長の私見をまたお聞かせ願いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番一色議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 福祉全般にわたりましての施策の中での町の活性

化策とリンクさせてはどうかというような御質問か

と思います。お考えそのものは、また、今御紹介い
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ただきました事例等は大変すばらしいことであるな

と、そういうようなまちづくりができることであれ

ば、これはもう本当に願ってもないことだというふ

うに思います。しかしながら、現在上富良野町の中

において、すぐそういうような事業を展開できるか

ということになりますと、これはまだまだ、非常に

超えなければならないものがいっぱいあるわけでご

ざいます。ただ、現在、商工会のほうに運営をお願

いしておりますが、空き店舗対策等については中茶

屋で試行的に、今、空き店舗対策の一環として活動

していただいております。町といたしまして、町が

さまざまな事業メニューを提示して、それを町内の

事業者に取り組んでいただきたいというような、そ

ういう組み立ては、私としては余り積極的に進める

べきではないと、むしろ事業者のほうから、こうい

う事業を持ちたい、ああいう事業を持ちたいので支

援をお願いしたいというような、そういう関係は大

いに育てていくべきだと思いますが、ただいま一色

議員からお話ありましたような、最終的にそういう

米子のような例になれば、これはもう願ってもない

ことでございますので、ぜひ事業者の方々にも大い

に関心を持っていただければなと。また、お話の中

で、小規模多機能施設とのお話もありましたが、町

の中でも、事業者の中に小規模多機能施設に関心を

示しておられます事業者も現在おりますので、それ

らの取り組みについても町が応援をしていけれるよ

うな仕組みを整えてまいりたいと考えておりますの

で、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ７番一色美秀君。 

○７番（一色美秀君） 今回で私の一般質問は５回

目を迎えております。いつも思うことなのですけれ

ども、言いっ放しで終わってしまうところなのであ

りまして、たとえ一つの提案があっても、商工会な

り各種団体なり要請があれば検討すると、行政みず

からが動くことはよしとしないと、調査し、検討

し、場合によっては審議委員会を設けて対策を立て

ると、聞こえはいいわけでございますが、具体性に

欠ける、全く先が見えて進んでおりません。これ

は、私たち議会議員にも責任があると思います。行

政の執行について十分チェックする審査機構である

べきはもちろんでありますけれども、住民を代表し

て選ばれた以上、住民の声を吸い上げ……。 

○議長（西村昭教君） 一色議員、まことに申しわ

けありませんが、質問の趣旨とそれているような感

がいたしますので、留意されて発言されるようにお

願い申し上げます。 

○７番（一色美秀君） わかりました。ただ、自分

自身の反省を踏まえての言葉でありますが、住民の

声を吸い上げて行政に生かすことこそ使命であると

考えております。町長とても、やはり大勢の住民の

皆さんから選ばれた者であります。大いなるアイデ

ンティティーを持って、いかに住民のためになすべ

きか、その方針を議会に投げかけて、私たち議員と

の意見を闘わせて、すり合わせ、最善の道を決める

ことこそ、町長のあるべき姿ではないでしょうか。

大変生意気なことを申し上げましたけれども、町長

初め、この町を思う気持ちは一緒でございます。よ

り具体的な指針を決め、精進していかなければ、お

互いにしていかなければならないと思います。 

 以上で私の一般質問を終わります。この点につい

て答弁は必要ございません。大変失礼なことを申し

上げました。失礼いたしました。以上で終わらせて

いただきます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、７番一

色美秀君の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時０２分 休憩 

午前１０時１９分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 一般質問を続行いたします。 

 次に、９番中村有秀君の発言を許します。 

○９番（中村有秀君） 私はさきに一般行政につき

まして、３点の一般質問を行いたいと思います。 

 まず１点目は、町民ポストへの投函状況とその後

の取り扱いについて行いたいと思います。 

 町民の皆さんから、行政の広聴という立場から町

民ポストが町内９カ所に設置され、町にさまざまな

要望、意見が寄せられております。町民ポストは、

町民と行政を結ぶホットラインと認識しており、さ

さいなことでも行政に反映、反応されることが大切

であり、この積み重ねが協働の力になると考えてお

ります。 

 町民ポストへの投函状況とその後の取り扱いにつ

いて平成１９年度、２０年度、２１年度別に投函件

数、所管課回答数、回答希望者数、要望数、意見

数、その他の数から広報掲載件数、未公開件数を明

らかにするとともに、町民ポスト投函に対する回答

の基本的な考え方についてお伺いをいたしたいと思

います。 

 次に２点目、日の出公園駐車場の拡張についてで

伺います。 

 日の出公園は上富良野町の観光の中心であり、公

園を中心とした大型イベントには駐車場は絶対必要

な施設であります。昨年の「かみふらの花と炎の四
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季彩まつり」は、東町５丁目の旧自衛隊官舎跡地を

借用し、仮設通路の設置等で対応したが、雨天等も

あり町内外からの来場者には不評で、町民からは不

満の声が寄せられ、「早く何とかしてくれ」が町民

の声であります。「北の大文字」、「雪まつり」の

イベントについても同じであります。 

 今後、このような状況が続くと、大型イベントへ

の来場者が年々減少することが予想されるととも

に、町の活気が失われます。また、この回復には相

当の歳月とエネルギーを要すると判断いたします。 

 平成２２年度予算案を見ると、四季彩まつりの駐

車場対策として予算計上しているのはやむを得ない

としても、今後の抜本的な対策が急務と考えるが町

長の所信をお伺いたします。 

 ３点目、協働のまちづくり懇談会等の開催につい

て。 

 町は、第５次総合計画を五つの暮らしづくりの一

つ目、「人や地域とつながりのある暮らし」の中

で、「町民主体で成り立つコミュニティづくり」と

して、情報を共有に向けての予算概要の説明書、

「知っておきたいことしの仕事」については、昨年

は町民に好評で評価をいたしたいと思います。 

 しかし、広聴関係では不十分であり、町長は職員

に現場主義を訴えているが、みずからの町長と語ろ

う懇談会や意見公募、パブリックコメント、職員に

よる出前講座の抜本的な見直しをするとともに、従

来型の町政懇談会ではなく、新たな発想での協働の

まちづくり懇談会を開催して、町民への広報、広聴

活動を展開すべきと考えます。 

 平成２２年度町政執行方針の中でも、「広報、広

聴事業の充実に努めてまいります」と書かれている

が、これは新年度スタートが予定されている協働ま

ちづくり推進委員会の設置により、その中で協働の

まちづくり基本方針の策定を含め、町民参画のあり

方と自治基本条例の理念化に努めていくというが、

町長のリーダーシップを発揮した方針等が見えてこ

ないので、町長の見解について明らかにしていただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの町民ポストへの投函状況とその

後の取り扱いについての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 議員御質問にありますように、町民ポストは町民

の皆さんと協働によるまちづくりを推進するため、

町民の皆様から行政施策及びまちづくりの推進など

に対して直接御意見をお聞きする手法として大変有

効であると考えております。 

 町民ポスト投函に対する回答の基本的な考え方で

ありますが、町民ポストに寄せられました文書は、

町民生活課において仕分けをし、所管課からの回答

を付して、町政情報閲覧コーナーに掲示するととも

に、回答が必要なものは文書等をもって回答させて

いただいております。 

 また、いただいた御意見につきましては、対応で

きるものは所管課において直ちに対応することを基

本としております。また、中長期的に検討を加えな

ければならないものは、今後の事業化に向けて取り

組んでいるものであります。 

 今後とも、町民からいただきました御意見等につ

きましては、誠意を持って対応してまいりたいと考

えております。なお、平成１９年度から平成２１年

度までの町民ポストへの投函状況とその後の取り扱

いにつきましては、担当課長から説明させていただ

きます。 

 次に、２項目めの日の出公園駐車場の拡張に関す

る御質問にお答えいたします。 

 日の出公園の駐車場機能の確保につきましては、

昨年、その必要性を強く認識し、また将来の日の出

公園のあり方を検討した中で、駐車場の確保を計画

させていただいたところでありますが、実施に至ら

ず、臨時駐車場を設ける方法によりイベント対応を

図ったところであります。 

 議員御発言の上富良野観光への影響を懸念する気

持ちは私も理解できるものであります。また、日の

出公園に寄せる思いは昨年御説明申し上げた際の考

え方と今も同じであります。 

 しかしながら、客観的な状況が昨年と変わらない

状況にありますことから、平成２２年度におきまし

ても、昨年同様に遊休地を借り受けての臨時駐車場

での対応を考えております。 

 今後、恒久的な駐車場対策につきましては、しば

らくの時間が必要と考えておりますので、御理解を

賜りたいと思います。 

 次に、３項目めの協働のまちづくり懇談会等の開

催についての御質問にお答えいたします。 

 町民主体のまちづくりを進めていく上で特に重要

なことは、町民と行政の双方がそれぞれに持ってい

る情報を提供し合い、また、直接意見交換する場を

設けるなどをして、町民との情報共有を図ることが

極めて重要と考えております。 

 この観点から、平成２２年度の執行方針の中でも

広報、広聴事業の充実を重要施策として位置づけて

いるところであります。特に、私は町長に就任して

以来、職員には日常業務の中で現場において町民と

のコミュニケーションを図りながら、町民から地域
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の課題やニーズを的確に把握し、施策に反映するよ

う、常に職員に指示をしているところであります。

このような日々の活動、行動が広報、広聴事業に直

結していくものと認識しているところでございま

す。 

 さて、協働のまちづくり懇談会等の開催について

の御質問でありますが、町ではこれまで町民の声を

直接聞く場として地域を地区ごとに町政懇談会を実

施しておりましたが、参加者が少ないなどの理由に

よりまして平成１３年度に廃止し、町政懇談会にか

わる新たな広聴事業として「町民ポスト」、「町長

と語ろう」、「まちづくりトーク」事業を制度化し

た経過にあります。 

 また、平成１７年度には広聴事業のさらなる充実

を図るため「パブリックコメント」、「出前講座」

を制度化して広聴事業の充実を図ってきたところで

あります。現在では、これらの広聴事業も町民の

方々に徐々に定着しつつあり、これまで多くの意見

や要望もいただいている現状であります。 

 私といたしましては、広報、広聴事業をさらに充

実しながら、町民との情報共有を推進しつつ、協働

のまちづくりを図っていくことが重要と考えており

ますことから、現行の仕組みの中で改善、改良の必

要なものは適時見直しを進めながら取り組んでいく

考えでおりますので、御理解を賜りたいと存知ま

す。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（田中利幸君） それでは、９番中

村議員の１項目めの御質問にあります町民ポストの

投函状況とその後の取り扱いにつきまして、私のほ

うから御説明申し上げます。 

 まず、平成１９年度でありますが、投函件数８４

件、所管課回答数３０件、回答希望数５件、なお投

函件数の８４件の内訳につきまして要望３９件、意

見２３件、その他１５件、未公開７件でございま

す。 

 ２０年度、投函件数３０件、所管課回答数１８

件、回答希望数１１件、要望１３件、意見４件、そ

の他５件、未公開８件であります。 

 平成２１年度２月末でございますが、投函件数が

２０件、所管課回答数１６件、回答希望数２件、要

望６件、意見１１件、未公開３件となってございま

す。 

○議長（西村昭教君） 再質問。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） それでは、１点目の町民ポ

ストの関係について再質問をしていきたいと思いま

す。 

 ただいま町長及び担当課長から、町民ポストにつ

いての答弁がありまして、投函件数が平成１９年度

８４件、平成２０年度３０件、平成２１年度２０件

と、合計１３４件ということで、そのうち所管課の

回答数が６４件ということで、この３年間で見ると

その回答数は４８％ということになっています。こ

のことは、町民の皆さん方が町へのいろいろな要

望、意見等があって、これが協働によるまちづくり

推進の対策で、私は一定の評価をしたいと思ってい

ます。 

 しかし現実の問題を見ますと、まず１点目で確認

したいのは、町民生活課から仕分けをされて所管課

に行く、それから所管課では検討して回答を町政情

報閲覧コーナーに掲示をする、それから回答を必要

な方には文書をもって回答するということで、この

流れについては基本的に理解をしたいのですけれど

も、これらの例えば回答文書等の最終決裁はどこで

されているのかということをお尋ねしたいのです

が。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 それぞれ仕分けをいたしまして、担当課にその扱

いが移った後につきましては町民生活課のほうへそ

の結果について戻って、そこで決裁がされているも

のと理解しております。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 所管課で決裁をしていると

いうことで訂正させてください。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 恐らく私もずっと目を通し

て見ると、これは副町長や町長が最終決裁をした形

の回答文書のあり方ではないな、もしくは教育長が

決裁をした文書ではないなという気をしたのは何点

かあります。そのうちの例を一つ挙げたいと思いま

す。 

 平成２１年の受け付けナンバー６、上富良野中学

校の砂ぼこりの関係ということで、去年６月２４

日、投函されております。私も教育民生の関係だっ

たので、そのとき委員の皆さん方に聞きました。非

常に風が強くて、それこそ砂ぼこりで顔が荒れるよ

うな気がします。そのときの状況をこの町民の方が

投書をされたと思うのです。 

 ちょっと御意見ということで、学校のグラウンド

についてです。風の強い日のグラウンドからの砂じ

んが舞い上がり、風下の方々等が砂じんを受ける状

況にあるので、グラウンドの必要のないところは芝

を張るようにしたらいかがなものでしょうか。中学

校の方は、芝が張ってあるので野球をするところの

土が出ているところは、風の日には砂じんが飛ぶの
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で散水しながらやれるように散水できるように設置

をしたらいかがでしょうかということを含めて書い

てあります。 

 この回答が貴重な御意見、大変ありがとうござい

ました。各小学校のグラウンドの砂じんについてで

ありますが、御指摘のとおり風の強い日等は砂じん

が舞い上がっている状況は承知をしているところで

あります。上富良野中学校グラウンドにおきまして

は、バックネット横に水道施設の設置をしておりま

して、特に乾燥している状況下では野球の練習等に

おいて散水をしながら使用しているところでありま

す。また、体育祭については、砂じんがひどけれ

ば、役場の散水車による水まきを実施しているとこ

ろであります。 

 上小のグラウンドにつきましては、グラウンドの

北側に砂じん等対策用として木が植えておりますの

で、風下の被害については最小限抑えれていると認

識をしていると、そのようなことから今後におきま

しても、グラウンド内を使用していない箇所に芝を

張る整備の予定はありませんので御了解をいただき

たいということで、教育振興課、学校教育班での回

答なのです。 

 私も２０代のころ、上富良野小学校の宮町側のほ

うに住んでいたとき、そうすると夏の暑いときに窓

を開けて出ていっても、風によってはうちの中がざ

らざらになる状況なんです、私はそれを実感してい

るからこんな回答書でいいのか、そうするとこれは

教育長も見ていないだろうし、町長も見ていない、

この文言からいったらおわびの言葉は一つもないの

ですよ、迷惑をかけております、申しわけありませ

んと、ですから私はその決裁のことを聞いたのは、

副町長や町長、もしくは教育長で決裁を受けてこう

いう回答文書がなっているのであれば、恐らくこの

文書は何だと、おわびの一言ぐらいということが本

当はあっていいのかなという気がするのです。その

点をちょっと確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 回答の内容、さらにはその文言の記し方、それら

についてはやはりいろいろ思いを持って投函してく

れております方に対しまして、誠意を持ってお答え

するというのが、これは基本でございますので、至

らぬところは改善をするように、これから指示をし

てまいりたいというふうに思っております。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） この方は、経済危機の状況

でなかなか無理なことと思いますが、一考を要する

と思いまして書かさせていただきましたと、先般の

中学校の体育祭の日には砂じんが特にすごかった、

このことについて考えましたということなんです

よ。ですから、たまたま僕はこの人が回答をくださ

いということではないのです。ですから、こういう

文書になっているから、もしくは本人が来てこうい

うことを言ったら、恐らく担当者はおわびの言葉も

言うだろうと思うのです。 

 ですから私は、回答を要するものと要しないもの

という例の中で、こんな形がまかりとおるなら協働

のまちづくりだとか、せっかく意見を寄せられたも

のを、町長はここで言っていますね、誠意を持って

対応してまいりたいという、今の答弁ですよね、最

初の。そんな内容ではないのですよ。 

 そうすると、私が言いたいのはこういうことにつ

いては、もしこの投書を町の広報に載せて、こうい

うことがありまして、こうなんだということを恐ら

くあの風下にいる方は相当数の被害者がおられるけ

れども、公の施設だからということで我慢している

と思うのです。そういう点で教育長、どうですかこ

の点。 

○議長（西村昭教君） 町長の答弁でいただいてお

りますので、町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、その町民の皆様方から寄せられますさまざ

まな御意見、要望等につきましては、その内容に

よって担当課によって仕分けがされておりまして、

さらにその後の対応につきましてもそれぞれ各課で

対応し、さらには行政課題として押さえる必要があ

るものについては私のほうにも上がってくるような

仕組みになっているのかと思っております。 

 ただ、その私といたしましては、常々申し上げて

おりますのは冒頭の御答弁でも申し上げましたが、

町民ポストもさることながら、日々、窓口へ来てい

ろいろ御意見を言っていただける方、あるいは電話

等で御意見を寄せられる方、町民ポストもそういう

日々の町民の皆様方が町に対します思いを述べてい

ただける一つのツールだというふうに考えておりま

して、それらをすべて私はどちらの意見が重い、軽

いという、そういう認識を持っておりませんので、

それをすべてお知らせするということは非常に町民

ポストだけをお知らせするのかというようなことに

なります、お知らせすることを特に私は気にとめて

いるわけではございませんが、それぞれ今の体制の

中でさらに改善が必要な部分があれば見直しをし

て、改善をして、そして本当に町民の皆様方の気持

ちにしっかりと誠意を持って答えていくような、そ

ういう改めるべきところを改善するところは、それ

はもう謙虚に改善をするように努めてまいりたいと
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思います。 

 その広報等に記載云々につきましては、私は町民

ポストの御意見だけということでなく押さえており

ますので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 私は町広報で、１回掲載さ

れているのですね。これは、平成２０年度の中で、

紙マークのある物の分別収集はどうなのかというこ

とで、これは恐らく全町民が対象だからということ

が掲載されたと思うので、それは僕は評価をしたい

と思います。 

 ただやはり、町長の言う広聴の中で五つあるんで

すけれども、その中の一つということで紙に書いて

投函するということ等を含めて、匿名の方もいろい

ろいらっしゃると思います。だけども、それは真摯

に受けとめるということで、最終的には行政課題の

ものもあるかもしれないけれども、月２回開けると

いうことであれば、最終的に所管から出てきたもの

は副町長か町長にでも上がっていく、それから今、

町長がお話のように町民ポスト以外に役場に来て苦

情を言う、電話で言う、そういうこともやはり逐次

メモをして、そういうものも上げていくようなシス

テムを何とか改善をしていただきたいと思うので

す。 

 それで次に、平成２１年度の受け付けナンバー１

３、日の出公園等の案内標識の関係なんです。私

は、平成１８年の６月議会でこのことを質問をいた

しました。特に、公共施設のサイン等ということ

で、公共施設のサインの関係は非常に２カ年できれ

いにさせていただいたし、観光協会の案内標識も公

民館の標識になったけれども、セントラルプラザに

直していただいたということでは評価をしたいので

すけれども、ただ今回、資料の中で道道の標識２０

カ所云々というになっています。 

 情報のコーナーに置いているのは２２カ所という

ことになっているのです、調査した結果ということ

なんですけれども、ただ私は１８年６月に言って、

そのときは道に早急にやるようにと申し入れた、そ

れはそのまま放置をされて、今回、２１年度の投書

の中でやったら８カ所道でやりますよという回答だ

ということが情報コーナーには回答してあるので

す。それであればその間、どのような努力をされた

のかということが非常に危惧をするものですから、

その点、経過等がわかれば答弁をお願いしたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 今すぐちょっとわかりませ

んので、後ほど答弁いただくということで了解いた

だきたいと思います。 

 次、再質問。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） ちょっと時間がなくなった

のですけれども、この町民ポストの関係で未公開が

１８件あるのですね、これはいろいろな内容がある

だろうということで未公開ということになったのだ

けれども、この議場で言える範囲のことで未公開と

いうのはどういう内容で、どれが何件かということ

がわかればお答えいただきたい。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（田中利幸君） ９番中村議員の御

質問でございますが、未公開につきましてはほとん

ど誹謗中傷の意見でございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 誹謗中傷ということでわか

りました。 

 ただ、平成１９年度あたりを見ますと子供のいた

ずらの件数が結構多いように私は承知をしておりま

す。ただ、できるだけ今、町長もおっしゃったよう

に改善するものは改善するということで、町民等の

コミュニケーションが十分とれるというような形

で、この町民ポストの活用についてはお願いをいた

したいと思います。 

 次に、２点目の日の出公園の関係についてでござ

います。 

 当初、私も申し上げたし、町長のほうからも答弁

がありました。やはり町民は何とかしてくれという

ことが実態でございますし、昨年は特に雨だったも

のですから、そういう思いが我々にもぶつけられた

のだろうと思うのです。 

 それで町長の答弁の中で、客観的な状況が昨年と

変わらないという答弁でございます。客観的という

中の内容は何なのかということで、私は私なりに議

会の関係だとか、地権者の関係だとか、それからも

う一つは町民からの要望等も含めてということもど

うなのかなということがあるのですけれども、その

客観的な状況が昨年と変わらないという点で、その

客観的な内容についてちょっとお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の日の出公園

の駐車場に対しましての御質問についてお答えさせ

ていただきます。 

 私のお答えの中で、昨年と客観的な状況が変化が

ないというようなお答えをさせていただいておりま

すが、今、議員からお話ありましたような客観的な

という表現しておりますが、やはり私の気持ちに伝

わってくるものの中で、大きく私の気持ちが動く、

あるいは動かされる、そういうような再度皆さん方



 

― 107 ―

議会のほうに御相談を申し上げるような私はそうい

う変化が町全体の中で、一部に中村議員が御質問に

あったような危惧の声は寄せられておりますけれど

も、大きく皆さん方に御協議を御相談を申し上げる

ような前提条件に至っていないというふうなことで

客観的にという表現を使わさせていただきました。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） ある面で、どこをどうのと

いうようなことは言いたくない気持ちは私も理解を

したいと思うのですけれども、現実の問題として、

やはり駐車場の問題ということで、今、富良野が富

良野マルシェができたり、六花亭が進出してきたり

と、それから中富良野には花畑牧場が進出したりと

いう状況の情報が入ってきております。 

 そうすると、駐車場はそのままの状態で日の出公

園を中心とした夏の観光ということになると、非常

に私は危惧する面があります。これは町民の皆さん

も心配をしています。 

 そういうことになると、あそこを全部１万４,２

００平米買うのではなくて、８,０００平米か８,８

００平米か、それからもう一つは土地改良区のあそ

こに流れているところは使わないでくれという申し

入れもあるということだったら、その部分だとか、

何かいろいろな方法も含めて地権者との相談という

ことができないかというような、私の今の率直な気

持ちでございます。 

 特に否決された大きな要素の中では高いだとか、

それから面積が広過ぎて使用する計画が明確でない

というような条件等もあったりしたものですから、

できればそういう方法も含めて、特に第５次総合計

画の中での２２年度から２４年度の実施計画の中で

は何も入っていないのですね、日の出公園の関係

は、だからそれは時期があれなのかという気がいた

しますけれども、そのしばらくということは２２年

から２４年の実施計画に入っていないということ

は、２５年以降ということで理解をしていいのか、

それとも状況が変わればはい上がることもあり得る

よというのか、その点ちょっと明確にお答えいただ

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、私といたしましては昨年、議会のほうに御

提案させていただきました、その計画案が当時、町

として対応でき得る最善の案であったというふうに

今でも思っております。さまざまな、当時、皆様方

から面積要件、あるいは価格、もろもろの御意見を

賜りました。提案に至る前には、現地も見ていただ

いたりして実態も見ていただきました。 

 そういったプロセスを踏んで私も皆さん方の御意

見をいただきながら示させていただいたのが昨年の

案でございます。私は今でもあれがベストだという

ふうに考えておりまして、先ほど申し上げました

が、それ以降、それが私どもの示させていただいた

案が大きく変化をさせれるような状況変化も生まれ

てきておりませんし、私は２４年度までの実施計画

の中にも盛り込んでおりませんが、２５年度以降に

なるのかというふうに尋ねられましても、それは今

の私の心境から申し上げますと、整っていることは

望ましいとは思いますが、今２５年度以降に計画に

上げれるような前提条件はいまだに整っていないと

いうふうに理解をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 今、町長のそういう状況に

はなっていないということでございますけれども、

非常に僕はやはりやらなければどんどん立ちおくれ

ていくな、極端に言えば日の出公園の臨時駐車場を

改修して駐車場をつくるということで、１年おくれ

たら復旧するのに３年かかるよと、そうすると私は

今２年おくれたら、これまた５年かかるのではない

かという、そういうような感じを持っております。

そして、それを復旧するまでのエネルギーやいろい

ろな宣伝ということであるとまた大変なのかなと、

しかし富良野や中富良野はそうやってどんどんいけ

ば、観光客の集客がもう向こうへ移るのではないか

という私は一番心配をするものですから、何とか客

観的な情勢が変わる、それからもう一つは町長が提

案したのがベストということで言っていましたけれ

ども、それではもうちょっと考え直して、その中で

どう駐車場の確保をするかということも僕はある面

で段階的な方法もあるのではないかという気がして

いるのです。 

 特に、土地開発公社の関係で私は一昨年、臨時理

事会を招集をして、できれば早くこれを解散をし

て、それを町の公共施設の基金に入れて、それをつ

かう方法も一つの方法だということだったのですけ

れども、尾岸町長は次の町長に判断を任せるという

ことでございましたから、ある面でやむを得ないな

と、今回、基金が１億円以上入れられたことになり

ますから、そういう点でまた一つの考え方も変わっ

てくるかなという気がしますけれども、いましばら

くということは２３年、２４年では、今の段階では

考えがないということで、ちょっと寂しい気がしま

すけれども、あくまでも町長の判断でございますけ

れども、我々町民のいろいろなところに意見を聞く

とやはり早急にやってほしいというような気がしま

すけれどもやむを得ないなということで、できるだ
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け早急にということの要望をして、この２項目め終

わりたいと思います。 

 時間がだんだんなくなってきましたのですが、次

に３項目めの協働まちづくり懇談会の開催の関係で

す。 

 確かに今、町長が答弁の中で平成１３年度町政懇

談会を廃止をして、町民ポスト、町長と語ろう、ま

ちづくりトーク等をやり、平成１７年度からパブ

リックコメント、出前講座ということでやっており

ます。 

 それで、町民ポストの関係は先ほど申し上げまし

たので省略をしたいと思いますけれども、その町長

と語ろうということで、私ずっとデータをちょっと

見てみました。そうすると、平成１２年度は平成１

３年１月１５日、これは農村女性旬ちゃんの直売グ

ループで、これは１団体６名、平成１３年は２団体

３６名、平成１４年は５団体４６名、１５年は３団

体３８名、平成１６年度は３団体６５名、平成１７

年は１団体１９名、それから平成１８年と２０年が

ないのです。１９年度はＰＴＡ連合会ということで

１団体２０名、平成２１年度は多く突出して少年野

球指導者と保護者、それから障がい者の地域生活と

就労を考える親の会、それから本町住民会の住みな

れた地域で暮らし続けるために、それから２月１９

日に上富良野駐屯地の隊員、職員というようなこと

でございます。 

 そうすると、私は町長と語ろうということであく

まで向こうから言ってきたもので答えていくという

ような方法なのか、そうすると私はもうちょっと積

極的に町長からどんどん中へ入っていくという方法

がある面で必要なのかなと。これからいくと、非常

に町長と語ろうを目玉にしたいのですけれども、目

玉になっていないのです。そのほかの関係は、出前

講座だとかパブリックコメントだとか、町長と町民

が目を合わせて対話をするという機会が非常にない

のですね。そうすると私は、基本的にこれらの関係

については、たまたま私は協働まちづくりの懇談会

というような形で今、協働まちづくりということで

いろいろ進まれているからそう考えて、仮の名前で

つけたのです。 

 例えば、富良野あたりは市長と語ろう地域懇談会

ということで、１５の会場で去年の８月１２日から

１１月２６日にやったと、それから中富良野は町政

懇談会ということで、これはテーマはまちづくり懇

談会ということをしながら、行政全般ということ

で、ことしの１月１３日から１５日の３日間、７カ

所でやっています。それから南富良野も町政懇談

会、これからのまちづくりに向けてということで、

移動町長室ということで５会場でやっています。そ

れから、占冠村は町政懇談会ということで、特に山

村、産業振興公社の改革プランということで、山菜

工場の関係を町民に説明をするということと、それ

から定期的には村内６カ所で春と秋に住民懇談会を

やっているというようなことで、それぞれ富良野沿

線の４市町村はいろいろアイデアをあれしながら

やっております。 

 そうすると、このまちづくりトーク、それからパ

ブリックコメント、出前講座というような五つの大

きな広聴の中で、町長と語ろう会がこんな形でいい

のかなという気持ちがするのです。そしてまた、富

良野広域圏でもそれぞれ市町村長が努力をされて開

催をしています。そうすると広聴ということで大き

くやるにしては、ちょっとお粗末だなというような

気がするものでその点、町長のお考えをいただきた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の広報、広聴

活動に関します御質問にお答えさせていただきま

す。 

 まさしく議員がお話のように、非常に受け身の仕

組みが多いのです。実は、今回、駐屯地の若い隊員

の皆さん方と町長と語ろう会をさせていただいたの

ですが、まさしく今、中村議員がお話のような私も

いずさを感じまして、私のほうからこういう仲間、

こういうグループとお話しさせていただきたいとい

うことで実は、初めて私のほうからリクエストをし

て開催させていただいたところでございます。 

 これから、どういう形がいいかというのはまだ

ちょっと浮かんではおりませんけれども、いずれに

いたしましても私のほうから働きかけて、町のほう

から働きかけてお話をさせていただくという、そう

いうウエートは高めていく必要が多いにあると思っ

ていますので、方法についてはちょっと今ここで即

答できませんが、考え方としては全くおっしゃると

おりだと思っていますので、御理解賜りたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 町長の答弁は、町長からリ

クエストをしてやっていくということでございまし

たのですが、基本的には町民から町長来てくれ、話

を聞かせてくれというようなことがどんどん来るこ

とが望ましい、そのことが協働のまちづくりになる

だろうし、自治基本条例に沿った形の互いに町民と

行政、それから議会と一体となった形の協働のまち

づくりになるのかなという感じがするものですか

ら、町長はこの中で言われております現行の仕組み

の中で、改善、改良が必要なところはやっていくと

いうことでございますので、何とかそういうことで
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仕組みをかえて、町民も町長の動きも十分理解でき

る、我々も頑張ろうというような体制が出てくるこ

とを特に期待をしております。 

 それから次に、パブリックコメントの関係です。

非常にパブリックコメントに対する町民の反応とい

うのは、自治基本条例のときは結構各所でやったも

ので、そのときにアンケートを配付したり何なりし

て、いろいろな意見が出て、それが非常に少ないの

です。特にゼロという事業が４事業あります。次世

代育成支援行動の関係、第５次総合計画基本構想、

それから食育推進計画、富良野広域連合規約という

ようなこともあります。自治基本条例の関係は２２

件があったということで評価をしたいのですけれど

も、このまま意見を聞くというパブリックコメント

のこの方式を町内の要所要所に置いて意見をという

ことはいいのか、私はやはり自治基本条例のように

全町くまなくという形にはならないけれども、何カ

所ぐらいあれして、その素案をもとにして住民から

意見を聞くと、そういう手法をとっていかないとこ

のパブリックコメントの意義が全然ないような気が

するのです。 

 ですから私は、町長の先ほどの答弁の中ではそう

いうことがありましたので、できればそういうこと

で改革、改善をしてほしいというように、それから

知っておきたいことしの仕事ということで、またこ

としも出るということでお話を聞いております。か

つては、上富良野の台所白書というのがあったので

す。これを同僚議員の村上議員がかつて質問したこ

とがあるのです。そうしたら、読む人が少ないし、

費用もかかるからやめますという答弁、私はこの

知っておきたいことしの仕事や上富良野の台所白書

も、それからいろいろな素案の関係もやはりこれを

活用する場を町としても設けなければならないし、

それから議会としても議会報告会を平成２２年度中

にしたい、そのためにこれも活用したいと基本的に

は考えているのですけれども、こういうものを活用

する場がなくて配ったら配っり放しなんです。 

 そうすると、できればやはりせっかくこれは相当

皆さん方知恵を絞って写真を入れたり、いろいろな

ことをして苦労されてつくられて、町民ができるだ

け読みやすいようにということであれされているの

だけれども、一体この行方はどうなっているのかな

と私は危惧するのです。 

 ですからやはり、町長のあれでこれをやった以

上、それを活用する場を設けていくということで、

先ほどのパブリックコメントの素案ではないですけ

れども、そういうものをやはり出して地域の人たち

と話し合う、何カ所も、何十カ所もやれとは言いま

せんし、住民会単位とも言いませんけれども、そう

いうような姿勢があって意見を聞く場をどんどん僕

は持っていくべきだなという気がするのです。 

 ですから、これらをやはり生かせる形の場を設け

るということを考えていただきたいなという気がし

ますので、これはその点、町長いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まずパブリックコメントについてのお尋ねがあり

ました。私も、非常に寄せられるコメントが少ない

なということでは、そういう認識を持っておりま

す。 

 私は特に、気をつけなければならないなと思って

おりますのは、さまざまな団体のいろいろな構成員

と執行側と懇談を持つ中で、意見が少ないことはよ

しとすることだというふうに、どうしても執行側は

理解してしまうのです。ここに非常に大きな落とし

穴があるということで、意見がないことがいいよと

いうことではないのだということを常に私も胸に置

いておりまして、特にパブリックコメントについて

は、非常にその場に提供したら、あとは皆さんどう

ぞみたいなところがあるのかなと思います。 

 これらについては、本当に何のためにコメントを

求められているのかというようなことがきちっと住

民の皆さん方に町の意図が伝わるように、これは工

夫を大いにする必要があるなというふうに受けとめ

ておりますので、ぜひ改善されたなというような努

力が見えるように工夫をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 それから、いろいろ広聴活動の中で今、お話あり

ましたようにまだまだその工夫をしなけばならない

ことがいっぱいあります。特に、知っておきたいこ

としの仕事のように、非常に中身を読解するのに非

常に難しさを感じるようなものについては、これは

ほんの私の個人的な今までの取り組んできた中の一

つとしてお聞きいただきたいと思いますが、私も議

員の立場のときにそういう資料をあつかましく住民

会の会合なんかにお邪魔いたしまして、それらを地

域の住民の方に知っていただくというような、そん

なようなことも活動させてきていただいておりまし

た。 

 少し説明を加えさせていただければ皆さんすごく

理解していただけるのですね。ですから、そういう

面で町としても配付したら終わりというようなこと

も実際あったかと思います。町広報等についても、

私どもの集会場に１２月に行ったら８月のがまだ山

積みされていたとか、そういったことが過去に何度

も見ておりまして、やはり直接、住民の皆さん方に

見ていただいて、そして関心を持っていただけるよ
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うな、そういう工夫はまだまだ相当しなければなら

ないのかなというふうに思っております。 

 ぜひ、まずそれが協働のまちづくりの第一歩だと

考えておりますので、ぜひ皆さん方の御指導も賜り

たいと思います。以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） それでは出前講座の関係

で、一応広聴活動の五つの中に入っています。 

 ２００５年１０月２５日の町広報お知らせ版、ナ

ンバー５５７、出前どころ学び亭２７講座というこ

とで書いて、宣伝広報されております。２００７年

の５月には出前講座でちょっと聞いてみてというこ

とで、町民参画によるまちづくり推進をするため

に、町では出前講座のほか、次の広聴活動を実施を

しているということで町民周知に努めてまいると、

ずっと見ますと２００７年は４回、２００８年は４

回、２００９年は３回やっています。住民に周知は

されているのは事実だと思いますけれども、それに

対する反応というのは非常に鈍いなということで、

ある面でやはり町民も勉強する、それから町のほう

も語りかける、そういう何かのやりとりをしていか

ないと、なかなかこのパブリックコメントも含めて

出前講座も聞いてみようということはならないのか

なという気がするのが１点と、それからもう一つ、

出前講座の内容によるのです。 

 例えば、恐らく僕はこれは担当課の皆さん方がい

ろいろ努力をして声かけをしているのではないか

と、例えば一番多かったのは食べて生き生き心と

体、健康づくりは食事からということで、平成２１

年度は１０団体がやっています。それからその次

は、子供の緊急ノートということで、恐らく子育て

のお母さん方を対象にして、これが８回やられてい

ます。それから、それって詐欺じゃないかとうこと

で、言うならオレオレ詐欺の関係、これが５件とい

うことです。やはりその時代時代に合った形のテー

マをもって、関係団体に働きかけているから、こう

いう出前講座の実施データになっているのかなとい

う気がします。 

 極端に言えばゼロのところもあるし、恐らく２０

０５年に２７講座あれしてから、そのまま１回もな

いところもあるかどうか私はちょっととっていませ

んけれども、そういうこともあるのであれば、町民

のニーズに合ったそのときそのときのテーマに沿っ

た形の出前講座の内容を変えていく手法をしていか

ないと、また同じようなことになってくるのではな

いかと。 

 ですから、この食べて生き生き心と体というのは

健康推進班がやっています。それから子供の緊急

ノートというのも、これは健康推進班です。それか

らそれって詐欺じゃないの、これは生活環境班が

やっております。そういうことを見ていくと、消防

以外の関係は非常に内容的に時期に合った形という

ことなので、できればやはり今までのこれから言え

ば３４講座あるのですね、そうするとその点につい

てもある面で選択しながら町民のニーズをあれして

いるか、または担当のほうからそれくらいどんどん

働きかけて、せっかくつくった資料が生きていく、

これが町民の生活のいろいろな分野で手助けになる

んだというようなことをしていかないと意味がない

のではないかという気がするのですけれども、その

点、町長どうでしょう。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 出前講座等につきましても、出前講座については

その時代、あるいはその時々の町民が感心を持って

いただけるようなテーマを選んで開催している実態

にはございますが、これによらず町が恒常的に開催

しておりますさまざまな仕組み、制度、これについ

てはやはり同じ仕組みを長く続けていると、やはり

町民の方も何となく関心が薄れてまいりますし、ま

た行う町としてもマンネリ化してしまうというよう

な、そういう弊害がございますので、常に町民の皆

様方がどういうことに関心を持っておられるか、ま

たどういうことを情報を得ようとしているかという

ことを常に耳を澄ませて聞いて、今、中村議員がお

話しされておりましたように、本当に参加者がいつ

も多いというような実績が残るように、これからも

努力してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） このたび配付をされました

町政運営改善プラン２２の関係で、６ページに既存

の情報共有システムの強化と再構築ということで、

今言ったような問題とあわせて、新たな情報共有の

研究ということで住民と密接した対話機会の拡充と

いうことがうたわれているのです。 

 私はやはり、今いう五つの広聴ばかりではなく

て、町長も入るような地域づくり懇談会、まちづく

り懇談会的な、名称は別にしてもこのあれから言う

と住民と密接したということであれば、そういうこ

とも取り入れた形で検討をしていくべきではないか

という気がするのですけれども、その点、町長のお

考えをいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 プラン２２でも掲げさせていただいております
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が、住民の皆様方と町とが対等の関係でこれからま

ちづくりをしていくことが、もう本当に大きな基本

になります。 

 そういう意味におきまして、常にリアルタイムで

町民、住民の皆さん方の声を吸収できるような仕組

みを充実させていきたいなと考えております。今ま

での既存の仕組み、何度も申し上げますが仕組みに

頼らず新たな仕組みをつくっていく必要があると

思っております。 

 また、おかげさまで住民会長さんの会との会議も

定例化をすることができましたし、たとえ歩みが遅

くても確実に一歩一歩進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 先ほど、中村議員のほうか

ら御質問のありました件につきまして、答弁をいた

させます。 

 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（田中利幸君） ９番中村議員の１

項目めの町民ポストの日の出公園の案内板に関する

経過についての御質問でございました。 

 まず、案内標識の数の関係でございますが、実は

２２カ所ございます。そのうちの２カ所につきまし

ては、いわゆる大型の案内板、青看板といいます

か、この看板が２カ所でございます。特にドライ

バーや歩行者に目につくような、いわゆる歩道側に

ついています小型の案内板につきましては２０カ所

でございます。 

 経過につきましては、平成１８年に旭川土木現業

所富良野出張所のほうに補修を申し入れをしており

ましたが、改善がされないまま続いていたところで

あります。 

 町民ポストで町民から御意見をいただいた後、速

やかに再度富良野出張所のほうに申し入れをいたし

ましたところ、維持経費で８カ所先行して改修する

旨の回答をいただいたところであります。 

 今現在、この２０カ所のすべての改修が終わった

ということで確認をいたしましたことを御報告いた

します。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、９番中

村有秀君の一般質問を終了いたします。 

 次に、３番岩田浩志君の発言を許します。 

○３番（岩田浩志君） 私はさきに通告してありま

す２項目について、町長に質問をさせていただきま

す。 

 まず１項目め、協働のまちづくりについて。 

 １点目、現在、町では各住民会やボランティアの

方々を初めとするさまざまな団体の方々により行政

と町民との協働の取り組みが行われています。ま

た、町民の中には、これまで余り協働活動に参加し

ていないが、何か機会があればお手伝いをしたいと

思われている方も徐々にではあるがふえているよう

に感じます。 

 町も協働のまちづくりに取り組んでいることは理

解をしておりますけれども、このたびの町長の執行

方針及び予算書の中に今後に向けさらなる協働のま

ちづくりのきっかけづくりとなるような、具体的な

取り組みが見受けられないように思いますけれど

も、町長として協働のまちづくりの目玉となる施策

とあわせて協働のまちづくりに向けた考えをお伺い

いたします。 

 次に２点目、協働のまちづくりを進めるに当た

り、町では協働のまちづくり推進準備委員会を設置

して、昨年６月より委員会も回を重ねること１６回

を数えています。任期が３月いっぱいということで

ありますけれども、これまで町の憲法である自治基

本条例の確認や協働のまちづくりに向けた町の現状

や課題について委員の皆さんの御協力のもと、委員

会が開催されています。 

 しかし、疑問に思うことはどうして協働のまちづ

くり推進準備委員会が町の附属機関として委員会の

設置をされていないのかお伺いをいたします。ま

た、平成２２年度「（仮称）協働のまちづくり推進

委員会」を設置するに当たり、附属機関として設置

すべきと考えますけれども、町長の見解をお伺いい

たします。 

 次に２項目め、町長の慶弔についてお伺いをいた

します。 

 町長の慶弔基準における通夜、葬儀への対応につ

いては香典、生花、弔電は基準の中で対応されてい

ると思いますけれども、町長が出席するに当たって

は町として町民すべての方々の通夜、葬儀に出席さ

れていない状況にあると思われますけれども、しか

し町長就任後、すべてが公務での対応となっている

と認識しておりますけれども、基準から外れる町民

の通夜、葬儀に対しての出席、欠席をどのようにお

考え、対応しているのかお伺いをいたします。 

 以上、町長に質問をいたしますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの協働のまちづくりに関する２点

の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の御質問でありますが、議員御指摘の

ように町内では一部の住民会において、地域の安全

はみずから守るとの意識から、地域の安全パトロー

ルを初め、美化活動などに積極的に取り組む事例や
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各種ボランティア団体によるさまざまなまちづくり

活動など、主体性のある町民の方々が多様な取り組

みにより、行政にかわり公共サービスを提供する場

面が見え始めていますことは、私といたしましても

大変に心強く思うところであります。 

 このような町民の方々の自主的なまちづくり活動

がさらに広がることが協働のまちづくりを進めてい

く上で極めて重要なことと考えており、今後は町と

いたしましてもこのような町民のまちづくり活動に

対して積極的にかかわるとともに、支援してまいり

たいと考えているところであります。 

 さて、議員御質問の平成２２年度の施策につきま

しては、地域の児童公園の住民会自主管理委託事業

を初め、住民会長懇談会の定例化、また協働のまち

づくりに関する各種講演会の開催など、ソフト事業

を中心として協働のまちづくりに向けた各種施策の

展開を予定しているところであります。 

 私といたしましては、協働のまちづくりを進めて

いく上で、特に重要なことは町を構成するすべての

町民が同じ目標に向かって一歩一歩、歩みを進めて

いくことは極めて重要であると考えており、今後は

町民の意識がさらに高まるような環境づくりを行い

たいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存

じます。 

 次に、２点目の附属機関の設置に関する御質問に

お答えいたします。 

 町の附属機関の設置につきましては、「特別職の

職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例」に位置づけた機関となっておりまして、法令等

に設置義務のあるもの、または条例において設置義

務としているものに限って、同条例に位置づけをし

ているところであります。 

 このほかに、各種の個別計画や重要な指針等の策

定時には町民の方々が町政に参画する手法として、

法令や条例に基づかない任意の協議会や委員会を設

置しているところであります。 

 さて、議員御質問にあります協働のまちづくり推

進準備委員会及び平成２２年度に設置を予定してお

ります、仮称でございますが協働のまちづくり推進

委員会は法令及び条例に基づかない任意の委員会と

して位置づけているところでありまして、現在、町

にはこれに類する協議会、委員会も同様の扱いと

なっているところであります。 

 当委員会がまちづくりの基本となる重要な指針の

策定に多くの時間をかけて濃密な御審議を賜ってお

りますことは承知しており、委員の皆様の御苦労に

対しまして感謝申し上げているところであります

が、当委員会の位置づけといたしましては現在の形

と考えておりますので御理解を賜りたいと存じま

す。 

 また、新たに設置を予定しております協働のまち

づくり推進委員会の位置づけにつきましては、将来

の委員会活動の方向性を見定め検討してまいりたい

と考えておりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

 次に、２項目めの慶弔に関する御質問にお答えい

たします。 

 町民の方が亡くなった場合の慶弔の対応につきま

しては、議員の御発言のように基準を設けまして町

民すべての方へ対応をしております。 

 御質問にあります私の通夜、葬儀への参列につき

ましては、公務や用務の状況に応じて参列が可能で

あるときには参列をさせていただき、できないとき

には葬儀の前後に弔問をさせていただいたり、それ

もかなわないときには弔電をもって弔意をあらわせ

ていただいているところであります。 

 ただ、町に功労の事績があった方や現職公職者、

関係機関の代表者などがお亡くなりになった場合に

は、私が参列できないときには副町長や教育長に町

長の代理として参列させていただいているところで

ありますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） それでは再質問をさせてい

ただきます。 

 まず１項目めの１点目の質問に対して再質問させ

ていただきます。 

 ただいま町長が述べられましたように、各住民会

を中心としてＮＰＯたんぽぽの会であったり、各種

ボランティアの方々には本当にそれぞれに工夫しな

がら町のために貢献していただいていることに対し

まして、私も敬意を払うところであります。また、

ただいま市街地の公園緑地の分権の部分につきまし

ても町で進めていることは、私も十分承知している

ところでありますけれども、しかしながら町民全体

にこの協働のまちづくりを喚起するような、そうい

うった取り組みが私の見た中ではなかなかくみ取れ

ないので、もう一度その部分を町長に何かこれはと

いうものがありましたら、ぜひお聞かせ願いたいな

というふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員のまちづくり

に対します考え方につきまして、お答えさせていた

だきます。 

 私といたしましては、こういうまちづくりに関し

ましては、非常に華々しく何か大きな手法を講じて

一気に進めるということは非常になじまないという

ふうに考えております。今、例示にさせていただき
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ましたような地味ながらも、着実にそれぞれが自主

的に取り組みを続けていただく、そういう積み重ね

が最終的には大きなうねりとなって協働のまちづく

りを目指すまちづくりにつながるというふうに考え

ておりますので、私はそういう小さな事の大小は別

といたしましても、そういう自主的な動きに対しま

して町がそういう動きを応援するような仕組みに目

を向けてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） なぜ私がこういう質問をさ

せてもらうかということは、ことしの新年交礼会の

折りに、町長のごあいさつの中にことしは協働のま

ちづくり元年にしたいと、こういったお話がありま

した。こういうお話をされたので、町長としてはこ

れをやりたいのだと、こういった強い思いを持って

そのまちづくりに取り組むだろうなと、こういうふ

うに思っていましたのでこういう質問をさせていた

だいたのですが、なかなか本当に町民に広く喚起す

るようなものがなかなか見えないと。 

 こういった中で、ちょっと御答弁の中に町民の意

識がさらに高まるような環境づくりという御答弁が

ありましたけれども、この部分についてもう少し詳

しくお聞かせいただきたいなというふうに思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 協働のまちづくりが標榜されまして、実際、昨年

からスタートしておりますが、なかなかその協働の

まちづくりというような概念が果たして町民の皆さ

ん方に十分御理解いただいているかということで、

例えば事例といたしましては学校へ出向いたりいた

しまして自治基本条例の中身を説明させていただり

ということで、そういうことでまずそういうみんな

で町をつくっていくんだよというような思いを共有

していただけるような、そういう意識を高めてまい

りたというふうに理解しております。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） ただいま町長から自治基本

条例のお話がありましたけれども、私の周りで私は

おおむね１００人程度の方に自治基本条例を読まれ

た方はいますかということでお聞きしたら、年配の

方、７０歳ぐらいの方が１人、本を読むのを好きな

方が読んで感想を聞かせていただいたのです、難し

くてわからないと。１００人程度聞いて１人しか読

まれた方はいない。まちづくりトークに出席された

方は、その説明の中で聞かれているから読まれてい

るというふうに判断させてもらいますけれども、そ

れぐらい読まれてない自治基本条例、情報共有と簡

単にうたっているけれども、情報共有されていない

ですよね。 

 されていなければ、情報共有するためにでは何を

やらなければいけないかということをしなければな

らないのだけれども、うちの町は情報提供はしてい

るけれども、情報共有に対する努力はしていない

と。この点について町長どうですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 情報の共有についてのお尋ねでございますが、私

といたしましてはもちろん町は情報を提供すること

の仕事もさせていただいておりますが、やはりそれ

らがきちっと住民の皆さん方にしっかりと町の思い

が、また町の趣旨が伝わるように努力を続けていく

ということは、これは基本中の基本でございますの

で、もし不十分であればさらに意を用いて推進して

いくということに尽きると思います。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） 何かちょっとわからないの

ですけれども、そういうことで情報提供はしている

けれども、情報共有がされていないということで私

は常々感じていますし、情報共有することがどれだ

け大変なことか、また住民参画ということがどれほ

ど大変なことかということがなかなか取り組んでい

ない町にはわからないと、こういうことを取り組ん

でいる町というのは簡単に使わないですよね、どれ

だけ大変かわかっているから。 

 それで、協働のまちづくりという観点から今回、

私、総務産建常任委員長ということで、１１月にあ

りがたいことに行政調査ということで協働のまちづ

くりをテーマに４カ所の調査地で調査してきまし

た。定例会初日も報告させていただきましたけれど

も、今回、定例会及び一般質問の中にも各委員の中

からそういった調査地で調査してきた部分が随所に

報告されていましたけれども、今回の調査地で本当

にそれぞれの調査地が先進的な協働に対する取り組

みを行っています。 

 本当に各委員も熱い思いでいるので、まだその熱

い余韻がさめない中でこういった定例会を迎えてい

るので、そういった話も随所にあらわれてきていま

すけれども、各調査地で共通して言えることがみん

などんなことをやっているかというと、みんな本当

にどこの町も少子高齢化ということで危機感を持っ

て取り組んでいます。そのために何をやるかという

と、地域力を高めるために各自治区だとか、そう

いった単位に投資をして人材育成しています。各地

域でリーダー育成しないともうやっていけないとい

うのをわかっているからです。 
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 そういうことが行われている中で、中でも大分市

が本当にすばらしいと思うのは、その計画ばかりで

はなく実践が先行しているのです。私も最近思うの

ですけれども、どうしてこういうふうに分厚い冊子

で計画がどんどんどんどんつくられるかといった

ら、実践ができていないからです。できていたら、

こんなのつくることはない。 

 そういったことで、まずちょっと二、三その事例

をお話しさせてもらうと、防災士育成事業、これは

防災士を養成するのに３日間の研修、講義で６万

１,０００円かかるのです。それで各６７３の自治

区があって、自主防災組織全部に設置すると、まだ

若干、全部設置されていませんけれども、それに全

部配置するということで、市が６万１,０００円投

資すると、当然そこで研修に携わった人は市が６万

１,０００円投資されるわけですから責任あります

よね、そうしたらこれは防災だけではなく、この防

災というテーマを借りながら地域のリーダーとして

この人は今後活躍するのです。当然、それだけかけ

てもらっているから逃げ場がないということで、当

然、そういうふうにしてせざるを得ない、そういう

仕組みがこの中に入っているという、これは大分市

が本当に協働のまちづくり全体をこういうふうに推

進しているから、こういうことができるんだなとい

うふうに思います。 

 それともう１点、防災メールの配信事業、これは

我が町でも取り組もうと思ったら簡単にできると思

うのです。それは防災だけではなく、例えば有料で

も登録制にしていただいて、防災かみふらのをメー

ルで毎日配信してもらうとか、そういうこともあわ

せてやれば本当に町民にとっても新たなことが始ま

るんだなということで、また喚起されるのではない

かなというふうに思います。 

 またもう１点、本当にすばらしいなと思ったの

は、あなたが支える市民活動応援事業という、これ

は市民税の１％を応援できるということで、当然、

高額の市民税を払っている方は１％といってもかな

りな額になるのですけれども、それと非課税の方で

も大分市としては市民税を二十以上の住民で割った

額が非課税の方でも応援できるということで、５９

７円だったかな、その額が非課税の方でもその事業

に応援できると、こういう事業をやっております。

これは本当に広く町民の方は、自分もこの事業を応

援したいなということで参加できるという点では、

かなり進んだ取り組みだなというふうに思います。 

 これは本当に、その中では当然その各活動組織が

プレゼンテーションしなければならない、こういう

事業をやるので応援してくださいということでプレ

ゼンテーションをして、なおかつその事業補助を受

けたらその事業報告もみんなの中ですると、こう

いった取り組みも各自治体でいっぱいやっていま

す。ただ、本当にこういう時間があるのだったら何

を実践するかということを考えて、本当に町民に対

して訴えるものがなかったら、中で一生懸命何ぼ

やっていても、なかなか伝わらないです。 

 こういった本当に人に投資する、地域に投資する

ということをしないと、今後の町はないのかなとい

うふうに考えます。この点について、もう一度町長

のお答えを伺います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 それぞれ全国津々浦々さまざまに今、こういう住

民みずから町と一体となって町をつくっていこうと

いう機運は、恐らく今全国的にこういう機運になっ

ているのではないかなというふうに私も理解してお

ります。 

 どういう方法を講じるかということは、それぞれ

やはりその町でいろいろ議論を重ねながら組み立て

ていくものだというふうに理解しております。 

 当町におきましても、自治会の活動を支援する仕

組みだとか、あるいはそれぞれボランティアの組織

だとか、あるいは先ほど示させていただきました安

全を守るためのグループの活動だとか、さまざま現

在、上富良野町と町内の中でも動きが出てきており

ます。これは大変ありがたいことだなということで

考えております。 

 こういう取り組みを一歩一歩重ねていくことが多

分、今お話されておりました、例示していただきま

した市におきましてもやはりそういう過去の蓄積が

形として開花してきたのではないかなというふうに

私は思うわけでございまして、町といたましてもこ

れらの今の現在の動き、またそれに対します町の支

援、協力等が実りまして大きな力になっていくこと

を期待して、今、町も取り組みをさせていただいて

いるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） どうも町長の御答弁、何か

すべてが受け身でこれをやりたい、あれをやりたい

というものがなかなか私どもに伝わってこないのが

若干残念ですけれども、次に２点目の質問に移らせ

ていただきます。 

 附属機関の設置についてでありますけれども、私

も町長述べられたようにいろいろ調べてみますと、

これまでに数多くの委員会、協議会がこのような謝

金の対応ということで今日まできています。現在で

も幾つかこういった委員会が設置され、４回、５

回、協働のまちづくり推進準備委員会は１６回と、
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きょうは１７回目を迎えるのですけれども異例とし

ましても、こういった二段階の対応になっている

と、そういうことでこの委員会について附属機関と

して条例の設置ができるのかできないのか町長にお

伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 協働のまちづくり推進の委員会についての附属機

関としての設置ができるかどうかということのお尋

ねかと思いますが、御答弁でも申し上げましたよう

に、本委員会が４月から新しくスタートするわけで

ございますが、どういう委員会としての活動の内容

になるのかということが描けない、外郭的にはイ

メージできますが、どういうような今までの準備委

員会とは私は多少、活動の中身が違ってくるのかな

というふうにイメージしておりまして、そういう動

きを少し見定めた中で附属機関としての位置づけを

するべきかどうかということは判断してまいりたい

と思っています。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） ちょっと私の言い方が悪

かったのか、一例としてこの委員会を挙げさせても

らいましたけれども、現在でも各計画に基づいたそ

の委員会が設置されているということで、この委員

会も含めて条例設置で附属機関として位置づけする

ことができるのかできないのかということをちょっ

とお聞きしたいと。 

 私は、これを例に出させていただきましたけれど

も、ほかの委員会も含めて位置づけができるのかで

きないのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 今日の姿に至りますまでにいろいろ経過がありま

して、数あった委員会を現在の形に整理、統合して

きたというような過去がございます。 

 当然、委員会の位置づけをどういうふうにするか

ということは、その時々の状況で多分、判断なさっ

て今日を迎えていることだと思いますが、今後のこ

とにつきましてはやはりその委員会が果たす目的に

よっては、附属機関として位置づけが必要だという

ふうに客観的に判断できるものにつきましては、当

然そういう方法も講じる必要があるでしょうし、ま

た、現在の任意の委員会であっても機能を果たして

いけるということであれば継続をしていくというこ

とで、これは一概には、ですから附属機関に位置づ

けすることも、これは可能性としてはあろうかとは

思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） ただいま、これまで整理統

合してきたということでありますけれども、どうし

てそういう整理統合をしてきたのかということと、

それらその委員会としてランクづけされているのか

どうなのか、その点についてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えをさせていただきますが、委員会のそれぞれの

各委員会についてランクづけというものは一切して

おりません。 

 それから、経過についてわかる範囲内で恐縮です

が担当課長のほうから御説明させていただきます。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（田中利幸君） ３番岩田議員の御

質問でございます。 

 まず、基本的に附属機関と申し上げますと、法令

に設置義務のあるものと条例に設置義務をうたって

いるものに限っての状況でありますことは御案内の

とおりですが、まず過去に協議会委員会も含めまし

て、この附属機関の条例に掲載をしていた歴史がご

ざいます。それを組織機構の改革とあわせまして、

これらを整理をしていった経過にございまして、今

ある姿になっているところであります。 

 基本的に附属機関といいますと、一般的には町長

が諮問をして答申をするという形が、この附属機関

のありようでございます。あと一般的には委員会、

協議会につきましては、町長答弁にもございますよ

うに町民から多くの意見や要望、あるいはその指

針、計画等に多くの修正意見等をいただきたいとい

う意味を込めてこの委員会と協議会が設置をされて

いる経過にございまして、これらについては諮問、

答申という形ではなくて、広く町民の意見を聞くと

いう形から、この附属機関からの外出しとして対応

をしている経過にございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） 法的に基づいて、また条例

に基づいてということでありますけれども、なぜ私

がこういう話をするかというと、まず附属機関と位

置づけされれば報酬規定による報酬が支払われる

と、これがうちの町の規定では４時間未満が３,６

００円、４時間以上の場合は日額６,２００円とこ

ういうことになっています。 

 そこで、どうしてこのようなに二段階になって、

一方では報酬が払われ、一方では５,０００円の謝

金ということで、謝金の額については詳細にそれぞ

れの委員会で違うのかなと想像しますけれども、こ
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のような対応になっている。この辺が私はどうも疑

問に感じるところです。 

 一般的に軽微なもので一、二回の委員会で、です

からこれぐらでお願いしますという程度だったらま

だ理解できますけれども、通年に及んで本当に回数

を重ねることで５,０００円の謝金と、一方では報

酬と、こういう二段階になっていることについて非

常に疑問を感じますので、この点について町長、答

弁お願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 附属機関に属する委員会、あるいは法令、条例に

基づかない任意の協議会、委員会それぞれ設置の目

的がきちっと明確化されております。 

 ただいまその任意の協議会委員会の謝金の扱いに

ついてのお尋ねについては、それぞれ各協議会、委

員会が活動委員会を開催される、あるいは活動され

るというような中で、どの程度そういう活動が行う

かということは、想定をした中で設定をしているわ

けではございませんので、それぞれが自主的に会合

を持たれるなり、協議会を開くなりということで活

動されているということでございまして、これを一

つの物差しではかるというようなことを想定してお

りませんので、謝金という形で一律ということで対

応させていただいているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） 本来、謝金のあり方という

のは、拘束した時間に対してのお礼ということで支

払われるべきものであると私は考えておりますの

で、本来であればきちっとそれに見合うだけの対応

をしなければならないということで考えています。 

また謝金というのは、若干嫌らしいなと思うのは、

報酬というのはその対価として機械的に払われます

けれども、謝金の中には町長及び町の気持ちが入っ

ているということで対応されているわけであります

けれども、考え方、見方を変えれば、例えば今回の

推進準備委員会のように１７回も１８回も来ていた

だいて、５,０００円の謝金だよということで、見

方を変えればこれだけ来ていただいて５,０００円

の値しかなかったんだよということにもつながりか

ねないかなと、決して委員会の方々がその３,６０

０円のお金がほしくて来るわけでもあるまいし、そ

ういうことではないのだけれども、町としてどうし

てこのような二段階になっているのかということに

ついてもう一度町長の答弁を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 委員会の位置づけについては何度もお話しさせて

いただいているとおりでございますので割愛させて

いただきますが、今ここで任意の協議会、委員会に

ついてのお尋ねになっていると思いますが、謝金と

いう対応、措置を現在とらせていただいております

が、私はそのそれぞれの委員会、協議会がどちらか

と申しますと本当に皆さん方の熱い思いを寄せ合っ

て一定の成果を得るように努力をしている、そうい

う性格を持っていると思いますので、それが回数だ

とか時間によって強弱をつけるような、そういう町

としての気持ちのあらわし方は私といたしましては

なじまないというふうに理解しております。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） どうも明確な答えにはなっ

ていないのですけれども、これは担当課長、大変だ

と思うのです。課長が本当に職員と一生懸命取り組

んでいるのをみんな評価しているところなんですけ

れども、これでこれだけ来てもらって５,０００円

の謝金をどのように支払われるのか、ちょっと支払

う姿を見てみたいなと思うのですけれども、その後

本当に皆さんに引き継いでいっていただきたいと

思ったときにできるかといったら、私はできないと

思う。 

 時間と生活に余裕ある方ばかりだったらいいです

けれども、当然、各組織で若い方もたくさん来られ

ていて、そういった人材を育成していくという観点

からもこんなことをやっていたら人材育成なんかで

きません。 

 それで町長、一つお願いがあるのですけれども、

この附属機関の規定、これは皆さん知らない方が

いっぱいいます。次、頼まれるのであれば、町とし

てはこの附属機関には属すことをしません、こうい

う委員会の形態でこのような５,０００円の謝金で

１年間お願いしますという、これを情報共有するの

ですから見せてください、それが情報共有で町が伝

えづらい、伝えたくないことを知ってもらうことか

ら協働のまちづくりが始まるのですから、必ず頼む

ときにこういう情報を提供して知ってもらって受け

てもらうのだったら、そういう条件で受けてもらう

のは一向に構わないと思いますけれども、少なくて

も町長の委嘱ということで、町長が頼まれるのです

から、そういったことをしっかり整備しないとだれ

が見ても違和感はありますよね。その点についても

う一度、答弁お願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 さまざまな協議会、委員会に私がお願いしている

わけでございますが、今、委員が御発言ありました
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ように、その例えば附属機関に属する性格の委員会

か、あるいはそうでないかと、それによって報酬の

仕組み、あるいは謝金の仕組みでこういうふうな実

態にありますよと、これでよかったらお受けいただ

けますかと、非常に私の気持ちといたしましてはこ

ういう町民の皆さん方とともどもに汗をかく仕事の

前提に、そういう情報を提供するということは何ら

妨げるものはありませんけれども、それをクリアし

てお受けいただくかどうかということをもし判断し

ていただく材料に提供してくれということでした

ら、私としては非常に寂しいものを覚えるわけでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） それでは知らない町民に対

して知っていただく努力はするということで、それ

でいいですね。私もそこが一番知りたかったので、

私も勉強不足でこれまでこういう指摘をしてこな

かったことに対しては責任を感じていますし、こう

いった中で本当に人材育成できるかといったら、私

は少なくても先ほど申し上げましたように時間と生

活に余裕のある方しか来れないのかなと。 

 決してこのお金がほしくて来る方はだれもいない

と思いますけれども、こういったことで町民から違

和感のないような整備は当然すべきではないかなと

いうふうに思います。 

 次に、２項目めの再質問に移りたいと思います。 

 この点については昨年、予算特別委員会のときに

町長に伺ったときに、前町長は基準から外れる葬儀

に対してはプライベートだということで、向山町長

については公務で対応したいということの答弁だっ

たかなというふうに思っています。 

 それで前町長と違うのだというお話をされていた

記憶があるのですけれども、私は以前のように町と

して通夜、葬儀に対応するのかなというふうに、参

列に関してはそのように思っていたのですけれど

も、１年間通して見ておりますとどうもそのように

はなっていないということで、私は公務で出席する

ということであれば、当然その出席される、されな

いということについては、町民からすると不公平で

はないかなというふうに感じます。 

 私、本来としてはせめて町として意をあらわすた

めに葬儀ぐらいは町として対応すべきではないかな

というふうに思っておりますけれども、この点につ

いて公平なのか不公平なのか、その点もう一度伺っ

ておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、冒頭に基準から外れる外れない、基準から

外れる方は１人もおりません。基準の中で対応させ

ていただいているということで御理解いただきたい

と思います。 

 それと参列させていただく、いただけないという

ことに対しましは、私は町長として出席をさせてい

ただく、個人と町長ということでそれを区別して出

席するということは、実際にはそれは現実にはでき

ませんので、私は常に故人の思いも含めながら町長

として出席をさせていただいているということで、

町としてという部分については基準の町として出席

をする基準がございますので、その部分については

町として対応はさせていただいておりますが、通常

のお参りさせていただいて弔意をあらわす部分につ

いては、町長として私の弔意をあらわさせていただ

いているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） 質問したことに対して答え

られていないのですけれども、これは出る出ないと

いうことに対して不公平にならないのかということ

をもう一度お伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 公平、不公平にならないかというような部分につ

いては、そういう受けとめ方は私はいたしておりま

せん。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） これは、町民にとって公平

か不公平ではないかということなので、葬儀に行く

と必ずのようにきょうは町長来られるのかと、来ら

れないのかという質問を受けたりするのです。 

 それで、そういう点も含めて公平か不公平かとい

うことは、当然、町民の目線からはそういうことが

あるのではないかなというふうに思うのですけれ

ど、その点ついていかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番岩田議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 私、お答えの中でお話させていただいております

が、葬儀、あるいはお通夜に参列することが弔意の

あらわし方のすべてだというふうに理解もしており

ませんし、また物理的にそれがかなわないことも事

実でございますので、私はどういう形でお亡くなり

になられた方々に対しましても、上富良野町におい

て大変御苦労いただいたという気持ちのあらわし方

は、その都度都度できる範囲の中で弔意をあらわさ

せていただいているということでございまして、ど

なたに対しても同じ気持ちで臨んでいるところでご
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ざいます。 

○議長（西村昭教君） ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） そうしたら町長は以前のよ

うに町として全葬儀に参列するという考えはないと

いうこと、その点もう一度お伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岩田議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 これは物理的にできる可能性は非常に薄いという

というか、むしろ物理的には全部に参列するという

ことはまず不可能だと思います。 

 先ほども申し上げましたように、私が町長として

町民を代表する形で弔意をあらわしに行くというこ

とは、可能な限りさせていただいておりますし、か

なわない場合には別な方法をもって弔意をあらわさ

せていただいております。 

 また、町が基準をもって参列させていただいりす

る基準の中にある方々については、これは町とし

て、町長ということではなくて町として弔意をあわ

らすということになっておりますので、それについ

ては私が出席のかなわない場合には副町長、あるい

は教育長をもって弔意をあらわさせていただいてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、３番岩

田浩志君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決            

○議長（西村昭教君） お諮りいたしたいと思いま

す。 

 議事の都合により、３月１７日から２３日までの

７日間を休会といたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１７日から２３日までの７日間を休

会とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告            

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あす以降の予定について、事務局長から報告いた

させます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

１７日から２３日までの７日間は、休会といたしま

す。 

 ３月２４日は、本定例会の最終日で、開会は午前

９時でございます。 

 なお、休会中の３月１７日、１８日、１９日、２

３日の４日間は、予算特別委員会をいずれも午前９

時から開会いたしますので、各会計予算書並びに既

に配付の関係資料を持参の上、定刻までに御参集賜

りますようお願い申し上げます。 

 以上です。 

午後 ０時０２分 散会
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告            

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。 

 これより、平成２２年第１回上富良野町議会定例

会５日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 予算特別委員長から、今期定例会で付託されまし

た議案第１号から議案第１０号まで及び議案第２０

号並びに議案第２１号の、以上１２件について、審

査結果の報告がありました。 

 なおさきに御案内のとおり、人事案件の議案第３

２号監査委員の選任の件及び議案第３３号固定資産

評価審査委員会委員の選任の件並びに諮問第１号人

権擁護委員候補者の推薦の件につきましては、後ほ

ど議案をお手元にお配りいたしますので御了承賜り

たいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    １０番 和 田 昭 彦 君 

    １１番 渡 部 洋 己 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 予算特別委員会付託 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 予算特別委員会

に付託審査の議案第１号平成２２年度上富良野町一

般会計予算、議案第２号平成２２年度上富良野町国

民健康保険特別会計予算、議案第３号平成２２年度

上富良野町老人保健特別会計予算、議案第４号平成

２２年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算、

議案第５号平成２２年度上富良野町介護保険特別会

計予算、議案第６号平成２２年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算、議案第７号平成２２

年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算、議案第

８号平成２２年度上富良野町公共下水道事業特別会

計予算、議案第９号平成２２年度上富良野町水道事

業会計予算、議案第１０号平成２２年度上富良野町

病院事業会計予算、議案第２０号上富良野町十勝岳

地区振興基金の一部支消の件、議案第２１号上富良

野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件を一

括議題といたします。 

 本件に関し、予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長、長谷川徳行君。 

○予算特別委員長（長谷川徳行君） 予算特別委員

会審査報告を、朗読をもって報告申し上げます。 

 予算特別委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次の

とおり決定したので、会議規則第７７条の規定によ

り、審査の経過等を付し報告する。 

 平成２２年３月２４日、予算特別委員長長谷川徳

行。 

 記。１、審査の経過。 

 本委員会は３月９日に設置され、同日、議案第１

号から議案第１０号まで及び議案第２０号並びに議

案第２１号が付託された。 

 ３月１７日に委員会を開き、正・副委員長、分科

長を選出し、直ちに議案審議に入り、議案第２０号

と議案第１号の一般会計予算、歳入各款と歳出１款

から４款まで款別ごとに質疑を行い、理事者の答弁

を求めた。 

 ３月１８日に委員会を開き、議案第１号の一般会

計予算、歳出５款から予算調書まで款別ごとに質疑

を行い、理事者の答弁を求めた。 

 ３月１９日に委員会を開き、議案第２号及び議案

第２１号並びに議案第３号から議案第１０号までに

ついて、それぞれ歳入歳出を一括して質疑を行い、

理事者の答弁を求めた。 

 ３月２３日に委員会を開き、各議案の審査意見を

集約して、理事者に審査意見書を提出し、町長から

所信表明を受け、議案ごとに討論と採決を行った。 

 議案審査での主な意見は、別記のとおりである。 

 ２、表決。議案第１号は討論を行い、議案第２０

号、議案第２号及び議案第２１号並びに議案第３号

から議案第１０号までは討論を行わず、議案ごとに

起立による採決を行った結果、全議案が賛成多数に

より原案可決となった。 

 ３、結果。 

 （１）、議案第１号平成２２年度上富良野町一般
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会計予算、原案可決。 

 （２）、議案第２０号上富良野町十勝岳地区振興

基金の一部支消の件、原案可決。 

 （３）、議案第２号平成２２年度上富良野町国民

健康保険特別会計予算、原案可決。 

 （４）、議案第２１号上富良野町国民健康保険財

政調整基金の一部支消の件、原案可決。 

 （５）、議案第３号平成２２年度上富良野町老人

保健特別会計予算、原案可決。 

 （６）、議案第４号平成２２年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計予算、原案可決。 

 （７）、議案第５号平成２２年度…… 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩します。 

────────────────── 

午前 ９時０６分 休憩 

午前 ９時０８分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 会議を再開いたします。 

 結果のほうから報告をお願いいたします。 

○予算特別委員長（長谷川徳行君） ３、結果。 

 （１）、議案第１号平成２２年度上富良野町一般

会計予算、原案可決。 

 （２）、議案第２号平成２２年度上富良野町国民

健康保険特別会計予算、原案可決。 

 （３）、議案第３号平成２２年度上富良野町老人

保健特別会計予算、原案可決。 

 （４）、議案第４号平成２２年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計予算、原案可決。 

 （５）、議案第５号平成２２年度上富良野町介護

保険特別会計予算、原案可決。 

 （６）、議案第６号平成２２年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計予算、原案可決。 

 （７）、議案第７号平成２２年度上富良野町簡易

水道事業特別会計予算、原案可決。 

 （８）、議案第８号平成２２年度上富良野町公共

下水道事業特別会計予算、原案可決。 

 （９）、議案第９号平成２２年度上富良野町水道

事業会計予算、原案可決。 

 （１０）、議案第１０号平成２２年度上富良野町

病院事業会計予算、原案可決。 

 （１１）、議案第２０号上富良野町十勝岳地区振

興基金の一部支消の件、原案可決。 

 （１２）、議案第２１号上富良野町国民健康保険

財政調整基金の一部支消の件、原案可決。 

 なお、別記予算特別委員会審査意見（平成２２年

度予算）につきましては、説明を省略させていただ

きます。 

 以上で、予算特別委員会の報告といたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、予算特別委

員長の報告を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する委員長報告は、意見を付して、すべ

て原案可決であります。 

 委員長の報告のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から第１０号まで及び議案第

２０号並びに議案第２１号は、委員長の報告のとお

り決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第２２号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第２２号公

共施設における広域市町村民の使用料の取扱いに関

する関係条例の整備に関する条例の件を議題といた

します。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま上程いただき

ました議案第２２号公共施設における広域市町村民

の使用料の取扱いに関する関係条例の整備に関する

条例について、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 圏域５市町村における公共施設の利用に当たって

は、平成１９年度に５市町村長において平成２０年

度より圏域の住民が地元住民と同料金で利用できる

同一料金化について合意がなされたところであり、

本町においては当分の間の取扱いとして、公共施設

における広域市町村民の使用料取扱要領を制定し、

その対応を図ってきたところであります。 

 同要領制定以降２年を経過し、この間における取

扱いの状況等を踏まえ、個人利用における使用料の

同一料金を基本的な考え方として条例に規定するよ

う、関係条例について一括改正を図るとともに、住

民要望等により課題となっていたスポーツ施設にお

ける使用料の一部についてもあわせて改正整備を図

るものであります。 

 まず、広域市町村民の使用料の取扱いに関する規

定としましては、町民以外の者が使用する場合の使

用料の２倍規定を、圏域住民以外の者が使用する場

合の使用料は２倍とする旨、改正を行います。ま

た、町内在住中学生以下の使用料の無料規定を、圏

域在住中学生以下の使用料を無料とする旨改正し、

回数券、シーズン券などの利用における町民限定の

規定を圏域住民限定の規定に改めます。 

 さらに、使用者区分について町内在住者、町外在

住者と規定していたものについては、圏域内在住

者、圏域外在住者に改正を行うことで、条例上にお

ける個人利用にかかる圏域内住民の同一料金化が整
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理されるものであります。 

 また、あわせて改正をお願いするスポーツ施設の

使用料については、運動公園テニスコートの夜間照

明料を現行３０分につき３００円を、６０分につき

３００円に改め、Ｂ＆Ｇ海洋センターについては

２,０００円のシーズン券を新設するとともに、個

人の夜間使用料を日中と同一料金となるよう改正を

行うものです。 

 それでは、本議案について以下条文ごとに要約し

て御説明してまいります。 

 第１条は、公立学校の施設設備使用料。 

 第２条は、公民館使用料。 

 第３条は、都市公園使用料。 

 第４条は、児童館使用料。 

 第５条は、集会施設使用料に係る関係条例をそれ

ぞれ改正することにより、圏域内住民の同一料金化

を図るものであります。 

 第６条は、運動公園使用料の圏域内住民の同一料

金化を図ることとあわせまして、テニスコート夜間

照明使用料を改正し、他施設との均衡を図るもので

あります。 

 第７条は、社会教育総合センターの使用料の圏域

内住民の同一料金化を図ることとあわせまして、利

用時間区分の明確化を図るものであります。 

 第８条は、農業構造改善センター使用料。 

 第９条は、セントラルプラザ使用料。 

 第１０条は、防災センター等使用料。 

 第１１条は、農産物加工実習施設使用料に係る関

係条例をそれぞれ改正することにより、圏域内住民

の同一料金化を図るものであります。 

 第１２条は、Ｂ＆Ｇ海洋センターの使用料の圏域

内住民の同一料金化を図ることとあわせて、シーズ

ン券の新設と個人の夜間使用料を改正し、他施設と

の均衡を図るものです。 

 第１３条は、武道館使用料。 

 第１４条は、多世代交流センター使用料。 

 第１５条は、保健福祉総合センター使用料。 

 第１６条は、パークゴルフ場使用料に係る関係条

例をそれぞれ改正することにより、圏域内住民の同

一料金化を図るものであります。 

 次に、附則では施行日を平成２２年４月１日と規

定するものであります。 

 以上で、議案第２２号の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） ただいま上程されました議

案第２２号の関係で、まず１点は圏域内と圏域外の

確認方法をどのような形でするのかということで、

現状としては今まで取扱要領でやっていましたけれ

ども、圏域外からも圏域内だというようなことの実

例が何件か聞いております。その関係で、一応条例

化された以上、それらの関係についてどう徹底する

かということで１点はお尋ねしたいと思います。 

 それから２点目は、テニスコートの夜間照明の関

係です。全員協議会等で負担料が島津球場４０％、

運動公園が８０％の夜間照明の関係であるから、整

合性を図るというような説明がありました。現実の

問題、従来３０分につき３００円が６０分につき３

００円ということになりました。島津球場は２０分

につき３００円ということで、逆に島津球場は１時

間使えば９００円になります。そして、テニスコー

トの関係は、１時間で３００円という、３倍の関係

になります。 

 それで、こういう状況で説明を受けたところです

けれども、今までの決算報告書、それから予算書の

関係で見ますと平成１９年度保健体育使用料の島津

球場照明施設では、８万４,６００円という保健体

育使用料の収入があります。しかし、島津球場の光

熱費は２５万４,１２６円という支出がある。大体

このように、歴年このような感じできております。 

 テニスコートで言えば平成１９年度、富原テニス

コート照明施設の使用料が８万５,２００円ありま

す。しかし、運動公園の光熱費が２８万８,８１３

円ということで、数字も大体このまま過去３年間大

きな変化がございません。 

 それで特に、富原テニスコートの中での運動公園

光熱費という数字は、これはテニスコートの照明ば

かりではなくて、私ども調べてみましたらランニン

グコースの街灯等もあります。そういうことで、そ

れらも全部含まれているのか、その点ちょっと確認

をいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（前田満君） ９番中村議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 運動公園の電気料、光熱水費につきましては、す

べての運動公園の電気料、それから水道料等を計上

させていただいておりますので、その中の一部がテ

ニスコートの料金になっているということで御理解

いだきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ９番中村議員の１点目

の圏域内、圏域外の確認行為をどういうふうに行う

のかということにお答えしたいと思います。 

 基本的に、その施設の管理人が明らかに町内の人
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だとわかる場合は、当然確認作業はいたしませんけ

れども、残念ながら見たことのない方であれば、免

許証だとか、それにかわる身分を明らかにするもの

において確認行為をとらせていただくような考え方

で進めようと考えております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） もう１点は、その４０％、

８０％の差の関係が、片や１時間で３００円、片や

島津球場は１時間で９００円ということだから、そ

うすると利用人口のことを言うのか、それらのこと

を含めてその４００円、８００円の差がどういう根

拠かということも答弁していただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ９番中村議員の御質問

にお答えいたします。 

 私のほうでさきの委員会のほうで御説明させてい

ただいたとおり、原価１００円の電気料に対しまし

て、テニスコートのほうは８０％の負担をしていた

と、結果的に８０円をしていたと、一方、島津球場

のほうは１００円に対して４０円の負担であったと

いうことでして、それの時間の区切りは違いますけ

れども、結果的に今テニスコートのほうは８０％負

担を住民からいただいていますので、それを島津の

野球場と同じ４０％にするという考えから金額的に

同じ時間でありますけれども、金額は変わりません

けれども倍使えますよという計算をしておりますの

で御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） まず、富原テニスコート照

明の関係で、利用人数もしくは回数でもいいです。

それと、島津球場の関係の比率をちょっと、今すぐ

出てこないかもしれませんけれども、できればどう

いう状況になっているかということと、それからも

う一つは富原テニスコートの運動公園の光熱水費と

いうことで決算や予算が出ています。しかし、現実

にテニスコートの負担はどのぐらいなのかというこ

とが、ちょっと明確ではないのです。片や４０円、

片や８０円ということですけれども、現実の問題と

して運動公園のほうの光熱費の、例えば平成２２年

度の予算で言えば３０万２,０００円を光熱費の中

であれしているのですけれども、それではテニス

コートの照明にどのぐらいで、それからもう一つは

運動公園のそれ以外の照明が幾らで、それからもう

一つは光熱水となっていますから、水道の関係もあ

ると思うのです。 

 これらも具体的な数字で対比をしてもらわない

と、どのぐらいの、今の総務課長の答弁で４０円、

８０円というようなことがわかったのですけれど

も、これらがやはり特に島津球場はソフトボールの

ナイターリーグ戦の中で多く使う経過があるもので

すから、その関係で現実の問題、片や６０分で３０

０円、片や６０分で９００円という、こういう大き

な差がどうなのだということになってくると、それ

はある面で説明をしなければならないという、特に

私はソフトボール協会の会長をやっている関係もあ

りますので、そういう点で具体的な数字を出してい

ただいて、説明責任ができるような形にしていただ

きたいと、恐らく今すぐ出てこないと思いますけれ

ども、できれば後ほどそれらを出していただきたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（前田満君） ９番中村議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 申しわけございません、今、手元に資料持ってき

てございませんので、後ほど資料の提出をしたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２２号を採決いた

したいと思います。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第２３号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第２３号上

富良野町名誉町民条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま上程いただき

ました、議案第２３号上富良野町名誉町民条例の一

部を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説

明申し上げます。 

 名誉町民条例は、昭和３６年に本町の発展のため

に功績のあった方に対し、その功績と栄誉をたた

え、町民の社会文化の交流に対する意欲の高揚を図

る目的で制定され、その後、社会や経済の変化とと

もにその時代に即した条例を改正し、運用してまい

りました。 

 今回、従来の名誉町民年金を功労一時金へ見直す
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とともに、名誉町民の決定方法とその取り消し方法

などについて整理し、所要の条例改正を行おうとす

るものです。 

 内容につきましては、１点目は名誉町民に値する

適格者が死亡した後にも称号を送ることができるよ

う改正するものです。 

 ２点目は、新たに名誉町民審議会を設置し、町長

が審議会の諮問審議を経て町議会へ提案すること及

び審議会委員の人数、任期等について規定するもの

です。 

 ３点目は、名誉町民年金、年３０万円を名誉町民

功労一時金２００万円に変更し、新たに死亡後に名

誉町民の称号が贈られた場合、遺族に弔慰金１００

万円を給付できるように、また、附則において改正

前に名誉町民の称号を受けられている方について

は、今までどおり名誉町民年金を支給するよう改正

するものです。 

 ４点目は、名誉町民がお亡くなりになった場合、

従来から町葬を実施してきた実態を踏まえ、町葬の

実施について規定するものです。 

 ５点目は、本人の責に帰すべき行為により、著し

く名誉を失墜し、町民の尊敬を失ったと認めるとき

は、名誉町民審議会に諮り、議会の議決を経て名誉

町民であることを取り消すことができるように規定

するものです。 

 ６点目は、名誉町民審議会の新設に伴い、特別職

の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正と施行日を附則で規定するものであり

ます。 

 以下、議案を朗読し、改正内容の説明とさせてい

ただきます。 

 議案第２３号上富良野町名誉町民条例の一部を改

正する条例。 

 上富良野町名誉町民条例（昭和３６年上富良野町

条例第１５号）の一部を次のように改正する。 

 第１条に見出しとして、「（目的）」を付し、同

条中「社会の進展及び」を「本町の発展のために社

会の進展又は」に、「意欲の昂揚」を「意欲の高

揚」に改める。 

 第２条に見出しとして「（名誉町民）」を付し、

同条中「本町の」を「町長は、本町の」に、「、郷

土の誇とし、且つ」を「郷土の誇りとして」に改

め、「町長がこれを推薦し」を削り、「贈り、賞は

いを授与する」を「贈る」に改め、同条に次の１項

を加える。 

 ２、町長は前項の規定に値すると認められる者が

死亡した後、町議会の議決を経てその者に名誉町民

の称号を贈ることができる。 

 第３条及び第４条を次のように改める。 

 （名誉町民審議会）。 

 第３条 町長は、前条の規定に基づいて町議会の

議決を得ようとするときは、上富良野町名誉町民審

議会（以下「審議会」という。）にあらかじめ諮ら

なければならない。 

 ２、審議会の委員の数は７名とし、議会、教育委

員会、選挙管理委員会及び農業委員会の各代表者１

名並びに町内に居住する者から選任した者３名によ

り構成する。 

 ３、委員会は必要のつど町長が任命し、当該諮問

にかかる審議が終了したときは、解任されるものと

する。 

 （名誉町民の待遇・功労一時金）。 

 第４条 名誉町民に対しては、次の待遇等を与え

るものとする。 

 （１）その事績を永く伝える方途を講ずること。 

 （２）町の祝祭又は記念行事に招待すること。 

 （３）死亡したときに町葬を行うこと。 

 （４）名誉町民功労一時金を給付すること。 

 （５）名誉町民章、顕彰額及び記章を贈ること。 

 ２、前項第３号に規定する町葬は、名誉町民（第

２条第２項による名誉町民を含む。）が死亡したと

きに行うものとする。ただし、当該名誉町民本人の

生前の意思又は当該名誉町民の遺族の意向がある場

合は、これを執り行わないことができる。 

 ３、第１項第４号に規定する名誉町民功労一時金

の額は、第２条第１項の規定により称号を贈られた

者に対して２００万円を、第２条第２項の規定によ

り称号を贈られた者に対しては、その遺族に弔慰金

として１００万円を、それぞれ給付するものとす

る。 

 第５条に見出しとして「（委任）」を付し、同条

中「町長が」を「、規則で」に改め、同条を第６条

とし、第４条の次に次の１条の加える。 

 （名誉町民の取消し）。 

 第５条 名誉町民が本人の責に帰すべき行為によ

り著しく名誉を失墜し、町民の尊敬を失ったと認め

るときは、あらかじめ審議会に諮り、議会の議決を

経て、名誉町民であることを取り消すことができ

る。 

 ２、名誉町民であることを取り消された者は、そ

の取消しの日から、この条例によって与えられた待

遇等を停止するものとする。 

 附図を削る。 

 附則。 

 １、この条例は、公布の日から施行する。 

 ２、この条例施行の際、現にこの条例による改正

前の上富良野名誉町民条例（以下「旧条例」とい

う。）に基づき、名誉町民の称号を受けている者に



 

― 128 ―

ついては、この条例による改正後の上富良野町名誉

町民条例（以下「新条例」という。）により、名誉

町民の称号を受けたとみなし、新条例による名誉町

民功労一時金の規定については適用せず、旧条例に

よる名誉町民年金の規定については、なおその効力

を有する。 

 （特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部改正）。 

 ３、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例（昭和３２年上富良野町条例第３

号）の一部を次のように改正する。 

 別表附属機関の部表彰審査委員会委員の項の次に

次の項を加える。 

 名誉町民審議会。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。ございませんか。 

 ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） ちょっと確認をさせていただき

たいのですけれども、名誉町民条例の第１条の２と

あります。これをちょっとお尋ねしたいのですけれ

ども、今はお亡くなりになっておられるのですけれ

ども、元参議院の石川清一さん、お亡くなりになら

れてから名誉町民の称号が贈られたと、こういうふ

うに理解しているのですけれども、そのときにはこ

の第２項というのは、この部分はなかったと思うの

ですけれども、そのときは特例で認めたと、こうい

うことですか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ４番谷議員の質問にお

答えいたします。 

 条例上の規定はございませんでしたけれども、特

例というか、皆さんの御意志の確認をして、議会の

議決を得て名誉町民になられたというふうに理解し

ております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） 私、石川さんだけで申し上げた

のですけれども、酒匂前町長もお亡くなりになられ

てから名誉町民の称号を贈られたと、こういうこと

でよろしいですか。それは議会の承認を得て、改め

てこういう用語を加えると、こういうことで理解し

てよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ４番谷議員の御質問に

お答えいたします。 

 酒匂町長のときも、現職でお亡くなりになって、

お亡くなりになった後に名誉町民になられておりま

す。先ほども提案要旨のときにお話しいたしました

けれども、実態としては谷議員がおっしゃるように

それらの行為がなされておりました。今回、条例改

正にあわせてその辺のことを明文化したところでご

ざいます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ますが、まず今回の改正点で問題になるというふう

に感じている点が何点かあります。 

 まず、結論から先に言いますと名誉町民というこ

とで、非常に町に対して功労があったという点につ

いては高く評価しなければならないというふうに私

自身も考えております。しかしながら、名誉町民の

年金等の支給等については、やはり今の時世から

いってもう既に廃止しなければならないというふう

に考えておりますが、新たに改正、年３０万円を一

時金という形で２００万円に変更されましたが、そ

ういう検討も含めてなかったのかどうなのか、この

点、お伺いしておきたいと思います。 

 さらに、弔慰金という形で１００万円という形に

なっておりますが、多額ではないかというふうに私

自身考えておりますので、気持ちをあらわすのであ

れば、こういう多額の仮に名誉町民であったとして

もどうなのかなというふうに疑問を抱きます。 

 また同時に、名誉町民の従前、受けられている方

については引き続きということでありますが、この

点についても期限を切って段階的に廃止という方向

こそ住民の理解が得られるものだと私は考えます

が、この点についてはどのような経過があるのかお

伺いしておきたいというふうに思います。 

 さらにお伺いしたいのは、この条文でいけば、一

般の町民であったとしても町に多大な功績があれば

名誉町民として表彰されるということが、その点に

ついてはそういう読みもできるということでよろし

いでしょうか。従前でしたら、大体過去のわからな

い部分もあるのですが、町長等が比較的名誉町民と

いう称号が贈られているわけですが、この点も含め

てお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ５番米沢議員の御質問

にお答えいたします。 

 １点目の一時金の２００万円と年金支給について

廃止との検討を行ったのかというお話であります。

今回の条例の改正をするに当たりまして、一時金の

額、また現にお支払いしている年金の支給額につい

て当然、検討を加えております。その検討を加えた
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結果、今回、条例案として御提案をしたところであ

ります。 

 次に、弔慰金の１００万円についてでございます

けれども、これも当然、町民の感情、あとは他町村

の状況等も踏まえ、今回１００万円という形で御提

案をさせていただいております。 

 あと、名誉町民の今までの町長等が多かったけれ

どもということに対してでございますけれども、そ

れは町長に限らず、この条例の目的に書いてござい

ます部分に該当される方がいらっしゃいましたら当

然、その役職だとか、そういうようなものに関係な

く名誉町民になられることだというふうに解釈して

おります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 私はこの点、どうも納得い

かないのです。やはり、称号を与える分には、それ

は差し支えありませんが、しかし改めてこの一時

金、あるいは弔慰金等についてはやはりどう住民側

から見ても納得できるものではないと私は思いま

す。いろいろないいという方もおられるかもしれま

せんが、しかし一般の従来の慶弔規定が変わる前で

したら、町民の方でしたら３,０００円ぐらいのと

いう形のそういう御霊前などをお渡ししていた経緯

があります。そういう経過からしても、この弔慰金

についても１００万円という規定については、やは

り住民側からしても納得できるものでは私はないと

思いますが、この点、もう一度確認しておきたいと

思います。 

 また同時に、この功労金についてもやはり廃止し

て、名誉称号だけを授与すると、それで立派な町民

の町の貢献にかなった方だというふうにしておけ

ば、従前とは変わらない尊敬の念を抱いて町民はた

たえるのだというふうに思います。当然、葬儀等に

ついても引き続き町からの経費も充当されるかとい

うふうに思いますが、この点も含めてもう一度私は

この条文の見直し等を改めて主張して、考え方等に

ついてお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ５番米沢議員の御質問に

私のほうからお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 いろいろ御意見いただいたところでございます

し、私どもも議員の皆さんのいろいろな考え方もい

ろいろな形で耳に入れさせていただきました。ま

た、こういう制度につきましては、全国の自治体で

も道内の自治体はもちろんでございますけれども、

いろいろな例がございまして、そういうのはつぶさ

に検討させていただきました。 

 いずれにしましても、従前の条例にもありますよ

うに町民、または町に関係の深い方がこの町に対す

る貢献、これは一般町民の方も常日ごろから町に対

する貢献はあるかと思います。それらを大きく超え

て多くの町民がこの町に対しての貢献が非常に大き

いという、そういう町民総意の中で決定することを

想定してございますので、そういう多大な功績にふ

さわしい称号をするということが、この制度の趣旨

でもございますし、先ほど申し上げましたように他

のいろいろな例を参酌しながら町としてふさわしい

形で御提案させていただいたところでございます。 

 年金から功労一時金にしました。これも時代変化

の中でそういう動きがございますので、町としまし

てもそういうことを一つこの制度のこれから残す制

度としてふさわしいのだろうということで考えたと

ころでございますし、また、不幸にこういう称号を

受けられた方が他のケースでございますけれども、

こういう名誉町民としてお亡くなりになって、さら

に弔慰金を出す、そういう制度もたくさん他にもご

ざいます。私どもは、お亡くなりになられた方がい

ろいろな功績で名誉町民として称号することがふさ

わしいということになった場合に、そういう方には

弔慰金としてその功績に報いるという形で制度設計

をしたものでございますので、私ども繰り返しにな

りますけれども、他の自治体の制度と比較して町と

してはふさわしいという、そういう判断のもとに提

案をさせていただきましたので、ぜひとも御理解を

いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございますか。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 第５条２項の関係で確認を

いたしたいと思うのですけれども、裏面で名誉町民

であることを取り消された者は、その取り消しの日

からこの条例によって与えられた待遇等の停止をす

るものとするということで、一応、審議会を経て取

り消されたということで、年金の受給されている方

はそのまま取り消されることと承知をしますけれど

も、例えば功労一時金２００万円をもらった場合、

それはもうそのままということで、返還だとか何と

かということはなしにその時点で既に支給をされて

いるから、そのままということなのかということを

ちょっと確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ９番中村議員の御質問

にお答えいたします。 

 第５条第２項についてでありますけれども、これ

につきましてはその名誉町民が取り消されたとき

に、一時金の返還については考えておりません。 

 ただ、肖像画を油絵なりで郷土館のほうに掲示し



 

― 130 ―

ますので、それについては速やかに取り外すことに

なると考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 第３条の審議会関係の件で

すけれども、７名ということでそのうちの４名はも

う指定していますよね、議会とか教育委員会、選挙

管理委員会、農業委員会、残りの３名は町民から選

ぶと、ここは３名ということで指定されていないの

ですけれども、その都度、変更する可能性があるか

ら指定していないのか、あるいは３名というのは大

体どういうところから選ぶのかもう一度確認してお

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ６番今村議員の御質問

にお答えいたします。 

 基本的に条例でうたって明らかになっているのは

４名、そのほかについて町民の中３名ということで

あります。 

 その３名ですけれども、規則でその３名の方を団

体等を規定する予定であります。さきに委員会の中

でも御議論いただいた部分でありますけれども、ま

ず３名の中身でございますけれども、まず地縁によ

り構成された自治会組織の役員の中から選任する、

これが１人目です。２人目が、ふらの農業協同組合

上富良野支所の役員、３人目が上富良野町商工会の

役員、この方が規則のほうで選任する形で考えてお

ります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２３号を起立によ

り採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第２４号 

○議長（西村昭教君） 日程第５議案第２４号上富

良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費

の助成に関する条例の一部を改正する条例の件を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（田中利幸君） ただいま上程され

ました、議案第２４号上富良野町重度心身障害者及

びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一

部を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説

明申し上げます。 

 このたび、身体障害者福祉法施行令の一部改正に

より、肝臓機能障害が新たに身体障害の認定基準に

追加されましたことから、北海道医療給付事業の助

成対象となるため、当該関係条例の一部を改正する

ものであります。 

 以下につきまして、議案の朗読をもって説明とい

たします。 

 議案第２４号上富良野町重度心身障害者及びひと

り親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例。 

 上富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の

医療費の助成に関する条例（昭和５８年上富良野町

条例第３号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項第１号中「若しくは小腸若しくはヒ

ト免疫不全ウイルスによる免疫」を「、小腸、ヒト

免疫不全ウイルスによる免疫若しくは肝臓」に改め

る。 

 附則。この条例は平成２２年４月１日から施行す

る。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第２５号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第２５号上

川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の変更につ

いてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま上程いただき

ました、議案第２５号上川支庁管内町村公平委員会

共同設置規約の変更について、提案の要旨を御説明
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申し上げます。 

 本件は、北海道が進める支庁制度改革に伴い、北

海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例が、

平成２２年４月１日から施行されることになり、上

川支庁が上川総合振興局に名称が変更されるととも

に、幌加内町が空知管内から上川管内に編入され、

当公平委員会に加入することなどから規約の変更が

必要になり、地方自治法第２５２条の７第３項によ

り準用する同法第２５２条の２第３項の規定によ

り、共同設置組織団体における議決が必要なことか

ら、本議案を提案するものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第２５号上川支庁管内町村公平委員会共同設

置規約の変更について。 

 上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の一部

を改正することについて、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第２５２条の７第３項により準用す

る第２５２条２第３項の規定により、議会の議決を

求める。 

 上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約の一部

を改正する規約。 

 上川支庁管内町村公平委員会共同設置規約（昭和

３８年規約第１号）の一部を次のように改正する。 

 題名を次のように改める。 

 上川町村等公平委員会共同設置規約。 

 第１条中、「別表に掲げる町村及び組合（以下

「関係町村等」という。）は、」を「別表に掲げる

町村、一部事務組合及び広域連合（以下「関係町村

等」という。）は、」に改める。 

 第２条中、「上川支庁管内町村公平委員会」を

「上川町村等公平委員会」に改める。 

 第４条第１項中「公平委員会は、関係町村長及び

組合管理者（以下「関係町村長等」という。）が協

議により委員の候補者について、」を「公平委員会

委員は、町村長、組合管理者及び広域連合長（以下

「関係町村長等」という。）が協議した委員の候補

者を、」に改める。 

 別表の「中川町」の次に「幌加内町」を加える。 

 附則。この規約は、平成２２年４月１日から施行

する。 

 以上、説明といたします。御審議いただきまし

て、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） ４月から上川総合振興局に

かわる予定だと思うのですけれども、そうなります

とこの文言というのは変わらないのでしょうか、

ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（服部久和君） ２番村上議員の御質問

にお答えいたします。 

 まず、支庁の名称がかわるということで今回、こ

の規約をかえさせていただくということで提案をさ

せていただいております。上川総合振興局にかわり

ます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第２６号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第２６号上

川教育研修センター組合規約の変更についてを議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（前田満君） ただいま上程いただ

きました、議案第２６号上川教育研修センター組合

規約の変更について、提案の要旨を御説明申し上げ

ます。 

 本件は、北海道が進める支庁制度改革に伴い、北

海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例が平

成２２年４月１日から施行されることにより、上川

支庁が上川総合振興局に名称が変更されるととも

に、幌加内町が空知管内から上川管内に編入され、

当組合に加入することから規約の変更が必要にな

り、地方自治法第２８６条第１項の規定により、組

合組織団体における議決が必要なことから、本議案

を提案するものであります。 

 以下、議案第２６号の朗読をもって説明といたし

ます。 

 議案第２６号上川教育研修センター組合規約の変

更について。 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、上川

教育研修センター組合規約を次のとおり変更する。 

 上川教育研修センター組合規約の一部を変更する

規約について。 

 上川教育研修センター組合規約（昭和４７年上振

興第５２０号指令）の一部を次のように変更する。 
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 第１条中「上川支庁」を「上川総合振興局」に改

める。 

 第３条中「及び中川町」を「、中川町及び幌加内

町」に改める。 

 第６条第１項中「２８人」を「２９人」に改め

る。 

 別表中「２１」を「２２」に、「中川町」を「中

川町、幌加内町」に「２８」を「２９」に改める。 

 附則。この規約は、平成２２年４月１日から施行

する。 

 以上、説明といたします。御審議いただきまし

て、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第２７号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第２７号北

海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に

ついてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま上程いただき

ました、議案第２７号北海道町村議会議員公務災害

補償等組合規約の変更について、提案の要旨を御説

明申し上げます。 

 本件は、胆振西部衛生組合、釧路広域市町村圏事

務組合及び留萌広域行政組合が解散、脱退、留萌市

外２町衛生センター組合が団体名称を変更すること

から、組合規約の変更が必要となり、地方自治法２

８６条第１項の規定により、組合組織団体における

議決が必要なことから、本議案を提案するものであ

ります。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第２７号北海道町村議会議員公務災害補償等

組合規約の変更について。 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海

道町村議会議員公務災害補償等組合の規約を、次の

とおり変更する。 

 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一

部を改正する規約。 

 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約（昭

和４３年５月１日地方第７２２号指令許可）の一部

を次のように改正する。 

 別表第１中「胆振西部衛生組合」、「釧路広域市

町村圏事務組合」及び「留萌広域行政組合」を削

り、「留萌市外２町衛生センター組合」を「留萌南

部衛生組合」に改める。 

 附則、この規約は地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２８６条第１項の規定による総務大臣の

許可の日から施行する。 

 以上、説明といたします。御審議いただきまし

て、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第２８号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第２８号北

海道市町村総合事務組合規約の変更についてを議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま上程いただき

ました、議案第２８号北海道市町村総合事務組合規

約の変更について、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 本件は、胆振西部衛生組合、網走支庁管内町村交

通災害共済組合及び留萌広域行政組合が解散、脱

退、留萌市外２町衛生センター組合が団体名称を変

更することから、組合規約の変更が必要となり、地

方自治法第２８６条第１項の規定により、組合組織

団体における議決が必要なことから、本議案を提案

するものであります。 

 以下、議案第２８号の朗読をもって説明といたし

ます。 

 議案第２８号北海道市町村総合事務組合規約の変

更について。 
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 地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海

道市町村総合事務組合規約を次のとおり変更する。 

 北海道市町村総合事務組合規約の一部を改正する

規約。 

 北海道市町村総合事務組合規約（平成７年３月７

日市町村第１９７３号指令）の一部を次のように改

正する。 

 別表第１（第２条関係）留萌支庁の項中「留萌支

庁（１４）」を「留萌支庁（１３）」に、網走支庁

の項中「網走支庁（２４）」を「網走支庁（２

３）」に、胆振支庁の項中「胆振支庁（１４）」を

「胆振支庁（１３）」に改め、市町村・一部事務組

合及び広域連合欄中「、留萌広域行政組合」「、網

走支庁管内町村交通災害共済組合」「、胆振西部衛

生組合」を削り、「、留萌市外２町衛生センター組

合」を「、留萌南部衛生組合」に改める。 

 別表第２（第３条関係）第９項の共同処理する団

体欄中「、留萌広域行政組合」「、網走支庁管内町

村交通災害共済組合」「、胆振西部衛生組合」を削

り、「、留萌市外２町衛生センター組合」を「、留

萌南部衛生組合」に改める。 

 附則。この規約は地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２８６条第１項の規定による総務大臣の

許可の日から施行する。 

 以上、説明といたします。御審議いただきまし

て、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２８号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第２９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第２９号

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（服部久和君） ただいま上程いただき

ました、議案第２９号北海道市町村職員退職手当組

合規約の変更について、提案の要旨を御説明申し上

げます。 

 本件は、胆振西部衛生組合、網走支庁管内町村交

通災害共済組合が解散、脱退することから、組合規

約の変更が必要となり、地方自治法第２８６条第１

項の規定により、組合組織団体における議決が必要

なことから、本議案を提案するものであります。 

 以下、議案第２９号の朗読をもって説明といたし

ます。 

 議案第２９号北海道市町村職員退職手当組合規約

の変更について。 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海

道市町村職員退職手当組合規約を次のとおり変更す

る。 

 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更

する規約。 

 北海道市町村職員退職手当組合規約（昭和３２年

１月２３日３２地第１７５号指令許可）の一部を次

のように改正する。 

 別表（網走）の項中「網走支庁管内町村交通災害

共済組合」を削り、同表（胆振）の項中「胆振西部

衛生組合」を削る。 

 附則。この規約は、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２８６条第１項の規定による総務大臣

の許可の日から施行する。 

 以上、説明といたします。御審議いただきまし

て、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２９号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第３０号から 

日程第１２ 議案第３１号まで 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第３０号

上富良野町道路線廃止の件及び日程第１２ 議案第

３１号上富良野町道路線認定の件は、関連がござい

ますので一括して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた
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だきました、議案第３０号及び議案第３１号につき

まして、提案理由を申し上げます。 

 認定番号５２６番の操の沢道路につきましては、

道路現況と道路台帳に相違があることを確認いたし

ました。このため、起点及び延長が変わることか

ら、一度廃止して再認定するものです。 

 また、北海道により道道美沢上富良野線の旧清富

小学校付近でクランク状から緩やかなＳ字状に線形

の改良がなされたことから、上富良野町に移管され

る道道残地の１９８.９メートルについて、旧美沢

道路として新規認定し、既存の認定番号５１０柳の

沢道路との接続を確保しようとするものです。 

 これらが認定されますと町道は４３０路線、総延

長４２９.５９キロメートルとなる予定です。 

 以下、議案を朗読いたします。 

 議案第３０号上富良野町道路線廃止の件。 

 上富良野町道の路線を別紙のとおり廃止するた

め、道路法第１０条第３項の規定により、議会の議

決を求める。 

 裏面をごらんください。 

 別紙。 

 路線廃止の表につきましては、再認定のために認

定番号５２６番の操の沢道路を廃止するものでござ

います。 

 次に、議案第３１号に移ります。 

 議案第３１号上富良野町道路線認定の件。 

 上富良野町道の路線を別紙のとおり認定するた

め、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決

を求める。 

 裏面をごらんください。 

 別紙。 

 路線認定、この路線認定につきましては、認定番

号５２６番の操の沢道路を現況にあわせて是正再認

定し、あわせて認定番号５３４番旧美沢道路を新た

に認定するものであります。 

 以上で、説明とさせていただきます。御審議いた

だきまして、議決を賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、議案第３０号及び議案第３１号を一括

して質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより採決いたします。 

 初めに、議案第３０号上富良野町道路線廃止の件

を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３１号上富良野町道路線認定の件を

採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時１９分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第３２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第３２号

監査委員の選任の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た、議案第３２号監査委員の選任の件につきまし

て、御説明申し上げたいと思います。 

 監査委員の選任につきまして、今回、新たに米田

末範氏を選任願いたく提案させていただきました。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

たいと存じます。 

 議案第３２号監査委員の選任の件。 

 上富良野町監査委員に次の者を選任したいので、

地方自治法第１９６条の規定により、議会の同意を

求める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●。 

 氏名、米田末範。●●●●●●●●●●●生まれ

でございます。 

 以上、御同意賜りますようよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例に基づき質疑、討論を省略し、直ち

に採決をいたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 
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 これより、議案第３２号を起立により採決いたし

ます。 

 本件について、賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 賛成多数であります。 

 よって、本件は、原案のとおり同意することに決

しました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第３３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第３３号

固定資産評価審査委員会委員の選任の件を議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た、議案第３３号固定資産評価審査委員会委員の選

任の件につきまして、御説明を申し上げたいと思い

ます。 

 固定資産評価審査委員会委員につきましては、３

名で構成されておりまして、そのうち２名が留任を

され、１名が新しく選任させていただきたいという

ことで、合わせて３名の選任同意を御提案させてい

ただきたいと存じます。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。 

 議案第３３号固定資産評価審査委員会委員の選任

の件。 

 固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任した

いので、地方税法第４２３条第３項の規定により、

議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●。 

 氏名、大角勝美。●●●●●●●●●●生まれ。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。 

 氏名、四釜富士夫。●●●●●●●●●●生ま

れ。 

 住所、上富良野町●●●●●●●。 

 氏名、船引武道。●●●●●●●●●●生まれ。 

 以上でございます。御同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例に基づき質疑、討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 これより、議案第３３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり同意することに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり同意することに決

しました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 諮問第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 諮問第１号人

権擁護委員候補者の推薦の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件につ

きまして、御説明を申し上げます。 

 現在、当町におきましては４名の方が人権擁護委

員としてその任に当たられておるところでございま

すが、このたびそのうちの１名が退任される申し出

を受けたことに伴いまして、新たに１名を推薦をさ

せていただきたいということで、議会の承認を賜ろ

うとするものでございます。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

たいと思います。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件。 

 人権擁護委員の候補者として、次の者を推薦した

いので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。 

 氏名、瀧本良幸。●●●●●●●●●生まれ。 

 以上でございます。御承認賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例に基づき質疑、討論を省略し、直ち

に採決をいたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 これより、諮問第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり適任と認めることに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり適任と認めること

に決しました。 

 日程第１６ に入る前に、休憩前に議案でありま

した中村議員の質問に対しまして、教育振興課長の
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ほうから答弁をいたさせます。 

 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（前田満君） ９番中村議員の先ほ

どの御質問にお答えをさせていただきます。 

 富原テニスコート、それから島津球場のそれぞれ

夜間照明の料金等についてのお答えをさせていただ

きたいと思います。 

 平成２０年度の料金でお答えをさせていただきた

いと思っております。まず、富原テニスコートにつ

きましては、使用電力量につきましては２,８５２

キロワットということで、年間の使用料金が１６万

６,６８７円になります。収入としましては、１１

万２,０００円、利用の人数につきましては２,８７

１名であります。 

 島津球場につきましては、使用電力量につきまし

ては７,４５８キロワットということで、使用料金

につきましては３１万８２３円、収入金額について

は８万７,０００円、利用料金につきましては１,４

５６人ということで、それぞれ率にして富原テニス

コートのほうが約倍に近い金額が課せられておりま

したので、今回、平準化を図ったということで御理

解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 質問がありますか。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 今、平成２０年度の関係で

課長のほうから説明をいただきました。 

 確かに使用の電力量というのは約３倍、ソフト

ボールを見るのと、ソフトテニス等も含めてテニス

の球の速さの関係等もあろうかなと思いますので、

ある程度理解をします。 

 ただ、平成２２年度の使用料の見込み５万円計上

しております。これは、これを見込んでの形の５万

円ということなのか、結局１１万２,０００円で

しょう、２０年度のテニスコートの使用料。そうす

ると半分になってきているから、３０分３００円が

１時間３００円ということだから、半分だからそう

いうことで５万円を計上したということで理解して

いいのですか。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（前田満君） ９番中村議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 中村議員御指摘のとおり、使用料金が半分になる

ということで計上させていただいております。 

○議長（西村昭教君） ３回という制約があります

ので、後で答弁しておりますので、それが続きます

と際限なくなりますので可決終わっておりますの

で、後ほど資料も含めて提供すると言われておりま

すので、ひとつ御了解をいただきたいと思います。 

────────────────── 

◎日程第１６ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 発議案第１号

町長の専決事項指定の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） ただいま上程いただきまし

た発議案第１号町長の専決事項指定の件につきまし

て、提案の要旨の説明を申し上げます。 

 平成２２年度地方税法改正に伴います個人町民税

における所得割額の定率減税の見直しなど、所要の

改正を行うため、町長において専決処分することが

できるよう指定しようとするものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。 

 発議案第１号町長の専決事項指定の件。 

 上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。 

 提出者、上富良野町議会議員岩田浩志。 

 賛成者、上富良野町議会議員谷忠。 

 町長の専決事項指定の件。 

 次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、町長において専決処分することが

できるものとして指定する。 

 記。平成２２年度の地方税法の一部改正に伴う上

富良野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０

号）の一部及び上富良野町国民健康保険税条例（昭

和３１年上富良野町条例第７号）の一部を改正する

こと。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして、お認めいただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって、

質疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 発議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 発議案第２号

上富良野町議会会議規則の一部を改正する規則の件
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を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） ただいま上程いただきまし

た発議案第２号について、朗読をもって御提案をさ

せていただきたいと思います。 

 発議案第２号上富良野町議会会議規則の一部を改

正する規則。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。 

 平成２２年３月８日提出。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員中村有秀。 

 賛成者、上富良野町議会議員岩田浩志。同じく、

上富良野町議会議員谷忠。 

 裏面をごらんいただきたいと思います。 

 上富良野町議会会議規則の一部を改正する規則。 

 上富良野町議会会議規則（昭和６２年議会規則第

１号）の一部を次のとおり改正する。 

 第９条第１項中「午後５時３０分」を「午後５時

１５分」に改める。 

 附則。この規則は、平成２２年４月１日から施行

する。 

 以上でございます。審議をいただき、お認めくだ

さるようお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 発議案第３号から 

日程第１９ 発議案第４号まで 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 発議案第３号

農業農村整備事業の予算確保に関する意見の件及び

日程第１９ 発議案第４号季節労働者の失業給付を

９０日分にし季節労働者対策の強化を求める意見の

件を一括して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ３番岩田浩志君。 

○３番（岩田浩志君） ただいま上程いただきまし

た、発議案第３号及び発議案第４号を一括して提案

させていただきたいと思います。 

 発議案第３号農業農村整備事業の予算確保に関す

る意見の件を議案の朗読をもって説明とさせていた

だきます。 

 発議案第３号農業農村整備事業の予算確保に関す

意見の件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員岩田浩志。 

 賛成者、上富良野町議会議員谷忠。 

 裏面をごらんください。 

 農業農村整備事業の予算確保に関する意見書。 

 昨年、本道農業は冷湿害に見舞われ、収量の減少

や品質低下など、大きな被害をこうむった。しか

し、農業基盤整備及び土地改良事業が終了した地域

ほど被害が少なく、その差が顕著にあらわれた年で

あった。 

 国は、平成２２年度農業関係の予算編成におい

て、戸別所得補償制度のモデル対策費に重点配分す

る一方で、農業農村整備事業費（土地改良事業費）

を大幅に削減した。 

 農業農村整備事業の予算の縮減は、今後、地域の

要望に即した排水対策や土層改良、区画整理等の農

地整備や農業用水を安定的に確保するなどの農業水

利施設の計画的な更新、整備に深刻な影響を与える

こととなり、本道農業の生産性が低下していくこと

が明らかである。そしてそのことは、我が国の食料

受給率をさらに低下させるなど、国民全体の不利益

にもつながるものと危惧する。 

 今後とも本道農業・農村が持続的に発展し、安

全、安心な食料を国民に安定的に供給する役割を

担っていくためには、食料供給力の確保に必要な農

地や農業水利施設の整備を継続的かつ安定的に実施

することが不可欠である。 

 よって、食料供給力の確保に必要な生産基盤整備

の促進について、次の事項の実現が図られるよう強

く要望する。 

 記。 

 １、国民の命の根源である食の安定供給を図るた

め、農業農村整備事業の着実な推進に必要な予算を

確保すること。 

 ２、食料受給率２００％の北海道農業が、今後も

国民に安心安全な食を提供できるよう担い手の育

成、優良農地の確保・整備に強力に推進すること。 

 ３、農業の持続的発展は農業者だけでなく、国民

の命と暮らしを守る上で極めて重要であり、必要な

措置を強力に推進していくこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書
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を提出する。 

 提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、農林水産大臣、国土交通大臣、以

上、説明といたします。 

 引き続き、発議案第４号季節労働者の失業給付を

９０日分にし季節労働者対策の強化を求める意見の

件を、議案の朗読をもって説明といたします。 

 発議案第４号季節労働者の失業給付を９０日分に

し季節労働者対策の強化を求める意見の件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員岩田浩志。 

 賛成者、上富良野町議会議員谷忠。 

 裏面をごらんください。 

 季節労働者の失業給付を９０日分にし季節労働者

対策の強化を求める意見書。 

 政府は、通常国会に雇用保険法等の改正案を提出

し、非正規労働者への適用の拡大、雇用保険財政へ

の国庫負担を本則どおり２５％とすることなどが予

定されている。しかしながら、今回の法改正で季節

労働者は対象とされていない。 

 北海道には約１０万人の季節労働者がおり、その

６割は建設関係の仕事についている。これらの季節

労働者は、厳しい自然環境などにより冬期間の失業

を余儀なくされているが、現行の雇用保険制度のも

とでは４０日分の特例一時金（約２０万円）で厳寒

の３から４カ月を越さなければならない。 

 非正規労働者が企業の都合で解雇されるのと同じ

ように、季節労働者が冬に失業するのは労働者の責

任ではない。働きたくても仕事がないためである。

国の「通年雇用促進支援事業」は、所得保障にかか

わるものが一切認められていないため、十分な効果

が上がっていない。 

 また北海道においても、急速に悪化した経済情勢

のもとで、民間工事が落ち込み、さらには自治体財

政の困難の増大によって公共事業の減少が続くな

ど、雇用情勢は深刻さを増している。通年雇用どこ

ろか、年間を通じた失業が季節労働者に襲いかかっ

ている。 

 こうした状況から政府においては、季節労働者対

策について、以下の措置を講ずるべきである。 

 記。 

 １、雇用保険法を改正して季節労働者の失業給付

を９０日分にすること。 

 ２、国の「通年雇用促進支援事業」を抜本的に改

善・拡充すること。 

 ３、国として雇用効果の高い生活・福祉関連の公

共事業の拡大を図って、地元の中小建設業者の仕事

を確保するとともに、冬期間の就労機会を拡大する

こと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書

を提出する。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、国土交通

大臣、農林水産大臣。 

 以上、説明とさせていただきます。御審議いただ

きまして、お認めいただきますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより採決いたします。 

 初めに、発議案第３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

次に、発議案第４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

─────────────────── 

◎日程第２０ 発議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 発議案第５号

保育制度改革に関する意見の件を議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） ただいま上程いただきました、

発議案第５号保育制度改革に関する意見の件につい

て、議案の朗読をもって提案をさせていただきま

す。 

 発議案第５号保育制度改革に関する意見の件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員谷忠。 

 賛成者、上富良野町議会議員岩田浩志。 

 裏面をお開きください。 

 保育制度改革に関する意見書。 

 急激な少子化が進む中、子供を安心して産み育て

る環境の整備はとりわけ重要であり、中でも待機児

童対策を含む保育施策の拡充は喫緊の課題となって



 

― 139 ―

いる。この間、保育施策の拡充に対する国民の期待

はかつてなく高まっており、国会においても平成１

８年以来、「現行保育制度に基づく保育施策の拡充

を求める請願書」が４年連続して採択されているこ

とは、こうした国民の声の反映にほかならない。 

 現在、国においては地方分権を名目に待機児童解

消のために保育所に係る最低基準を緩和し、地方自

治体にゆだねる方針を明らかにされ、直接契約・直

接補助方式の導入など、市場原理に基づく保育制度

改革論に加えて、幼保一体化を含めた制度改革の検

討が進められようとしている。この改革案は、児童

福祉法第２４条に基づく市町村の保育実施責任を大

幅に後退させるものであり、規制緩和による保育の

市場化を進めるものである。最低基準の緩和に加え

てこうした改革が進めば、子供の福祉よりも経済効

率が優先され、保育の地域格差が広がるだけでな

く、家庭の経済状況により子供が受ける保育のレベ

ルにも格差が生じることになりかねない。 

 全国どの地域においても、子供たちが健やかに育

ち、保育を受ける権利が平等に保障されるために

は、保育における国と自治体の公的責任が不可欠で

ある。地方分権の推進には、全国どこでも守るべき

ナショナルミニマム保障の仕組みを確立することが

必要である。最低基準を地方自治体にゆだねるので

はなく、国の責任において底上げし、財政の保障を

行うこととあわせて、規制緩和の推進ではなく国と

地方自治体の責任を明記した現行保育制度を基本に

しつつ、保育施策を拡充することが求められてい

る。 

 よって、国においては保育制度改革の議論を進め

るに当たり、子供の権利を最優先に地方の実情を踏

まえた上で、国と地方の責任のもとに実施する充実

した制度とされるよう以下の事項について強く要望

する。 

 記。 

 １、児童福祉法第２４条に基づく現行保育制度を

堅持、拡充すること。 

 ２、国は市町村が責任を持って待機児童解消に向

けて取り組みができるよう必要な支援と財政措置を

行うこと。 

 ３、保育に格差が生じる直接契約・直接補助方式

の導入を基本とした保育制度改革は行わないこと。 

４、保育の質の低下につながる保育所最低基準の廃

止・引き下げは行わず、抜本的に改善すること。 

 ５、保育所、幼稚園、学童保育、子育て支援施設

関連予算を大幅に増額すること。 

 ６、子育てにかかわる保護者負担を軽減し、雇用

の安定や労働時間の短縮など、仕事と子育ての両立

が図られるよう社会的環境整備を進めること。 

 ７、民間保育所運営費の一般財源化は行わないこ

と。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書

を提出する。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、以上、御

提案を申し上げます。御審議をいただき、お認めい

ただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 閉会中の継続調査申し出の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２１ 閉会中の継続

調査申し出の件を議題といたします。 

 議会運営委員長並びに各常任委員長から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付申出書の事件について閉会中の継続調査の申し

出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに決しました。 

 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は、すべて終了いたしました。 

─────────────────── 

◎退 任 ・ 退 職 あ い さ つ            

○議長（西村昭教君） ここで、今月、３月３１日

をもって退任されます代表監査委員及び定年退職さ

れます上富良野町役場と、それから富良野広域連合

の管理職の方々からごあいさつをいただきたいと思

います。 

 初めに、代表監査委員高口勤君。 

○代表監査委員（高口勤君） 貴重な時間を割いて

いただき、退任のあいさつをする機会を与えていた

だいたことに対しまして、心から感謝を申し上げま
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す。 

 私は、平成１４年の春に上富良野高等学校を定年

退職いたしましたが、退職と同時に尾岸町長初め、

皆様の特別な御配慮により、代表監査委員に選任さ

れ、以来２期８年間勤めさせていただきました。 

 その間、皆様に支えられ、助けられながら今日に

至りました。特に、事務局の皆さんには大変お世話

になりました。 

 今振り返ってみますとき、私に与えられた任務が

どれだけ果たせたか非常に心持たなく、至らない面

が多々あったと反省しております。 

 ただ、私としては職員の皆さんが一生懸命町のた

め、町民のためにそれぞれの職務に日夜努力されて

おられることを少しでも理解していこうと努めてま

いりました。 

 行財政改革への取り組み、税の収納に対する役場

内一丸となった取り組み、あるいは病院の経営改善

に向けたプロジェクトチームの取り組みなど、その

成果を着実に上げてこれらた状況はこの役職につい

て初めて肌で感じ取ることができました。 

 行政の中枢にあって、まちづくりの最前線に当

たっている人たちの御苦労に触れることができたの

は、私にとって大変貴重な機会であったと感謝して

おります。 

 今定例会では、協働のまちづくりということが一

つのキーワードとなっていたように思います。今

後、協働のまちづくりは最重要課題となっていくも

のと私も考えております。どうか議会、そしてまた

行政の皆さんが一体となって、この上富良野町の発

展に今後とも御尽力をいただきたいと期待している

ところでございます。 

 以上、種々申し上げてきましたが、この８年間、

大変お世話になりました。今後ますます上富良野町

が発展していきますことを心から祈念いたしまし

て、退任のあいさつとさせていただきます。どうも

いろいろとありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 次に、公園整備担当課長菊

地昭男君。 

○公園整備担当課長（菊地昭男君） ただいま議長

の計らいにより、このような時間を設けていただき

ましてまことにありがとうございます。 

 私事で大変恐縮でございますが、この３１日を

もって何とか定年退職を迎えることができます。こ

れも皆様に支えられてここまで来れたものと感謝申

し上げる次第でございます。 

 振り返ってみますと、昭和４７年６月に役場職員

として水道課に配属されまして、その間５人の町

長、和田町長、酒匂町長、菅野町長、尾岸町長、向

山町長のもとで３７年間仕事をさせていただきまし

た。 

 ３７年間のうち上下水道関係が２３年間、あとは

建設課７年、都市計画、特養と７年仕事をしてまい

りました。この間、いろいろなことがありましたけ

れども、今思い起こせば特に病気することもなく、

健康で仕事をすることができました。これも皆さん

の支えと家族の支えがあってできたものと感謝申し

上げるところでございます。 

 退職後は、現在地でまたそのまま暮らしていきま

すので、何かお手伝いでもできることがあれば声を

かけていただきたいと、このように思っておりま

す。 

 最後になりましたが、議員の皆様、職員の皆様の

御健勝と御活躍をお祈り申し上げ、あいさつとさせ

ていただきます。ありがとうございました。（拍

手） 

○議長（西村昭教君） 次に、産業振興課商工観光

班主幹多湖逸郎君。 

○産業振興課商工観光班主幹（多湖逸郎君） 私

は、昭和４３年に町職員として採用になりまして、

この３月３１日をもって定年退職ということになり

ます。 

 村上町長から現在の向山町長まで歴代の町長さん

を初め、退職をされました先輩、そして仲間、そし

て多くの町民の皆様に支えられての４２年間だった

というふうに思い、そのことに感謝を申し上げる次

第でございます。 

 退職まであと数日あるわけでございますけれど

も、これといった予定は今のところありません。趣

味もなく、このままではぼけが早くなるのかなとい

うようなことを感じて、今になって何か趣味的なも

のを見つけようと、そんなふうに思っている次第で

ございます。 

 今は、ただ４２年間勤めてこられことにありがと

うございましたと申し上げ、お礼の言葉とごあいさ

つとさせていただきます。皆さん、どうもありがと

うございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 次に、富良野広域連合消防

長藤田三郎君。 

○富良野広域連合消防長（藤田三郎君） 退職に当

たりまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

 私も昭和４３年、上富良野町消防本部消防士を拝

命以来、上富良野町消防本部３年、上川南部消防事

務組合３８年、富良野広域連合１年、通算４２年消

防の任務であります地域住民の安心、安全を守るた

めに、この消防の職責を皆様の御協力のもと大過な

く終了させていただくことに関しまして、厚くお礼

を申し上げます。 

 ４２年間を振り返ってみますと、いろいろな災害
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等がございました。倍本地区の水害、あるいは上富

良野高校グラウンド上の堤防の決壊、十勝岳の爆

発、カミホロ荘の火災、それと富良野広域連合の発

足等が走馬燈のように思い出されます。 

 特に、富良野広域連合につきましては、北海道消

防広域化推進計画の道内第１号として広域消防とし

て、全道消防の模範となるべく努力をしてきたとこ

ろでありますけれども、広域行政の難しさを痛感し

たところでございます。この富良野広域連合にもい

ろいろな課題がございまして、消防団員の報酬費用

弁償の統一、消防職員の給料の統一、あるいは消防

無線のデジタル化、あるいは通信指令台の消防本部

一本化等、課題が山積しております。しかしなが

ら、この課題を一つ一つ解決していかなければなら

ないというふうに考えております。 

 退職後につきましては、一町民として、消防ＯＢ

として、町内の自主防災組織の立ち上げ、指導等に

協力してまいりたいというふうに考えております。 

 結びになりますが、上富良野町町議会のますます

の御発展を御祈念申し上げ、簡単ではございますが

退職に当たりましてのごあいさつとさせていただき

ます。長い間、ありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 次に、富良野広域連合上富

良野消防署長三原康敬君。 

○富良野広域連合上富良野消防署長（三原康敬君） 

本日ここに議長さんの特段の御高配をもちまして、

退職の言葉を述べさせていただく機会を与えていた

だきましたことに対しまして、まことに感謝を申し

上げる次第でございます。ありがとうございます。 

 私、昭和４８年１月１日に採用されまして、これ

までの３７年間、議員の皆様、歴代の町長さん初

め、役場職員の皆様方、それと地域住民の皆様、そ

れに数多くの災害現場で苦楽をともにしていただき

ました上富良野消防団の団員の皆様方に支えられま

して、この日を迎えることができたとまことに感謝

する次第でございます。 

 ３７年間を思い起こすと、私事ばかりになります

けれども１９８８年から８９年の昭和から平成にわ

たる十勝岳噴火の際に、全国でも最高のレベルにあ

ります上富良野町の防災行政に消防防災の一員とし

て、その防災業務に当たったことが最高の思い出で

あります。私事になりますけれども、本当に孫子の

代まで伝えていくような活動をしていろいろな人と

めぐり会ったということを伝えたいと、このように

存じております。 

 終わりに、上富良野町議会議員の皆様の健康とま

すます御活躍されますことと、それと防災の面で本

当に全国でも誇れる上富良野町、安全・安心な町上

富良野町がますます発展することを願いまして、退

職のごあいさつといたします。まことに長い間お世

話になりました、ありがとうございました。（拍

手） 

─────────────────── 

◎町 長 あ い さ つ           

○議長（西村昭教君） 次に、本年最初の定例会で

ございますので、町長のほうからもごあいさつをい

ただきたいと思います。 

 町長向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） 第１回定例会の最終日に望

みまして、議長のお許しを賜りまして一言、お礼の

ごあいさつを申し述べさせていただきたいと思いま

す。 

 まず最初に、多年にわたり町の行政各般にわたり

まして、大変御尽力を賜りました高口代表監査委員

におかれましては、本当に８年間、町のために御尽

力を賜りましたことをこの場から改めて町民を代表

いたしましてお礼を申し上げたいと思います。あり

がとうございます。 

 また、この３月末をもちまして定年退職を迎えま

す５名の職員の方、消防職員の方それぞれが、それ

ぞれの課題に、その時々に果敢にチャレンジしてい

ただきまして、そして今日の上富良野町発展の礎に

大きく貢献されました功績に対しまして、改めてお

礼を申し上げる次第でございます。 

 それぞれにいろいろな思いを抱きながら勤めてこ

れられたのではないかなというふうに考えておりま

す。退職後は、さらに新しい人生をはつらつと歩ん

でいただくことを改めて御期待申し上げる次第でご

ざいます。 

 さて、平成２２年度第１回定例会に当たりまして

は、議員の皆様方におきましては、大変お忙しい

中、長期間にわたりまして種々御審議を賜りました

ことを改めて御礼を申し上げる次第でございます。 

 特に、新年度予算の審議に当たりましては、大変

皆様方から貴重な御意見を数々賜りました。まさし

く、今これから上富良野町が向かおうとする方向性

を見出す中で、本当に貴重な御意見であると私も心

から同感をするところでございます。 

 しかしながら、限られた財政の中で、いかに町民

の付託にこたえていくかということで、職員一丸と

なって予算編成を取り組まさせていただいたところ

でございます。この間にありまして、皆様方には大

変深い御理解を賜ったことも改めてお礼を申し上げ

る次第でございます。 

 今まさしく町民すべてが同じ目線で同じ価値観を

持ってまちづくりに歩まなければならない、その第

一歩を今、記したのではないかなというふうに認識

しているところでございます。これからまだまだ大
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きな課題があらわれてくると思いますが、議会の皆

さん方とともに手を取り合って、将来の上富良野づ

くりのために私も身を粉にして頑張ってまいりたい

というふうに考えております。 

 どうかこれからも皆様方の御指導、御鞭撻を心か

ら賜りますようお願い申し上げまして、また、この

長期間定例会に皆さん方から御協力をいただきまし

たことに対しましても、重ねてお礼を申し上げまし

てお礼のごあいさつとさせていただきます。長期

間、大変皆さんありがとうございました。 

─────────────────── 

◎議 長 あ い さ つ           

○議長（西村昭教君） それでは私のほうからも一

言、ごあいさつ申し上げます。 

 ３月の８日からきょうまで長期間の第１回の定例

会、理事者も初め、議員の皆さん方大変御苦労さま

でございました。 

 特に、予算特別委員会では長谷川副議長を中心に

４日間という連続した中で、慎重審議、討論を賜り

まして無事きょう原案可決ということで皆様方に議

決をいただきましたこと、厚くお礼申し上げたいと

思います。 

 第１回の定例会、それぞれ理事者、町長を中心に

２２年度の予算編成に向かって、過去１年間それぞ

れ議員の皆さん方から寄せられた一般質問、あるい

はそれに向けての討論、答弁、あるいは委員会の中

で出された意見等を最大限取り入れながら町民の生

活の基盤の安定と福祉の増進に向けて組まれた予算

を提出されたかと思うわけであります。 

 それに向けて、議会も町民の代表としてそれぞれ

町民の視点から町の執行に当たって、どれだけその

民意を反映し、また町の発展に向けて進んでいるか

ということで、それぞれ皆様方意見、あるいは細か

なことについて御質問があったかと思うわけであり

ます。 

 行政と議会は車の両輪と言いますが、きのうまで

はその車がそれぞれ走っていたわけでありますが、

きょうからその車に軸が入りまして、お互いに等距

離を持ちながら同じ方向に向かって進むということ

になったわけでございます。それぞれの立場で一生

懸命行政推進に向かって進めていただきたいと思う

とともに、議会もその責務と責任を十分果たしまし

て町民の意見、あるいは要望を執行に当たってどれ

だけ反映されているかということが私たち議会に課

せられた義務かなと思うところでございます。 

 どうぞ２２年度、この車の両輪が近づ離れず、ま

た方向を間違えることなくお互いに町民の幸せのた

めに進むことを願うところでございます。 

 また先ほど、ごあいさつをいただきました高口代

監には、今期限りで勇退ということで、２期８年

間、町の健全財政に向けて大変な御尽力をいただき

ましたことに心から厚くお礼を申し上げるところで

ございます。 

 今後はまた、うちの町の発展に経験に基づいたい

ろいろなアドバイスをいただければ非常にありがた

いかなと思うところでございます。 

 それから、このたび退職されます４名の職員の皆

さん方におかれましては、３７年、また長くは４２

年という中でうちの町の発展に行政の仕事につきな

がら大きな病気もすることなくうちの町の発展のた

めに御尽力をし、いろいろな思いを込めたごあいさ

つだったかなと思うわけでありますけれども、まず

は心から厚くお礼を申し上げますとともに、大変御

苦労さまでしたと申し上げたいと思うところでござ

います。 

 今日まで四十何年間一生懸命働いてこられたわけ

でありますけれども、人生寿命が８６歳かと言われ

る中で、これからまさに精神的にも、また生活の中

でも充実した生活を送られ、仕事が終わったのでは

なくて、これからまちづくりの本当の仕事が始まっ

たのだということで私どもに大所高所から、またそ

の経験に基づいて御指導、また御助言を賜れば非常

にありがたいかなと思うところでございます。 

 何はともあれ、第１回の定例会が無事それぞれの

立場でそれぞれの仕事、義務を果たしながら、また

４月１日からスタートすること、そしていい事業、

来年のいい年明けを迎えることを祈念して、甚だ長

くなりましたですけれども、一言お礼を申し上げま

して、議長のごあいさつといたします。 

 本当にありがとうございました。 

────────────────── 

◎閉  会  宣  告 

○議長（西村昭教君） これにて、平成２２年第１

回上富良野町議会定例会を閉会といたします。 

午前１１時４３分 閉会 
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